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本^ は M 行 法師の 家集 「山家 $^」 より、 筆者の 好む 歌 だけ を 選び、 简^ を 期して 

，冲釋 を 加へ る こと を 主と し、 それに 筆者の 胸に 映って ゐる西 行と いふ 人 を. 評論の 

形に して 添へ たもので ある。 

「山家 狼」 の 評釋、 選釋 は、 その 古い もの 新しい もので、 鎮 者の 記憶に ある ものが 

三 四、 四 五 は ある。 本 は それら を參 酌すべき であるが、 叢書の 一冊で あると いふ 

關係 上、 紙數に 制限が あ ひて、 それ をす る ことが 出來 なかった- 本き の 歌 は、 その 

も穉も 一 に 筆者 一 己の 心に よった ものである G 

^ほ .耿 は、 藤^ 夫 の 「西 行 法師 全 歌 猿」 によった」 安んじて よる ことの 出來 

たこと について 謝意 を 表す。 


評 il について は、 その 參考 として、 尾 山 篤ニ郞 氏の 「西 行 法師 評 傳」、 川 E 順 氏 

の 「俊 成、 定家、 西 行」 の 二 好 著 を參考 とした。 負 ふところの 多い こと を ら かに 

して 謝意 を 表す。 

西 行 法師 は、 その 歌に つき 人に ついて、 猶ほ 語られなければ ならない 多く を 持つ 

てゐ る。 乏しき 肇者 も， これで 盡し 得た と は 思って ゐ ない，， - 今 はこれ にと どめざる 

を 得ない。  - 

昭和 十三 年 五月 
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文 の 人と いふうち でも、 その 時 その 時の 心の 動きの 端的 を、 直接に 他に 訴 へる こと を Si とし 

てめ る 歌人 俳人 は、 これを_|.2、^^からぃふと、 おの づ からに 魏 しみの いものが ある。 欲 人と して 

の 人 IT 西 行、 俳人と しての 芭蕉な ど は、 その 歌の 一 首、 の  一 を も記惊 して ゐ ない、 いはば 

文字に 全く 關心を 持って ゐ ない 人にまで も、 宛 も 隣人で でも ある やうに その 名 だけ はおられて ゐ 

る。 しかし その^ Hi の やや 精し いこと になる と、 その 方面の 研究 - にも 分らない。 これ は 彼等 は 
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何れも その 資料と なるべき もの を 自身で も、 また 他人に よっても 留めて ゐ ないから である。 自身 

とどめなかった の は 心あって のこと ともい へる が、 他人の 留めなかった の は、 彼等 は 何れも、 そ 

の 生存 當時 にあって は 社會的 地位が 低く、 社會 人と して は 記錄に 値しなかった が爲 である。 ここ 

に 云 はう とする 西 行 法師 も、 まさしく さう した 人で ある。 

しかし 西 行に は 聊かながら、 その 生存 當時、 他人に よって された 記 錄で、 信憑すべき ものが あ 

る。 それ は 彼の 出家した 時、 入寂した 時の もの を 主に、 間接ながら 彼に 關係 する ものの 零 碎なも 

ので ある。 叉、 彼 自身 直接に 記錄 した もの も あるが、 それ は 彼の 歌集 「山家 集」 の 歌の 端 寄と し 

てのもので、 これ は その 歌の心 を 明らかに しょうが 爲の もので、 彼の 傳 記に は關係 させた もので 

はない が、 それら を 綜合す る ことによって、 彼の 生活 を 窺 ひ 得させる もので、 彼 自身 記錄 して ゐ 

る ことによって、 信憑すべき 間接な 傳記 資料と なって ゐる ものである。 その他 は 彼の 著 寄と 稱さ 

れ、 义傳 記と 稱 されて ゐる もの は、 彼が 高名と なった が爲 に、 その 名を藉 りた もの、 叉 同じく 彼 

を 興味の 對象 として 傳說 化した 物で、 すべ て 信 やべ くもない 偽書で あると されて ゐ るので ある。 


ヨ 

西 行の 出家した 事に ついての 記錄は 二つ ある。 I つ は 「百 練抄」 卷 六に 「保 延六年 4. 月 十五 日、 

伤藤 右お 衞尉 憲淸出 {气 號 一とい ふのと、 今一 つ は、 藤 原 頼 長の 「裏 記」 康治 元年 三月 十 

五日の 條に、 「西 行 法師 來云、 依 ニ品經 i 雨院 以下 貴所 皆 下 給 也、 不， 嫌-料紙 美惡： 只可レ 

w,,:nl 维？ 余經 承諾。 又問レ 年、 答 日 二十 五 I れ 11 出。 抑 西 行 本 右兵衞 尉義淸 讓 以 i 代？ 2r 

化，, 法皇？ 自-俗 時, 入， 1 於心佛 道？ 家 富 年若、 心無 欲、 遂以 遁世、 人 歎ユ美 之， 也。」 とい ふので あ 

る。 これらに よって 见 ると、 出家 前の 西 行 は、 軍に 近親の 間 だけの 存在であった のに、 出 { 〈么 とい 

ふこと によって、 廣 ぃ社會 のお 在と なり、 又 身分の高い人 にも、 認められる ものと なった ことが 

分る" 

又、 西 行の 入寂の こと は、 その 當 時の 高名な 歌人の 何人 かによ つて 記錄 されて ゐる。 これ は そ 

の 時 は： 曲 行 は旣に 高名な 歌人と なって ゐ たが 爲 である。 慈鎭の 「拾 玉 集」 に は、 「文治 六 年 二月 

十六 未 時、 ^位 上人 入滅、 臨終な どま ことに めでたく、 存生に ふるま ひ 思 はれたり しに }^ 久 にた 

が はす、 ^の 末に ありがたき. S なん 中 合 ひける」 とい ふので ある。 「存生に ふるま ひ 思 はれた トン 
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し」 とい ふの は、 西 行の 「願 はく は 花の もとにて われ 死なむ そのき さらぎ の s;,ir:;: の 顷」 とい ふ 歌 

を 指して ゐ るので ある。 「末の世」 は、 當 時を怫 典の 謂 は ゆる 末世の 淺 ましい 時代と して ゐ たれい： 

である。 

この 二つの 記錄 によって、 西 行の 生まれた 時、 その 家、 入寂の 時が はっきりと 知る ことが 出來 

るので ある。 これによ ると 西 行の 生まれた 時 は、 鳥 羽 天皇の 元 永 元年 (一七 七 八) で、 入寂した 

時 は、 後鳥羽 天皇の 建久 元年 (文治 六 年、 建 冗と 改元) で、 年 は 七十 三だった ので ある。 

これ を 皇室に 絡ませて 見る と、 御代と して は 鳥 羽、 崇德、 近衛、 後白河、 ニ條、 六條、 高 倉、 

安德、 後鳥羽の 九 代に 一旦って をり、 政權の 上から いふと、 鳥 羽 天皇に 先立つ 三代 前の 後 三條： 大皇 

が、 閥族と しての 藤 原 氏 を 制して 御 親政 をな され、 次ぎの 白 河 天皇が、 その 延 -4- として、 ！ M じ 

く 藤 原 氏 を 制す 爲に 院政 を 始めさせられて、 藤 原 道 長 を 15 點 としての 閥族の 專 横の 沒 i ^湖に 入つ 

て、 次第に その 濃度 を 高めつつ ある 時代に 生まれた ので ある。 此の 政權の 改革 は、 藤 原 氏 を 屛.： 

せしめた 代りに、 新たなる 閥族 平氏が 起り、 更に 源氏に 移る ことと な. 9 を はった ので あるが、 そ 

raj 


の^ w 針  1 となった 保 • 兀の亂 の 時 は、 ISl 仃は 三十 七、 出家 後 十五 年 を經た 時であった。 二 年 を經て 

平 治の 乱が あ. 9、 政權は 全く 平氏 一門の 手に^して しまったの である。 その 平氏が 減 亡して 源氏 

に 代った 文治 元年 は、 西 行 は 六十 八であった。 

これ を 欲 人 西 行の 上から 兄る と、 その 歌 一 首が、 「よみ 人し ら卞」 として 勒撰染 の 「詞華 和歌 

に 入った の は、 近衞天皇の仁平元年、西行は三十四の時で、次ぃで十八^3が「千載和歌藥」に入 

つたの は、 ^ひ ~ 羽 天皇の 文治 四 年、 西 行 は 七十 一 で、 入寂 前 二 年の 時で ある。 西 行が 歌人と して 

の 存生 巾の 面目 はこ こに 盡 きて ゐる。 元久ニ 年の 「新 古今 和歌 築」 に、 九十 八 首と いふ 集中 第一 

位の 歌が 入 つたの は、 西 行 は 入寂 後旣に 十五 年を經 過した 時 だ つ た ので ある。 

；! らし 難い こと は、 西 行の 家門で ある。 頼 長の 「棗 記」 は、 「以 二重 代 士？ 仕， 一法，：！：； ，一,」 とい ひ、 

に 「^お」 と in ひ 添へ て ゐる點 である。 山 篤ニ郞 氏の？ „ ^證 によると、 武 としての 佐 ji 氏 

は、 源 や 二 氏に 次いでの 力 ある もので、 姓 を 異にして ゐる 同族が 諸方に 散在して、 何れもね 應 

の C 力 力 を 擁して ゐた。 もし これが lEifii したならば、 一大 勢力 をな し 得る もので、 源平 二 氏のう ち 
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の 何れ かと 結ぶ 意志が あれば、 優に 他を壓 する に 足る ものであった とい ふので ある。 佐 藤氏に は 

その 團結は 出 來てゐ なかった が、 場合によって は 武家の 力 を 利用し ようとの 心 ある 方面から 見れ 

ば、 その 雌伏して ゐるカ は 問題と なり 得る ものであった とい ふので ある。 又、 在俗 時代の 西 行 は、 

以前 は 德大寺 家の 家臣で あつたが、 いつの 時から か 鳥 羽 法皇の 北面の 武士と なって ゐた。 これ は 

時代が 院政に 移る と、 從前 は攝關 家の 家臣と なって ゐた 武家 は、 殆ど 全部 皇室へ 直 翳 する ものと 

か はって ゐ たので、 これ は 西 行に 限っての ことで はなく、 武家と して は 普通の ことだった ので あ 

る。 潜勢力 を 持って ゐる 武家で、 政 櫂の 中心と なって ゐる院 に、 北面の 武士と して 仕へ てゐ て、 

しかも その 家 は、 富んで ゐ たので ある。 しかも 當時 は、 源平 二 氏と も、 まだ その 力 を あら はすべ 

き機會 も、 また 自信 も 持 も 得なかった ので ある。 在俗 時代の 西 行が、 たと ひ 身 は 北面の 武士と い 

ふ ー微臣 であっても、 相應 にた かい 矜りを 持って るたら うと 想像しても、 誤で はなから うと e:; は 

れる。 


二 

人と しての： €1 行 法師 は 何う いふ 人で あつたか。 これ は 興味の ある 問題で、 知り 得， るなら ば 知り 

たいと 13^ ふこと である。 これ は 公開され てるる 祕密 で、 さう 思 ふ 人の 誰に でも 何等かの 解 說は附 

くと 共に、 誰 を も 額 かせ 得る やうな 解說 は、 恐らく 誰に も附 けられ まいと 思 はれる ものである。 

公開され てゐ ると いふの は、 その 家集 「山家 集」 である。 これ は 西 行 自身、 全力 を 擧げて 描いた 

彼の 面目であって、 これ 以上に 彼 を 知..^ 得る 資料 はない ので ある。 「山家 集」 が 何う いふ もので 

あるか を插 むこと が、 卽ち西 行 は 何物で あるか を摑 むこと なので ある。 

歌人に は大體 二つの 倾 向が ある。 その 一 つ は、 今の 言葉で いふ 藝術 派と もい ふべき もので、 歌 は 

^:i^:、1sの上に^き出でた花として、 赏 生活から 或る 程度の 遊離 を 持った、 その 故に 美しくな つか 

しく 愤れ に，： g した 世界と 觀る 派で ある。 西 行の 腿して ゐた 平安朝 時代の 歌人 は、 歌は實 生活の 上 

の感を 表現した もの だとい ふこと を 標語と して はゐ たが、 その 實 生活 は 謂 は ゆる 消費 を 辜と する 
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貴族の 生活であって、 叉 その 生活 は 四百 年の 久しき に 一旦って、 殆ど 外部からの 刺戟の ない 舉 調な 

もので、 新 意 を 出す の を 怖れて 一に 傳說を 墨守す る 生活であった ので、 勢 ひ、 ^しくな つかし 

く 憧れの 形 を 取った ものと なって 行った。 彼等から いふと それが 卽ち實 生活で あつたの かも 知れ 

ぬ。 今一 つの 傾向 は、 今の 言葉で いふ 人生派と もい ふべき ものである。 これ は. 活を 重んじて" 

そこにの み 價値を 認め、 心に 直接の つながり のない 歌 は 詠むまい とする 派で ある。 事 は 歌の 上で 

あるから、 此の 二つの 傾向 は 截然と は 分れる もので はなく、 その 何れに 中心が あるかと いふに と 

どまって、 或る 程度の 混合 は 持って ゐて、 時には 一 人に して、 年代に よって 彼れ から 此れへ 移る 

こと も ある ものである。 西 行の 歌 は 此の 後の 人生派と 稱 すべき ものである 女 朝の 初期 以來、 

歌と いへば 藝術派 的の ものの み 行 はれ、 それが 傳統 となり、 桎松 とさへ なって、 身動き も 取れな 

ひとり  ？ ' 

くな つた 末期に おいて、 彼 はた だ 一 人、 鮮やかに、 人生派の 立場に 立った 歌人で ある \。 平安朝 時 

代に は 多くの 優れたる 歌人が 現 はれた が、 その 殆ど 全部が、 時代の 鶴に 隔てられて、 現在の 我々 

の 眼に はお ぼ ろと ならう として ゐる うちに まじって，^ ぶ KSXT ゆ，： や ll^iif 
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き 生きと した 聲を^ せて ゐ るの は、 他の 理. ffl があって ではなく、 彼が 永遠に い 人 問の 本質 

^s^nMispr 率直に つて ゐ な. が爲 である ジ\ 山 k 藥」 は 彼の 全力 を 摩げ て 描いて ゐ 

る，：：：：？ たとい ふの は 此のお^、 これ は 平安朝 時代の 四百 年 を 通じて、 歌の 上に は 極めて 稀れ 

に 兌る、 卽ち 代表的な 蔡枘 なので あるい 
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「山家 集」 は、 謂 は ゆる 玉石混淆した 歌集であって、 端から 讀んで 讀みを はると いふ こと は、 よ 

ほど 歌 好きの 人で ない 限り 忍耐 を 要する やうな である。 您 じてい ふと 此の 事 は 家集の 常で ある 

が、 さう いふ 中に も 「山家 集」 は、 やや その 甚し いものに 思 はれる。 

何故かと いふと、 「山家 集」 は 出来不出来の むらの 多い 集と いふ ことで ある。 大體 からい ふと、 

出 來の惡 い 感心し ない 歌が 可な りまで 續 く。 ややい ゃ氣 がさして 止めよう とする に、 飛び離れ 

ていい 光った 歌が 現 はれて 來る。 時には さう した 歌が 綾いて 救 はれた やうな 感 がする と、 また 感 

心しない 歌が 繽き 出す とい ふ 風 だからで ある。 

これに 使って 見る と、 西 行と いふ 人 は、 行く として 可なら、 ざる はなしと いふ ii は ゆる 才人 風の 

人で はなく、 優れた 方面と 劣った 方面と が はっきりと 分れて ゐた 人に 思へ る。 これ は 如何なる 歌 

人に もまぬ がれ 難い ことで は あるが、 西 行 ほど その 差別の 際 やかな 人 は 恐らく 稀れ であらう。 


その 劣って ゐる歌 は、 何う いふ 方面の もの かとい ふと、 大體 人と 贈答の 歌、 複雜な 題で 詠んだ 

歌な どで、 さう した ものの 巾に は 殆ど 佳作が 見當ら ない。 平安朝 時代 は 歌が 赏 生活に 織り込まれ 

てゐ て、 挨 代りの 歌が 隨 分と 詠まれて ゐる。 これ は 此方から も 贈り、 贈られれば 必ゃ 返し を 

しなくて はならない ものであった。 歌 好きで ある 西 行の 知人に はおの づ から 同好の 者が 多く、 此 

の 贈答 は 可な り 多くして ゐる。 かう した 歌 はもと よりその 揚合 場合に 卽 すの を 目的と する もので 

あるから、 第三者から 晃て 秀歌 を 求める の は 無理と もい へる が、 しかし 贈答の 歌 を 並べて ゐる限 

りに おいて、 西 行の 歌が 際立って いいと いふ やうな もの は 殆ど 見 《：3 らゃ、 相手と 尉當 にし か 見え 

ない ものば かりで ある。 又 此の-お 時 は、 歌合が 盛んに 行 はれた 影響と 見え、 家々 で、 小人数の 人 

が f おって 歌 を 詠み 合 ふとい ふこと が 多かった と 見える。 西 行 は 知人の 家で ある 限り は、 好んで 出 

懸けて 欲 を 詠んで ゐた やうで あるが、 ここに もい いと 思 はせ る 歌 を 詠んだ ものが 殆ど 見 當らな 

い。 他の 人の 欲 は^どめ てない から 分らない が、 多分 水準 を 出た ものではなかった らうと 思 はれ 

る。 四 行 は Bi は ゆ る 當意卽 妙 の 歌 を 詠む とい ふ 肌合の 人ではなかった やうで ある。 
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p- 前 境   , 

西 行の 歌の 光 を 持った もの はた だ獨 り、 人 を まじへ ぬ 環境に あって、 眼前の 自然に 眺め 入り、 

叉 我が身 世 を大觀 して、 靜 かに 燃える 心、 靜 かに 躍る 心 を 持って、 しめ やかに 詠み 出 3；；1 と， 見える.. 

歌で ある メさ うした 類の 歌になる と、 その 自然に 對 した SISIT に は、 、.^と物と完全に融け合って、 

單 純な 澄み 入った ものと なり、 單 純ながら に 複雜を 含んだ、 澄み 入りな がらに 暖かさ を 持った、 

微妙な 味 ひ を釀し 出した ものと なる oi 自然：， 美し さに 對 した 時には、 恍惚と して、 謂 は ゆる 沒我 

の 境に 入った 心 を めでたく も 具象して ゐ ると 思 はせ、 さみしい 自然に 對 した 時には、 同じく さみし 

さと 融け 合って、 廣ぃ 天地 はた ださみ しさ その物の やうな 味 ひ をめ でたい 具、 象に よって； g はして 

來る。 叉、 述懷の 歌になる と、 身 世 を大觀 してす ると ころから 來る あはれ に 浸って 物 をい つて ゐ 

て、 そこに は 理智の 心が 働いて ゐ るので あるが、 それ は あはれ に 融け 入って、 S 叫 純な 形に 具象 さ 

れてゐ る。 

西 行の 歌の ー讀 注意 させられる こと は、 その 單純 にして 平明な ことで あるが、 この 單純、 平明 

は、 單 なる それで はなく、 その 單純は 上に いふ やうに 複雜を 含み、 平明 は 陰影 を 引いた 立 體味を 
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帶び たもので ある。 從 つて 此の §单 純、 平明 は、 心 そのものの 姿で はなく、 表現の 爲に 具象 化され 

たと ころの 心の 姿で、 强 ひていへば 具象の 方法と しての 單純、 平明と もい ふべき それで ある。 此 

の點は 如何にも 手に入った もので、 平安朝 時代 を 通じて 見ても 類のない、 まさに 天與の 歌人と 思 

はせ る ものである。 西 行 は 何に よって かう いふ こと をして ゐ るか、 如何なる 秘密が あるの かとい 

ふと、 そこに は 何の 巧む ところ、 何の 祕密 めいた もの もない、 一に 調べの 力に よって それ を 成し 

遂げて ゐ るので ある。 恐らく 西 行から いふと、 全く 無意識に 行って ゐる 自身の 調べ の 力に よって， 

,g 雜の =4. 純化、 平面の 立 體化を 行って、 彼 以外、 前後に 類のない 歌境 を 展開して ゐ るので ある。 

や 一ぐ Isnl^ の dss:.! 大 f , の といへ る。 細く して 强く、 冷たく して 暖く 緩やかに 

して 張って ゐ. その 調べ を 味 ふと、 西 行と いふ 人の 如何に 純情な 人で、 愛の 深い 人で、 微細な、 

動搖 しゃすい 人で、 ri 時に 如何に 理智 的な 人で、 いかに 意志的と いふよりも むしろ 意地の 強い 人 

であつ たかを、 直接に、 しみじみと 感じさせられて 來る。 一 

かう した 西 1,:: の 歌の 倾向を 兑て來 ると、 西 行が 二十 三に して 出家して、 當 時の 都 を 離れて 飄泊 
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の 生活 を 送る 身と なった とい ふこと は、 彼 自身の 幸福であった のみなら す、 後代の 我々 に 取って 

も 極めて 幸福な ことだった ので ある。 宮廷 を 中心としての 廷臣 達に よって 作られて ゐた當 時の 都 

の歌界 は、 それが たと ひ動搖 をと ほしての 轉換 期に 入って ゐた とはいへ、 大體 として は 你統の 歌 

界で、 歌と いへば 励 撰 集 を 目標と しての もので、 題詠の 範園を 多く 離れない ものであった。 又 興 

味 を 感じて ゐるこ と は、 歌合の 歌に 面目 を 施す 類の ことで、 その 題詠た る はいふまで もない。 

そこに は全體 としての 流れが ある だけで、 個人の 持ち味 を發撣 するとい ふ 道はなかった。 さすが 

に 此の 道 は 封 じられ てゐ たので はない が、 それ を 行っても 誰も 認めて はくれ なかった らう。 同好 

の 者と 共に ゐて、 誰も 認めない 道 を獨り 行く とい ふこと は、 勢 ひなし 難い ことで ある。 西 行 は 歌 

に對 して は、 それほどまでの つむ りではなかった。 もし 出家 をせ すに 都に 終始して ゐ たな 

らば、 彼 は その 融通の 利かない 天性に 鞭う つて、 題詠 を 試みて ゆく 外はなかった であらう が、 そ 

れだと 我々 が 今日 見る ところの 歌人 西 行 は 存在し なかった であらう。 西 行 をして 西 行たら しめた 

歌の 大部分 は、 彼が 都 を 離れて 獨り 山林の 間に 住み、 その 環境の さみし さに 刺戟され て、 生來の 
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愛 を强 く^ 覺 めさせられ、 身 を 思 ひ 人 を 思 ふ 心の 寄せ どころ のな さに、 好きな 歌に 打ち込む こと 

によって 僅かに 慰められた、 その 形見な ので ある。 この 彼 自身の 心を盡 すと いふ ことが、 卽ち都 

の 歌界を 離れて、 彼の 持ち味 を發 禅す る ことにな つたので、 そして それが 彼の 代表作と なって ゐ 

るので ある。 彼に は 歌論の 一 卷が、 他の 维錄 によって 殘 されて ゐ るが、 それ はさして 特色の ある 

もので はなく、 彼の 歌に _g ベて は兑 劣りの する ものである。 その 點 から、 それ も僞謦 ではない か 

との 疑 も 持 たれて ゐ るので ある。 第三者から 見れば、 西 行と いふ 人 は 格別な 歌； i など は 持って ゐ 

なかったら う。 彼の 歌 は、 もし 傍らに 心 合 ひの 鋭し い 者が ゐれ ば、 それに 口頭 を もって 語る が 如 

き 態度 を もって 詠んだ もので、 そこに 系統の あり、 細か さの ある 論な どはなかった ので はない 

か。 晚年鎌 食で、 源 頼 朝に 歌の こと を 問 はれた 際、 「詠歌 者、 對ニ花 月， 動感之 折節、 僅 作 二三 十一 

宇， 許 也。 < 土 不レ 知，, 奥旨 f 然者是 彼 無， 所レ 欲-報 申？」 と 答へ たのが、 赏 際の 彼の 心ではなかった か 

と はれる。 彼の 歌 を 見る と、 全く 感の 動く がまに まに たやすく 詠んだ もので、 それに？ おみのお 

のづ からなる ものの あるの は、 一 に 彼の 人柄と 環境の いたす 所と： はれる ので ある。 
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西 行よりも 四つ 年長であった 藤 原 俊 成が、 西 行の 晚 年に 囑 せられて、 西 行の 入寂す る 一 年 前の 

文治 五 年に 書いた 「御 裳灌川 歌合」 の 判詞の 中に、 老友西 行に 對 しての 思 ひ 出 を 言 ひ 添へ てゐ 

る。 それによ ると、 「むかし 天 承、 長 承の 頃 ほひより、 同じ 道に たづ さはり、 仙 洞の 花の もと、 

雲井の 月に 見なれ し 友」 とい ふので ある。 崇德 天皇の 天 承 は 西 行 十四の 年、 同じく 長 承 は 十五の 

年で ある。 たと ひ當 時と いっても、 廷臣の すべてが 歌 を 詠んだ ので はない。 十四 五と いふ 年齢で 

「仙 洞」 に 叉 は 「雲井」 に、 花 月の 夜、 歌に よって 立ち まじった とい ふので あるから、 西 行 はよ 

くよ くの 歌 好きで、 幼少の 頃から 歌に 親しんで ゐ たらう と 思 はれる。 

俊 成が 「千載 和歌 集」 を奏覽 したの は、 後鳥羽 天皇の 文治 四 年で、 その 時 は 西 行 は旣に 七十 一 

とい ふ 老齢に なって ゐた。 浮世に つなぐ 心 は 全く 絡ち 切った 西 行だった らうと 思 はれる が、 歌に 

だけ はよ ほどの 執着 を 持って ゐ たと 見えて、 觔 撰の 事の ある を 聞く や、 歌 を 理 して、 遠く 態々 
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撰^^：伎成の^^許に寄せてゐるのでぁる。 歌 好きで あると 共に、 いかに 歌と いふ もの を 重んじて ゐ 

たかが 思 はれる。 

「御 裳 濯 川 歌合」 と 「{WI 河 歌合」 と は、 西 行の 自 歌合で、 歌合に 伴 ふべき ものと して 1: 詞を 欲し 

「御 裳？ S 川」 の 方 は 老友俊 成に、 「{:,:! 河」 の 方 は、 その子の 定 {豕 の、 自分より は遙 かに 年下の 者 

に、 歌^3の上での立者として1啦したのでぁる。 「御 裳 濯 川」 の判詞 の出來 たの は、 後 cil 羽院、 文 

治 五 年、 is 行 は 七十 二で、 河 內の弘 川 寺に 病んで ゐる 時であった。 俊 成 は 病 を危ん で、 前より 囑 

されて ゐ たの を、 いでした ので ある。 この：. 1 歌合 は、 「御 裳灌 川」 は 伊勢の 內宫へ r 宮河」 は 外 

おへ^ 納 する^の ものである。 當 時の 信仰と して、 神 佛も歌 を 愛で 給 ふとして、 現に 歌合な ども 

神社 佛 ^ で 行って ゐる。 それと 同じ 心 持の 爲で、 言 ひかへ る 西 行 自身の 信心の 爲 のこと だので あ 

る。 此の 兩 歌合の 涼 書 を 托された 慈鎭の 記す ところに よると、 西 行 は 十二の 社へ 奉納し ようとの 

志 を 持って ゐ たとの ことで ある。 自身の 過去に 詠み 拾て た 歌で あるが、 いかに それ を 愛し 千 M んじ 

なみな ふ 

てゐ たかが m 心 はれて、 -gl 行と 歌との 關 係の 並々 ならぬ、 むしろ 宿命的の ものである こと を 感じさ 
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前 篇 

せられる。 

西 行が これ 程に 思って ゐた ところの 歌が、 その 存生 中、 叉 寂 後程な き 頃に、 その 時代から 如何 

に 扱 はれて ゐ たかと いふ こと は、 歌人 西 行 を 知る 上に 意味の ある ことで ある。 

當 時の 歌人の 評價 は、 勅撰集に 入 撰の 歌數 によって 定められて ゐた。 これ は 撰者の 好みに よつ 

て 定まる ことで、 權威 ある ものと はいへ ない 譯 であるが、 その 撰者 は 一代の 權威 者で、 そして 歌 

界の 意思 を 心に 置いて、 公平 を 期して 行って ゐる ことで あるから、 大 體妥當 な ものと 認め 得らる 

る ものである。 

西 行の 存生 中 は、 觔撰 集の 御 事 は 二 同あった。 第一 は r 詞華 和歌 集」 で、 近衛 天皇の 仁 平 元年. 

奏覽 かとい はれて ゐる。 それ： U とすると 西 行 三十 四の 時で、 出家 後 十一 年 を 經てゐ る 時で ある。 

撰者 は 藤 原顯輔 である。 r 詞華 和歌 集」 は 歌 數が少 く、 それに 當 時の 作者の 歌 は 多く 取らない 方 

針の もので あつたが、 西 行 入 撰の 歌 は 僅かに 一首で、 「身 を捨 つる 人 はまこと に捨 つるか は 拾て 

ぬ 人 こそ 拾つ るな. 9 けれ」 とい ふ 歌で、 これ を 後年の ものに 較べる と、 多少 生硬の 感は ある もの 
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の、 しかし- fSI 行の 特色 は 十分に 持って ゐる 歌で ある。 しかも 「よみ 人 しら や」 として 取られて： Q 

るので ある。 當 時の 西 行 は、 これ を その 時代から 見る と、 全然 捨てる 譯には 行かない が、 さりと 

て 然るべ く 扱 ふとい ふ 程の 歌人で はなく、 條件附 で 一 首 を 取る とい ふ 程度に 評價 されて ゐ たもの 

と 見える。 

その 第二 は、 後鳥羽 天皇の 文治 四 年に 奏覽 となった 「千載 和歌 集」 で、 その 時 は 西 行 は 七十 一 

で、 入 {叔 に 先立つ 二 年と いふ 時で ある。 撰者 は 藤 原 俊 成で ある。 これ は 歌數も 多く、 常時に 近い 

顷の 作^の 歌 を 取る こと も 多かった が、 西 行の 作 は 十七 首であった。 この 数 は 相 當の數 であるが、 

狼 中から いふと 第 九 位で、 必中し も 代表的の 數 とはいへ ない ものである。 

入寂 後、 第 一 の 觔撰染 は、 土 御門 天皇の 元久ニ 年に 竞宴を 行 はせられ た 「新 古今 和歌 集」 であ 

つて、 撰者 は當 時の 權威を 網羅した 藤原定 家、 同家 隆、 同 有 家、 同 雅經、 寂 蓮の 五 人で ある。 商 

行と して は 入寂 後 十五 年 目の 事で ある。 此の 集に おける 西 行の 入 撰 歌 は、 一躍、 赏に 九十 四 首で、 

一  位を與 へられて ゐ るので ある。 
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勅撰 和歌 集に おける 西 行の 歌の 扱 はれ 方の この 推移、 卽ち 時代が 進む に從 つて、 飛躍的に 重く 

扱 はれて 行った とい ふ 此の 推移 は、 何に よっての 事で あるか。 ここに 歌人 西 行の 眞價 がなくて は 

ならない。 

平安朝 末期から 鎌 倉 初期へ かけての 歌界、 これ を 勅撰 和歌 禁で いふと、 「千載 和歌 藥」 から 「新 

古今 和歌 集」 へ かけての 時代 は、 藤 原 俊 成に よって 指導され てゐ た歌界 である。 現に 「新 古今 和 

歌 築」 の 撰者 は 殆ど 皆 俊 成の 系統の ものである。 この ニ勒撰 和歌 集 は、 俊 成の 歌に 對 しての 意見 

の 具象 化された ものと もい へ る。 

俊 成 は 歌の 本質に ついて、 從來の r 艷」 のみ を强 調され てゐ たのに 對 して、 新たに 「幽玄」 を 

强 調して 來て、 その 二つ を對當 な、 相 並ぶべき ものと したので ある。 「幽玄」 は 新たに 生まれ 來 

たもので はなく、 從前 もあった ものであるが、 それ は 抑へ つけられ、 力弱い ものと されて ゐ たの 

であるが、 歌人 的 素質に 富んだ、 敏感な 俊 成に よって 新たに 取り上げられ、 強調 させられて 來た 

ものである。 
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「幽玄」 と は何ぞ とい ふこと について は、 現在で は 解釋が 一 定 して ゐな いが、 私見に よれば、 突 

えん 

しさ を 11:: とする 「^」 に對 して、 さみし さ を 旨と した ものである。 双方と も 此の 常時.^、 歌に^ 

幽 を 求める ところから、 從來の 詠み 口の、 とも すれば 說 明に 終らう とする の を 描寫に 代へ て- 

それによ つて 謂 は ゆる r 餘情」 を 持たせよ うとして ゐた、 その 「餘 情」 に 包まれての 上の ことで 

ある。 ：！： 故に 「^」 にの み 安住す る ことが 出來ゃ 、 新たに 「幽玄」 を 求めた かとい ふこと は、 理 

として は簡。 4 である。 政權を 武家に 奪 はれて、 その 籐 原 氏の 手に あった 時よりも 一 層 無力と なり 

終った 都の 廷臣 は、 生活 上の 赏感 として さみし さ、 あはれ さ を 感ぜざる を 得なかった。 さみし さ、 

あはれ さが 彼等の 生活 感： U つたので ある。 今 は 從來の 安住の 地であった 「cis」 はま さしく も 過 

去の 夢と なり を はって、 心 はおの づ からに さみし さ、 あはれ さに 向って、 それに 蕃處 する より 外 

はなくな つたので ある。 その さみし さ、 あはれ さの 好んで 住んで ゐる所 は 自然の懐 である。 彼等 

は 31 然の懷 の 巾に 分け入り、 「^」 を 慕 ひ、 夢み る 心 を そこに 移して、 「幽玄」 とい ふ 姿に おいて 

さみし さと あはれ さに 浸らう とする のであった。 
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敏感なる 藤 原 俊 成 は、 明らかに これ を 意識し、 これ を說 き、 これ を 試み もした。 しかし 彼 は 都 

にあって、 廷臣に 圍繞 せられつつ それ をして ゐ たので ある。 思 ふけれ ども 行 ひ 難い 所が あつたの 

である。 それ を 境遇と 必耍 とに 迫られて、 殆ど 無意識に、 二十 三に して 出家す るより 七十 三に し 

て 入寂す るまでの 五十 年間の、 その 大部分の 長い間 を、 獨り 自然の懐の 奥に 抱かれて、 その さみ 

しさと あはれ さに 浸った のが 西 行で ある。 西 行 は 歌よりも 先づ その 身が 「幽玄」 そのもの であつ 

たので ある。 

時代 ほその 好まざる にも 拘ら や、 廷臣に 取って はさみし く あはれ にと 移って 行った。 r^」 を 

高潮 させた ところの 「妖 艷」 は、 旣に藤 原 俊 成 も 慕って ゐ、 子の 定 家に 至って は、 それ を 歌の 本 

旨の やうに さへ 說 いたので あるが、 その 俊 成 父子 も、 また 彼等の 影響 を 蒙る こと 多かった 「新 古 

今 和歌 槧」 の 撰者 達 も、 その 心中に は 「幽玄」 の 儼として 存 して、 その 如何と もし 難い こと を 思 

はざる を 得なかった と 思 はれる。 これ を具體 的に いへば 「千載 和歌 集」 で 西 行の 歌の 十七 首 を 取 

り、 自身の 歌 は その 倍数の 三十 六 首 を 取った 俊 成 は、 「新 古今 和歌 集」 に 至る と、 その子 及び 門 
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流に よって、 西 行の 歌數の 九十 四 首よりも 少ぃ 七十 三 首 を 取られて るるに 過ぎ ない ことと なつ 

撰^<;の誰が西行の歌をかくまで多く取ったかとぃふことは、 「隱岐 本」 の 「新 古今 和歌 集」 に 

よって 知る ことが 出來 る。 それ は 最も 「妖 艷」 を說 いた 定家を 第一 とし、 俊 成の 影響 を 蒙る こと 

おも Si い { 豕隆を t^l 一とし、 それに 雅經が 次いで ゐ ると いふ 有様な ので ある。 

「艷」 も 「幽玄」 も、 人 の 心の 本来に 持って ゐる もので、 それ 以外の もので はない。 その ヒか 

らい ふと 「^」 から 「幽玄」 に 移った とい ふこと は、 歌人で ある 廷臣に 取っての 時代の 推移に 過ぎ 

ない ので あるが、 これ を 歌人 西 行の 上から 見る と、 その 七十 三年の 生涯に おいて、 彼 は 他の 何び 

とよりも：： 十く、  ^1 に 時代の 氣分を 感じ、 何ぴ とよりも それ を 徹底 させた もので、 彼 はま さしく 

その において は ^91 人 者であった ので ある。 彼の 徹底 させた ところの 「幽玄」 は、 „4 に 廷臣に 

取っての 時 とい ふやうな もので はなく、 本來、 人間の 本質と して 持って ゐる 所の ものである 

ところから、 それに 徹" g した 西 行の 歌 は、 時代 を 超えて 今日に 生き 得て ゐ るので ある。 幼時より 
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好んだ と 思 はれる 歌 を、 最期の tn まで も 重んじ、 その 結果と して は、 時代に 先立ちつ つも 時た ど 

超え 得た ところの 西 行 は、 一人の 人間と して 見ても 稀れ に 見る 自由 人で、 自己に 誠赏な 人だった 

といへ る。 


二 五 

西 行 法師と いふ 人 を 思 ふ 時 は、 二十 三の 若さ を もって、 外部から 見れば これ ぞと いふ 差 迫った 

理由 もな， 、出^した とい ふこと である。 出家と いふの は、 西 行と して 具 體 的に いへば、 左 衞門尉 

として £5! 羽 上皇に 北面の 武士と して 仕へ てゐた その 官を棄 てて、 言 ひか へ れば 上皇の 臣下た る こ 

と を^して、 代りに 佛に 仕へ る 身と なって、 ふ 佛道を 修行し ようとい ふこと である。 更にい へ 

ば 上， M の微 ほ となって ゐ るよりも、 佛に仕 へ る 身の 方 をより 多く 價値 ある ものと 認めて、 そなたに 

じる とい ふこと である。 怫 法が 俗人に 對 して 加持 祈禱を 主と する やうに なった 常時の 風習から 

い へ ば、 出 とい ふ こと は- 佛の 特^ の 加護 を 蒙る 方法と なつ てゐ て、 病氣 平癒 を 祈る 爲に出 {冰 す 

るお が 可な. 0 まで 多く、 さして 特別な ことで はなく、 むしろ 0 馴れて ゐ た 車 柄で あり、 また 無上 

の 幸福 を 約^され る ことで あると して、 その 意味で 一般から 羨まれ もして ゐた 事な ので ある。 上 

に 引いた 藤 • ぬ ^長の 「1:5- 記」 にも、 「{¥ 富 年若、 心無 欲、 遂以 遁世、 人 歎 M 美 之 一也。」 といって ゐ 
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る。 家が 富んで ゐれ ば享樂 が出來 る。 年が 若ければ、 加へ て 立身の 見込 も ある。 然るに 無欲で 遁 

世した ので ある。 それ を 見て 世間の 人 は 歎美した とい ふので ある。 これ は 頼 長 や、 それ 以下の 身 

分の 者の 心 持 をい つた ものである。 家が 富んで ゐ るが 故に 西 行の 享樂し 得る こと は 何で あったら 

う。 身分が やかましかった 時代で ある。 西 行が 如何に 富んで ゐ ようと も、 都に 住んで 豪奢な 生活 

は營 めなかった であらう。 許される 所 は、 色に 溺れる とか、 好きな 歌 を 詠む 範圍 のこと である。 

年が 若い から 末に 立身の 見込が あると して、 さて 幾何の ことが 許された であらう。 子と して 鋭の 

官位 を 越える とい ふこと は異數 であった。 これ も 限りの ある ものである。 心が 無欲であった とい 

ふが、 その 無欲 は對 世間の ことで、 現に 西 行 自身 は、 r 詞華 和歌 藥」 に 入 撰に なった 一首の 歌に 

見ても、 「身 を捨 つる 人 はまこと に 拾つ るか は 拾て ぬ 人 こそ 抬 つるな- 9 けれ」 といって ゐる。 出 

家と いふ こと は 身 を 生かさう が爲 で、 それ を しないの は 却って 身 を 殺す ことで あると いって、 頼 

長 や 世間の いふ 無欲 は、 結局 身 を 殺す に過ぎない 淺 ましい 生活で、 西 行 自身から いふと、 出家 は 

身 を 生かす 大欲 だとして ゐ るので ある。 これ は理 として は、 此の 當 時の 人 は 誰も 知って ゐる こと 

二. V；  , 
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で、 Izao するとし ては^ 切りの つかない とい ふだけ の 事だった ので ある。 されば こそ rj! 華 和歌 

染」 にた だ 一首し か 取らなかった 歌と して 撰者 顯輔も 取った ので、 此の 窜は、 西 行が 踏切り を附 

けて 出家した ことに 對 しての^ 間の 歎美 を、 代 辯した 形の ものと も 取れる。 現に 頼 長 は、 人 これ を 

欤 美す といって ゐ るので ある。 卽ち當 時の 世間 一 般は、 西 行の 出家に 對 して、 あはれ みの 眼な ど 

向けな いのは もとより、 何故の 出家で あるかと、 その 理. H など は 尋ねようと もせす、 それ は 自明 

のこと であろ として、 ひたすらに 歎美した ので ある。 

しかし 出家 を m 心 ひ 立つ に は 何 か 理由が あつたに 相 逸ない と 思 はれる が、 その 理由 は 大部分、 彼 

身の 性格から 來てゐ るので はない かと 思 はれる。  . 

i  .FI: 行と いふ 人 は その 欲 を 見る と庶ぐ 分る が、 極めて 純情な、 纖 細な 祌經を もった、 人 思 ひの 人で 

あるが、 これ は 好い 方面で、 一方に は それと 共に、 祌經 な、 氣むづ かしい、 人の 好き 炉- ひの 烈 

しい、 ： n にい ふと §i は ゆるお 天氣屋 であった らしい。 從 つて 氣 分が 動搖 して、 ああ も E 心 ひ、 緩 

いて かう も m 心 ふとい ふ 風で、 そして その ふこと は 皆眞赏 な ものであった。 此の 時代の 人で、 一 つ 
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の 境地から 樣々 な 歌 を、 今 曰 でい ふ 連作 風に 詠んで ゐる者 は、 ひとり 西 行 だけで、 これ は 彼の 歌 

の 一 つの 特色 をな して ゐる ものであるが、 さう した 歌 を 見渡す と、 不思議な くら ゐ にまで も氣分 

に 統一 がない。 例せば 一 つ 物に 對 して 同時に 嬉しい ともい ひ 悲しい ともい つて ゐ ると いふ 風で あ 

る。 それで は その 何方 かが 噓の やうに 思 はれる が、 歌 をよ く 見る と、 何方も 本営で、 彼の 眞赏の 

現 はれな ので ある。 これ は 「山家 集」 に 幾た び も 繰 返されて ゐる 事柄で あ も 5- 歌の 上で 見れば I 

つの 與味 ともなる ので あるが、 生きて 西 行に 交って ゐた 人から 見れば、 厄介な ことだった らうと 

思 はれる。 人 はとに かく、 西 行 自身と して は、 さぞ 厄介 至極の ことと して、 時には 我と 我が 氣分 

を 持て 餘し たこと だら うと 思 はれる。 「新 古今 和歌 集」 に 取られて ゐる 歌で、 次ぎの やうな 端軎 

の 添った ものが ある T 寂 蓮 法師、 人に 勸 めて 百 首の 歌よ ませ 侍りけ るに、 いなび て、 熊 野へ 詣 

でけ る 道に て、 夢に、 何事 も衰へ ゆけ ど、 この 道 こそ 世の 末に 變らぬ ものに は あれ、 ^この 歌 詠 

むべき 由、 別當濯 海、 三位 俊 成に 申す と 見 侍りて、 驚きながら この 歌 を 急ぎよ み 出して 出しけ 

る」 として、 「末の世 もこの 情の みか はら やと 見し 夢な くばよ そに 聞か まし」 とい ふので ある。 

二八 


llK 々しい 端 きで あるが、 なるほど 此れが 添 はない と 歌の心が よく 分らない ので、 無理の ない も 

ので ある。 此の 端畨 きを 見る と 西 行が 思 はれて、 ここで もとい ふ感 がする。 寂 蓮 は 「新 古今 和歌 

桀」 の 撰 の 一 人で、 常時の 代表的 歌人で ある。 百 首の 歌は當 時として は 重大な ものにして ゐて 

なまな，, 

生 中の 人に は；： 冰 めない ものと して ゐた。 詠めと 勸 めら れ たの は、 西 行と して は 面 21 としても いい 

ことで ある。 ？ れんや^ める おは 寂 連で も ある。 西 行は斷 つたと いふ。 何う いふ 理由で とはいって 

ゐな いが、 下の 文の 績 きから 兑 ると、 修行に 忙しい の を 理由と したら しく 見える。 しかし それ は 

nl2^ で、 IS 行； は c^§4^,Iy てが， Tr&?^。 これで 見る と 寂 蓮の 方 

に は 少しも 無理 はなく、 西 行の 方 は 無理ば かりで ある。 隨 分の 氣むづ かし 屋 とい はざる を 得な 

い。 しかし さう はした ものの、 西 行 は その gf がよ ほど 氣 になって ゐ たものと 見えて、 熊 野の 途巾 

で K クを兑 た。 それ は 熊 野の 別 溢 海が、 俊 成に、 世 は 末世と なって すべて 惡 くな つたが、 ひとり 

歌， にけ は の 通りで ある、 やはり 此の 歌 を 詠み 績け ろと 諭して ゐ ると 夢に 見た ので ある。 熊 の 

^々- ^は、 描 現に 代っての ものと いへ、 俊 成 は 歌人の 代表者と いへ る。 卽ち歌 は 神 佛の御 匕；： に 叶 ふ 
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もの だとの 意 を 持った 夢で ある。 これ は 夢と して は 念の 入った もので、 多分 西 行の 心に 思って ゐ 

る ことが、 無意識に 夢に 具象され たので あらう。 すると 飜 然と 心 を 改めて、 目が 覺 める と共に 寂 

蓮に 宛てての 歌 を 詠み、 前の 斷りを 取消し、 いはれ る 通り 詠まう とのこと をい つたので ある。 い 

かに 西 行が 祌經 質で、 根が 善良で あつたか を 示して ゐる。 これ は 一例に 過ぎす、 大體 かう した 風 

を 繰返して ゐ たの が 西 行 だと 思 はれる。 

西 行の 性格に は、 今一 つの 重大な ものが ある。 それ は 歌の 上に は 直接に は 現 はれて ゐな いが、 

錄倉 幕府の 記錄 である 「吾妻 鑑」 の 上に は、 多くの 文字 を 費して 書き 留 どめら れてゐ る。 それ は 

文治 二 年、 西 行 六十 九で、 陸 奥の 藤 原 秀衡の 許へ、 奈良 東大寺の 爲に沙 金の 寄進 を勸 める 目的 を 

もって 奥州 下り をした 際の ことで ある。 「吾妻 鑑」 の 中心 は、 

「十五 日 (文治 一 一年 八月)、 巳 丑、 1 一品 御- 參詣鶴 岡 宮，。 而 老僧 一 人徘テ 1 鳥居 邊？ 佑 レ之以 ，1 景 

季 令聞，， 其 名字 一 給 之處、 佐 藤兵衞 尉憲淸 法師 也。 今號， へ 西 行？ 云々。 仍 奉幣 以後、 心靜遂 謁 

見： 可：， 談， 一 和歌 事 一之 由 被&! 遣？ 西 行令レ 申- 1 承 之 由： 廻 n 宮寺- 奉- 1 法 施？  二 品爲， 召 n 彼 人？ 早 
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速？ a 御。 則 招-引 營中 f 及- i 御 芳談？ 此間 就- -哥 道： S 弓馬 事 f 條々 有 T 被，， 尋仰， 事？ 西 行 巾 云、 弓 

馬^者、 在俗 之 〈5 初、 愁雖レ 傳，， 家風 f 保延 三年 八月 遁世 之 時、 秀鄕 朝臣 以來九 代 摘 家相 承 兵法 

燒 =^。 依 レ爲- 罪業 因 f 其赛曾 不レ殘 n 留 心底 f 呰 忘却 了。 詠哥 者、 對， 一花 月， 動感之 折節、 僅 作，， 

^一  { 子， 也、 全不レ 知-奥旨？ 然者是 彼 無 レ所レ 欲-! 報 申？ 云々。 然而 恩問不 -1 等閑， 之 il、 於，， 弓 

0^^.  〈以中 レ之。 卽 令.. 俊 難、 記 * 置 其詞ょ 給。 繂被 レ專， 1 終夜？ 云々。 

十六 H、  K お、 午尅、 西 行 上人 返 出。 頻雖 n 抑留， 敢不 レ拘， 之。 二 品 以&化 猫, 被 物？ 上 

人 乍レ拜 -領之 『 於 h 外， 與 -i 放 遊兒， 云々。 

これによ つて 兑 ると、 西 行 は 途中 鎌 倉 を 過ぎた ので あるが、 總追補 使と なって ゐた源 頼 朝 も 尋ね 

ようと はせ や、 15 つて 通り過ぎる つもりで あつたが、 鹧が 岡の 八幡宮に だけ は 信心の 爲に參 り、 折 

柄 に 來た親 朝に a 附 けられ、 客と して 迎 へられた ので ある。 佐 藤 左衞門 尉憲淸 とい ふ 名 は、 

^朝に は輕 からぬ 名であった ことが 分る。 さて 營 中に 招いて、 弓馬の 事と 和歌の 事 を 尊ね たとい 

ふが、 何れも その 道の 先 SS として、 敎を請 ふ 態度の ものであった ことと 察 られ る。 然るに 西 行 
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は、 何れもに ベ もな く斷 つてし まって ゐる。 弓馬の 事 は. 家に 傳 は る 兵書 を燒 失して しまった のみ 

ならす、 出家 後 は 罪業の 因 だと 心得て、 心に 留めない ので 忘れて しまった といへば、 それまでの 

ことで ある。 又 歌 は、 心が 動けば 詠む とい ふだけ で、 奥旨 は 知らない といへば、 これ も それまで 

である。 しかし 賴 朝が 等閑なら ざる 態度で 押して 尋ねる と、 忘れて しまったと いふ 弓馬の 事に つ 

いて 話し 出し、 それ を 終夜 績け たとい ふので ある。 その 話 は 費 重な ものだった と 見えて、 頼 朝 は 

俊 兼、 なる 者に 聞 書き を 取らせた とい ふので ある。 話す 西 行 は 一 一十三に して 出家した 法師で あるが 

聞く 賴朝は 直接 間接に 平氏 一族 を 倒して 來てゐ る 武家で ある。 彼の 側近に ゐた であらう IJ< ^も、 同 

じく 戰揚を 經て來 てゐる 武者で ある。 これに 對 して 終夜 を 話し、 猶ほ 翌日 は、 名殘り W しさに 頻 

りに 留めさせ たとい ふ 西 行 は、 その方面にぉぃ ても極めてすぐれた：^；^^でなくてはならなぃ。 f 八.，^ 

としての 彼の 蘊蓄 はとに かく、 賴 朝に 對 して ゐる ところの 彼の 態度 を 思 ふと、 心中い かに 自但を 

持ち、 矜持の 高い ものが あつたかが 思 ひ やられる。 しかし これ は 心屮の もので、 表面に 現 はす 粗 

野な もので はない。 それ は 招かれれば すなほに 應 じたので も 分り、 又翌 曰、 贈物と して 銀 作りの 
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猫 を 出されれば、 ー應 は拜領 して ゐ るので も 知られる。 しかし これ とても、 門外に 出れば. - そこに 

S 一んで ゐた 童に 與へ てし まった とい ふ。 なるほど 法師に は 銀 作りの 猫 は 要ら や、 叉 旅の 身に は 迷 

惑な 物で もあった らうが、 他に 與 へようと 思ったならば、 少し考 へれば 適當な 所がなかった でも 

あるまい。 それ を 門外に 出る 一歩、 1$ 一に ml に 入った 意に 與 へて しまったと いふの は、 拾て ると 

«;5^らなぃことでぁる。 常時の 頼 朝の 贈物 を あっか ふ 態度で はない。 何と 感じ たかは 分らない が、 

； の範 Ei の ものだった らう と は 察 しられる。 

純^で、 祌經 質の 氣むづ かし 崖で、 その 時 その 時の 刺戟で 氣 分が 動 搖 して、 恐らく は 我と 我が 

^分 を て餘す やうな 人が、 一方に は强ぃ 自信と 高い 矜持と を 腹に 蔵して るる、 かう いふ 人 は 何 

所で-おしたなら ばいい のか。 恐らく 何ん な 環境に 澄いても、 阁 園を惱 まし、 身を惱 まし 、機んだ は 

てが 我と 我が身 を 擦. 0 减 らして 行く のが 落ちで あらう。 西 行 は大體 さう した 肌 八：： の 人に 見える。 

かう いふ 人が 身 をせ かす 道 はた だ 一 つ ある。 それ は 周 固の 刺戟 を少 くす る爲に 自由 人となり、 そ 

して •：•： 小教 とか 文^と かいふ、 奥の 知れない、 涯 のない ものと 取飢 むこと である。 それより 外に 

西 行 法 M 
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は 法がない。 その 人が 聰明であった ならば 必 やさう いふ 道を擇 ぶで あらう。 西 行 は その 近 を撣ん 

だので ある。 年若く してと いふが、 早熟な 平安朝 時代に あって は、 二十 三と いふ 年驗 は、 靑 年の 

はなやかな 夢が 覺め かかって、 それに 次ぐ ところの 靑 年に 特有な 陰鬱 さに 襲 はれる 顷 である。 ま 

して 院政 の 當初を 鳥 羽 院に仕 へ 、 眷顧を 蒙 つて ゐ る崇德 天皇の 御代の 終りに 遭遇し てゐ たので あ 

る。 これと いふ 明らかな 外的の 理由 はなく とも、 西 行 は 性格 的に も、 時代 的に も 4i を 捨てようと. 

思 ひ 立った ので あらう。 I を 捨てる とい ふと 言葉が 强く 響く が、 此の 當 時の 廷臣の 出家 は、 それ 

を 今日に 較べる と、 單に 官職 を辭 して 自由の 身になる とい ふ 程度の ことであった らう。 西 行 自身 

その 爲に失 ふ 所より 得る 所の 方が 多い と 思った ので あるが、 これ はま さしく も あたって ゐた。 そ. 

れに彼 は 家が 富んで ゐて、 生活の 不安な ど は 感じる 要はなかった ので ある。  _ 


1 ヽ 

二十 三に して 出家した 西 行 は、 七十 三に して 入寂す るまでの 五十 年間 を、 謂 は ゆる 一 所不 住の 

生活 をして、 旅より 旅へ と 移って 歩いて ゐる。 川 田 順 氏の 考證 によると、 西 行の 生活 は 三 期に 分 

つべき で、 ^1 期 は 三十まで。 その 間 は 出家 はした が、 大 體 都 を 離れす、 柬山ゃ 西 山に 庵 を 結ん 

で 化んで ゐた。 第二 期 は 四十 九までで、 高 野 出 を 中心とした 時代で ある。 久安 年間の 三 四 年間と 

保：： 儿 乃至 永^ 年間の 四 五 年 問 は、 確かに 高 野に 定住し、 時々 は 上京 もし、 叉 厳島詣 で、 .ijrl 野 山 閑 

お、 大ゅ、 熊 野な どの 山 修行 をしたら しい。 第三 期 は それから 入寂までで、 四國へ 渡って 讃岐院 

の 仰 跡 を ひ、 安元の 初から 治 承の 末に 一 旦る四 五 年 問 を 高 野に 住み、 ついで 伊勢に 約 六 年 を 過し、 

！^^後に奥州へ の：；：^行をし、 -來 つて：^ 內の弘 川 寺で 入寂した とい ふので ある。 この 旅行 は、 い 

ふまで もな く 出 (¥ としての それであって、 修行の 爲の ものである。 五十 年の 久しい 間、 これ を 社 

命 的に 兑れ ば、 相應の 勢力の あり、 义富を も 持って ゐた西 行が、 つ ひに 一 寺 を 持つ とい ふこと も 
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せす、 當 時の 出家に は 普通の ことであった 經.^ 說き、 加持 祈禱を するとい ふやうな 記錄 もと どめ 

t 修行者の 形に 終始した とい ふこと は、 私に はよ く 分らぬ が、 異數 のこと ではなかった かと 思 

はれる。 

西 行の 屬し て ゐた宗 1^ 肩 一 in 宗， で-",; 高野山であった とい ふ。 年久しく 高 野に とどま つ t^sT^ 

は その 爲で、 叉 入寂した 河 內の弘 川 寺 も 同じく 露 言 宗 だとい ふ。 

當 時の 僧 は 加持 祈禱を 募らと して ゐ たとい ふが、 これ は 僧の 方から いへば、 信者で ある 衆生 を 

救 ふ爲の 1 方便で、 怫者 として は 怫道を 究めて 信仰に 入る こと を SI:! として ゐ たこと と E わ はれる。 

佛 道に 入る 爲 めに 官職 を やめ、 ？ 猛心を 起して 出家した 西 行 は、 當然 のこと として、 15^1 に師を 

擇 んで怫 道の 研鑽 をず るべき である。 佛道は 第一 に經 典の 研究に 始まるべき であらう が、 その 一 

わたり を學 ばう としても 恐らく は 生やさし いもので はなから う。 西 行に して 正式に 佛道を 究めよ 

うとしたならば、 都の 柬山、 西 山な どの 庵に 籠もって、 獨 力で 學ぶ とい ふこと は、 その 方面の 事 

を 知らぬ 素人目に 見ても、 適當の 法と は 思 はれぬ。 まして 地を變 へ、 處を變 へて 移って 歩， くな ど 

一一 一. V； 
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とい ふこと は、 恐らく は 失 ふ 所が あっても 得る 所の ある 法で はなから う。 一 わたり を舉び 得ての 

後なら ば 格別、 發 心の 初めから さう した 法を擇 んでゐ たかに 見える 西 行 は、 何う いふ 心 を 持って 

の^で あらう かと 素人目に は 疑 へ る。 

しかし S! 行の、 さう した 山林の 庵室 生活に おける 副産物と もい へる 歌に よって、 舉 なる 人 問と 

しての 彼の 心境 は 如！：^ に 窺 ひ 得られる。 

經典を 離れた 彼 を幽繞 して ゐ るの は、 さみしい 自然であった。 彼の 對 して ゐる もの は 唯 自然の 

さみし さの みであった。 その 自然 は、 ^み， 3VTijxr つ d 癒 を iri,^;^ た。 その 緊張， 111 たびば 

彼 をして-! 世 を 顧みさせた。 彼 は^ 1 度 過去 を slsl^Iy 味 ひ 返す 者と なった。 その 間の 歌 は 極 

めて 多く、 後悔に 似た もの、 ^痴に 類した ものが 限りなく ある。 さう した 歌 を 詠む こと は、 彼と 

して は 心.；，」^ 除す る ことで、 しなくて はならない ことで あつたかと 思 はれる。 この 緊張 を 喜ぶ 心 

から 彼 は、 「； ふ 人 も m 心 ひ 絶えた る 山里の さびし さなく ば 住みう からまし」 といって ゐる。 彼 は 

？ びし さを奨 機と して、 緊張 を 得、 その 延長と して 過去の 淸算 をす る ことが 出來 たかと 思 はれ 

西 行 法^ 
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しかし これ は 消極的の I 面で、 他に 積極的の 一 面が ある。 それ は 此の 緊張に よって 心が 統一 さ 

れ、 銃 一 された 心 は、 眼前の さみしい 自然に 向って 流れて 行き、 それと 一 體 となって、 廣く 遠い 

物と 交流す る 境に 入って ゐる。 「行く 方な く 月に 心の 澄み 澄みて 菜 はいかに かなら むと すらむ」 

とい ふやうな 歌 はま さに 此の 境の 心で、 彼 は 少なから す 此の 經驗 をして ゐる。 

此の 緊張 も、 時には 弛まざる を 得ない。 弛んで 來 ると 彼 は 人懐かし さ を 感じて 來る。 「もろと 

もに 影 を 並ぶ る 人 も あれ や 月の もり 來 る^の 庵に」 の 類の 歌 は、 恐らく さう した 際の もので、 彼 

の 集中 殆ど 隨 所に 見える ものである。 この 心が 彼 を 都へ と 誘 ひ、 或は 新たなる 揚所 へと 移らし め 

たので あらう。 

この 心の 最も 濃厚に 現 はれて ゐ るの は 櫻の 歌で ある。 これ は 可な りにまで 多い が、 今 は ー聯だ 

け を 引く。 「へお、 きそむ る 花 を I 枝 まづ 折りて 昔の 人の 爲と思 はむ」、 「あはれ わが 多くの 春の 花 を 

見て 染めお く 心 誰れ に傳 へむ」、 「春 を經て 花の 盛りに 逢 ひ 来つ つ 思 ひ 出 多き 我が身な りけ り」。 


かう した 欲 を 見る と、 櫻の 花^ 彼れ 西 行に 取って 何であった らうと 怪しまれる。 これ は單に 美し 

さに よって 愛される ところの 花で はない。 又 美し さに かし さの 添 ふところから、 有情の ものと 

の感を 起して、 擬人して 見る とい ふ 程度の 花で もない。 この 花 は 世界の 無上の もので、 fB 語 を 絶 

した もので、 まさに 佛 そのものの やうな 花で ある。 かう した 花と 持つ 交流 は、 文字 を 通して 經典 

の屮 より 悟入す る怫 にもまして、 西 行に は 尊い もので あつたかに 思 はれる。 

西 行の 欲の， すぐれた もの を 詠んで 行く と、 ま^ 卽. 浙 であって、 その y> ^あはれ な.！^^^ 

W^IRF 力 *^，r.^J は、 彼に ^ひ 化で あ. -、 飛躍で あり、 沒 我で ぁづ て、：. s^. に 救 ひの 

歡 ^ス JI が， で..； S^OJJJ 然との.. 交流 を 求め る ことこ そ 彼に は 修行 で f、 そ の交ま は^^.^,§1|^ 

地だった ので あ.， な。 义その問か，：s^^な歌こそは、 彼の 唯一 の說敎 だった ので ある。 

行に ついて 語る ベ くんば、 此の 問の 消息 を 語るべき であるが、 これ は 彼の 說敎 であると ころ 

の歌以 にに 山山 づる こと は出來 ない。 歌に 讓 るべ きで ある。 

「願 はく は 花の もとにて 恭 死なむ その きさらぎの 望月の SU と 詠んで、 -gu 仃は ほぼ その 願 ひの 如 
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き 往生 を 遂げ、 時の 人 をして 感嘆せ しめて ゐる。 きさらぎの 望月 は、 釋尊 入滅の 日で ある。 我が 

往生 も その 日に と 望む の は、 たと ひ佛 者の 西 行と はいへ、 矜持の 高さ を 思 はせられ る。 彼らし い 

願 ひだと いへ る。 しかし その 釋尊入 減の 日に、 櫻の 花 をから ませ 来り、 その 櫻の 下で 往生しょう 

と 願 ふの は、 釋 尊の 思 はく も 憚ら や、 飽くまで も 我を立てた ことで、 一 展西 行ら しい 願 ひで あ 

る。 西 行は釋 尊と 並べて 樱が 尊かった ので あるが、 その 樱と はやが て 自然だった ので ある。 まこ 

とに 稀 有の 歌人と いふべ きで ある。 

！ュ I 義」 

1^ ぐん^ リぉ お^  s^^^^^^ 

一 ty/  ズ/. ,: 

I  ： 貧 


後 s 「.i 家 I」 邁释 

一、 卷の歌 

の 四季の 歌で、 も^ 歌に 富んで ゐる は、 赛の 櫻と 秋の 月の 歌と である。 古来、 秀歌の 得 

難いと されて ゐる P ベの 歌が、 赛の 歌の 屮心 をな して ゐる。 

立春 朝よ みけろ 

/(  一  )  ^おれ ぬ^^來べしとは思ひ.ぉにまさしく見ぇてかなふ 初夢 

立^は^^で は 大抵 元日で ある。 「思 ひ 腐」 は、 本来 は 人 を 思って 疲る ことで、 それ をす ると 人 

$v の 欲 
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も 此方 を 思って 夢に 入って 來 ると 信じられて 一 Q た。 「春」 といへば すぐに 花 を 聯想して、 春と 花と 

同意義に さへ 使った 當時 とて、 今 思ひ寢 をした の は、 櫻で ある。 樱を 擬人した ので ある。 

年が 暮れた、 春が 來る こと だと、 その 花 を 思ひ寢 すると、 それに 叶って、 まさしく も 花が 見え 

た 初夢よ と 喜んだ ので ある。 主と なって ゐる花 をい はすに、 餘情 として ゐ るの は、 當 時の 世界で 

は それで 通った が爲 である。 

すぐれた 作で はない が、 その 時代と 共に その 人 を 思 はせ る 歌で ある。 

初 舂 

ダ 

^cc 岩間と おし 氷 も 今朝 は 解け そめて 苔の 下水道 もと むらむ 

r 柬 風解 レ浓」 とい ふこと が 詩情に なって ゐて、 立春と 共に 吹く 風 は 東風と なり、 それと 共に 

冬の 氷 は 解ける とい ふこと が 概念と なって ゐた。 この 歌 も それ を 心に msl いて、 山 巾 を 思 ひやって 

今まで 岩間 をと ざして ゐた 厚い 氷が 解け はじめて、 たまる f. が、 ぁた..^-の笞の下をく>' って流れ 

ようとして ゐる だら うと、 その 狀態を 思 ひやった ので ある。 

WI  二 


心 は 概念で あるが、 いって ゐる所 は 眼の 前に さう した 光 E: 京 を 見て ゐる やうに、 はっきりと：2^-こ 

して ゐる。 その 味 ひ は、 全 體 として は 寂しく、 しかし 一脈の 艷を 含んだ、 そして i かな 趣 を 持つ 

たもので ある。 これ は 千載 染 から 新 古今 集 時代へ かけての 風で、 時代 的な 詠み 方 をした もので あ 

る。 この 歌 は 新 古今 集に 取られて ゐる。 西 行の 神經の 細か さ を 思 はせられ る。 

ガ 2) 降りつ みし 高嶺の み 雪解けに けり 淸_ き 川の 水の 白浪 

^?^の.9解で、 俄に 川の 水嵩の 增 さった 心で ある。 「淸瀧 川」 は、 大堰 河に 合流す る 支流。 「高- M」 

は、 その 水源の 愛 { 石山、 高 雄 山。 

^ベの 强ぃ、 しっかりした 歌で ある。 この 時代に、 丈 高き 歌と して 重んじて ゐた 風の ある もの 

で、 その^：^味では時代風のものでぁる。 「けむ」 と 想像に すべきと ころ を 「けり」 とい ひきり、 

「水の. .ZI 浪」 と 「水の」 とい ふ 言葉 を 特に 添へ てゐる 所な ど、 調べの 强さを 求める 所からの もの 

である， - 西：；；： の^の 勝った、 強い所 を！：：^ せて ゐる 趣が ある。 

^の^ 
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v^sw 來る春 は 嶺の霞 を 先立てて 谷の 竹 w を傳 ふなり け. CN  . 

春に なって、 山の 直の 水 昔の 豐 かに 柔らかに なった の を、 春 を 擬人して、 春 その物の 相 だと 感 

じたので ある。 繊細で、 いや 味が なく、 神經の 通った 歌で ある。 

パへ B1) 若茱 摘む 野邊 の霞ぞ あはれ なる 昔 を 遠く 隔 つと 思へば 

卷の行 辜と しての 若菜 を 摘みながら、 その 野 を 籠め て ゐる霞 を 見て、 その 95! が 昔 を 隔てて ゐる 

ものと 思って 深い 感を 起した と いふので ある。 

若菜と いふので、 その 「昔」 は 若かった 曰の ことと 思 はれ、 老いての 心と m 心 はれる が、 两：；；： は 

時代の 轉換 期に 生きて ゐ、 衰へ 去った 公卿 時代に 特^の 愛着 をつな いで ゐた 所から、 その 昔戀し 

いとい ふの は、 B}- に 若かった 日と いふ だけで はない ものが あると 思 はせ る。 擴 がり を 持った 「1:11」 

を、 細く、 しみじみ といって ゐ るので、 さう した 聯想 も 起させられる。 

00 


對：^ 待お  - 

, # (六) とめ 來 かし 梅 盛 り なる わが 宿 を 棘き も 人 は をり にこ そ よれ 

_ ^をと めて 來ぃ、 栴 の 花の 盛りな わが {$ を。 くして るるの も 人 は、 5:21: によった ものである 

とい ふので、 「をり」 は、 梅の 緣語 になって ゐる。 

^：: ばで は あるが、 •  せ感 味の ある 作で ある。 新 古今 梨に 取られて ゐる。 

伢 C 力の に しふく. E と. E. す 所に：！ りけ ろに、 庵の 梅 かう ばし くに ほひけ る を 

え (せ) 柴の 庵に よるよ る栴 のに ほひ 來て やさしき 方 も ある 住ま ひかな 

ありの ま. まがい はれて ゐる。 自然に、 ゆとり を 持って、 ありのままに ふさ はしい 言 ひ 方 をし 

てゐる 所に 味が ある。 ありのまま を 丁度に いふと いふ こ と は、 頭腦が はっきりして ゐな いと 出 

采る もので はない。 その 人 を 思 はせ ると ころが ある。 かう した 1^ はいつ の^に 見ても 十 ：！  くよ， なら 

ない。 

化み けろ せ：，：、 お： の骤. すな リ にければ 

の^ 


後 篇 

八 ) 古 凝う とく 谷の 鶯 なりはてば 我 や 代りて なかむ とすら む 

「住みけ る 谷」 とい ふの は、 修行の 爲に庵 を 結んで ゐた 所と 見える。 「古！；，？ たは、 驚 は 冬 を 谷に 

過して、 春になる と 里へ 出て 行く ものと 思 はれて ゐた。 「疎く」 とい ふの は、 古^ を棄 てる 意で 

ある。 

古巢に 疎く 谷の 鶯が なって しまったならば、 自分が 代りにな つて 泣かう とする ので あらう かと 

いふので、 寂しい 境での 唯一 の 慰めであった 鴛に對 して、 名錢を 惜しむ 心で ある。 

修行の ために 寂しい 境 を 求めて 住む が、 時と すると 人な つかし さ を 感じて 來 ると いふので、 こ 

の 心の 歌 は 西 行に は 限りない までに ある。 これ も その 一 つで ある。 

寄 ri:^ 述 懷 

うき 身に て 聞く も 惜しき は鶯の 霞に むせぶ 曙の！ S 

「うき 身」 は、 要き 身で、 今 は 物 思 ひの ある 身の 意に 取れる。 「曙」 は、 當時、 春に 取って は  一 / 

番 よい 時刻と されて ゐた。 
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き 身で 聞く は 惜しい と 思 はれる の は、 曙の 霞に 咽んで 鳴く 驚の 聲 であるよ とい ふので、 自然 

の 美し さあ はれさ は、 物 思 ひの ある 身に 取って は、 過ぎた、 勿體 ない もの だとい ふので ある。 

^, 脇 的の 心で は あるが、 その 感傷 を 旗い 視野から 扱って るると ころ、 宗敎 的な 特殊な 味が あると 

い へ る。 

/   み のぶ 

t  --e 雨し， ぐ 身延の 里の かき 柴に奥 立ち はじむ る^の 聲 

「^延 の mj は、 何虚か 知らぬ が、 今 作 のゐる 所で ある。 「かき 柴」 は、 垣と なって ゐる柴 の 

^：^厶思はれる。 愛すべき^のゐるには似合はしくなぃ、 わびしい、 そして 丈の 低い ものと してい 

つて ゐ ると-取れる。 

ふる 雨 を 凌がう として 立 火. 5 つて ゐる 身延の 里の 坦 柴の 上に、 奥 立 を はじめる 幼い^の かする 

よと いふので ある。 

愛らしく 幼い ものと して の^を 憐れむ 心で あるが、 それ を 寂しい 里の 煩柴 とい ふわび しい 物の 

赛の跌 


後 篇 

上に 發 見し、 自身 も そこに 雨宿りして ゐて のこと として ゐ るので、 事 は SM 赏 になり、 心 は 複雜し 

たものに なって ゐる。 時代 を 超えた 味が ある。 

山 M の 柳 

, げ( 一！) 山が つの 片岡 かけて しむる 庵の 境に 立てる 玉の を 柳 

「片 岡」 は、 片方が 岡と なって ゐる 地で、 「しむる 庵」 は、 さう した 土地に 立てて ある 小屋の 

意。 これ は 山村に はよ く 見かける 狀態 である。 「玉の を 柳」 は、 「玉」 は 美稱。 「を」 は 接頭語で、 

柳 を 愛づる 所からの 言 ひ 方で あるが、 西 行が 生前、 妥當 でない と 評された 形容で ある。 

や がつ  ぢさ かひ  め 

山賤 の、 片 岡へ かけて 立てて ある 小屋の、 その 地境に 立って ゐる 愛でた き 柳よ の 意で ある。 

柳 は恭の 木のう ち、 梅、 櫻と 並べて 代表的に 愛されて ゐる ものであるが、 その 在り 51 所 は 都の 

大路 か、 庭 か、 又は 水邊の ものと してで ある。 かう したわび しい 環境の 柳 は 恐らく 初めてで、 ま 

さに 作者に よって 發 見され た 美し さで ある。 それに 叉、 環境の わびし さと 愛でたい 柳との 對照 は、 

おの づ からに 一 種 複雜に 似た 氣分を 醸し出す ところ もあって、 それ も 此の 歌の 味 ひと なって ゐ 

西 八 
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る。 これ は 新 十：： 今 に 取られて ゐる。 

さ ざ す を 

きざ す 

(一二) 枯野 うづむ SJ に 心 を まか すれば あたりの 原に 維 子^くな 

三 i^、 山 {< ^染類 题は、 「しらすれば」 と あり、 夫 木 藥は个 の やうで ある。 これに 從ふ。 「まかす 

れば」 は、 心 を それに 托して、 一 つに なって ゐる 意と 取れる。 

枯好 を塊づ めて ゐる 3 に 心 を 托して、 それと 一 つに なって める と、 あたりの 原に 聲 の.： 5 い 維子 

が^き 出した ことよの _1:^。 

ぃはゅる^=;境|2^感の歌で、 永い 遍歷 中の 或る時の 心と S はれる。 枯野を うづめ つくして ゐる. S 

に 心 を， v;^ して、 それと 1 つに なって ゐ ると、 ゆく りなく あたりの 原から、 けたたましく 維子が^ 

立って、 その 心境が 破られた とい ふので ある。 一 說明ー _i を もま じへ や、 心の すべて を餘 情と し 

たもので あるが、 御-^！^；^河歌合に取ってゐる所から兌ると、 作者に は， $2 心の ものであった らうと 

はれる。 淺 きに 似て、.：〕 深い 作で ある。 幽玄の 趣 を 持って ゐる。 

^の 欲 


伎 ■ 篇 

霞 中歸. 腺と いふ こと を 

、が (nil) 何となくお ぼっかな き は 天の原 かすみに 消えて 歸る 雁が ね 

題詠の 歌で、 從 つて 多少の 沈 滯味は 持って ゐ るが、 心 は 感じられる 歌で ある。 三 句 以下の 歸雁 

の狀態 も、 一二 句の それに 對 しての 心 持 も、 自然に、 むしろ 安らかに 感じられる ものであるが、 

讀 後の 感は、 歸雁 だけにと どまら や、 法師と しての 西 行の 心境 を 聯想させる ものが ある。 恐らく 

歸 雁に 自身 を 感じ、 同時に 一脈のお ぼっかな さ を も脫し 得なかった ので はない かと 思 はれる。 こ 

の 聯想で 生きる 歌で ある。 

題 しらす 

、 ,t  (S) 春になる 櫻の 枝 は 何となく 花な けれども むつまじ きかな 

. 老いての 竄心 ともい ふべき 歌で ある。 西 行 はよ く 何となくと いふ 言 紫 を用ゐ るが、 これ は明徹 

な 彼の 心 も、 さう いふより 他 はなく、 それ を 最も 適當な 言葉と して 用 ゐてゐ る ものと 取れる。 こ 

の 歌で も 「何となく」 が讀 者に そのままに 偉 は て來 るので ある。 軍 純の 複雜さ を 代^的に 持つ 


5 一 

た 言 紫で ある。 

花の 耿ぁ またよ みける LL 

、ひ (IH1) 告野山 榄の花 を 見し 日より 心 は 身に も 添 はすな りに き 

「心 は 身に も 添 はや」 は、 憧れの ため 心が 身より 離れる 意で、 この 事 は容！ 5^ ならぬ、 忌むべき 

ことと して ゐ たので ある。 「梢の 花」 は、 花は裕 より 咬く ものな ので、 ^き 初めた 花の 意。 

士 " 野 山の 裕 に^き 初めた 花 を 23^ た 曰から、 あく がれる 心 は、 身に も 添 はやな つて ゐ たの 意で、 

それに- S く 花盛りの 幾日 かの 心 は、 全く 餘情 にした 歌で ある。 花 を 待つ もの、 思 ひ 出す ものと し 

てゐ るの は、 古今 槊以來 の傳統 で、 これ も その 趣の ものである。 しかし 表現 は 素朴 を 極めて ゐて、 

そこに 特色 を 見せて ゐる。  、 

^(一ち あくが るる 心 はさても 山！^ 散りな む 後 や 身に かへ るべき 

前の 歌の 延 .4- で、 花盛りの is- の 心で ある。 花に あく がれる 心の、 忌むべく も 身 を 離れて るるが 

の 欲 


後 篇 

それ を 如何と もす る ことが 出來 や、 花が 散ったならば 立ち 歸 るので あらう かと、 歎き を もってい 

つて ゐ るので、 作者と して は 花よりも 身の 方 を 問題と して ゐる 歌で ある。 西 行の 人となりが 思 は 

れ る.^ 

JS  (ーぢ 花見れば そのい はれと はな けれども 心の中 ぞ 苦し かりけ る 

「そのい はれ」 は、 何の 故で、 花 を 見る と、 何の 故と いふ こと はない が、 心の中が 苦しい こと 

では あるの 意。 

前の 二 首 は、 櫻に 對 する 愛が 強い 本能と なって ゐて、 如何と もし 難い ものである 歎きで ある 

が、 そこに は 花に よって 受ける 明るい 心が あった。 この 歌 は その 苦し さ を 歎いた ものである。 

が說 明し 難い 苦痛と なるとい ふこと は、 恐らく 愛の 極致で ある。 一 見 不自然に 見えて、 資は 極め 

A レ -"v.;^: りて 自然な ことで、 愛 は そこまで 到らなければ 止まない もので あらう。 西 行と いふ 人の 純 辟な、 徹 

r,  ...hl.^ 底 させ やに はおけ ない 人柄 を、 端的に 示して ゐる 歌と い へ る。 


5  一- 

が (！ <) 花に そむ 心の いかで 淺り けむ 拾て はてて きと 思 ふわが 身に 

「花に そむ」 は、 櫻に 染み 入る で、 深く 愛する 心。 「拾て はてて き」 は、 世を抬 てつく した 意で 

出 (太しての 現在 をい つた もの。 樱を 深く 愛する 心が、 何う いふ 譯で殘 つて ゐ るので あらう か、 世 

を Ig^ てつく したと 思って ゐる この 我が身に の 意。 

咸- 情と 现智 との 矛盾 を， nr, おした 心で、 戀の 歌に は 極めて 多い ものであるが、 自然 を對 象と して 

の 欲に は少 いもので ある。 そこに 特< ^が ある。 理智 とい ふうち 此の 歌 は、 ，を 拾て ると 共に、 美 

しい，：：：： 然に對 する 執 若まで も 拾て なくて はなら す、 又 拾て 得られる ものと 信じて、 その上に 立つ 

ていって ゐ るので あるから、 大體が 無理な もので、 西 行の 氣 性の はげし さ を 語って ゐ るに 外なら 

ない ものである。 おおいて、 意力 を 持って、 靜 かにい つて ゐ るので、 無理が 通って、 力の ある も 

のとな つて ゐる。 

^の^ 


後 篇 

グ (一き 白 河の 春の 稍の 鶯は 花の 言葉 を 聞く ここちす る 

櫻の 花の 巾に 鳴いて ゐる 鴛の聲 を、 漢 その物の 言 紫の やうな 氣 がする とい ふので ある。 い、 

むしろい や 味に なりやすい 心で あるが、 落ちついた 態度で はっきり といって ゐ るので、 淸 新な』 f ふ 

を 持った ものと なって ゐる。 「白 河 (京都) の」 と 地名 をい つて ゐる のが、 ^ 1 に それで ある。 赛 

として は必耍 ではない が、 心と して は 必要で ある。 r 赛の 梢」 が、 第二に それで ある。 毒と して 

は、 櫻 の^き 滿 ちて ゐる 所で、 さう 言ひ換 へた 爲に、 鶯の 花に 籠もって、 姿 を 見せ やに ゐ る こと 

も 分る。 叉 それによ つて、 下の 花の 言葉と いふ 直接な 續 きも 生まれて 來 るので ある。 ザ t ちついて 

はっきりして ゐる こと を 思 はせられ る。 

(lis 願 はく は 花の 下にて お死なむ そのき さらぎ の 望 月の S, 

西 行の 辭 世の 歌の やうに いはれ てゐる ものである。 「ま 死なむ」 といって ゐる 所から H ル ると、 春 

に 先立つ 季節に 詠んだ ものと 見える。 とにかく 此の 歌に ある 顷に 入寂した ので ある。 「願 はく は」 

,  五 0 
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は、 願 ふお として はの 意。 「花」 は、 樱。 「きさらぎの 望月」 は、 二月の 滿 月で、 これに 「その」 と 

いふ 言^が 添へ て あるので、 特，： ： 化の 時と いふ ことが 分る。 $s 時として は、 きさら： さの 望月と いへ 

ば,.^ ちに 釋迦 入^の 時と 感じられ たと 見える。 これ は その 意味の ものである。 これと同じく、 そ 

のとい ふ 言葉 を 用ゐた 歌が、 西 行に は 他に もあって、 好んで ゐた 用法と 見える。  一 

一八の 歌の やうに、 出家の 初めに は、 世 を 拾て たに も拘 はらす、 花に 心が 引かれる といって 嘆 

いて ゐた西 行で あ. るが、 心境が 進む につれ て 次^に それ を 念と しなくな り、 今 最後の 願望と して 

は、 花の 下にて.；^ 死なむ とまでい つて ゐ るので ある。 もとより 樱を 好む 心が いはせ てゐ るので あ 

るが、 その^み を 十分に 是認して いって ゐ るので、 初めの 心と は 格段の相違 を もって ゐる もので 

る ことが 分る。 これ は それだけの もので はない 。一 釋迦 入寂の 時に 死なう とい ふこと は、 怫 者な 

西 行 は 今 それ 


メ， ら では 忍 はぬ ことで、 又佛^<;としてもたゃすくは5-ひ得られることではなから， 

-  > リをも 思って ゐ るので ある。 さすがに， ば 土 月の 顷と、 ！3 とい ふ 言 薬 を 添へ て 緩和 させて ゐ るが、 これ 

はむしろ <:E 然の ことと すべきで ある。 さう した 佛 としての 大. は 一!| と 並べて、 IM じく 佛者 としての 


後 篇 

, グ (一き 白 河の 春の 梢の 鶯は 花の 言葉 を 聞く ここちす る 

櫻の 花の 屮に 鳴いて ゐる 驚の 聲を、 經 その物の 言葉の やうな 氣 がする とい ふので ある。 f:: い、 

むしろい や 味に なりやすい 心で あるが、 落ちついた 態度で はっきり といって ゐ るので、 淸 新な、 悠 

を 持った ものと なって ゐる。 「白 河 (京都) の」 と 地名 をい つて ゐる のが、 第 一 に それで ある。 isi- 

として は必耍 ではない が、 心と して は必耍 である。 「li{ "の 梢-」 が、 第二に それで ある。 事と して 

は、 樱 の^き 滿 ちて ゐ る 所で、 さう 言ひ換 へた 爲に、 驚の 花に 籠もって、 姿 を 見せ やに ゐる こと 

も 分る。 又 それによ つて、 下の 花の 言葉と いふ 直接な 繽 きも 生まれて 來 るので ある。 ザ浯 ちついて 

はっきりして ゐる こと を 思 はせられ る。 

7  2,(110) 願 はく は 花の 下にて. 一; お死なむ そのき さらぎ の 望月の. 

西 行の 辭 世の 歌の やうに いはれ てゐる ものである。 「卷 死なむ」 といって ゐる 所から 见 ると、 春 

に 先立つ 季節に 詠んだ ものと 見える。 とにかく 此の 歌に ある！ に 入寂した ので ある。 「願 はく は」 


は、 顾ふ； として はの 意。 「花」 は、 樱。 「きさらぎの 望月」 は、 二月の 滿 月で、 これに 「その」 と 

いふ 一 百^が 添へ て あるので、 特{ 化の 時と いふ ことが 分る。 常時と して は、 きさら： さの 望月と いへ 

ばぜ ちに 釋迦 入寂の 時と 感じられ たと 1:^ える。 これ は その 意味の ものである。 これと同じく、 そ 

のとい ふ 言雜を 用ゐた 歌が、 西 行に は 他に もあって、 好んで ゐた 用法と 見える。 

一八の 歌の やうに、 出家の 初めに は、 世 を 拾て たに も拘 はらす、 花に 心が 引か^る といって 嘆 

いて ゐた西 行で あ. るが、 心境が 進む につれ て 次^に それ を 念と しなくな り、 今 最後の 願望と して 

は、 花の 下にて^ 死なむ とまでい つて ゐ るので ある。 もとより 樱を 好む 心が いはせ てゐ るので あ 

f  るが、 その 好か を 十分に 是認して いって ゐ るので、 初めの 心と は 格段の相違 を もって ゐる もので 

Tr  7-,/.,.-,:、 ある ことが 分る。 これ は それだけの もので はない。 • 釋迦 入寂の 時に 死なう とい ふこと は、 佛 者な 

,>乂，.*- へ ら では m いはぬ ことで、 又 = ^者と しても たやすく は E ゎひ符 られる ことで はなから う。 西 行 は 八， それ 

ノー. SJi-i 刀 

.: ザ？；？ を も 思って ゐ るので ある。 さすがに 望月の 顷と、 顷と いふ 言槊を 添へ て 緩和 させて ゐ るが、 これ 

はむしろ 常然 のこと とすべき である。 さう した 怫ぉ としての 大望と 並べて、 CI じく 佛者 としての 

春の 欲 
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ブ (一な 白 河の 春の 棺の驚 は 花の 言 薬 を 聞く ここちす る 

櫻の 花の 中に 鳴いて ゐる 驚の 聲を、 徵 その #: の 言葉の やうな 氣 がする とい ふので ある。 fl: い、 

むしろい や 味に なりやすい 心で あるが、 落ちついた 態度で はっきり といって ゐ るので、 淸 新な 感 

を 持った ものと なって ゐる。 「白 河 (京都) の」 と 地名 をい つて ゐる のが、 第一 に それで ある。 薷 

として は必耍 ではない が、 心と して は 必要で ある。 「赛 の 措」 が、 第二に それで ある。 jsj として 

は、 櫻 の^き 滿 ちて ゐる 所で、 さう 言ひ換 へた 爲に、 鶯の 花に 籠もって、 姿を兑 せ やに ゐる こと 

も 分る。 又 それによ つて、 下の 花の 言葉と いふ 直接な 續 きも 生まれて 來 るので ある。 落ちついて 

はっきりして ゐる こと を 思 はせられ る。 

もと  もち づさ 

レ(ー10) 願 はく は 花の 下にて .一 お 死なむ そのき さら ぎ の 望 月の S, 

西 行の 辭 世の 歌の やうに いはれ てゐる ものである。 「春 死なむ」 といって ゐる 所から 見る と、 春 

に 先立つ 季節に 詠んだ ものと 見える。 とにかく 此の 歌に ある 顷に 入寂した ので ある。 「願 はく は」 

.  五 四 


んも 

.リ 


は、 願 ふ ii$ として はの ii:^ 「花」 は、 稷。 「きさらぎの 望月」 は、 二 の滿 月で、 これに 「その」 と 

いふ 首^が 添へ て あるので、 特定の 時と いふ ことが 分る。 時として は、 きさらぎの 望月と いへ 

ば， ぼちに 釋迦 入寂の 時と 感じられ たと える。 これ は その 意味の ものである。 これと同じく、 そ 

のとい ふ 言葉 を 用ゐた 歌が、 西 行に は 他に もあって、 好んで ゐた 用法と 見える。  - 

1 八の 歌の やうに、 出家の 初めに は、 世 を 拾て たに も拘 はら や、 花に 心が 引かれる といって 嘆 

ぃてゐた西行で.€^0が、 心境が 進む につれ て 次 S に それ を 念と しなくな り、 今 最後の 願望と して 

は、 花の 下にて々；^ 死なむ とまでい つて ゐ るので ある。 もとより 樱を 好む 心が いはせ てゐ るので あ 

るが、 その 好み を 十分に 是認して いって ゐ るので、 初めの 心と は 格段の 相 遠 を もって ゐる もので 

ある ことが 分る。 これ は それだけの もので はない。 釋迦 入寂の 時に 死なう とい ふこと は、 怫 者な 

ら では 思 はぬ ことで、 又佛^<;としてもたゃすくはEゎひ得られることではなからぅ。 西 行 は 八/それ 

を も m わって ゐ るので ある。 さすがに 望月の 顷と、 顷と いふ 言獎を 添へ て 緩和 させて ゐ るが、 これ 

はむしろ 常然 のこと とすべき である。 さう した 佛者 としての 大望と 並べて、 IM じく 佛者 としての 

^の砍 
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西 行が 「花の 下にて 春」 といって ゐ るので、 樱に對 する 態度の 常 凡の もので ない こと も m 心 はれ、 

叉全體 としての 西 行の 心境 も 窺 はれる 感 がする ので ある。 これ を單に 一 首の 歌と して 觀る とさし 

たる ものに は 思 はれない が、 西 行と いふ 人の 最期に 近い 頃の 願望 を 現 はした ものと して 見る と、 

ヒ： E1 深い ものである。 歌 は文藝 であるが、 文藝 として 作者 を 離れて 鑑賞し 得る 一面と、 離して は a 

難い 华而 とがあって、 それが fi 返し 問題と なって ゐ るので ある。 西 行の 歌 は大體 として は 作者 を 

離して は E. 難い もので、 そこに 彼の 立場と 特色と が あるので ある" 

花の 欲 どもよ みける に 

JjOl 一) 告 野 やま 去年の しをりの 道 か へ てま だ 見ぬ 方の 花 を 尊ね む 

/  たちき 

「しをり」 ば、 路 のない 山 を 歩く 時、 叉來る 時の nn じる しに、 そこの 立 木の 枝 を 折って おく も 

の。 吉野 山の、 去年の 赛 しをり をして おいた 方面と は 路を變 へて、 此の 赛は、 まだ 見ない 方の 樱 

を 尊ね て 見ようと いふので ある。 

楼に對 しての 盡 きぬ あこがれ を 詠んだ ものであるが、 それと 共に ii:^ ぃ吉野 山の すべ てが Si にな 

五大  ， 


五 七 

つて ts- る こと を 15 想させる 欲で、 あこがれ では あるが 落お いた S かさ を； S つて ゐる 所、 おの づか 

らに餘 ^の ある 所が、 的な の 典型 ともなって ゐ る。 is 行が 修行の ため 吉野 山に 籠もって ゐ 

たこと、 しみじみした 味 をお つて ゐる 所な どから、 さすがに 獨自 の. S ひも ある。 

题 しらす 

》 

^ § わび 人の 淚に 似た る樱か な 風 身に しめば ま づ こぼれつつ 

「わび 人」 は、 应く 世に 佗びた 人の 意で あるが、 八/は 行， ：：： 身の でい つて ゐる。 出家の 身 を 

さう いって ゐ るの は、 ^^が 對 照され るからで あって、 それが 西 行の 或る時の 心で あつたと 分 

る。 さう した 心の ゆに は， 自然 淚 もろ くもなって ゐ たので ある。 わび 人の 淚 にも 似る 樱 である こ 

とよ、 M が， 化に しむと すぐに こぼれ こぼれして、 とい ふので ある。 

わび 人と ふ，：：： 分と：？ < しい 櫻と を 一 つと して、 ゃゃ冷たく吹く風の屮に立ってゐる作^<;の思は 

れる 欲で ある。 この比<iは<:^llを超ぇたものでぁる。 樱に對 しての 深い 愛が、 おの づ からに 超え 

させて ゐ るので ある。 しみじみとして ゐる。 

i.;^ の跃 


ン 
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^§ 吉野山 やがて 出で じと 思 ふ 身 を 花 散りな ばと 人 や 待 つらむ 

「やがて」 は、 そのまま にで、 花 を 見に 來た その ま、 に。 「出で じ」 は、 留 どまって 修行 をす る 一 

意。 「人」 は、 都に ゐる、 西 行の 歸りを 待って ゐる、 親しい 關 係の人。 吉野山 を、 このままに 出 ま 一 

いと 思って ゐる わが 身 を、 花が 散ったならば 出て 来ようと、 都の 人 は 待って ゐる だら うかの 意。 - 

同じ 吉野山 も、 西 行から いふと 修行 を 主と した 所、 都の 人から いふと 樱を 主と した 所で、 そこ 

に 思 はくの 食 ひち が ひが ある。 これ は 極めて 自然な ことで ある。 美しい 吉野 山、 人 や 待 つらむ と 一 

はいふ ものの、 西 行 自身の 人戀 しい 暖かさ を 含んで ゐ るが、 全體 として は 人の 世の さみし さ を！！ 

はした 歌で、 いは ゆる 擴 がり を 持った ものである。 西 行の 人柄 も 思 はせ る 歌で ある。 新 古今 菜 にー 

取られて ゐる。  一 

ぶ  一 

、 ^  (一一  E1) 人 も 來ゃ心 もちら で 山里 は 花 を 見る にもた よりあり けり 


「心 もちら で」 は、 八：' も 口語で いって ゐる もので、 心 を散亂 させない 意で ある。 散 亂を厭 ふの 

は、 その 反對の 禁中 を 求めて ゐ るからで、 集中 は 修行の 上で 必要と する 意の ものである。 散亂の 

原因 は 人の 來る ことと していって ゐる。 

人も來 す、 從 つて 心 も散亂 しなくて、 山 S とい ふ もの は、 樱を 見る 上で も 便 直の ある 所で ある 

^の顷の山£-の^:^さを、 都と 比較して たたへ た 心で ある。 前の 歌の 連作と も 兑られ る 趣 を 持つ 

てゐ る。 is 行 だけの 歌で ある。 

、 ふ (Is) 初花の 開け はじむる 桃より そばへ て 風の 渡るな るかな 

「^より」 は、 ^にの tlT 「そばへ て」 は、 廿 えてで、 今 も 地方に よって は殘 つて ゐる言 であ 

る。 ^の 初花の 開き はじめた 拊に、 甘えて 風が 吹き 渡って ゐる ことで あるよ の 意。 

^にへ 叹き はじめた 櫻の 花 を、 靜 かに 吹き 翻して ゆく 風 をみ て、 風が せえ て 吹いて ゐ ると a たの 

^の耿 
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である。 そばへ て は 風 を 擬人した 言葉で あるが、 櫻の 初花の 風に 搖ら ぐ狀 態の 面白さ を、 むしろ 

感覺 的に 捉 へて、 その上で いって ゐる 言葉な ので、 自然な、 適切な ものに 聞え て 面白い。 樱に吹 

く 風 も、 その 初花の 頃 は 愛して 見て ゐる 所に、 西 行の 心の 自由 さが 見られる。 

tKiHO おぼつかな 春 は 心の 花に のみ いづれ の 年 かう かれ そめけ む 

「おぼつかな」 は、 はっきり しないの 意で、 これで 切れて ゐる。 「うかれ」 は、 心が 身から 離れ 

る 意で 忌まれて ゐ たこと である。 はっき. 0 しない、 春に は 心が 花にば かり、 ー體 いつの 年から 浮 

かれ はじめた ので あらう か。 

春、 心が 花にば かり 奪 はれて、 何も 身に つかない 狀 態で ゐる 自分 を 嘆いて、 それに 反ハ を 加へ 

1 體 いつの 年から こんなにな つたの だら う、 はっきり しない こと だと 思って、 その 始末の 附 けら 

れな いのに 當 惑して ゐ る 心を餘 情と した 歌で ある。 一. 1^ で 切り、 三. 1^ で 言 ひさしと いふ やうに、 

屈折 を 持った 言 ひ 方 をして ゐ るの も、 餘情 としての 嘆き を 助けて ゐる。 西 行の 理智 的の 一 面の、 


* 一 

その 一 歩 前の 歌で ある。 

X (一一ち 花 も 散り 人 も 都へ 歸 りなば 山 さびしく やなら むと すらむ 

「山」 は 小： 山で、 西 行 は 修業の 爲に龍 もって ゐる 時で ある。 樱も 散り、 それ を 觀に來 た 人 も 

都へ 歸 つたならば、 この 山 はさみし くなら うとす る ことで あらう かの 意。 

二 四の 心と は 全く 反對の もので、 修行の 爲に 籠もって ゐる吉 野 山ながら、 樱 が^き、 都の 人の 

來 てるる の を 喜んで、 時節が 過ぎたら、 寂しくなる であらう かと、 前から 思 ひやって ゐる 心で あ 

60 時勢 は 服 ふが、 人な つかし さは 捨てられない 心で、 西 行の 心の 一 つの 面 を 示して ゐる もので 

ある。 

a 一八) 花より は 命をぞ なほ 惜しむ ベ き 待ちつ ぐべ しと 思 ひや はせ し 

惜しい 花よりも、 命の 方 を こそ 一 厣 惜しむべき である。 此の 命 は、 我が 願 ひの 成就す るの を 待 

^の砍 
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ち績 けて ゐる もの だと 思ったら うか、 そんな こと は 思はなかった とい ふので ある。 

花に 心の 浮かれて ゐる 頃、 出家の 我が身 を 顧みて、 大切な の は 我が 修行で あると 思 ひ、 氣を引 

きしめての 述懷 である。 二 六の 心 を 押 進めた もので、 惑溺と 共に 强 かった 理智 方面 を 示して ゐる 

歌で ある。 自身、 宫河 歌合に 取って ゐる。 

.-.^(1? 春 毎の 花に 心 を 慰めて 六十 あまりの 年を經 にけ る 

春、 花の 頃の 述懷 である。 六十 歳 を 越して 我 を 顧みる と、 西 行 は、 年々 の 春の 樱 より 外に、 そ 

の 身 世に 慰めはなかった といって ゐ るので ある。 これ は 耽美の 心が いって ゐる とい ふやうな 安價 

な もので はなく、 本來、 身 世に 執着の 強かった 西 行が、 その 充 たされない 所から、 顧みて 花 月に 

心を槃 いだのと も 見られる。 西 行 自身が した 生活 價 値の 告白と も 見られる。 

ン 、 ^  § 盛. 9 なるこの 山樱思 ひお きて いづち 心の また 浮 かるらむ 

/  V；  二 


.K  一- 

「思 ひお きて」 は、 思ひ殘 してで、 それと 別れる 意。 「心の またう かる」 は、 心が 山 櫻から 離れ 

て、 他に 僮れ る 意。 盛り に^いて ゐる この 山樱を 思ひ殘 して、 何處へ 我が 心 はまた も 僮れ て ゆく 

の だら うかの 意。 

Fii くも 愛す 山 樱に錄 はれて ゐた 心が、 俄に さう して は ゐられ ない 氣 がして、 それに 驅られ て、 

そこに は留 どまって ゐられ ない 心と なって、 何 處ぞへ 移り行か うとし 出して ゐる、 その 俄なる 心 

の励搖 を、 そのままに 現 はした 歌で ある。 盛りの 山 櫻に 训れ てう かれ ゆく とい ふの は、 他の 山樱 

を i::^ つての ことで はなく、 反對 に、 道心に 目覺 めて、 修行の 意で 移らう とする ので ある。 しかし 

それ は餘^ となって ゐ るので ある。 前の 二 九の 歌と は 別方而 で、 その 前の 二八の 歌の心 を 進展 さ 

せた 趣の ものである。 動^の はげしかった 西 行の 心 を さながらに 示して ゐる もので、 その 怠 味で 

心 を 引かれる 歌で ある。 

花 

^§ 小；： iM? やま が 枝に 雪ち りて 花遲げ なる 年に も あるかな 

^の 欲 
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吉野 山に 籠もって ゐて、 櫻の 枝に ちらちらと 降る 春の 雪 を 見て、 今年の 花は遲 さうな ことで あ 

ると 思 ひ 入った 心で ある。 

ただ 見る まま、 感じる まま をい つた もので、 他意の ない ものである。 しかし さう 思って 一 Q る 西 

行と、 吉野 山の 狀 態とが、 ほのかながら 全體 として 浮び 出て 來る感 が ある。 いは ゆる 餘情 であ 

る。 複雜を 含んだ 單 純と いふ 意で、 注意され る 歌で ある。 新 古今 集に 取られて ゐる" 

^  01111) 花 を 待つ 心 こそな ほ 昔 なれ 春に は 疎くな りに しもの を 

「春」 はこ こで は、 華やかに 賑やかな 世間の 意で いって ゐる。 花 を 待つ 心 だけが、 やはり 昔 通 

.9 に錢 つて ゐる。 今 わが 心 は、 春に 似る 世間に は 棘くな つて 来たのに とい ふので ある。 

永い 自身の 過去 を 見と ほして、 靜 かに 述懐して ゐる ものである。 作^<?自身としては心深ぃもの 

であらう と 思 はれる が、 餘り にも 寂び 過ぎて、 追隨 しかねる 感が なく もない。 自身、 宫河 歌合に 

取って ゐ る。 

大 西 


I  ( 瑩) ヘレ、 き % むる 花 を 一枝 まづ 折りて 昔の 人の 爲と思 はむ 

^き はじめの 花の 一 枝 を、 我が 見る よりも 先に 折って、 昔の 人に 捧げる 爲の ものと 思 はう の 意。 

肉 身^んで 见る樱 では あるが、 その 樱は 昔の 尊くな つかしい 人達が 見い 見い して 來 たもので ある 

として、 その 人逮 の爲 に、 ^き 初めの 一枝 を 第一に 折り 取る とい ふので、 極めて 心 深い 歌で ある。 

「n^ 『ばの：. u に對 して、 その 花 は 代々 の 人の 心の 宿って ゐる ものと 觀 るの は、 いは ゆる 宗敎 的の 態度 

であって、 花の あはれ と宗敎 心と を 1 つに して ゐる 心で ある oj これ は 此の 時代の 心と も られろ 

が、 それよりも 佛： J<? 西 行の 心の 方が 餘 分に 働いて ゐる ものと 思 はれる。 風流、 風雅と いふ こと を 

描 成 ある ものと して ゐ るの は、 かう した 心からと 思へ る。 

^ § あはれ 我が 多くの 泰の花 を 見て 染めお く 心 誰 わに 傅へ む 

ああ 我の 冬^の の赛の 花の 美しく あはれ なさ ま を 見て、 それによ つて 染めて ゐる この 心 を、 


、  後 篇 

誰れ に 偉へ ようの 意。 

前の 歌と 同じ 心の ものである。 我が 心の ただに 亡び ゆく の を 惜しんで、 誰れ にか 傅へ たいと 忍 

ひ、 その 人の 得難 さ を 嘆く 心を餘 情と して ゐる 歌で あるが、 我が 心 を 惜しむ の は、 花に よって 尊 

いものに されて ゐ るが 故に 惜しむ ので、 結局 我よりも 花の 方 を 惜しんで ゐ るので ある。 前の 歌 は 

. Lr. 花 ゆ ゑに 昔の 人 を 尊んで ゐ るので あるが、 今 は 同じく 花 ゆ ゑに 我が 心 を 尊んで ゐ るので ある。 か 

うなる と 花 はやが て怫 者の 觀る怫 と異ら ない ものな ので ある。 

.、 ^§ 春 を經て 花の 盛りに 逢 ひきつつ 思 ひ 出 多き 我が身な りけ. 9  パ 

春を經 て、 花の 盛りに 逢 ひ 逢 ひして、 その 思 ひ 出の 多い 我が身な ので あるの 意。 

前の 二 首の 歌と 同じ 系統の もので、 それらの 心を總 括した やうな 趣の ある ものである。 我が身 

に 生き甲斐 のあった こと を 思 ひ、 ひいて 我と 我が身 を 尊ぶ 心を餘 情と して ゐる もので、 その 餘情 

は 一首の 強く 純粹な 調べに 漂 はして ゐ るが、 この 尊 さは、 一に、 數 多の 春 を、 盛りの 花に 逢 ひ 逢 

大大 


* 七 

.  ひした 思 ひ 出で ある 爲 として、 その他の 何事で もない として ゐ るので ある。 かう した 花 は、 前の 

ニキ：：！ の 歌と M じく、 佛^<;の佛でなくてはならなぃ。 西 行の 到達した 心境の 少く とも 一而 を あか， i 

さまに：； 小して ゐる ものである。 

^so 散らば また 歎き や 添 はむ 山 ざ くら 盛りになる は 嬉し けれども 

/  め 

盛りと ならう とする 山樱の 花に 對 して、 その美し さ を愛づ るよりも 先に、 散り 去った 後の 歎き 

を 思 ひやった 心で ある。 一 切 を 推移の 一 點 から 見ようと する 此の 佛敎 的の 觀方 は、 取 も ig: 統 的な 

もので、 心と して は 少しの 特色 もない ものであるが、 その 心 を これほど S 単純に 又 素朴に 詠んだ も 

の は小ノ い。 この 純と 素朴 は、 西 行が 深く m い〕 ひ 詰めて ゐた所 か. らました ものと 思 はれて、 その 點 

で 似 性的な ものが あると い へ る。 

ズ 

-15 と Ei- はま ほしき 一 狩 なれ や 花に ie;- れ ぬる 入相の鐘 

ii^ の 欲 


暮遲き 春の、 おだやかに 靜 かに 暮れて ゆく 中に 聞え て 来る 鐘の音に 對 して、 曉の 鐘の 昔 だと S5 

ひたいと 思 ひ 入って いって ゐ るので ある。 春の 趣 は 曙に あると いふ こと は傳統 的な 心 持に なって 

ゐて、 それが 働き かけて ゐる心 持で あるが、 しかし 意識的と いふ 程の 强 いもので はなく、 いはば 

何となく さう 感じられ ると いふ 程の ものである パ 心と して は 何程の もので もない が、 生きて ゐる 

歌で ある。 

i  Q 一八) 今の 我 も 昔の 人 も 花見て む 心の 色 は 變らじ もの を  <7 

「心の 色」 は、 心の 様と いふに 近い。 今の 我 も、 叉 昔の 人 も、 花を晃 ようとす る 此の 心の 様 は 

變， りが なから うにと、 思 ひ 入って いって ゐ るので ある。 自身の 花 を 見る 心 を- • 不變の 人 問 性の 發 

露で あると 觀じ、 叉 その 人間性 を 尊 くもなつ かしい ものと 觀 じての 心で ある。 コ 一三、 三 四と 同系 

統の 心で、 それら を總 括した とも 見られる 心で ある。 


•r  六.^ 

グ  、 

>§  m 心 ひか へ す 悟 や 今日はな からまし 花に 染めお く 色な かりせば 

「te」 は、 佻敎の 上の それ。 「花に 染めお く 色」 は、 花に よって 我が 心 を 色に 染ませ てお くで、 

言 ひかへ ると、 心の 色卽ち 心の 樣を、 花 を 見る ことによって 一 層 深く し 得た 意。 心の 色と いふ 成 

r ぼ i が あるので、 その 緣で 花に 染めお くと いったの である。 再び 思 ひ 返す、 卽ち 身に ついた 悟が、 

个 H は 無い ことであった らう。 花 を 見る ことによって 染ませ 得た 此の 心の 色が 無かった ならば、 

の 意。  . 

一日し" t, じみと 花 を 見暮 した 後、 心に 忘れ 難い 或る 物 を 感じ 得て、 それ を 喜ぶ 心からい つて ゐ 

乙 ものである。 西 行が 花 を觀る ことによって 得た 悟の 何う いふ もので あるか は 知り 難い。 しかし 

花 を佛の 如くに 感じて ゐる 彼が、 一日 を 山中に 花と 對 して ゐて、 深い 何物 か を 感得した としても 

しむに は 足りない ことで ある。 とにかく 西 行に 限られた 歌で ある。 

(B0) 風 もよ し 花 を も 散らせ いかがせ む 思 ひ はつれば あらま S き世ぞ 

<^ の^ 


後 篇  - 

「よし」 は、 ままよ。 「思 ひ はつれば」 は、 「思 ひ 極 むれ」 ば。 宮河 歌合に は、 「思 ひ いづれば」 一 

と ある。 風 もま まよ、 花 を も 散らすならば 散らせ。 何とし やうが あらう。 思 ひ 極 むれば、 生きて 一 

ゐる ことの 憂い 世の中で ある ぞの 意。  一 

惜しむべき 花の 風に 散る の を 見て、 わが 生死に 思 ひ 及ぼした 歌 は 多く、 傳統 的の もの ともなつ 

てゐ る。 これ も それで は あるが、 一歩 を 進めて 思 ひ 諦めて ゐる 所の ある もので、 そこから 來る强 一 

さの ある ものである。 三 句 「いかがせ む」 は、 大きな 理法に 隨 つて ゐる心 を 示して ゐる もので、 一 

感傷 を 超えて ゐる ものである。 强ぃ氣 性の 見える 歌で、 調べ も それ を 示して ゐる。  I 

~(sl) 花 も 散り 淚も もろき 春 なれ や 又 や はと 思 ふ 夕 暮の穴 H 

「又 や はと 思 ふ」 は、 叉 重ねて 花 を 見る ことがあら うか、 無い と m わ ふの 意。 花 も 散り、 涙 も J 

た 脆く こぼれる 春で あるよ。 叉 花 を 見る 春が あらう か、 ない と 思 ふ夕暮 の筌 であるよ の 意。 ： 

類歌の 多い ものであるが、 大きく 捉 へて、 しみじみ といって ゐる ので、 老後、 終りと 思 ふ 卷のー 

七 0 


七 - 

花 を 見た 時の 作者の 心の、 おの づ からに 感じられる ところが ある。 

^§) 吉野 やま 花の 散りに し 木の下に とめし 心 は 我 を 待 つらむ 

「花の 散りに し 木の 下」 は、 樱が 散って 積って ゐる その 木 下で、 落花の 趣 を 見せ て ゐ る 所。 

「とめし 心 は」 は、 茶 花の 趣に 心を殘 して 来た 意で、 心 を 身から 離れた ものと していった もの。 

「我 を 待 つらむ」 は、 我が身の 再び そこへ 行く の を 待って ゐ ようの 意で あるが、 單に それだけで 

はなく、  .ej- から 離れた 心の、 身の 行く の を 待って るるとい ふの は、 身 も 心と 共に 落花に 埋 もる こ 

とを恃 つて ゐ ようの 意で ある。 その 對手 は、 花 は 根に 歸 ると いふ 落花で あるから、 それとの 關 係 

で、 C 分の 身も^ 花と M じく 元へ 還るべき で、 成るべく はさう した 所で 死にたい とい ふ 心 を. ほ 示 

してる る ものと 取れる。 1^ として は、 亩野 山の 花の 散った 木の下に 留めて 来た 心 は、 わが 身の 

H  くの を： つて ゐ ようの.；；： である。 

全 g として、 ：f めて 幽玄な 味 ひ を 持った 歌で ある。 かう した 歌 は 自由に 解せ る もので、 結句 を 

^の 欲 


後篇 

單に、 再び 行く の を 待って ゐ ようとい ふだけ の 耽美の 心の ものと 解す と、 それでも、 通る 所が あ 

る。 しかし 作意 は、 さう した 躍った 憧れで はなく、 靜 かに 思 入った もので、 上の 如く 解すべき も 

のに 思へ る。 歌と して は、 上の 歌に 糗く 心の もので、 二 〇、 「願 はく は 花の 下にて 春 死なむ」 とい 

ふ 心に も績 いて 行く ものと 思 はれる。 

^  § 眺めつ る 朝の 雨の 庭の 面に 花の 雪し く 春の 夕暮 

つれづれと 眺めた 朝の 雨の 降る 庭の 面に、 落花が 雪と 敷いて ゐる 春の 夕暮 よの 意。 

庭の 樱の、 まだ 散らす にゐ たのが、 朝 降った 雨で、 夕 暮には 雪の やうに 散って める とい ふので 

その 雨に 散る こと はい は 中、 落花の 白く 目立って 見える 夕暮の 光景に よって、 そのこと を 聯想 さ 

せる 詠み 方 をして ゐ るので ある。 雨に 散る あはれ さ をい はない 所、 夕！；！^！にょって感覺的にしてゐ 

る 所な ど、 淡い 歌で は あるが 快い ものである。 

七 二 


セ 一一 一 

：!^  (园) 眺む とて 花に もいた く 馴れ ぬれば 散る^ こそ 悲し かり けれ ： 

眺める とて、 花に ひどく 馴れたので、 その 散り ゆく 別が、 何う にも 悲しい こと だの 意。 落花 を 

^しむ 心で あるが、 惜しむ とい ふ 程度の もので はなく、  ^が ひどく も 悲しい と、 心 ある 物 を對手 

とした やうに いって ゐる。 さう かとい つて 擬人して ゐ るので はなく、  r 眺む とて」、 「馴れ ぬれば」 

と、 原因 は 我に あると して ゐる。 卽ち花 を 花と して、 距離 を 置いて 見ての 上の 愛着で ある。 感傷 

では あるが、 それに 理^が まじって、 單純 ではない ものと なって ゐる。 そこに 特色が ある。 

t  川. 

力 (ES)  W しめ ども 思 ひげ もな く あだに 散る 花 は心ぞ かしこ か-.^ ける 

「思 ひげ もな く」 は、 歎く 様子 もな く。 「あだ」 は、 浮きく しての 意。 我 は 惜しむ けれども、 

歎く 様子 もな く、 浮きく と 散る 花 は、 その 心が 賢い ことで あるよ の 意。 

ぶ. i の 歌の 延 で、 これ は 花の 方 を 主として、 その 散る の を 是認しての 心で ある。 その 是認 は、 

花の 心 ハ，」 ^いとして であるが、 資さ は、 散る に 際して、 未練げ もな く、 浮きく と 散る 意で あ 


さる。 言 ひかへ ると 世に 執着 をと どめ や、 理法に 隨 つて 安らかに 散って ゆく とい ふので、 これ まゆ 

^^//v*^ や， >  7,，，  ,  / 

者 西 行の、 自身の 心境と して 願って ゐる ものな ので ある。 理智 的な 歌で は あるが、 西 行の 身に つ 

いてる もので、 槪念 ではない。 

蝰 

V  一  A  (四ち ま菅生 ふる 山 田に 水 を まか すれば 嬉し 顔に も 鳴く 蛙 かな 

「ま 菅」 は、 菅。 山に よく 生える 草。 それの 生 ふる 山 田 は、 山中に ある 荒れた^で ある 。「まか 

すれば」 は、 水を濺 ける ことで、 これから 耕さう としての こと。 

菅の 生えて ゐる山 田に 水を濺 ける ので 嬉しい 様子 をして 鳴く 蛙で あるよ の 意。 

蛙が かう した 愛情 を もって 見られ、 そして 和歌の 對象 とされた とい ふこと は、 多分 彼等の 長い 

歷史 においても 初めての ことであった らう。 歌と して は、 諸國 を遍歷 した 西 行に よって、 初めて 

發 見され た 所の 美 を 盛った ものである。 

題 しらす 


ン -?(E ち 刘り殘 すみ づの 眞菰 にかくろ ひて 薩 持ちが ほに 鳴く 蛙 かな 

A づ くさ  ， 

「みづ の 菰」 の 「露 菰」 は、 水草で、 織って 蓆に するな ど、 0 常 生活に 用途の 多い もので あ 

る。 「みづ の」 は瑞 のと も 取れな く はない が、 今 は 蛙の ゐる揚 所 を、 はかない 所と していって ゐる 

ので あるから、 水のと 取るべき であらう。 「蔭 持ちが ほ」 の 「蔭」 は、 御藤 を 蒙るな どい ふ 藤で、 

保護す る 物の 意。 「持ちが ほ」 は、 持って ゐる 様子 をして。 

たま/ \w り殘 した いささかの 水の 中の M 菰に すがって、 保護す る 物 を 持って ゐる樣 子 をして 

一" いて ゐ る^よ。 とい ふので、 鳴いて ゐる 蛙の 様子の 得意げ なのに 興 を 催した 心で ある。 莉. 0 淺 

す は、 たま/ \ さうな つたので、 聊かの ほ； 菰 とい ふこと を餘 情と した もの。 水の は、 事と して は 

いふに も 及ばない ことで あるが、 その 境の はかな さ を 現 はす 爲の ものと 取れる。 薩 持ちが ほ も、 

常時とレては？ぱカな^^?に庇護されなぃ限.^は安心してはゐられなかったので、 その 庇護の 意で い 

つて ゐ るので ある。 蛇に 對 しての 興で は あるが、 その 興 は あはれ み を 主と した もので、 あはれ な 

物が、 それとも知らすに^5^^:げにしてゐる所に興を感じたのでぁる。 しかし 一 した 所では 可 笑 

^の 欲 


後 篇 

しみの 勝った ものと なって ゐて、 その外の こと はちよ つと 思 はせ ない 所が ある。 單 純で 複雜な 味 

を 持った 歌と いへ る。 

蓳 

^§ 古里の 昔の 庭 を 思 ひ 出で てす みれ 摘みに と 来る 人 もがな 

「古里」 とい ふの は、 こ、 は 或る人の 住み 拾て た 家で、 「人」 とい ふの は、 その 家の人で、 今 は 

他に 移って ゐる 人で ある。  ， 

古里の 昔の 庭 を 思 ひ 出して、 今 こ、 に^いて ゐる堇 を 摘みに 來る人 を あらせた いの 意。 

住む 人の ない 家の 荒れた 庭に、 春の 墓の あはれ に^いて ゐ るの を 見て、 第三者と して さみし さ 

を 感じて、 この 家に 住んで ゐた 人で、 昔な つかし さから、 赛の 今頃 を 思 ひ 出して、 この 董を 摘み 

に來る 人が あれば、 我が 感じる あはれ さに も增 して あはれ を 感じて、 この 我が あはれ も その 人に 

通 ふこと であらう と 思った ので、 主意と する あはれ の 方を餘 情と した ものである。 あはれ を 深め 

る こと を 慰めと して ゐる もので、 當 時の 詩情で あると 共に、 殊に 西 行に 強かった 心 持で ある。 淡 


くいって ゐる 所に 却って 趣が ある。  〕 

かきつ ばた  _ 

/  作り 拾て 荒らし はてた る澤小 田に 盛り に^ける 杜若 かな  二 

作り 松て は、 稻を 作る こと を 止めた 意。 r 澤小 m」 は、 澤 印で、 低地の、 いつも 水の 淺く湛 へて 一 

ゐる 田。  1 

作り 拾て、、 荒らし 切って ゐる澤 田に、 今 を 露 盛り に^いて ゐ るかき つばた の 花よ の 意。 一 

この 杜 t 右 は、 おの づ からに 育つ て^いて ゐる ものと 思 はれる。 紫の 色 は、 色と して ？只 ばれて ゐー 

たから、 花と して は 野生の 杜若 であるが、 その 花 は 今と はちがつて、 特別な ゆかし さ、 突し さ を 

持 つてる たこと であらう と 思 はれる。  一 

荒らし 切った 澤 田に、 紫 深く へ 快いて ゐる杜 若の 花 は、 感 g 兑 的に 旣に對 照の 際立った ものである 一 

が、 3 かとい ふ點 で、 常時で は I 段と 際立って ゐ たこと と 思 はれる。 しかし それ は餘 情で ある。 寘ー 

！^ケど捉へ たものと0^ぇるが、 純で 味 ひの ある 歌で ある。  一 

おの 耿  」 


三月 ，1 日に  り 

^§ 行く春 をと どめ かねぬ る 夕暮は あけぼのよりも あはれ なりけ り 

「三月 晦日」 は、 春の 盡 きる 日で、 行く春 を 惜しむ 心で ある。 「夕 暮」 は、 春の 謹き る 日の、 そ 

の盡 きる 時刻で、 今盡 きて しまった 間際で ある。 耽美の 心の 强く、 それ を あはれ と 感じて ゐた當 

時、 代表的に あはれ であった の は戀と 四季の 風物で、 四季の 代表 は 花の^く 春と 紅 の 秋と であ 

る 今 は その 春との 別れ を、 時間にまで 切り 縮めて いって ゐる ものである。 春の 趣の 第 j は署に 

あると いふ こと は、 旣に 詩的 常識と なって ゐた。 その 趣 を あはれ といって ゐる。 夕暮の あはれ は- 

.Iff ^と n 力れ る 悲しみで あるが、 それ も 同じく あはれ といって ゐる。 あはれ とい ふ 言葉の 範圍を 思 は 

せられる。 

行く春 をと ヾ めよう にもと ヾ めら れ なかった 夕暮 は、 曙に もま さって あはれ である こと だの や』。 

春の 別れ を 惜しむ 歌 は 多く、 言 薬 を盡 していって ゐる のが 普通で ある。 今 は その あはれ を と 

比較して、 それに もまして ゐ ると いってる る だけで、 一見、 心淺 いもの、 やうに 兑 える。 しかし 


七.^ 

春の 別れの 悲し さは 旣に 常識と なって ゐ るので、 その あはれ を 曙に もま さって ゐる といへば、 曙 

の あはれ のい かに 深い もので あつたか を 語る こと、 なって、 それとの 別れの 悲しみと なって、 淺 

、言 薬が 架い 餘情を 持って 來る こと、 もなる。 それ はとに かく、 春の あはれ を 身に 沁 めて、 別れ 

の 方 は^ 合に くいって ゐる こと は 明らかで ある。 そこに 西 行の 偶 性が あると い へ る。 


—  卯 花 似 雪 

义 

^  Q 一) 雪 分けて 外 山 を 出で し 心地して 卯の花し げき 小 野の ほそ 徑 

「卯の花」 は、 いま 空 木と いって ゐる 灌木の 花で、 若葉の 頃 純白 に^く。 「外 山」 は、 平地 か 

ら 見て、 奥山に 對 して 近い 山の 稱。 

雪 を 踏み分けて、 外 山から 平地に 出て 來た氣 持が して 見る、 卯の花の 繁く 1  火いて ゐる 野の 細み 

ち をの 意。 

卯の花 を 雪と 見る の は 常識と なって ゐ たもので ある。 この 歌 も それで あるが、 その 卯の花 を、 

野の 細 みちを 挾んで 繁 く^いて るる ものと し、 そして 雪 を、 外 山から 里へ 下りて 來る 際の ものと 

して ゐる 所に 新 意が ある。 この 新 意 は實感 から 來てゐ る もので、 野の さう した 路に 立った 時、 か 

つて 雪の 外 山から 里へ 出た ことのあった 時 を 聯想して、 これと それと を 1 つに した ものと 思 はれ 

AO  , 
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る。 -|3^感から來る鮮ゃかさと、 しみ/^ した 所が、 捨て 難い ものに 思 はせ る。 

雨中 時 ts? 

^  S5 五：：：：： 响のト p=  ^も 兄えぬ m 路 より 山 時鳥 鳴きて 過ぐな り ， 

「H 路 より」 は、 f:;H 中の 路 をの 意。 「山 時鳥」 は、 時鳥 を 山の 物と し、 その 山から 里へ 出た 當 

の 時 iir 五月雨の 晴間も 見えす 雲の 罩 めて ゐる その 雲の 中の 路を、 山 時鳥が 鳴いて 通り過ぎる 

ことで あるよ。  • 

五月： 刚の IS かに 降りつ V- いて ゐる に、 時鳥が 鳴いて 過ぎた とい ふので、 極めて ありふれた 賞 

境 を、 その ま、 歌に した ものと 取れる。 事 も 平凡で、 詠み 方 も それに ふさ はしい 單 純な もので あ 

るが、 一； g の 趣の て 難い ものが ある。 その 趣 は、 天地が た 暗い 雲と なって 他に 何物 もない 中 

に、 時 ひ！ の IS が 問えて m えて 行った とい ふ、 その 對 照から 生まれて 來る ものである。 さみしく は 

あるが 一 點 の^が あって、 それとも ニム ひきれ ない、 捉へ てはい ひ 難い ものである。 ^^んだ、 神経 

のと ほった 所があって、 作 の 色に 染められて ゐる ものである。 

W の 欲 


後 篇 

✓  ^  S1 一) ほと と ぎ す 五つ 月 の 雨 を ゎづら ひて 尾の 上の 隈の 杉に 鳴くな. 9 

「尾の 上」 は、 山の 意の もの。 r 隈」 は、 物の 隱れ てゐる 所の 稱で、 今 は 凹みと 取れる。 

ほと、 ぎす は、 五月の 雨に 惱ん で、 山の 凹みに 生えて ゐる 杉の 樹に 鳴いて ゐる ことで あるよ。 

實 景を捉 へての 歌と 取れる。 時鳥の 鳴き 場所と して、 山の 凹みに 生えて ゐる 杉の 木と いふ やう 

な こと は、 實景 として ヾ なくて は捉 へられな いもの だからで ある。 これが 一首の 感を 鮮やかに し 

てゐ る。 しかし 時鳥が 五月の 雨に 惱ん でゐ ると 取った の は 作者の 心で ある。 場所が 場所と て、 作 

者 も 同じく 山中に あって、 五月雨に 降られて ゐる 所から、 かう した 解 をした ものと 思 はれる。 そ 

れだと 時鳥 を 擬人した とい ふ常套 的な もので はなく、 作者の 現に 持って ゐる心 を 時鳥に 寄せた も 

のとなる。 これ は景の 特殊な ところから 自然に 感じさせる ものである。 

月 前 郭公 

^  § 五月雨の 雲 かさなれる {4! 晴れて 山 ほと ， ぎす 月に 鳴くな..^ 

八 二 
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註を耍 さない 明らかな 歌で ある。 五 二の 歌と まさしく 逆にな つてる る もので、 これ は 視覺を 主 

とした ものである。 天地 をた ヾ 月と 時鳥の みに して、 人間 を 挾まない ところ は 少しも 遠って ゐ な. 

い。 初 句より 三：^ まで は、 五月雨の 密雲が 散って、 珍ら しく も签の 晴れた とい ふ、 その 變化 をい 

つた もので、 感の 明らか さは、 この 對 照から 來てゐ るので ある。 一首の 調べの 澄んで ゐる ところ 

から、 この 對照 は眾 なる 技巧と 思 はせ や、 そこに 作者の 心が ある ものと 思 はせ る。 

時 を  ， 

^  § 語らひしその夜の聲はほと/^ぎすぃかなる世にも忘れむものか  バ 

「1§ら ひし」 は、 語り 八 e: ひしで、 時鳥と 作者と 語り合つ たので ある。 「その 夜」 は、 或る 夜で、 

この：； 『：！ ひ 方 は 西 行の よく 用 ゐてゐ る ものである。 「聲」 は、 時鳥の 聲で、 語ら ひしと いふ ことの 內 

容に II れてゐ る ものである。 卽ち 語らった の は、 時鳥の 聲と 作者の 持った 感應と を 誇張して いつ 

たもの， たとい ふこと が 分る。 時鳥 は 神 祕性を 持った 鳥で、 冥途と も 往復す ると 忍 はれて ゐ たので 

あるが、 これ は 要するに、 その^の 身に 沁み 入る ものが あって、 悲哀 を 感じさせる とい ふことの 

S の 》 
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延長と 思 はれる。 今 も、 一 夜 聞く と 身に： i みた 聲を、 語ら ひしと 時鳥 を 擬人して いった もので み 

る T いかなる 世に も」 は、 人間 を 三世 卽ち 過去、 現在、 未来に 亘 つて 流轉 して、 永劫に 亡びない 一 

ものと する 信仰から、 永劫の 意で いってる る もの。 

我と 語り合つ たかの 夜の 身に 沁みた 聲は、 時鳥よ、 永劫に 亘 つて 忘れられ ようかの 意。 一 

奥行の 深く、 見と ほせない やうな 氣分 である。 時鳥の 聲は 身に 沁みる もの だとい ふが、 それ は 一 

大體 さみしい 聲 だからで ある。 しかし 其の さみし さは、 單 なる さみし さで はなく、 突し さなつ か レー 

, さ を 含んだ ものである。 この美し くさみし いとい ふこと は、 いは ゆる あはれ で、 當寺 時^の 愛され； 

A.  ts^A たの は その あはれ さからで ある。 西 行の この 歌で 示して ゐる心 は、 あはれ を 愛する とい ふ 程度の 

I もので はなく、 あはれ を 通して、 天地の 心に 參ゃ ると もい ふべき もので、 言 ひかへ ると ：大# の.： T 

^^^/ を あはれ とし、 時鳥の 聲 がそれ を 具象して ゐる ともい ふべき ものである。 大 として は 宗敎的 一 

心で ある。 この 心 は 春の 櫻の 歌で も旣に 示して ゐる もので、 西 行の 個性 を 語って ゐる ものである 上 

百 首の 欲の 中に、 郭公 十 首 

AB  一 


、 ，所がら 問き 難き かと 時鳥 里 を か へ て も 待た むと ぞ思ふ 

. 時^：！の初^をー：^って、 それ を 待つ 歌 は 多い、 あはれ なる 物に 憧れる 心で、 時の 詩情の 一 半 を 

なして ゐ た、 その 範跑の ものである。 「里 を か へても」 といって ゐる 所に、 平凡で は あるが、 同 

時に 修行 傲 西 行の 心 も 見えて、 自身に 卽 して ゐる 意味で 或る 特色が あると い へ る。 

/>  、  /§  cl^ 羽 玉の よる，, ^  く  il:;^ はなき もの を 又た ぐ ひなき 山 時鳥 

時 ひ？ の 衣 も. おく 點を、 他に 類のない こと、 して 讃へ たもので ある。 時，； 1? の 愛でられ るの は その 

聲の あはれ さからで、 あはれ は晝 よりも 夜の 方が 深い 所から、 夜の 聲を 愛でる ことが 常 5i となつ 

てゐ た。 今 は その^ 識 を、 批評 的に 見た 心の もので、 距離 を もって 時鳥と いふ もの を大觀 した 形 

の もの (である。 一 百 ひかへ ると これ は理智 的な 歌で、 それ を 正面から して ゐる ものである。 西 行に 

は 此の^の、 理智 を现智 として 正面から 扱った ものが 多く、 一 つの 特色と なって ゐる。 理智 では 

ある 力い や 味がない ので、 理 in とい ふこと を 思 はせ ない 所が ある。 


後 篇 

A§ わが 思 ふ 妹が り 行きて 時鳥 寢ざ めの 袖の あはれ 偉へ よ 

r 寢 m 見め」 は あはれ な ものと なって ゐた。 その あはれ は、 晝は 紛れて ゐる 我が身の こと を、 靜 

かに しみじみと 思 はせられ る 所から 來る ものである。 「袖の あはれ」 は、 袖 は淚に 濡れる ものと し 

て、 涙 を あはれ と 言 ひかへ たもので ある。 

我が 思 ふ 妹の 所へ 行って、 時鳥よ、 我が 寢覺 めの あはれ さから 涙 を こぼして ゐる こと を吿げ て 

くれよ の 意。 

寢覺め をして、 その あはれ さから 淚を こぼし、 傍らに 妹が 居たならば、 その あはれ を 話して 慰 

めよう もの をと 思って ゐる折 柄、 時鳥が 鳴いて 過ぎた ので、 あはれ を傳言 しても らふに はふ さは 

しい 使と 思っての 心で ある。 

戀の 歌に 似て ゐ るが、 妹が 戀 しいと いふので はなく、 妹 は 人の 世の あはれ を 語って 慰め 合 ふ も 

のとして ゐ るので、 むしろ 友に 對 しての 心で ある。 題詠 風の 趣 を 持った 歌で あるが、 實感 味を浪 


八 七 

厚に 持つ てゐる 所に 趣 を 感じさせられる。 

d  (究) ^かすと もこ こを瀨 にせむ ほととぎす 山 田の 原の 杉の 群 立 

「瀨」 は 51 所。 「山 田の 原」 は、 伊勢の 地名。 

たと ひ 待ち 得すと も、 こ、 を 待つ 場所と しょう、 ほととぎす を。 山 田の 原の 杉の 群 立って ゐる 

こ、 を。 

時 を^ かう として 山 田の 原へ 出て 行き、 杉の 群 立って ゐる所 を 見かけて、 とにかく 此 所で 待 

たうと 服 をき めた 心で ある。 時 £；；| を 待つ 場所 を 定める に は、 何等かの 意味で それに ふさ はしい 揚 

所 をと ふの が ^通で あるのに、 さう した 分训を 超えて、 「聞か やと もこ こ を」 と直覺 的に 定めて 

ゐる 所に 特殊 さが あり、 叉 作お の 人柄 を 思 はせ る 所 もあって、 それが 味 ひとな つて ゐる。 叉 普通 

からい ふと、 原の 巾の 杉の 群 立の 夜の 樣は、 あはれ な 時鳥の 聲を 待つ に ふさ はしい 所と は 思 はれ 

なぃ^^もぁる。 それをさぅ^^！：！；^した西行の心には、 夜 見る 原の 中の 杉の 群 立に 心 を 引かれる もの 

S の 
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があった と 取るべき であらう。 これ は 幽寂 その物であって、 一 時代 後になる と甚 しく 重んじられ 

たもので ある。 多分 時鳥の 聲に 憧れて 庵 を 出て 來た西 行 は、 此の 幽寂な 樣を 見る と、 新たに その 

^5  、  どちら 

力に、 も を r:i> 力れ て， 何方が なつかしい のか 分らない 程の 狀 態とな つた ものと 見える。 此の 歌 は そ 

の 心 を その ま、 に 現 はした もので、 聞か やと もこ、 を瀨 にと いって ゐ るの は、 その 驟^の 全復の 

露責 だった ので あらう。 單 純な 形の ものであるが、 含む 所の 多い 歌で ある。 

^  メ §) ほととぎすぃかなる聲の契にてかかる聲ぁる^：！となりけむ 

/  ぺ 

「聲の 契」 の 「契」 は、 宿命で、 現世に 於け る 生物の 狀態 は、 前世に 於け る 因の^と しての ものの ^ 

意。 現世に 良い 聲を 持って 生まれて 來 たもの は、 聲 としての 宿命の 結果 だとい ふので ある。 又 人と 

生まれ 鳥と 生まれる の も、 三世に 一旦っての 流 轉の爲 だとす るので、 聲の 宿命と して は 良い 聲を 立て 

得る 物の 鳥と 生まれざる を 得ない ので ある。 これら は 佛說の 常識と なって ゐ たものと 思 はれる。 

時鳥 は、 IS の 上での 何う いふ 宿命に よって、 かう した 1 でたい 聲を 持った 鳥と なって 生まれて 

八 八 
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來 たので あらう か。 

時^：：！の？ぉの愛でたさを譜へた心で、 その 愛でた さ を、 前世の 宿緣 として ゆかしんだ 心の もので 

ある。 % 物 を 一大 生命の 流轉の 姿と 觀、 又 その _ ^物 は ii 前に 流轉 しつ、 ゐる 物と 觀る、 當時 とし 

て は i:;^ 仰の 上の となって ゐ たもので、 その 心からい つて ゐる ものである。， 西 行が 櫻の 色 を 通 

して 山の 中心に 觸れ ようとす る 心 を 見せ、 時鳥の 聲か らも じ 心を捉 へ ようとして ゐ るの は、 

<:H 時の 詩情で ある あはれ を 伴 はせ つつ それ をしょう とする 所に 特色が あるが、 „4 に 自然の 突 を 酷 

^^-1.^4  tS するとい ふこと ではなく、 佛敎の 世界 觀を 中心として、 それに 常時の 耽美 氣分を 伴 はせ てゐる 

'^^H ものと 兄るべき であらう。 卽ち大 II は 思想 的で、 名を附 ければ 怫 敎文舉 とい ふべき ものと 思 はせ 

ひ" られるぃ 

>^^x^?  とやま 

17»  が (《一) ほととぎす 深き 略より 出で にけ り 外 山の 裾に 聲の 落ち 來る 

時. U を 山に：^ んでゐ る， a とし、 ，H 身 は 山の 麓に 住んで ゐて、 初めて山から£^:へ出て來る時^1?の 

s の 
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聾 を 聞いた の を、 印象的に いった ものである。 調べの 强ぃ 歌で ある S 山に 籠って ゐた 時鳥の、 時 

來り緣 熟して、 初めて 里へ 出て 來た その 第 一 聲 とい ふこと は、 佛者 としての 西 行に は 感の深 かつ 

たものと 思 はれる。 - 

V バ (さ 一) つくづくと 物 思 ひ をれば 時鳥 こ ころに 餘る聲 聞 ゆなり 

「物 思 ひ」 は、 嘆き。 フ J ころに 餘る」 は、 心に 保ち 切れない、 卽ち： g へられない。 

つく/^ と 嘆き をして ゐ ると、 時鳥の あはれ さ：^ へきれ ない 聲が 開え て來る こと だ。 

物 を 思へば の內容 はいって ゐな いが、 時鳥の あはれ さが 泳 へられな いとい ふので、 その 關 係で 

人の 身の あはれ さ を 感じて ゐる ことと 分る。 又 時鳥の 聲を こころに 餘 ろと いふの も、 我が あはれ 

さから 逆へ て 感じる 爲だと 分る。 双方の あはれ さは 餘情 となって ゐて、 そして それが ー货の 中心 

となって ゐ るので ある。 他奇 のない ものであるが、 赏感の 作と 思 はれる。 

.2 


>^ 一 

お とづ 

ほととぎす 谷の まに まに 訪れて あはれ に 見 ゆる 藤鄹蠲 かな 


「谷の まに まに」 は、 ハ 介の 緒いて ゐ るに 連れてで、 谷 を何處 まで もの 意。 「訪れて」 は、 鳴いて 

行って。 時^：！！が谷の絨くに述れて鳴ぃて過ぎて、 あはれ に 見られる 藤と 躑躅の 花で あるよ。 

；れ見 ^ の 歌と 見える。 山に 藤 が^き、 躑燭 が^いて ゐる 谷へ 入って 行く と、 折 柄 ほととぎす がそ 

の 谷 問 を何虚 まで も いて 過ぎて 行く ので、 その 爲に 藤、 躑躅が あはれ に 見える とい ふので ある。 

作^から いふと、 なつかしい 物の 藤、 躑蹦に 加へ て、 なつかしい 時鳥 も 鳴く ので、 一段とな つか 

し？ が^くな つたので あるが、 それ を、 藤、 躑躅の 方 を 主として、 それ を 時鳥が なつかし がって 

訪れた やうに 取り、 その 爲 にあ はれが 增 したやう にいった ので ある。 我が 心 を 自然の 方に 移した 

ので あるが、 それ をす るに、 時^：：？も藤、 躑蹈も 有情の 物の やうに 見る < お 時の 心 持に よって その 辜 

をして ゐ るので あな。 細かい 心 持 を もった 歌で ある。 

五 n- 雨 

^§ 五パ： 刚に小 田の 早苗 やい かなら む. K のうき 土 洗 ひこされ て 


後 篇  一 

「うき 土」 の 「うき」 は、 泥。 「洗 ひこされ て」 は、 田に 澄れ る 水で、 畦の 泥土が 洗 はれ、 乘り 

越されて。  ： 

ど  どろつ ち 

五 ni: 雨の 爲に、 田の 早苗 は 何の やうに なったら うか。 田に 溢れる 水で、 畦の 泥土 は 洗 はれ 乘. 5 

越されて。  ： 

五月雨の 降り つづく 頃、 家の 內 にあって、 田の 早苗 を 思 ひやって 危ぶんだ 心で あるが、 睡の泥 一 

土の 狀 態まで 細かく 思 ひやって ゐ るので、 實感 味の ある ものと なって ゐる。 早苗 を 思 ひやった の 一 

は、 弱く、 美しい ものに 對 する 心 づ かひで、 それ 以外の ものと は 思 はれない。 m 園に 鋭 しんで ゐ 

る 心の 現 はれた ものである。  一 

旅行 野草 深と いふ こと を  一 

^f-  すげ 

^  § 旅び との 分く る 夏野の 草 しげみ 葉末に 菅の小 笠 は づれて  一 

「小 笠 はづれ て」 は、 笠 だけが 夏草の 上に 浮んで ゐ るの を、 感覺 的に いった もの。 

旅び とが 踏み分けて ゆく 夏野の 草が 繁 さに、 その 葉の 上に、 かぶって ゐる菅 の 笠 が^んで ゐるー 

.5 一  一 


さ 一一 

の 意。 

题詠 であるが、 嘗て 目颦 して 印象と なって ゐる もの をい つたと 見える。 夏草の 高い 野 を 行く 笠 

を かぶった 旅人が、 距離 を 持って 見る と、 人の 姿 は 見え や、 笠 だけが 草の 上に 浮んだ やうに 見え 

ると いふので、 印象の 鮮明な 歌で ある。 全體 として は、 眼に 見る 興味 を 主と した もので、 はづれ 

てと いふ 一一. l" 菊 も その 心の ある ものと 取れる が、 しかし 輕ぃ 所の ない ものである。 言 の續 きが 自 

然な爲 である。 結^の いひ さし も、 此の 感を强 める ものと なって ゐる。 

題 不知 

. え (W0 道の ベ の淸 水流る る柳薩 しばし とて こそ 立ち どま、 りつれ 

^五 句 は、 「こそ」 は、 それだけ を 取 立てる 意、 「つれ」 は、 過去。 

道の ほとりの、 淸 水の 流れて ゐる 柳の 木蔭、 ほんの しばらくの 間と 思って、 歩み をと めた ので 

あつた。 

IG- の 旅 をして ゐて、 道ば たの 柳の 蔭で、 淸水も 流れて ゐる 所の 凉 しさうな ので、 念ぐ 心から、 

夏の 默 


後 篇 

ほんの 暫 しと 思って 立ち どまった ので あるが、 つい 時 を 過して しまったと いふので、 その 時 を 過 

したの は、 「こそ」 と 「つれ」 とで 餘情 として 現 はして ゐ るので ある。 この 時 を 過した の は、 そこ 

の凉 しさの 快 さから、 張った 心の 思 は 中 も 弛んだ とい ふ 意で、 これが 餘 情の 內容 である。 單純を 

極めた 言葉に、 複雜 した 內容 を、 さりげなく、 併しし み，^ とした 趣 を 持たせて 盛って ゐ るので 

ある。 西 行の 詩才の 程 を 思 はせ る 詠み 振りで ある。 

よられつ る 野 もせ の 草の かぎろ ひて 凉 しく 曇る 夕立の {4j 

「よられつ る」 は、 草の葉が 夏の 烈しい 光の 爲に 乾いて、 緩れ た 意。 「野 もせ」 は、 野 一面。 

「かぎろ ひて」 は、 陽炎 を 立てて。 

かげら -n- 

錢られ た 野 一 面の 草が 陽炎 を 立て /-、 凉し くも 曇る 夕立の 签 であるよ。 

夏の はげしい 光線 を、 直射し 續 けて ゐた野 の签 が、 俄かに 夕立 模様と なって 來た 時の 光景で あ 

る。 上 三 句 は 野の 樣、 下 一 一 は 签 の樣 で、 對照を させて ゐる。 廣ぃ 野の 涯 もな く續 いて ゐる樣 を 現 


はすに、 錢られ た 草の葉、 それから 立つ 陽炎と いふ やうな、 細かい 具象 をし、 签を現 はすに も、 

凉 しく  ると いふ、 一見 矛盾した やうで、 しかも 窜 の 露 を捉 へた こと をい つて、 その 細かい 事 相 

の 二 群を對 照させる ことによって、 大 1^:^ と、 その 持つ 氣 分と を あり， と 現 はし 來 つてる る。 細 

く、 しみじみした 心と 问 時に、 大きく のびやかな 心 を 持って ゐる その 心の 傾向、 それ を 同時に 川 

るて 破^ を 見せない 表現の 才は、 歌人 西 行 を 思 はせ る ものである。 

が ax) 底 澄みて？ a こまかなる さ ざれ 水 渡 やられぬ 山川の かげ 

「さ ざれ 水」 は、 小さい 川。 「山川の かげ」 は、 山 を 流れて ゐる 川の 光。 

やまがば 

水の 底が 澄んで 透きと ほり、 立つ 浪の 細かな 細い 水、 渡らう とする が 波れ ない 山川の 光よ.^ 

山川の 細い 流れの 美し さに、 勿體 ない 氣 がし、 渡らう にも 波れ ない 心で ある。 底の 澄んで るる 

こと， 浪の 細かな こと、 流れの 光って ゐる こと、 細かく 描き出して、 美し さも 勿 體 なさ もい はす、 

それ は餘^ として ゐ るので ある。 §3®^ を 詠んだ 作で、 愛すべき ものである。 

の 欲 


•  ^§ おしなべて 物 を 思 はぬ 人に さへ 心 をつ くる 秋の 初 風 

「おしなべ て」 は、 すべ て 一 様に。 「心 をつ くる」 はの 「心」 は、 秋の あはれ。 「つくる」 は、 

附 くるで、 あはれ を 感じさせる。 「秋の 初 風」 は、 立秋と 共に 吹く 風で、 秋風 はさみし いものと 

する 詩的 常識の 上に 立っての もの。 

すべて 一様に、 嘆き を 知らない 人にまで も、 あはれ を 感じさせる 秋の 初 風で あるよ。 

立秋と 共に 吹き か はる 秋風の さみし さ を 身に 感じつ、、 その 秋風 を 距離 を もって 大觀 した 心で 

心と して は理智 的な 所の ある ものであるが、 併し 調べ はしみ.， ^として ゐて、 感 そのもの をい つ 

たやう に 聞え る ものである。 おしなべて といって、 更に それに 註を附 ける 態度で、 物 を 思 はぬ 人 

にさへ といって ゐる 所、 心の 細かく、 むしろ 神經 質に さへ 感じられる。 しかし 目立たぬ ものと な 

允. K 


. ^七 

つて ゐる。 

あはれ いかに 草^の 露の こぼ るら む 秋風 立ちぬ 宮城 野の 原 

つ K 城 野」 は、 -；!： 奥で、 获を もって 聞え た 歌枕。 

あはれ、 何の やうに 草の葉の 露が こぼれる であらう か。 秋風が 吹き 立った。 あの 宮城 野の 原 

は 何の やうで あらう。 

秋風の 爲に、 草獎に 宿って ゐる 露の 玉の 散る のに、 例の あはれ を 感じる 心から、 宮城 野で は 何 

の やうに 散る だら うかと、 憧れの 心から 思 ひやった ので ある。 この 露の 散る の は、 美しく あはれ 

だとい ふ 以外の もので はない。 調べが 躍って ゐ るが、 これ は 憧れの 強い心の 現 はれで、 そこに 西 

行の 心が 現 はれて ゐる。  - 

七 夕 

^  いそぎ 起きて 庭の 小 草の 露 踏まむ やさしき 數に人 や 思 ふと 

秋の 欲 


「小 草」 は、 草。 「露」 は、 涙の 比 喻に使 はれて ゐる もので、 當時は 直ちに 淚を 聯想す る もの 

ともなって ゐた。 又 しののめに 置く ものと もな つて ゐ たので、 七夕の 二 星が 別れ を 惜しんで こぼ 

す 涙の、 草 紫に 宿る ものと も 聯想され てゐ たので ある。 「やさしき」 は、 七夕の 刖れの 悲しみに 

同感す る 人の 意。 r 數」 は、 さう した 人の 中。 

急いで 起きて、 庭の 草の 露 を 踏まう。 我 も あはれ を 知る 者の 中に 入れられる 者と 人が 思 ふか も 

知れぬ ので。 

戀の あはれ を 解し 得る 者と、 第三者から 見られた いとい ふ 心 をい つた ものである。 言 ひ 方は餘 

情 的で、 いそぎ 起きて は、 七夕の 別れ を 思 ひやって あはれ に堪 へない 意の もの。 露 を 踏む の は、 七 

夕の あはれ を 身に； £ ませる 仕ぐ さで ある。 かう した 心 を 抱く の は、 自身と して は戀の あはれ に 遠 

くな つて ゐ るので あるが、 他人から はさう は 思 はれた くな く、 戀の あはれ を 解して るると m 心 はれ 

たいので ある。 卽 ち僞裝 である。 この 心は當 時の、 あはれ を 知る とい はれて ゐる 階級に 一般に 抱 

かれて ゐた心 持で、 戀 にも 此の 心が 伴って ゐ たので ある。 卽ち 純粹の 心からの 戀 ではなく、 あは 


允 允 

れを 知る と 他から 思 はれよう が爲 に、 戀 をして ゐる 如く 偽装 するとい ふ 一 面が あつたの である。 

西 行の 時代 を 超える と共に、 時代の 兒 であった こと を 示して ゐる 歌と いへ る。 彼と して は 本心 を 

いった 歌と 忍 はれる。 

秋の 敬に 露 をよ むと て 

^§ 大方の 露に は 何のなる ならむ 袂に si^  く は 涙な りけ り 

おしなべての に は、 何が 變 つて あ、 なる ので あらう か。 袂に 置く 露 は、 我が こぼす 涙な ので 

ある。 

秋の さびし さから こぼす 淚を、 袂の 上の 露と 見て、 袂 以外の、 このお しなべ ての 露 は 何が あ、 

なった の だら うと 傻 しんだ 心で ある。 淚と 露と は、 それに 伎って これ をと、 互に 聯想させる もの 

となって ゐ たので、 大方の 露 を 見て、 同じく 淚を 聯想す るので あるが、 その 餘り にも 多い ので、 

何物の 淚 とも见 《おが 附 けられす、 怪しみ を もって 見て ゐ るので ある。 「何のなる ならむ」 は、 一 見 誇 

^した もの、 如く 見える ので あるが、 現に 我が 淚は袂 の 露と なって をり、 叉 一切の もの は 止ます 

の^ 


後 篇 

流轉 して ゐ る，： U 見る 世界 觀も あるので、 當時 にあって は 誇張と は 感じられなかった ものと ま， れ 

る。 世界 を 一 色に、 あはれ な ものに 感じて ゐた 心が、 いかにも S 早 純に 具象され てゐ て、 詩才の 程 

を 思 はせられ る 歌で ある。 

題 しらす 

^£) 石の 上古き 住みかへ 分け入れば 庭の 淺 茅に 露ぞ こぼる る 

「石の 上」 は、 古の 枕詞。 「古き 住みか」 は、 自身の 住み 捨てた 家。 r 淺茅」 は、 丈の 低い 茅で， 

荒れた 所に 生える ものと されて ゐた。 

古い 我が 住み家へ 草 を 分けて 入って 行く と、 荒れた 庭に 生えて ゐる淺 茅の 露が こぼれる ことで 

ある。 

我が 昔戀 しさから こぼれる 涙 を、 庭の 淺 茅から おの づから にこぼれる 露に 譲って 現 はして ゐる 

とい ふだけ で、 他奇 のない 歌で ある。 しかし 細く、 しみん \ として、 品 も 持って るて、 やはり 西 

行なら ではと 思 はせ る ものである。 

- 0  0 


o 一 

ノ  小 彼原獎 やゑの 露の 玉に 似て はしな き 山 を 行く 心地す る 

「はしな き 山」 は、 附き 穂の ない 山で、 思 ひ 設けぬ 懸け離れた 山の 意。 今 は 玉 を もって 飾った 

,3 い 山の でい つて ゐる。 

彼 •  ぬの 彼の 葉末に 宿って ゐる 露が 玉に 似て ゐて、 凝け 離れた 山 を 歩いて ゐる 心地が する。 

修行の 爲に 山に ii つて ゐた 或る時の 赏感と 思 はれる。 笹の 紫に 置く 露 は 光の 强 いもので、 玉 を 

聯想させる 所が ある。 「はしな き 山」 は 玉 を もって 飾った 山で、 多分 は 怫の淨 土 を 聯想して、 憚 

つて 態と 婉曲に いった ものと 思 はれる。 感の ある 歌で ある。 

萩 

51  OS 思 ふに も 過ぎて あはれ に 聞 ゆる は获の 葉み だる 秋の 夕風 

メ 

「忍 ふに も 過ぎて」 は、 思って ゐた にも してで、 荻 を 吹く 秋風の 昔 は 極めて さみしい ものと 

されて ゐ て、 それと，^ 知して ゐ たのに もま さって。 「荻」 は、 野生の もの も 多い が、 常時 庭に 植 

秋の 


後 篇  • 

ゑる 風習と なって ゐた。 これ は 庭の ものと 思 はれる。 

思って ゐた にも まさって あはれ に 聞え る もの は、 获の 葉を亂 して 吹く 秋の 夕風で あるよ。 

获の 葉に 鳴る 秋の 夕風の さみし さで、 極めて 常套な ものであるが、 思 ふに も 過ぎて といって ゐ 

るので、 味 ひの ある ものと なって ゐる。 それと 承知して ゐ ながら、 親しく 耳に すると、 記憶して 

ゐる ものよ. CS もま さって あはれ だとい ふの は、 古い もの を 感じに よって 新しくす る ことで、 西 行 

の 感性 を 語って ゐる ものと いへ る。 事は單 純な ものであるが、 表現が 純粹 で、 素朴な 爲に、 奥行 

の ある ものと なって、 捨て 難くな つて ゐる。 

秋のう；^  LL 

伺 

. #(£0 都 疎くな りに けりと も 見 ゆる かな 藻 しげれる 道の けしきに 

r 萚 しげれる 道」 は、 蘀は 人の 踏まない 地に 生える ものと されて ゐ るので、 それの 生えて ゐる 

道は邊 鄙な 所と 取れる。 修行の 爲に 籠もって ゐた 土地で あらう。 

都が 疏 いものに なって しまったと 見える ことで あるよ。 萚が繁 つて ゐる 道の 樣子 によって。 

一 0  二 


一 o  一- 

修行の 爲に靜 かな^ 所 を 求めて そこに 籠もって ゐ ると、 都の 签が戀 しく、 人な つかしい 心の 起 

る こと をい つて ゐる 歌が 可な りに 多い。 これ も その 中の ものである。 都 を對立 的に 見、 r 锋 しげ 

ねる f:3」 といって ゐ るから、 都 を 離れた 邊 鄙な 所と 取れる。 例の 修行の 折の ことで あらう。 都戀 

しい 心 を. M: に 持ちながら、 それと は 云 はすに、 服の 前に 見る 物に 托して、 微かな 心 ゆらぎと して 

現 はして ゐる 所に、 却って 味 ひ を 感じる。 

薄 當路繁 

§ 化すす き 心 あてに ぞ 分けて 行く ほの 見し 道の 跡し なければ  P 

「ほの： し 近」 は、 以前に 見た 道で、 この 前 来た 時には、 ほのかながら 殘 つて ゐた 道の 意。 そ 

の 逍は何 所へ 行く ものと も 云って ゐな いが、 西 行に はなつ かしい 道で、 他の 人 は 来ない ものと 見 

える から、 西 行に 取っての 故 n 土と いふ 範 園の 道で あらう と 取れる。 

花の 巾 を、 兄 當を附 けて は 分けて 行く。 以前 は ほのかながら 殘 つて ゐた 道が、 今 は 跡 かた も 

ない ので。 

秋の 狭 


後 翁 

思 ひ 出す となつ かしく、 稀々 ながら 立 寄って ゐる 所の 道が、 他に は 来る 人 もない 所から、 全く 

荒れ 楽て、 しまった さみし さ を、 比較に よって 現 はして ゐる 歌で ある。 この さみし さは、 時の 推 

移から 來る もので、 此の 時代の 物の 見方の 基調と なって ゐ たもので ある。 推移の 上から 見る と、 

1 切が あはれ に 見える もので、 詩情と しての あはれ も その 意の ものである。 そして これ はや-かて 怫 

, り つ 敎の 世界 觀 なので ある。 此の 歌の 味 ひ は、 四 五 の 言 ひ 方の かすか さに ある。 何 所への 道と もい 

はす、 叉 此の 前に 来た 時に 較べて 一麼 荒れた とい ふの を、 極めて ほのかな 方法で いって ゐる。 此 

のかす かさ、 ほのか さが、 あはれ を 漂 はすに 最も 適した ものと なって ゐる。 これ は 此の 歌に 限つ 

たこと ではなく、 廣く 此の 時代に 通じての ことで、 この 歌 も それに 從 つて ゐ るに 過ぎない ので あ 

るが、 表現の ほのか さが、 單に 趣味と いふ やうな もので はなく、 世界 觀の 延長と しての 詩情と、 

必然的の 關係を 持った ものである こと を 思 はせられ る。 又 この 歌 は 題詠で あるが、 題詠と いふ も 

の も、 作者 次第で いか やうに も 扱へ たもので ある こと を 思 はせられ る。 

人々 秋の 欲 十 首よ みける：， 1 

一 0  ra; 
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(V 八) ^にもる 月の 影 こそ さびし けれ 山 田 は 引 板の 音ば かりして 

「引 板」 は、 いま 鳴子と いって ゐる もので、 熟した 稻を 荒らしに 来る 鳥 • 獸 など を を どかす 爲 

に、 .化：： を 立てる 仕掛 をした 板 を 田の 上へ 懸け、 繩を 引く と 高く 鳴る やうに した もの。 

庵のう ちに、 屋 根 を 漏って さして 來る H 光が、 分けても さみしい。 あたりの 山 田に は、 引 板の 

音ば かりして ゐて。 

山祸 の、 里 近い あたりの 庵に、 修行の 爲に 籠もって ゐた 時の 心で ある。 單純 にいって ゐ るが、 

人 問と しての 作 i<; と、 W 固の 自然と が、 一色の さみし さに 塗り つぶされて 現 はれて ゐる。 その さ 

みし さが、 澄んだ ものである 點が 注意され る。 人戀 しきの 心が 動いて ゐ るが、 かすかに 見せて ゐ 

る だけで ある。 それ は 一 引 板の 音ば かり」 とい ふ、 「ばかり」 で 現 はして ゐ るので ある。 引 板 は 

風が 鳴らす ので はなく、 田の 潘 をして ゐる 人が 鳴らす ものと 取れる。 それは訪って來^o人と對照 

する 意で 「ばかり」 といって 一 Q るの だと 取れる からで ある。 その 點は 幽さ を 持って ゐる。 

秋の 欲よ みける 中に 

秋の 耿 


後 篇 

^  (v^) 覺 束な 秋 はいかなる 故の あれば すすろ に 物の 悲し かるらむ 

r 覺 束な」 は、 よく は 分らないで、 こ で.^ が 切れて ゐる。 「すヾろ に」 は、 何とい ふこと も 

なく。 

よく は 分らない。 秋 は 何う いふ 理由が あるので、 何とい ふこ ともなく 悲しい ので あらう か。 

秋の 風物に 浸って、 一切 を 物悲しく 感じながら、 さう して ゐる 自身に 批評の mi を 向けて、 秋 は 

この やうに 物悲しい とい ふの は 何う いふ 理由で あらう かと 疑 ひ、 その 譯は よく は 分らない がと 思 

つた 心で ある。 秋 は 悲しい とい ふこと は 古来の 常識に なって ゐる ことで、 さう した ものと きめて 

問題と しないと ころの ものである。 それに 疑の 目 を 向け、 悲しい に は それに 相 《23 する 理由が なく 

て はならない として、 その 故 を 求めよう として ゐ るので ある。 西 行に は理智 的な 歌が 可な りに あ 

るが、 これ は それで、 理智 的と いふよりも むしろ 理智 そのもので、 一 つの 存在に は必ゃ 理由の あ 

る ものと して、 その 理由 を 探らう とする 所 は、 佛敎の 物の 考へ 方と いへ よう。 歌 は理智 ではない 

とい ふやうな 常識 は 超えて、 理智も 生活 內容 だとし、 生活 內容は 歌で あると して ゐた 態度 を、 端 

一 0  ^ 
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的に 思 はせ る 歌で ある。 表現が 純粹 で、 その 純粹が 內容の 理智を 忘れさせる 所の ある 歌で ある。 

^(八 0) 何 一,:$ をい かに 思 ふとな けれども 袂 かわかぬ 秋の 夕暮 

うい ふ 事 を 何う 思 ふとい ふ譯 ではない けれども、 袂の 乾かない までに 涙の こぼれる 秋の 夕暮 

であるよ。 

さみしい 秋の 中、 最も さみし いのは 夕暮 であると いふの は 常識で、 四 五 句 は その さみし さ をい 

つた ものである。 その 常識で ある さみし さに、 前の 歌と 同じく 理智の 目 を 向けて、 さみし さに は 

それに 相當 する 原因が あると して、 何蔡 をい かに 思 ふと、 原因 を 探した 心で ある。 前の 歌の すすろ 

に 物の 悲しと いふのに、 內容を 盛った 趣の ある 歌で ある。 前の 歌と じく 個性的な ものである。 

何となく 物悲しく ぞ 見え 渡る 鳥 羽田の 面の 秋の 夕暮 

^D^ん渡る」 は、 見え 58 く。 「鳥 羽田」 は、 京都の 近郊の 鳥 羽の 田。 

秋の 耿 


後 篇 

何とい ふ 理由 もな く、 悲しい ものに 見え 績 いて ゐる。 鳥 羽田の 面の 秋の 夕 暮の樣 は。 

廣ぃ秋 田の 面が、 夕 慕の 色に 包まれて 行く の を 見渡して、 悲し さに 眼の 吸 ひ 寄せられる 心 をい 

つた ものである。 廣ぃ 天地 を、 悲しい ものと 感じた 心が 漂って ゐる。 見え 渡る といって、 その 限 

,9 なさ を 暗示し、 「面の 夕暮」 といって、 田の 面に 迫って 来る 暮色の 微妙 さ を 暗示して ゐ るな ど、 

廣ぃ景 と 細かい 心と を 一 つに 見せた ものである。 「見え 渡る」 は、 廣さを 現 はした 言葉で あるが、 

1 二 からの 繽 きで、 廣さ だけで はなく、 深さ も 暗示して ゐる ものに 感じられる。 心の 張った 歌で 

ある。 

ム (八 一一) 誰れ 住みて あはれ 知 るら む 山里の 雨ふり そ ぐ 夕 暮の签  ^ 

何う いふ 人が そこに 住んで、 あはれ を 感じて ゐる ことで あらう か。 あの 山里の、 雨の 降り そ、 

ぐ 夕暮の 签 を 眺めて。 

秋の 夕暮 のさみ しい 時の、 雨が はげしく 降って 一層 さみし さの 深い 時に、 山里の 方 を 望んで、 

一 OA 


一 

そこに： e んでゐ る 人で、 その 深い さみし さ を 身に 沁 ませて ゐる人 を 思 ひやって、 その 人に なつか 

しみの 心 を 寄せて ゐる 歌で ある。 秋の 夕暮 のさみ しさ を 悲しみと して 淚を こぼして ゐ るが、 その 

しみ はこの 歌に 見る やうに、 「あはれ」 と 言ひ換 へられるべき もので、 その あはれ は 悲しく は 

^ あるが 快い ものな ので ある。 そして 又 その あはれ は、 天地 を 貰いて ゐる もので も あるので ある。 

S は 秋の 夕 慕の 雨の はげしく 降る 時、 所 は 山里と いふと、 あはれ の 極まった ものである。 さう し 

た あはれ を 身に 沁 ませて ゐる人 を m わ ひやって なつかしんで ゐる西 行に 取って は、 あはれ は 單に詩 

情と いふ だけの もので はなく、 宗敎 的な もので、 我が身 を歸 依せ しむべき ものだった ので ある。 

や ty-tj びと 

その 味で 山 Si 人 をな つかしんで ゐ るので ある。 個性の き はや かな 歌で ある。 

- ^§  fin かかる 遠山ば たの 秋され ば 思 ひやる だに 悲しき もの を 

「遠山ば；.！」 は、 遠山の 畑で、 そこに 住んで ゐる 人を餘 情と した 言 ひ 方と 取れる。 「秋され ばレ 

は、 秋來れ ば。 


後 篇 

雪の 懸かって ゐる 遠山の 畑 は、 秋が 來 ると、 そこの 樣を思 ひやった ヾけ でも 悲しい のに、 住ん 

で ゐる人 は 何の やうで あらう。 

秋、 雲の 懸かって るる 山 を 望み、 そこの 山 畑と、 それ を 作って 暮 して ゐる人 を 思 ひやって、 そ 

のさみ しさ を 憐んだ 心で ある。 こ、 では 秋の 山里 は單に 悲しい ものと なって、 憐 まれる ものと な 

つて ゐる。 前の 歌の心と は 明らかに 矛盾して ゐる。 天 ®, 敏感な 西 行 は 、秋 を さみしく 纖 .じ"，^!| し 

CT;^,^J:5. な dp,* る 。これが 平生 6、J で. あ， る。 その さみし さ 悲し さ を あはれ として 捉へ 直し、 そ 

の あはれ を宗敎 的の ものと して、 これに 徹し 切らう とする 一面が ある。 徹する こと は 努力に よつ 

てな される ものである。 前の 歌 は その 緊張した 心の 現 はれ、 この 歌 は その 平生の 心と 解され る。 

遠山ば たといって、 そこに 佗びし く暮 して ゐる人 を 暗示して ゐる ところ は、 心細 かいとい ふべき 

である。 

广  *<3 き  と やま 

vi(o) 松に 這 ふ 正木の かづら 散. 9 にけ り 外 山の 秋 は 風す さ ぶら む 
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「正木の かづら」 は、 jc? の 一 種で、 美しく 紅 藤す る、 そして 强ぃ 葛。 「風す さぶ」 は、 風が 强 

松の木に 這 ひまつ はって ゐる }^ 木の かづら が 散った ことで ある。 外 山の 秋 は、 風が 荒い ことで 

あらう。 

外 山に 人った 日に、 1^ 木の かづら の 紅 薬の 美しい もの 、散った の を 見て、 それ を 惜しみ、 又た 

やすく は 散らない ものである こと を S わって、 そこの 風の 荒さ を 思 ひやった 心で ある。 紅葉の 散つ 

たの を 借し む 心 も、 正木の かづら のた やすく は 散らない ものである ことな ど はすべ て餘 情と し、 

叉、 「外 山の 秋」 とい ふ 新しい 言 ひ 方 をして ゐ るな ど 技巧の ある 歌で ある。 

山里に 人々 まかりて 秋の^よ みける-,: 

^ § 山里の 外面の 岡の 髙き 木に そぞ ろが ましき 秋の 蟫 かな 

「：^ 而」 は、 後の方。 「そぞ ろが ましき」 は、 何とい ふ當 もない 様子で、 i: の 鳴き聲 を 形容し 

たもの。 

秋の 欲 


後 篇 

山里の 後の方に 連って ゐる 岡の 高い 木の 上で、 何とい ふ當 もない 樣 子で 鳴いて ゐ る 秋の 蟬 では 

あるよ。 

詞 書の やうに、 眼前に 見た もの を その ま いったの である。 「そ ぞ ろが ましき」 は、 螺の 鳴き 

聲を 感じと して 受取って いった もので、 間もなく 死ぬべき 蟬の、 落着いた 樣 もない 鳴き 聲 を、 憐 

み を もっていつ てるる もので、 憐 みは 餘 情と してる る。 一 方、 蟬の 鳴いて るる 揚所 は、 精細に い 

つて ゐ るので、 餘情を 主と した 言葉が、 おの づ から 限定 を 持った ものと なって ゐる。 手腕 を 思 は 

せられる 歌で ある。 

. 蟲の， &欣 よみ 侍リ ける Li 

^§ 野べ に 鳴く 蟲 もや 物 は 悲しき とこた へまし かば 問 ひて 閗 かまし 

野べ に 鳴いて ゐる蟲 もまた、 悲しい ので あるかと、 もし 答へ る ものである ならば、 問って 答 を 

聞かう。 

蟲の 鳴く の を 悲しい と 聞いての 心で、 この 心 は 詩的 常識と なって ゐる もので、 いふまで もない 

ニニ 
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ものである。 今 は その上に 立ちながら、 さう 思 ふだけ では 滿 足が できす、 一 方で は蟲 ま. 物 をい へ 

ぬ ものと 承知しながら、 もし 云へ る ものなら ば 尋ねて 聞かう とい ふので ある。 西行のひとy^ほ.o 

では 濟 ませない、 しっこい 心 を 持って ゐ たこと が 思 はれる。 

きりぎりす 夜 惑に 秋の なる ま、 に 弱る か聲の 遠ざかり 行く 

「きりぎりす」 は、 今の こ ほろ ぎ。 「遠ざかり 行く」 は、 少く なって 行く の を、 遠くなる と W 

ぇなくなる^：^：で、 印象的に いった もの。 

きりぎりす は、 夜效に 秋が 移って 行く のに つれて、 寒さに 身が 弱る の だら うか、 聲が 遠ざかつ 

て 次第に 開え なくなって 行く。 

紫かった こ ほろ ぎの 聲が少 くな つたのに 心 を 留めて、 折 柄の 夜 塞 を 思 ひ、 この 寒さの 爲に 身の 

弱った のかと、 憐んだ 心で ある。 憐れみ は 時 問 的に 見る ところから 來る ものであるが、 それ を 眼 

前に させ、 又理. E も 求めて、 鮮やかに いった もので、 何方 かとい ふと 技巧の 勝った 歌で あ 

秋の 欲 


後 篇 

る。 上手と いふべき である。 

^  ね 

、 -》 (八 八) 蟲の 音に さの み濡 るべ き 袂かは あやし や 心 もの 思 ふらし 

「さの み」 は、 これ 程までに。 「か は」 は、 反語。 「もの 思 ふ」 は、 き。 

蟲の 音の 爲に、 これ 程までに 涙に 濡れる 抉で あらう か、 ない。 不思議な ことよ、 それと は氣附 

かないが、 心 は 嘆き をして ゐ る やう だ。 

蟲の 音に 聞き入って 涙 を こぼして ゐ たが、 ふと 心附 いて、 そんな 事 をして ゐ るべき ではな、 と 

思 ひ、 又 さう した 意味の 涙な どこ ぼすべき ではない とも 思 ひ、 更に 叉、 そんな 淚 など こぼし もし 

なかった とも 思った が、 現に 袂は 涙で 濡れて ゐ るので、 他に 原因 を 求めて、 氣附か 中に ゐ るが、 

心 は 嘆き をして ゐる やう だと 思った ので ある。 緊張した 心 を 持って 修行 をして ゐた 際の 心 持と 見 

える。 西 行と いふ 人の 面目の 見える 歌で ある。 敏感な、 鼯 みやすい 心と、 求道の 勇猛心と を 同時 

に 持って、 その 矛盾に 惱 まされて ゐた 心的 狀態 がま ざ/^ と 現 はれて ゐる。 「あやし や」 と 我 を 

一 一 四 
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訝って ゐる ところ、 その 矛盾の 程度 を、 自身で は 意識して ゐ なかった こと を 示して ゐて、 そこに 

が 見える。 

もの 心細う 哀れなる 折し も、 庵の 枕 近う 蟲の 音閗 えければ 

、 ？ (化) その 折の 蓬が もとの 枕に も かく こそ 蟲の 音に はむ つれめ 

「その 折」 は、 下の 絞き で 死んだ 折と 分る。 「蓬が もとの 枕」 は、 野の 蓬が 下です る 枕で、 死 

んで 地下に S られ た狀態 。「音に はむ つれめ」 は、 蟲の 音が 入り まじって、 睦れ 合って ゐる やうに 

^える 意。 

死んだ 折の、 野の 蓬の 下に られ ての 枕に も 亦、 この やうに 蟲が、 その 音 をむ つれ 合 はすで あ 

らう。 

心が ひどく 衰 へて るる 時、 死 を 思って、 死後に も 今の やうに、 蟲の 音が 睦れ 合って ゐる だら う 

と 5^ ひやった 心で ある。 さう した 際の 歌と すると、 平坦な ものに 見える。 平生の 感傷 もな く、 又 

感S^5,」迪しての•M張もなく、 た 環境に 隨 順して ゐる のみで ある。 表現 もまた 平生に 較べる と、 

秋の^ 


後 篇 

何方 かとい ふと 華やかに、 圓みを 持って ゐる。 この 柔順に、 穩 かなの が 西 行の 生來 の? H ぎで、 今 

は それが 現 はれて ゐ るので はない かと 思 はれる。 歌と して はさして すぐれて ゐる もので はな 、たか 

こ の 意味で 注意 を 引く ものである。 

巷の 聲の ゎづ かにし けれ * はよ める 

4> § 霜 うづむ 萚が 下の きりぎりす あるかな きかの 聲聞 ゆなり 

霜が 埋づ めて ゐる藉 の 下に ゐるこ ほろ ぎの、 有る か 無い かの かすかな 聲が 聞え る ことで あるよ。 

こ ほろ ぎ は 秋 深く 霜の 置く 頃まで 生き 淺 つて、 かすかに 嗚く蟲 で、 此の 歌 は實際 をい つた もの 

であらう。 しかし 心 を 寄せて ゐ るの は、 霜の 置いて ゐる草 むらから、 極めて かすかに 起る こ ほろ 

ぎの 聲の あはれ さで、 景と 心と 融け 合った ものである。 靜か では あるが 緊張 を 持った 歌で ある。 

朝 閗初雁 

#(<5ー) 撗 雲の 風に 別る る しののめに 山 飛び越 ゆる 初 雁の 聲 

r 撗 雲の 風に 別る る」 は、 下の 「山」 に續 いて ゐて、 夜 下って 来て 山に 懸かって 橫雲 の狀 態に 

一 一 六 
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なって ゐる 雲が、 朝 吹き 立つ 風の 爲に、 山から 別れる 意。 「初 雁」 は、 春、 襄 地へ 去った 渡 鳥の、 

秋、 兹さを 慕って 歸 つて 來る、 その 最初の 雁。 

横雲が 風の 爲に 山から 別れる 束 明に、 その 山 を 飛び越えて 来る 初 雁の 聲ょ。 

しののめ 

山に 近い 所に ゐ ての 印象と していった ものである。 靜 寂な 夜の 山が 柬明 と共に 働き を 現 はして 

來て、 さわやかな 光景 を呈 する 時に、 遠く 去って ゐた 雁が 立ち 歸 つて 來て、 その はげしく 哀れな 聲 

を立てっ/^、 峰 を 飛び越えて、 初めて 姿 を 見せる とい ふ、 動的な 光景で ある。 此の 光景が 、強い 調 

べによ つて K かれて、 一面 沈静な 趣 を 持って ゐる ところ、 まさに 手腕 を 示し 得て ゐる 歌で ある。 

雁 揮 遠近 

/  おも 

^(空) 白雲 を翅 にかけ て 行く 雁の 門 田の 面の 友 慕 ふなり 

フ H 雲 を翅 にかけ て」 は、 雲に 近く、 高い 所 を 飛んで ゐる こと を、 雲 を翅に 懸けて と感 的に 

いった もの。 「白雲」 は、 秋の 雲の 特色と していつ たもの。 「門 田の 面の 友」 は、 人の 象の 門に あ 

る W に 下りて ゐる 仲間で 、「友」 とい ふの は 雁 は 群 をな して 渡る 所から、 異 つた 群の 雁 も、 その 

秋の^ 
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友と 見て いった もの。 「慕 ふ」 は、 慕って 空から 下りて 來る 意を餘 情と していつ たもの * 

かどに おもお  お 

空 の 白雲 を その 翅に 懸けて 飛んで 行く 雁の、 人の 門 田の 面に 下， 9 て ゐる友 を 慕って、 下りて 來 

る ことで あるよ。 

か どに  く 

田の 中の 家の、 その 門 田に、 來る 雁が 下りて 憩って ゐる折 柄、 高く 签 を 飛んで 來る 雁が、 同じ 

やうに その 門 田に 下りて 來 たの を 見ての 感で、 その 下りて 來 たの を、 友 を 慕 ふと 見た ので ある。 

るる 

雁 は 群 をな して 遠い 旅 をす る ものであるから、 雁の 類 を 友と 見、 慕 ふと 見る の も妥當 なと ころが 

あって、 さう した 狀 態に、 あはれ の 寄せられる 所が ある。 場所と して は 白雲の 签と鬥 田と で 炭く、 

ある 物と して は {4! の 雁と 田の 雁と だけで、 そして あはれ な樣を 見せて ゐ るので、 味 ひの 深い 欹で 

ある。 修行者 西 行から 見たら、 その 雁 は 自身の 聯想され る もので もあった らうと 思 はれる。 

秋、 ものへ 罷リ けろ 道 に て 

心なき 身に も あはれ は 知られけ り嶋 立つ 澤の 秋の 夕暮 

「心なき 身」 は、 物に 執着な く、 從 つて 感傷 はし なくなった 身の 意で、 怫道修行者としての^!! 
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身 を fB ひかへ たもの。 「あはれ」 は、 さみし さ を 通しての あはれ。 「鷓 立つ 澤」 は、 ^の 飛び立つ 

澤で、 r 嶙」 は 小さな 田 鳥、 「澤」 は淺く 水の 湛 へて ゐる 所で、 .E^ からい へば、 飲み水 や 餌な ど を 

^やすい 51 所。 「秋の 夕暮」 は、 さみしい 時。 

世の常の 感傷 はしない 身 も、 さすがに あはれ を 感じさせられた ことで あるよ。 . ^の 飛び立つ 澤 

の、 この 秋の 夕暮に は。 

修行 の 西 行が、 ものへ 罷りけ る 道と いって ゐ るので、 多分、 寺へ でも まるる 途中で あったら 

う。 所 は E ゃ澤の 絞いた 所で、 時 は 最も さみしい 秋の 夕暮 である。 折 柄、 近い 澤 から 小さな 嶋が 

飛び立って、 微光の 中に その 姿 を 漂 はすの を 見る と、 西 行 はしみ， <\ と あはれ を 感じさせられた 

ので あるが、 ものへ 罷 ると いふ 揚合 柄と て、 我に 復 つて、 我 はかう した あはれ など を 感じるべき 

なで はない と 思った が、 やはり その あはれ を 感じ やに は ゐられ なかった とい ふので ある。 なぜ 西 

；:; ： は その やうに あはれ に 感じた のか。 あはれ を 感じさせた 中心 は、 結 の 秋の 夕暮 で、 これ は 詩 

的 常識と なって ゐる もので、 今 も それに 過ぎない ので ある。 しかし その 秋の 夕暮 は、 今 は 特殊な 

秋の 
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もので、 澤 から 飛び立った 嗨を 含んだ ものである。 さう した 時刻に、 塒 もなくて さまよ ふやう に 

見える 小さな 鳥 は、 西 行に は 人の 身 を 聯想 させられる、 いぢら しく あはれ な 物に 感じられて、 秋 

の 夕暮の あはれ を甚 しく 深める ものと なった ので あらう。 一方 西 行 自身 は、 「心なき 身」 と、 い 

つて ゐ るが、 場合 柄 緊張した 心 持から さう 思って ゐ るので、 實際 はさう した 境涯 を 慕って ゐ るに 

止 どまって、 緊張した 心 持 は 無意識の 中に 感傷的 氣分を も 刺戟して ゐ たのではなかった か。 さう 

した 自身と、 特別な 鴨と が、 秋の 夕 慕に 綜合され て、 しみぐ とした 哀感に 引 入れられ たものと 

思 はれる。 

田 庵 鹿 

. M§ 小山 田の 庵 近く 鳴く 鹿の 音に おどろか. されて おどろか すかな 

「小山 田の 庵」 は、 題の 田 庵で、 秋、 鳥 や 山の 歡 などの 田 を 荒らしに 來 るの を 見張る 爲の番 小 

屋。 「おどろかされて」 は、 目を覺 まされて。 「おどろかす」 は、 鳴く 音を立てて 來た鹿 をお どろ 

かす 意。 


\  二  \ 

山 E の桥小 に、 近く^く 鹿の 聲で 目を覺 まさせられて、 その 鹿 をお どろ かして 追った ことで 

あるよ。 

题 詠で、 秋 田の 桥 小屋に 夜 をゐる 番人の 心と なって 詠んだ ものと 取れる。 四 五.？ は 同 昔の 繰 返 

しで あるが、 意味 はちがつて ゐて、 事と 言葉の 双方から 來る 可笑しみ が ある。 强ひ たもので はな 

く、 筋の 立った ものな ので、 その 可笑しみ に 品の 惡 くない ものが ある。  - 

小 倉の 旅に 住み 侍りけ ろに、 鹿の 鳴きけ る を 聞きて 

^§ 雄 鹿^く 小 <S の 山の 裾 近み ただ ひとり 住む わが 心 かな 

「維^., 1 く」 は、 雄 鹿の^く の は、 妻戀ひ をしての ものと なって ゐる。 「小 倉の 山」 は、 京都 

^峨。 

雄 1^ の麥： i ひ をし て^く 小 倉の 山^ その 褪の近 さに、 たヾ 一 人で 住んで ゐる とい ふこと を 思 ふ 

わが 心で あるよ。 

ii!^ 戀ひ をし て^く 雄 鹿の 聲は、 あはれ な ものと されて ゐる。 今 は その あはれ を捉 へて ゐる。 小 

秋の 跃 
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倉の 山 は 低い 山で、 そこに 鳴く 聲を 山裾に ゐて 聞く ので あるから、 かすかな ものと 分る。 それ だ 

と 一 唇 あはれ である。 四 五 句 は、 その 聲の あはれ さ を 耳に すると、 それに 刺戟され て、 た 一人 

で ねんで ゐる身 だとい ふこと を、 今更に 意識 させられる とい ふので、 意識 すれば さみしい、 その 

さみし さを餘 情と した 歌で ある。 しみ，， した、 味 ひの ある 歌で ある。 

鹿 

w§ 例と なく 住ま まほし く ぞ思ほ ゆる 鹿 あはれ なる 秋の 山里 

何とい ふわけ もな く、 こ に 住みたい もの だと 思 はれる。 鹿の 鳴く 聲の あはれ な、 秋の この 山 

里に。 

秋 は 鹿の 妻戀ひ をす る 時で、 鳴く の は 雄 鹿で ある。 「あはれ」 とい ふの は その 聲 である。 鹿の 

聲の あはれ な 秋の 山里へ 來て、 その あはれ をな つかしみ、 なほ 樣々 の あはれ も ある やうに 思 はれ 

て、 力う した 所に 住みたい と 思った 心で ある。 「何となく」 とい ふの は、 豫 想され る あはれ を 指 

示した ものである。 此の 歌 は あはれ に對 して 憧れて ゐる心 をい つた もので、 嶋 立つ 澤の 歌と は 正 

ニニ 一 
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反對 な、 前の 歌と も 距離 を 持った ものである。 

松の 絕 W より ゎづ かに のかげ ろ ひて 見えけ る を 見て 

レ ^  § 影^み 松の 絶 間 を もり 來 つつ 心 ぼ そし や 三 m 月の 穴ェ 

「影，^ み」 は、 光が 少な さに。 

光が 少な さに、 松の 群立ちの 絕間 を： a つて さして 來 つて るるが、 心細い ことで あるよ、 三日月 

の 空 は。 

類 想の 少 くない 欲で あるが、 しみ/^ した 味 ひ を 持って ゐる點 で 特色の ある ものである。 心細 

しゃと いって ゐ るが、 その 心細い のが あはれ で、 やがて 快 さなので ある。 「三 曰お の签」 といつ 

てゐ るが、 三日月が 主で、 空 は それと 一 つに した ものと 取れる。 

八：：：： 十五 □ 夜 

-び (お八) うちつけに 又來む 秋の 今 ^まで 月 ゆ ゑ 惜しくなる 命 かな 

「うちつけに」 は、 出しぬ けに。 「又來 む 秋の 今宵」 は、 題で、 来年の 秋の 今夜で、 來 年の 名 

秋の， 耿 
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月の 夜。 

出しぬ けに、 來 年の 秋の 今夜まで 生きて ゐ たいと、 月の 故に 惜しい ものに 思 はれて 来た わが 命 

であるよ。  . 

二 CJ?:.  佛者 として 生死 を 超えて、 いつ 死が 到来して もい、 と 思って ゐた西 行が、 名月 を 眺めた 快 さか 

お  .ら 生命に 執着 を 持ち、 来年の 今夜まで は 生きて ゐ たいと 思った ので ある。 さう した 執着が、 彼自 

身と して は 唐突な. 又 思 ひ 懸けない ものに 感じられ たので、 それ を 中心として 詠んだ ものである。 

躍った、 強い心の 現 はれた 歌で ある。 

名所 月 

^§ 淸 見ず. - おきの 岩 越す 白波に 光 を か はす 秋の 夜の 月 

7^  、  か は 

「淸見 潟」 は、 駿 河の 名所。 「光 を か はす」 は、 光 を 取り 交す で、 それと これと たが ひに 照ら 

し 合 ふ。 

淸見 潟の、 沖の 岩 を 越して 寄せる 白波に、 光 を 取り 交して 相 照らし 合 ふ 秋の 夜の 月よ。 

\  二  B 


一 二 五 

「光 を か はす」 とい ふ 言 紫が 一首の 眼目で ある。 5 石 を 越して 白く 碎 ける 波 を、 月 は 照らして 光 

とし その 光る 波が また 月 を 照らして、 月に 1 段の 淸輝を あらしめ ると いふので ある。 白波 を 沖の 

物と し、 距離 を S ぃて见 る ことにして ゐ るので、 この 誇張が 妥當性 を 持った ものと なって ゐる。 

題 しらす 

^^(100) ゎづら はで 月に は 夜 も 通 ひけ り 隣へ つた ふ 畦の 細道 

面倒 もな く、 の ある 頃に は 夜 も 通へ た。 隣の 家へ 偉って 行く 畦の 細道 を。 

修行の 爲に邊 鄙な 地に 住んで ゐた 時の 赏 際と 取れる。 出家と して 下層 民と！： じ 生活 をした 關係 

から、 下：^ の 歌と なって ゐる。 <:3 時として は 珍ら しい ものである。 -小 味な、 しみ/^ とした 歌 

で、 愛すべ きもので ある。 

旅 月 

一  01) 都に て 月 を あはれ と 思 ひし は數 にも あらぬ す さびな りけ. 0 

「あはれ」 は、 さみし さ を 通しての それで、 身に； む ものと いふ 程の 意。 「數 にも あらぬ」 は、 

秋の 砍 
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物の数に入らないで、 いふに も 足らぬ の 意。 「す さび」 は、 慰み。 

都に ゐて 月 を あはれ だと 思った の は、 今 旅に あって 見る 月に 較べる と、 いふに も 足りない 慰み 

に 過ぎなかった こと だ。 

旅の 月の あはれ 深さ を發 見して、 顧みて 都で 見た 月 を 比較し、 都の 月 を あはれ だと 思った たど 

は、 單 なる 慰みに 過ぎなかった とい ふので、 修行の 爲に 旅へ 出た 當 座に 見た 月 かと 思 はれる。 説 

明 的の もので は あるが、 云 はんとす ると ころ は あはれ の 比較で、 さう する より 外に は 法の ない も 

ので、 又 それと して は 心を籠めて いって ゐる ものである。  • 

菩提 院の 前の 齋院 LL て 月の 馱 よみ 侍リし L1 

- ；:^  (IC 一一) 隈も なき 月の 光に 誘 はれて 幾雲ゐ まで 行く 心ぞも 

「幾 雲ゐ」 は、 「雲 ゐ」 は签 で、 それに 「幾」 が 添って、 空の 何の やうな 涯ま でもと 疑 を 含んだ , 

意と なった もの。 

隈も なく 澄んで ゐる 月の 光に 誘 はれて、 空の 何の やうな 涯ま でも 行く 我が 心で あらう ぞ。 月に 

\  二， K 
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對 つて ゐ ると、 心が 澄んで 遠くが 思 はれ 、いよく 澄む といよ く 遠くな つて、 一 種の 恍惚 境に 人 

らうと する その 一歩 前の 心で ある。 この 心的 狀態 を、 「光に 誘 はれて」 と ュハ象 化した ものである。 

=： に對 しての 此の 心的 狀態は 共通の 人情で あるが、 西 行 は 殊に 强く、 そして だ 愛して ゐ たもの 

である。 あはれ を 愛す 本 來の倾 向に も 依らう が、 佛者 としての 修行 も手傳 つて ゐ たもの かと 思 は 

れる。 

月前に-^^に^^：！-ふと いふ こと を 

(10111)  しき は 君に 逢 ふべ き 契 ありて 月に 心の 誘 はれに けり 

r^q に 逢 ふべき 契」 は、 ris に 逢 ふ」 は 題の 友に 逢 ふで、 「契」 は怫敎 でい ふ 因緣、 約束 ごとの 意。 

友に 行き やや ふとい ふ 程の こと も、 自分に は 分らない が、 さうな るべき 筋道が あっての ことで 偶然 

ではない とい ふので ある。 「月に 心の 誘 はれ」 は、 M を兑 ようとす る 心 を 起させられ たで、 題の 月 

前の こと をい つて ゐ るので あるが、 これ も、 上に いふ 因緣を 果す爲 に、 さう した 心と なった とす 

るので、 一 一 切 を 命と 見る 佛 者の 心からの もの。 一 

秋の 耿 
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嬉しい こと は、 君に 行き 逢 ふべき 因緣 があって、 それ を す爲 に、 月に 心が 誘 はれて こ、 まで 

來 たのであった。 

怫敎の 盛 行して ゐた當 ^に は、 かう した 事が 常識と なって、 I 般に 認められて ゐ たと 見える。 

7u7n.t,^5, 釋敎の 歌 は 多い が、 殆ど 經 文に 依った 改まった ものであるのに、 この 歌 は 同じ 心が 日 や n 一の 些末事 

ム？？ ： ザぬ ヌ 、：  - 

J^w,ts555 ^な にしみ とほって ゐる ものな ので、 珍ら しく、 叉 心 を 引かれる ものと なって ゐる。 

, .  遙 かなる 所に 籠もりて、 都な りけ る 人の 許へ 月の 頃つ か はしける 

、 .^(i) 月の みやう はの 空なる 形見に て 思 ひも 出でば 心 通 はむ 

「うはの 签」 は、 今 は 签 しいの 意の もの。 形見 は、 その 人 を 思 ひ 出させる 品物で、 今 は 月 を 見 

ると 昔關 係の あった 人 を 思 ひ 出す 意で、 形見と いった もの。 「思 ひも 出でば」 は、 人が 若し、 昔關 

係の あった 意味で、 我 を 思 ひ 出したならば。 「心 通 はむ」 は、 我 もまた 月 を 見て 昔の 關係を 思 ひ 出 

してる るので、 同じ こと を 思 ひ 合 ふ 双方の 心 は、 相 通 ふで あらう の 意。 

月 だけが、 今 は 空しい 形見と なって ゐ るので、 この 月に 對 して、 人が 我との 昔の 關係を 思 ひ 出 

一 二八 
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すなら ば、 我 も 昔 を E 心 ひ 出して ゐ るので、 その 相思 ふ 心 は 通 ひ 合 ふで あらう か。 

詞番 にある やうに、 ？；^ い 境に 修行の 爲に 行って ゐて、 秋の H を 見て、 昔關 係の あった 人 を 思 ひ 

出して、 なつかしく  ふところから、 都に ゐる その 人の 許へ 寄せた ものである。 昔關 係の あった 

人と いふ だけで、 今 は 思 ひ 出のう.^ の 人と なって ゐる こと は、 バ のみやう はの 空なる 形見と いふ 

liH 紫で、 幽かながら はっきりと 現 はして ゐる。 うはの 签 は 、穴. j にある とい ふ 意 も 終 ませて あるが、 

{公 しいと いふ 意が 主で、 その {ゃ： しいの は、 今は實 際の か はりの ない、 卽ち 過去のと いふ 意で い 

つて ゐる ものである。 我 も 昔な つかしく 思 ひ 出して ゐ ると いふの は、 「思 ひも 出でば 心 通 はむ」 で 

^示して ゐる。 これ はなつ かしく m 心って ゐる こと を、 極めて 幽かに、 しかし 十分に 現 はして ゐる 

ものである。 歌と して は戀の 範圍の ものであるが、 心と して は戀 ではなく、 單に 昔な つかしく 思 

しりあ 

ふとい ふ、 #： 通の 人情と なって ゐ るので、 昔の 知合 ひとい ふだけ の ものと なって るる。 遠い 境に 

修行 をして ゐて、 都戀 しさ を e: 几え たとい ふ、 西 行に はよ く ある 心 持の ものであるが、 心 はしみ 

ぐと さみしく、  ；，, t 方 は 極 かて 幽かであって、 當時唱 へられ はじめて ゐた 幽玄の 趣 を 持 つた も 

秋の 耿 
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ので ある" 


V ぶ (一 0ぉ) 厭 ふ 世 も 月 澄む 秋に なり ぬれば 長ら へ やばと 思 ふなる かな 

厭って 捨て、、 八：' は 死生 も 問題と して ゐな いこの 世で あるが、 月の 澄む 秋と 移って 來 ると、 そ 

の Is でた さに 執着が 持た されて、 生きながら へて ゐ なければ、 かう した もの も 見られな いと 思 ふ 

.i.- み i§ ことで あるよ。 

^i,^^^ かう した 耽美 氣分は 西 行に は 本能と なって しまって ゐて、 最後まで 捨てられなかった もので あ 

^^.A^^*^ る。 結局 西 行 は、 美しい あはれ、 さみしい あはれ を 通じて、 大悟の 境に 入らう とし、 叉 それ を 成 

し 得た ものと 思 はれる。 西 行の 歌と して は 捨てられない ものである。 

、^(ー0六) 拾て て 出で し薆き 世に 月の 澄まで あれな さらば 心のと まら ざら まし 

我が 捨て、 出て 來た I* き 世に、 月が この やうに 澄ま やに あれよ、 それだった ならば、 心が 月に 


一-一- 一 

留まるまい。 

前の 欲と 恰も 連作の 形に なって ゐる。 淸く 澄んだ 月 を 見る と、 心が それに 溺れて しま ひ、 長生 

きをした ことの 仕 合せ を 思 ふが、 それと 殆ど 同時に、 出家の 身と して 世の中の 物に 執着す る 心 を 

愀み、 そして それ を 月の 罪に 歸 して、 パょ 澄むな、 それ だったら 心が 留まるまい とい ふので、 我 

偽至！^^な心でぁる。 ー见 いは ゆる 詩的 誇張に 似て ゐ るが、 さう した 手加減の 加 はった もので はな 

く、 本心から いって ゐる ものと 取れる。 乃に 溺れる 心の 方に は 自然が あるが、 この 反省の 方に は 

無理が ある。 そして 無理で も 遂げなくて はならない として、 本氣 になって 無理 をい ひ 通して ゐる 

ので ある。 子供の だ V- を 担ね るのと 同 じ 心理で ある。 連作と して 見る と、 西 行の 人となりと、 心 

の 境涯と、 その 性分と を 語って ゐる ものと 見られる。 

月 

々 (IC ち なかなかに 心 盡すも 苦しき に 暴 らば 入りね 秋の 夜の 月 

「なかなかに」 は、 却って。 「心盡 す」 は、 氣を 揉む で、 きった 月の 晴れる の を 待つ 意。 

秋の 跌 


後 篇 

却って、 氣を 揉む の も 苦しい ので、 曇るならば、 山に 入って しまへ よ、 秋の 夜の よ。 

月 を IT つる 心で ある。 秋の 夜の 澄んだ 月が、 愛で 惜しんで ゐる 中に 雲に 入った ので、 その 雪 を 

出る の を 待って ゐ るが、 なか/ \ 出ない ので 焦れて しまって、 これく らゐ ならば 1 そ 山に 入って 

しまへ、 それなら 諦めて 待ち もしまい とい ふので ある。 を 愛でて はゐる もの、、 中心に なって 

ゐる物 は 月で はなく 我で ある。 思 ふやう にならない くら ゐ ならば 無い 方が まし だとい つて ゐ るの 

で、 それが 他の物ではなくて、 天上の 月な ので ある。 溺愛の 心からの ものに は 相 遠ない が、 これ を 

詩的 誇張と いふの は迎 へての 解で、 西 行の 我儘な 心の 現 はれと いふ 方が 當 つて ゐ よう。 言 藥が靜 

かで、 むしろし め やかで さへ あるので、 あはれ の ある 歌と なって ゐ るが、 この 言葉 は 心に しっく 

りしない ものである。 西 行の しめ やかな 心と、 我儘な 心と が、 同時に 働いて ゐる ものと いふべ さ 

であらう。 

、ひ (一 0八) 慕 はるる 心 や 行く と 山の端に しばし な 入り そ 秋の 夜の 月 


一 一一 一一 二 

はるる」 は、 山に II れる 月が 殘り 惜しくて 慕 はれる 意。 「心 や 行く と」 は、 我が 心が 月に 附 

いて 行く かと 思 はれる ので。 

^ちゆく： を 一： おはれる 我が 心が、 その M に附 いて 行く かと 思 はれる ので、 山の端に、 暫くの 間 

^ち 入ら やに ゐょ、 秋の 夜の： よ。 

おち 入らん とする：：：；： を 見送って ゐ ると、 心が や、 恍惚と する のを覺 えた、 その 隨 問の 心 を捉へ 

ていった ものである。 「心 や 行く と」 は その 恍惚の 心境 を、 月 を 慕って 追 ひ 行く とい ふ、 月 を 擬人す 

るに 近い 心に-一；：； I ひかへ たもので ある。 しかし 此の 歌 は それだけ ではない、 綾 けて 「しばし な 入り 

そ」 とい ひ、 その 方 を 重く して ゐる。 これ は 「心 や 行く と」 と 疑 を もって 云って るるの を 承け て、 

^して さうな" 0 か 何う か を 試みよう とする 心から 云 つて ゐる ものである。 卽ち 心が や、 恍惚と し 

てはゐ るが、 恍惚と し 切って ゐ るので はない、 それ を 試さう とい ふので、 心の 程度 を捉 へての も 

ので ある。 言 ひか へれば 一方で は 恍惚に 近い 感を 持ち、 同時に 一方で は、 さう した 心と は 全く^ 

な、 鋭く 强ぃ自 ず： 識を 持った 心なので ある。 月 を 愛でて はゐ るが、 その あはれ に 浸る とい ふ S 华純 

秋の 狭 
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な 心で はなく、 飽くまで も 自身に 執し つ /-、 その あはれ に對 して ゐる 心で ある。 あは ま 王朗の 

ものであるが、 態度 は 近代的の ものである。 表現 はしめ やかで、 單 なる あはれ を 思 はせ ようとし 

てゐる ものである。 

^  (一  0 き いづく とて あはれ ならす はな けれども 荒れた る 宿 ぞ月は 寂し さ 

何處 といって 月が あはれ でもない 所と て はない けれども、 荒れた 家で 見る と 格別に 寂しい こと 

であるよ。 

天地 をた ヾ、 月に よって 醸し出される 寂しく あはれ な ものと 兌、 その 最も 寂しく あはれ な 月 を 

今 荒れた 家に おいて 發 見して、 快 さ を 感じて ゐる 心で ある。 月 を 自然の 屮の 最も あはれ な ものと 

見、 人の 住み 粲て Z- 荒れた 家 を、 人間の 最も さみしい 様と 見、 それと これと 1 つに なった； を、 さ 

みしく あはれ な 極まりと 見て、 それ を 身に 沁 める こと を 無上の 快 さとした 心で ある。 これ ま. 大地 

r^t^^/^ 1 切の 相 を 寂しい ものと 見て、 それに 沒入 する 所から 來る快 さで、 佛敎の 旨に も S る もので あら 


奪, 4 令 

マ やや 

，し \5j グ f  - 


一 \ュ 五 

うが、 それ を 身に 沁め るに、 歌の 上の あはれ を 通して ゐる 所に、 西 行が ゐる といへ る。 歌の 卜： の 

あはれ の 方が 主にな つて ゐる ものである。 表現の 極めて 單 純で、 一切 を いさざよ く餘 情に 讚って 

ゐる 所、 まさに 感 であると はせ る。 

3^ (一一 0) 蓬 分けて 荒れた る 宿の 月見れば むかし； a みけむ 人ぞ戀 しき 

「き は、 荒れた 家の 庭に 生える ものと されて ゐる。 

蓬 を^み 分けて 荒れた 宿に 入って 月 を 見る と、 昔 この 宿に 住んで ゐた であらう 人が、 格別に 戀 

しい こと だ。 

前の 歌と 作に なって ゐる もので、 前の 歌 は n の. R を 主として ゐ るのに、 これ は 荒れた る 宿の 方 

を 主として ゐ るので ある。 「むかし 住みけ む 人」 は、 昔 知って ゐた 人で あっても 通る 言葉で ある 

が、 八/は 知らない 人と していって ゐる ものと 取れる。 卽ち單 に 人と いふ ほどの 意で ある。 それに 

「ぞ」 を 添へ て r 戀 しき」 といって ゐる。 卽 ちせ 水と いふ 人と 思 はれる だけで、 全く 取. 9 とめの な 
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い 人で、 それで ある 故に、 格別に 戀 しく 思 はれる とい ふので ある。 これ は その 方が、 人間の あは 

れ さとい ふ ものが 深いから である。 一切 を さみしく あはれ に 感じる とはい ふ もの、、 枯淡 その も 

ので はなく、 潤 ひ を 持った、 一脈の 色氣の ある ものと いふ こと を 示して ゐ る ものである。 

ジ (一二) 人 も 見ぬ よしなき 山の 末まで も 澄 むらむ 月の 影 を こそ 思へ 

「人 も 見ぬ」 は、 「も」 は 感歎で、 誰も 見ない とい ふ 程の 意。 「よしなき 山」 は 由緒の ない 山で 

あ，.^ ふれた 山。 「影 を こそ 思へ」 は、 光の 樣が 取り分け 思 はれる 意。 

誰も 見る 人の ない、 つまらない 山の 涯ま でも、 澄んで 照らして ゐる だら うと ころの 月の 光が、 

取り分け 思 はれる。 

よしなき 山の 末 は、 荒れ 茶て た 所の 意で あるが、 荒れた とい ふの は、 人から 見ての 心で ある。 

人 も 見ぬ は その 意の ものである。 上 三 は、 人 を土臺 としての 荒れ 晃 てた 所で、 前の 歌の 「荒れ 

たる 宿」 とい ふと 同じ 心の ものである。 下の.？ は、 澄んだ 月の 光の さみし さの なつかし さで ある 

一 三. K 
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が、 さう した 感は、 人と 對照 する ことによって 1 翳さみ しい 感の する、 全く 人げ 離れた 境に おい 

»^ るみ 

て、 殊に 際 やかに 感じられる とい ふので ある。 一首、 圓味を 持ちながら もす つきり として ゐて、 

それが 魅力と なって ゐる 歌で ある。 

お (ニニ) いかにせ む 影 をば 袖に 宿せ ども 心の 澄めば 月の 暴る を 

「影 をば 袖に 1：5 せ」 は、 「袖」 は淚 のか かる 所と して、 月の 光 を、 袖の 上の 淚に 宿させる 意。 

r 淚」 は、 n: の あはれ さから こぼれる もの。 「心の 澄めば」 は、 心が さみしい 月の 爲に饨 にさ 

れ、 統一 を附 けられた 意で、 淚 はさう した 境で こぼれる もの。 「月の 暴る」 は、 涙の mi に 映る 月が 

3 つて 見える 意。 

3： うしょう、 月の 光 をば 我が 袖の 上の 涙に 宿した けれども、 心が 澄んで 來 ると、 淚の 目に その 

パ が：，： べつ て见 えなくな るの を。 

=: に對 つて ゐ ると、 その ni: の あはれ さの 爲に 心が 澄んで 來て、 月 を 見る 甲斐 を 感じ、 その 狀態 
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を持續 させたい と 思 ふが、 同時に 淚が 出て 來て、 月が 暴って 見えなくなる のに 當惑を 感じた 心 

である。 「いかにせ む」 は、 その 當惑 をい つた ものである。 月に 對 つて ゐて、 心の 高潮して 來た瞬 

間 だけ を捉 へて いった もので、 實 情と 思 はせられ る ものである。 言葉 づ かひの 細か 過ぎる 感がぁ 

るが、 限られた 瞬間の 心 をい はう とする 所から、 自然 さうな つた ものと 取れる。 「影 をば 袖に 宿せ 

ども」 は T 淚」 を 暗示させる 爲の もので、 成.！^ になって ゐる ものである。 此の 成 を 取った 爲に、 

それに 引かれて、 他 も 暗示 的な ものと なり、 結 栗から 見て 細か 過ぎる ものと なった の だら うと 思 

はれる。 しかし その 爲に 厭味に 感じさせる までに はなって ゐ ない。 

>  、 月 を 見て 心う かれし 古への 秋に も 更にめ ぐり 逢 ひぬ る 

1 、 もう 力れ し」 は、 心が うかれた で、 うかれる は 現在 も 口語に 用ゐ てるる が、 常時の もの は 現 

在よりも 意味が 重く、 餘り にも 物に 憧れる と、 魂が 身 を 離れて さまよ ふ 意の もので、 當時は 身に 

取って 忌むべき こと、 して ゐた。 「いにしへ の 秋」 は、 「秋」 を 月 を 見る 時として、 ni: を 一 マ" ひか へ 

一 - 一八 
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たもの。 「いにしへ」 は 昔で あるが、 によって 今の やうに 心のう かれた その 昔の 意の もの。 「め 

ぐり 逢 ひ」 は、 训れた 者の、 めぐ.^ めぐって： 冉び逢 ふ 意。 

：!： を 兄て、 心が 身 を 離れる までに 憧れた、 昔のと ほりの 秋に、 新たに 再びめ ぐ. 0 逢った ことで 

あるよ。 

秋の に對 つて、 心が うかれる までの 歡びを 感じた 時、 過去の 永い 間 を 顧みて、 初めは 今の や 

うで あつたが、 その後、 怫 道に 志してから は、 久しく かう した 歡びは 味はなかった のに、 今义、 

昔の やうな 心に 立ち かへ つたこと であると、 八 マ の 心に 喜び を 感じて いって ゐる ものである。 歌 は 

を もって：： W んでゐ る ものである ことが、 一首の 調べで 感じられる。 これ を 月の 歌と して 昆る 

と、 格別の もので はない が、 西 行と いふ 人の 上から 見れば、 注意に 値する ものである。 それ は 西 

行の 出家した の は、 もとよ. 0 佛道 修行の 爲で、 又 その 所 志に 精進した 爲に、 秋の 月の でた さも 

感じ 卞に、 永い 問 を 過した ことが、 この 歌に よって わかる。 さう した 西 行が、 今 また 新たに、 昔 

の 通 h の歡 びをバ に 感じる といって、 喜び を もっていって ゐ るので ある。 これ は 謂 は ゆる 大悟， 澈 
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底した が爲 に、 昔と は 全然 異 つた 心境に 住しつつ、 同じ 愛でた さ を 感じる とも 取れ、 或は 叉、 佛 

道 修行に 年 は 費した が、 花 月な ど 自然に 對 しての 心 は、 昔と 少しも 異ら やに ゐ たので、 月 を 感じ 

なかった の は、 單に怫 道に 心が 奪 はれて ゐ たが 爲 とも 取れる からで ある。 穿黯に 過ぎる やうで あ 

るが、 西 行と いふ 人 は、 この 點が はっきりして ゐ なかった 人の やうに 思 はれる ので ある。 結局 は 

西 行 は、 佛 心と 風雅と 渾融 して 一 つに した 人と 思 はれる が、 今の 歌 は その 道程の 中の 何の 邊のも 

ので あるか、 わかり かねる 感 がする ので ある。 


仏 (ーョ) 何事 も變 りの み ゆく 世の中に 同じ かげに て 澄める 月 かな 

る てん 

「何事 も變 りの み ゆく 世の中」 は、 一切 は 流轉を 相と して ゐ ると いふ 佛 敎の觀 方の もので はな 

，、 普通の 人情と して、 永久 を 慕 ふに も拘ら や、 世間の 移り か はって 行く のを怨 しく 感じる 心の 

リ のと 取れる。 「同じ かげに て」 は、 同じ 光 をしての 意。 

何事 も 皆、 變 つてば かり ゆく 比の 世の中に、 同じ 光 をして 澄んで ゐる 月で は あるよ。 
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自然の 變ら ない のと、 人事の 變り やすいのと を對 照して、 人事 を 嘆く の は、 歌の 上で は 常識の 

常 gl ともなって ゐる もので、 これ も それで ある。 しかし 變ら ない 自然と いっても、 月 は 花な どと 

は逾 つて、 さみしく^ 想 を 誘 ふところが ある。 に對 して ゐ ると、 我が 見て 來た世 を大觀 させら 

れる とい ふの も 自然で、 又 世 を大觀 すると 必中 哀愁が 湧く ので あるが、 哀愁と 月と は 調和す ると 

ころが あるので、 これ 亦 自然で ある。 西 行の 痛感して ゐる世 は、 保 元. 平 治の 亂を 經て沒 落して 

来た {H 廷を繞 つての 世で ある。 彼の 思った の は それで あらう。 さう 思 はれる の は、 一 首の 心の 餘 

りに お^ 的で あるのに 滿 足して ゐる點 と、 その 常套 をい ふに、 しみ-^ と 思 ひ 入った 調べ を もつ 

てして ゐる點 からで ある。 そして 义、 これ は 赏感の 伴 ふ ものがなくて は 出来ない こと だと 思 はれ 

るからで ある。 これ を 秀歌と いふの は 無理で あらう が、 西 行の 歌と して 見る と、 調べに 魅力が め 

つて、 平凡に 似て はゐる が^て 難い ものと 思 はせられ る。 

凡 (i) ：，：： 方な く：：；： に 心の み 澄みて ra^ はいかに かなら むと すらむ 

秋の 耿 
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「行方な く」 は、 行方 知らす で、 下の 「月に 心の 澄み」 の狀態 をい つた もの。 我 を 忘れて、 恍 

惚 とする こと を、 心が 身 を 離れて 遠く 行く と 感じて いった もの。 「澄み 澄みて」 は、 澄み を 力 く 

いふ 爲の 繰返しで、 澄む は、 月の 淸ら かな 爲に雜 念が 消されて、 純粹な ものと なろ の を、 ず& つた 

水の 澄む のに謦 へて いった もの。 「澄む」 は、 月に も緣の ある 詞 である。 「いかに かなら む」 は、 心 

は 可の やうになる だら うかで、 恍惚の 狀 態に 不安 を 感じての 詞。 これ は 心が 身 を 離れる こと を不 

吉な ことと する 意に 關係を 持った ものと 取れる。 

行方 も 知られぬ までに、 月に よって 心が 澄みに 澄んで 身 を 離れて、 最後に は 心が 何うな つてし 

まふので あらう か。 

月に 對 して ゐ ると、 心が 恍惚と して 來る、 その 恍惚の 狀態 を、 さながらに 言 ひ 現 はした もので 

ある。 謂 は ゆる 氣 分の 表現で ある。 大體、 恍惚 そのものに は 思念 は 伴 はない もので、 此の 歌 も そ 

れ であるが、 しかし 表現 は 思念がなくて は 出来ない ものである。 此の 歌 も m.H ふに よって 出來 たも 

ので あるが、 それ を 最少 限度に 食 ひとめて ゐる ものである。 此の 歌の 魅力 は そこに あり、 义 その 

一 0  二 
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^？が西行の詩才を示してもゐるのでぁる。 

^  (mo 眺 むる もま ことし からぬ 心地して 世に 餘 りたる 月の 影 かな 

「眺 むる」 は、 兄る 意の もの。 「まことし からぬ 心地」 は、 眞の 物で はない 氣 持で、 平たく いへ 

ば、 ^の やうな 氣 である。 パの 光が 餘 りに も淸ら かなので、 實 在の 物で はない やうな 氣 がする 

^IT 「^に 餘 りたる」 は、 世に 過ぎた 意。 「影」 は、 光。 

眺めて ゐ ると、 3 ^《の 物で はない やうな 氣持 がして、 世に 過ぎた ものである 月の 光で は あるよ。 

パに對 して ゐ ての 或る時の 心で、 前の 歌の 一歩 手前の 心と も 取れる。 自然 は、 平^は それ 程で 

もない ものが、 或る時に は-::::: ひ 難く S< しい ものに も、 叉 は 神秘な ものに も兑 える ものであるが、 

これ は 一 に 比 方の 心 i;^ 二よ つての ことで ある。 此の 歌の 「まことし からぬ 心地」 も、 それだけで 

は 足ら やとして、 「^に 餘 りたる」 と；：： ：！ ひ：^ して ゐ るの も、 西 行の 或る時の 心で、 それ は乂、 他に 

も 額き 得、，：' れる心 持 なので ある。 月を說 明して ゐる もので は あるが、 极本は 感激で、 その 感激が 

秋の 欲 


後 篇 

調べと なっても ゐ るので、 一 讚、 說明 とい ふこと を 思 はせられ や、 感激 そのものの 端的の やうに 

感じられる 歌で ある。  、 

/.(i) なかなかに 時々 雲の かかる こそ 月 を もてなす 限な り けれ 

「なかなかに」 は、 却ってで、 下の 「もてなす」 に績く 意の もの。 「月 を もてなす」 は、 今 も 口 

語で、 客 を もてなす などい ふそれ で、 雲が 月に 趣 あらす る 仕ぐ さとして する 意で ある。 雪 も 月 も 

擬人す るに 近い 心 を 持つ ところから 出て ゐる詞 である。 

却って、 時々 に 雲の 懸かる とい ふその こと は、 月を惱 ますので はなく、 反 對に月 を もてなす 頂 

上の ことで ある。 

落着いた 心で、 謂 は ゆる lg ぶ 心で 月に 對 つて ゐ ての 心で ある。 秋の 月の 面に、 折々 雲の 懸かる 

の を 見て、 それ を 風情と 感じての 心で あるが、 背後に は、 月の 爲には 雲 を 厭 ふとい ふ 平生の 心が 

あって、 それと 對照 させて ゐる ところの ある ものである。 趣味が 廣く、 心が 細かで、 それに 詠み 


- 西 2 

方 も 餘情を 持った、 靜かな ものである。 味の ある 歌で ある。 

^(一一  八) 雲晴 るる 嵐の 音 は 松に あれ や 月 も綠の 色に 映えつつ 

「嵐の 昔 は 松に あれ や」 は、 嵐の 音の 方 は、 月に は關 係の ない 松の木に ある 意で、 「や」 は感 

f^。 「月 も綠の 色に 映え」 は、 松の木に は關 係の ない 月 もまた、 松の 色の 綠に 映えて、 綠の光 を 含 

んでゐ るで、 雲の 晴れた 瞬 問の 秋の 月が、 签の綠 の 鮮やかな 爲に、 その 關 係で 綠に感 じられ るの 

を、 松の木の 方に 絡ませて いった もの。 

雪の 晴れる ほの 音 は、 松の木に ある。 だが 月 もまた 松の 綠に 映え， して、 靑 くも 見える。 

松の木の 多く、 空の 廣く 見渡される ところで、 多分 は 村雨の 後、 嵐が 立って、 雲 は 吹き 拂 はれ 

か 隈なく れた 時の n の 感じ をい つた ものである。 題詠の 趣を帶 びた 歌で あるが、 景 その物 を 

いはや、 それ は餘 情と して、 C 京から 起る 氣 分の 方 を 主として いって ゐる ところ は、 常時の 風な の 

で.. める。 所 は 山：： ^"として ゐ るら しいが、 それ はい はす、 又、 の綠に 濡れて 月の 靑んで 見える の 

秋の^ 
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を、 聞え てゐる 松風の 關 係から、 松の 綠の映 じて ゐる爲 として、 そこに 氣 分の 統一 を附 け、 同時に 

松の 如何に 多い かを陪 示して ゐる など、 技巧の 多い 作で ある。 新 古今 集の 準備 時代に は、 旣に 出家 

して 都に はゐ す、 叉 撰 築 時代に は 故人と なって ゐた西 行で あるが、 その 歌 は 新 古今 風 を も 持って ゐ 

て、 集中に 第 一 の 歌數を 持って ゐ るの は、 一 面 かう した 技巧 も 持って ゐ たからで ある。 秀歌と はい 

へない 迄 も、 餘 情が 多く、 美し さ を A ゆ，^ ns, び を 持って ゐる 所、 まさに 新 古今 時代の ものである。 

^  ^(二お) 影 冴えて まことに 月の 明きに は 心 も. にう かれて ぞ すむ 

「うかれて ぞ すむ」 は、 心が 身 を 離れて 空に 行き、 そこで 澄んで ゐる 意で、 「澄む」 は、 月と 共 

. に 澄んで ゐる 意の もの。 

光が 冴えて、 まことに 月の 明らかな のに 對 つて ゐれ ば、 我が 心 もまた、 {4! にう かれ 出て、 と 

共に 澄んで ゐる。 

1 1 五の、 「wi^ はいかに か」 と昂蠻 した 心に 續く 心と もい ふべき もので、 同じく"？^ した 心なが 
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らに、 n 身 を 意識して 落 翁いた 心 を も 持 つてい つて ゐる ものである。 西 行の 歌の 中には、 一 一 五 

風の 沒 我の 昂 と、 この 歌の やうな、 それに 績く 自意識の 歌と が 並び 存じて ゐて、 そして その 移 

り變り は、 可な り 速 かなものではなかった かと 思 はせられ る 所が ある。 秀歌で はない が、 述作 的 

の 意味で、 その 人 を 計算に 入れる と 拾て 難い 味 ひの ある ものである。 

ル (一一 10) 眺 むれば 否や 心の 苦しき にいた くな 澄み そ 秋の 夜の パ 

「否や」 は、 八，. も 文 -^i として 用ゐる もので、 ちに の 意。 「心の 苦しき」 は、 によって 催され 

るサ 十：： しさで、 さへ を ひ 出させられる 爲の ものと いふ ことが 5 ぉ識 となって ゐた。 今 も それで、 說 

明がなくても： i つたから である。 

眺める と、 ^^ちに心が苦しくなるのに、 その やう に^しく は 澄んで くれるな、 秋の 夜の 月よ。 

に對 つて ゐ ると、 或る時 は沒 我の 境に 入り^る 西 行で あつたが、 或る時に は反對 に、 r 眺む 

れば 否や 心の 苦しき」 と-: ムふ、 間 髮も 人れ やに 世間の 事が 思 ひ Si されて、 m 心 ひ 出が すべ て 苦し さに 

秋の^ 


後篇  「 

もなる 西 行だった ことが、 此の 歌で も 知られる。 本来 此の 心から 脫れ ようとしての 出家であった 

ところが、 出家の 後 も 中々 離れる ことが 出來 や、 その 爲に 苦しめられて ゐ たと 見える^ 佛 者の 西 

行で あるに も拘ら や、 感激に 驅られ て 赤裸々 の 心情 をー氣 にい ひ、 しかも 月に 哀訴す る 調べ を も 

つてい つて ゐる。 いかに 純粹 で、 噓の いへ なかった 人で あるかが わかる。 此の 純粹 さが 歌人たら 

しめたの である。 

、 だ (一一 il) 諸共に 影 を 並ぶ る 人 も あれ や 月の 漏り 來る 彼の 庵に 

「人 も あれ や」 は、 「も」 も 「や」 も 感嘆で、 人卽ち 仲間が ほしいの 意。 「笹の 庵」 は、 彼 を も 

つて 作った 庵で、 邊 鄙な、 人 a 離れた やうな 所に 修行の 爲に、 かりそめに 營んだ 庵。 

一し よに 居て、 影 を 並べる 仲間の ほしい ことよ。 月の 光の 漏れて さし 込む この 彼の 庵の 巾に。 

世 を 避けて 靜 かに 修行 をして ゐる 時、 をり く 起った 心 持と 見えて、 他に も 類似の 歌の ある も 

ので ある。 心が 澄んで、 澄み 極まって 行く までの 途中に、 j 方に は 澄んだ 心の 快 さが あり、 同時 


に 一 方に は、 寂し さに 似た 人な つかしい 心が 起る ものと 見える。 快い 悲し さと もい ふべき もので 

あろ。 これ も それで ある。 好 情 的に、 極めて i 早 純に 詠んで ゐ るので あるが、 その 感を發 した 境が 

はつ.？ りと、 しかし 捉へ 切れない 奥行 を もって 聯想され て來 て、 心と 境と 一 つに なって 味 ひを釀 

し 出して： Q る。 庵の 彼の 上に 映る 我が 影 を かへ り 見、 漏り 來る 月の 光 を 見て、 それによ つて 起る 

感を IS かに 詠んで 心 を やった 西 行の 姿の 思 ひ やられる 歌で ある。 

月の 欲の 中 LL 

(一二！ 一) 山 M の 乃 待つ 秋の 夕 暮は門 田の 風の 音の みぞす る 

「=: 待つ」 は、 月 を鑑赏 する 心が あると 共に、 一方で は、 月光 を燈 火の 代用と しょうと する 意 

のあった ものと E 心 はれる。 燈 火の 貴い ものであった 時代で あり、 所 は 「山里」 であるから、 今 は 

むしろ 设 火の 代用の 意と 解す ベ きで あらう。 

.^爪 の、 ：：：： の 出 を 待つ 秋の 夕暮 は、 門 田の 稻薬を 渡る 風の 音ば かりして ゐる ことで ある。 

秋の 夕-おは、 一年中の 最も あはれ の 深い 時と されて ゐ、 又 その 時刻 は、 風の 吹き 立つ 時と もさ 

秋の 欲 
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れてゐ た。 右 は、 さみしい 山里で、 その 二つの あはれ に 包まれて るる 心 持 をい つて ゐ るので あ 

る。 题材は 極めて 平凡な もので、 叉 抒情の 詞も 入って ゐな いもので ある。 しかし 一首の 調べが 厲 

率で、 しみじみとした ものが あって、 拾て 難い ものと なって ゐる。 これ は、 調べが 抒情の 役 を 十 

分に 架して ゐる爲 である。 「秋の 夕 暮」、 「門 田の 風の 音」 は、 その物が 旣に 抒情 味 を 持って ゐるも 

ので、 それだけで 十分 だとして、 抒情 味の 方 は 調べに よって 現 はさう としたが 爲と 取れる。 「月」 

を燈 火の 代用の ものと 昆 るの も、 眞率 にいって ゐる 佗びし さ を 中心として ゐる 歌と いふ 意味に お 

いて-;, ある。 赏感 をい つた ものと 取れる。 

月 

(一一 一 lil) 月見ば と 契りて おきし ふる 里の 人 もや 今 { 竹 袖 ぬら すらむ 

契りて おきし」 は、 約束 をして おいた で、 約束 は、 思 ひ 出さう とい ふこと。 「ふる m の 人 も 

や」 は、 ふる S の 人 も 亦 わが 如くに、 「や」 の 疑の 添った もの。 「ふる 里の 人」 は、 旅に あってい 

つて ゐ るので あるが、 都と いふ やうな 廣ぃ 意味の もので はなく、 以前 住んで ゐた狹 い 里の、 鋭し 


一 五 一 

んで暮 して 來た 人で、 妻と いふ こと を 心に 置いての 詞と思 はれる。 極めて 親しい 人の 意で も 通る 

が、 「，おりて おきし」、 「袖 ぬらす」 などい ふの は、 普通の 關 係の 中の もので はない。 

1:: を 兌たならば 思 ひ 出さう と 約束 をして おいた ふる 里の 人 も 亦、 今 { 竹の n;:: を 見て 我 を 思 ひ 出し 

て、 我が 如く 袖 を 淚に孺 らして ゐる であらう か。 

を见 ると 心が 澄んで 來て、 おの づ から 遠くが 思 はれ、 昔が 思 はれる とい ふこと は 常識と なつ 

てゐ た。 を见 たらば 思 ひ 出さう とい ふの は それで ある。 それに 又、 月 は 月々 に 問 遠な く 出る の 

で、 必ゃ E 心 ひ 出す とい ふこと が 作って 來て、 忘れぬ 約束の 上に は 適當な ものである。 これ も 常識と 

なって ゐた。 この 歌 は それらの 上に 立って ゐる ものであるが、 「袖 ぬらす」 で 生かして ゐる。 「人」 

を 妻と すれば、 袖 ぬらす 淚は戀 の 卜： の ものと も 取れる が、 しかし 此の 淚は、 の あはれ さに 催さ 

れて、 その H によって 約^した 人 を 思 ひ 出しての 淚で、 ：：：： の あはれ さの 延長と しての あはれ みの 

淚 である。 ：.5- にいへば その 人 を 過ぷの 人と して m 心 ひ 甲 Z して、 大觀 する 所から 来る あはれ さの 淚で 

人 や • に對 しての 淚と にない ものである。 此の^ は 自然に 感じられる ことで、 そして 餘情 となつ 

秋 の 默 
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てるる ものである。 幽かなる 味 ひの、 新しい ものが ある 歌で ある。  1 

\ ^ci) 世の S さに Tf„ ^ならす うかれ ゆく 心さ だめよ 秋の 夜の 月 

「一方なら や」 は、 今 も 文語に、 口語に 使って ゐる詞 で、 甚 しくの 意。 「心さ だめよ」 は、 上の 一 

「うかれ ゆく」 心 を 「さだめよ」 と 命じる ので、 「うかれ」 の反對 である。 甚 しい 憧れ をし、 叉 は 一 

嘆き をす ると、 その 爲に 心が 身から 離れて さまよ ふ を 「うかれ」 とい ひ、 これ を 甚だ 不吉の こと 一 

ちんこん た £ しづ  - 

とし、 さう した、 も を 再び 身に 歸ら せる の を、 古くから 鎭魂 卽魂鎭 めと いって ゐる。 「さだめ」 は、 ； 

その 鎭 めと 同じ 意で いって ゐ ると 取れる。 月に 對 して ゐ ると、 或る時に は 心が うかれ もす るが、 . 

多くの場合、 心が 落着いて、 統一 を 持った 狀 態となる。 それ を 「さだまる」 といった ので ある。 一 

世の中の 憂さに 亂 されて、 甚 しくもう かれて ゆく 心 を、 鎭 めて くれよ 秋の 夜の 月よ。 一 

武家の 身で は あるが、 世に 關心を 持た される ことが 多く、 その 爲に 放心 狀 態に 陷 つてし まった 一 

時、 折 柄の 月に 對 して、 月の 裔 して くれる それと は 反 對の心 持 を經驗 によって 思 ひ 出して、 月に 一 

一 5  二 
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哀訴した 心で ある。 單に 耽美の 心 持から 月に 對 して ゐる 時には、 うかれと いふ こと を歡 びと して 

誇 を 持って いって ゐる西 行で あるが、 世事の 爲に うかれる 時には、 それ を 定める こと を 月に 哀訴 

して ゐ るので ある。 鎮魂 は 神事と しての 法が あるのに、 月に 向って それ を 願って ゐる 所に、 侗性 

的な ものが ある。 赏感を 吐いた ものと 思 はれる。 

, 《(一一 一お) 拾つ とならば うき 此を厭 ふしる しあら む 我に は 暴れ 秋の 夜の 月 

「うき 世 を 厥 ふしる し」 の 「しるし」 は、 驗で、 功驗 とい ふ に 當る。 うき 世 を 厭 ふ功驗 は、 

うき^ を 厥 ふ 結 として、 うき 世の 事 は 思はなくなる 意。 「我に は 暴れ」 は、 我が 爲には 暴れよ 

で、 月 を 見る と $1 の 中の 窜が思 はれる ので、 その 刺戟と なる 月 は" つて、 我が 爲には 見えるな の 

意で、 その E 心 はれる の は、 卽ち執 若 だとして いって ゐる もの。 

ぼを扮 てた とい ふなら ば、 lEIJ^ き^を 厭って 抢て たとい ふその 功 験が あらう。 月 を 見る と 世の中 

が m4 はれて、 執：^ かを感 やる 身と なる。 我が 爲には 暴って、 見えす にゐて くれよ 秋の 衣の 月よ。 

、秋の 駄 
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思 ひ 切って 飛躍 を 持った 歌で ある。 上の と 下の句の 間に は、 說明を 添へ ない とわ かりにく い 

まで ゾ ある。 又 上の句、 下の句 も、 それ，.^ 餘情 的な 言 ひ 方 をした もので、 同じく 註の いるもの 

に 思へ る。 しかし 一首と すると 激情の 披瀝で、 技巧な どの 餘地 のない ものに 取れる。 前の 歌と つ 

ながり を 持って ゐる ともい へる もので、 此方が 先で、 前の 歌 はこれ に 次いで、 や、 落着いての 心 

a んぎ 

の ものと 取れる。 西 行の 一 本氣の 激しい 所 を 示して ゐる 歌で ある。 

グ (一 Is) 月の 色に 心 を 深く 染め まし や 都 を 出で ぬわが 身なりせば 

7  「月の 色」 の 「色」 は、 趣と いふ 程の 意。 漢語 を譯 した もので、 當 時の 流行， 語。 「、い を £ おく 染 

^^^ST^^ め」 の 「染め」 は、 上の 「色」 と照應 させた もので、 ；ル ませる 意。 

If  月の 趣 を 心に 深く； S ませよう か、 もし 都 を 離れない わが 身であった ならば。 

都 を 離れた、 山里と もい ふべき さみしい 所で、 都で は 見なかった さみしい 月に 對 して、 その さ 

みし さ を 初めての 發見 とし、 それ を 貴い ものと しての 述懷 である。 この さみし さは 謂 は ゆる あは 
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れで、 常時 最も 重んじられた ものである。 歌と して は、 さみし さの あはれ を餘 情と して ゐて、 新 

たなる ものと してし み- i\ 感じる とい ふこと によって、 それ を 暗示して るるので ある。 述 1^ と は 

いへ 結論 的の ものであるが、 感激 を もっていって ゐる もので、 西 行と して はい はやに は ゐられ な 

かった 心と へる。 大 |g 西 行の 都 を 離れた の は、 佛道 修行の 爲で、 觀 光の 爲 ではない。 しかし 此の 

歌な ど、 さながら 觀光 とい ふこと を 目的と して ゐ たかの やうな 感の する ものである。 西 行と いふ 

人の W わ はれる 歌で ある。 

、"^二 1; ゼ) ながらへ て 誰か はさら に 住み 遂げむ 月 隠れに し 浮世な りけ り 

「ながらへ て」 は、 tij^ 命して。 「さらに」 は、 一 向に。 「月 隱れ にし」 の 「月」 は、 の 闇 を 照 

ら すの を、 ^を 照らす 光で ある.！^ いものに 替 へて 一 0 る。 

お 命 をして、 丁 M に 此の世に 住み 遂げる 誰が あらう か、 誰もない。 閱を 照らす 月と も 仰ぐ；^ い 

方 の^れて しまった、 い 此の^な ので ある。 

秋の 欲 
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世の 光と 仰いで ゐ る 尊い 人に 刖れ て、 生き甲斐 もな く 思 ふ 心 を、 述懐と していつ たもので あ 

る。 いって ゐる事 は、 lg 望しての 弱い 心で あるが、 しかし それ をい ふに、 人間 世界 を大觀 した 心 

と 絡ませて、 理智 的に いって ゐ る ものである。 卽ち 弱く は あるが 同時に 强く、 淚 にくれ て はるる 

が 同時に 理智も 働かせて ゐる。 複雜 した 色 合 ひ を 持った 歌で ある 。しかも その 複雜は 統一 されて、 

尖る とい ふよりも むしろ 柔 かみ を さへ 持った ものと なって ゐる。 際 やかに は 示して は. ゐな いが、 

西 行と いふ 人の 人物 を 示して ゐる歌 だとい へる。 

^(|-!<) 月の 行く 山に 心 を 送り 入れて 闇なる あとの 身 をい かにせ む 

「月の 行く 山」 は、 月の 入って 行く 山、 卽ち 西方の 山で、 それによ つて 西方 淨土を 聯想させる も 

の。 「、も を 送り 入れて」 は、 心と 身と を 別な 物と して、 心 だけ は旣に 西方 淨土 へぎっての 意。 「阁 

なる あとの 身」 は、 「闇」 を 爱世を 聯想させる 詞 とし、 そこに 留 どまって ゐる、 心の 脫け 去った 身 

の 意。 

一 五大 
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月の 一 S ちる 西方の 山の、 その 西方 淨 土に 我が 心 は 遣り を はって、 五 慾の爭 のみの、 この 閤の世 

にある、 心の 脫 けた あとの 身の 方 を 何う しょうか。  . 

に對 して 佻 道の を 思って ゐ ると、 折 柄 月が 山に 入った ので、 それに 寄せて、 S 世の 厭 はし 

さ を述懷 した 心の ものである。 「いかにせ む」 は、 身 も 心と 共に 西方 淨 土に 行きたい、 卽ち 寂滅し 

たいとい ふこと を餘 情と した ものである。 技巧 を 持ち、 しかも それ を 目立た なくさせた、 詩才の 

見える 歌で は あるが、 西 行の 歌と して は圆 みの 勝った、 や、 題詠 風の 趣 を 持った ものである。 宫 

廷 風の 優雅な 巾に も、 さすがに、 しみじみした 西 行の 句 は 持って ゐる。  - 

"(115 來 む^に は 心のう ちに あら はさむ 飽かで やみぬ る 月の 光 を 

r 來む 世」 は、 來 世で、 佛敎 では 生命 を、 過去、 現在、 未來に 一旦る 不滅の ものと して ゐる その 

來^。 「心のう ちに あら はさむ」 は、 下の 「月の 光」 で、 「心のう ち」 とい ふの は、 怫敎 では 大悟 

しんが つりん 

の狀 f ぬ を ：！： に へて、 「心 月輪」 といって ゐ るので、 大悟 を 得よう の 意。 「飽かで やみぬ る」 は、 
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十分なら やして 終った 所ので、 大悟の 程度 をい つた もの。 

來世 では、 我が 心の中に それ を 現さう。 現世で は 十分なら やして 終った 所の 月の 光、 卽ち心 月 

輪の 大悟 を。 

大悟 を 得ようと して、 現世 だけで は 十分に 得られな いこと を 感じ、 來世 において 得ようと 思 ふ 

心 を 述べた ものである。 來世 は佛敎 では 無限に 生きる 建前の 上から いって ゐ るので あるから、 遠 

ぃ未來 ではなく、 いはば 今 曰に 績く明 曰と いふ 程の 心の ものである。 しかし 西 行の 求めて 止まな 

い 奚猛心 を 語って ゐる ものと い へ る。 此の 歌 は 千載 槳に 取られて ゐる もので、 又 御 裳灌河 歌合に も 

^^ifei.  X 加 へ てゐる ものである。 いつ の 作 か はわから ない が、 怫 道に 入って 相應の 年月 を 送った 後の 心で、 

タ "か，^.?^ そして 晚 年に なっても 會 心の 一 首と して ゐ たものと はわ かる 。大體 大悟と いふ やうな もの は 、程度 

」.i>rt*-s 一  ケ~ に 限りの ない もので、 何 所 を 至極と もい へ ない もので あらう が、 これ を 西 行から いふと、 出家 をし 

： . 精進 もした が、 志す 所の 大悟の 境 は 容易に 得られす、 衷心に おいて はかう した 嘆き をして ゐ たので 

，r>  txtt^c 

:ムt.,;^,:."vs^^•>^ほなからぅかと思はれる。 とにかく、 晚 年に 至っても 忘れ かねた 赏感の 吐露だった と は 思へ る。 


廣 (15) あら はさぬ 我が 心 を ぞうら むべ き 月 や は 棘き をば すての 山 

「あら はさぬ 我が 心」 は、 下の 「月」 で、 その 「月」 は 前の 歌と 同じく、 大悟の 譬 としての 心 

パ輪 である。 大悟 を 開き 得ない 我が 心の 意。 「月 ゃは疏 きをば すての 山」 は、 「をば すての 山」 は 

信 濃に ある 月の 名所で、 歌枕と なって ゐる 所。 「月 や は tS き」 は、 月が をば すて 山 を 棘く して 現 は 

れ やに ゐ ようか ないで、 月 は そこ を 親しくして ゐる 意を强 くいった もの。 その 「月」 は 心：：^ 輪 

で、 ^るべき 理法 は、 いつも 露 はに なって ゐ るの 意。 

あら はす、 卽ち 悟の 開けぬ 我が 心の 方 を こそ 恨むべき である。 月卽ち 大法 は、 棘く 隔て を附け 

-Ns. >Q rt.-M' < へてゐ ようか、 歌枕の をば すて 山に 照る やうに 常に 親しんで ゐ るので ある。 

；！ S の 欲と 心の つながり を 持った もので、 前の II の 一 步 手前の ものと いふ 關 係の ものである。 悟 

を：！： に^へ る延 おとして、 古今 染 以来の 歌枕 姨拾 山を捉 へて 來る 所な ど、 技巧 を 持った もので あ 

る。 しかし 述愤の 此の 欲に あって は、 それが幾何の效5!^ダ收めぇてゐるかは疑はしぃ。 
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題 しらす 

レ §si 一一) 鶴 臥す 刘 田の ひつ ぢ思ひ 出で て ほのかに 照らす 三ョ 月の 影 

「ひつお」 は、 秋、 稻を _ ^つた 後の 切株から 出る 新芽で、 幾ら も 伸び やに 霜に 枯らされる も 

の。 

鶉が 寢てゐ る 田の ひつお を 思 ひ 出して、 それ を ほのかに 照らして ゐる 三日月の 光よ。 

さみしい、 幽かな 光景 を捉 へた 歌で ある。 さみしく は あるが、 艷を 含んだ ものである。 「^田」 

をい ふに 「鶉 臥す」 とい ふ 形容 を 添へ、 叉、 「三日月」 をい ふに、 「思 ひ 出で て」 と 擬人した 言 ひ 方 

をして ゐ るの は 卽 ちそれ である。 當時言 ひ はじめられて ゐた 幽玄の 趣 を 持った 歌で ある。 西 行の 

詩情 を 思 はせられ る 歌で ある。 

》 な 2 き 雲に ただ今 宵の 月 を 任せて む 厭 ふとて しも 晴れぬ もの 故  ひ 

「厭 ふとて しも」 の 「しも」 は强 めた もの。 「晴れぬ もの 故」 は、 晴れない から。 

一 ^  0 
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雪に 全く 今夜の 月 は 任せて おかう。 いかに 厭った とて、 晴れない から。 

やかな 氣 分で、 je^f の 成行きに 任せて ゐる 心と、 それに 適 はしい 靜 かな 調べと が、 渾 然と 一 つ 

になって ゐる 歌で ある。 西 行の 歌 は 大體、 强く昂 饗した 心と、 弱く 思 ひ 入った 心の ものが 多い が 

極め て^れに、 索 直な、 やかな 心を见 せる ことがある。 これ は その 終りの ものである。 他人の 

歌と すれば とにかく、 西 行の ものと すれば 注意され るべき ものである。 かう した 氣 分が、 多分 は 

西 行の 生 S の もので、 そして 久しい 修行の 後に 到達した 氣分 も、 やはり かう した もので はな かつ 

たかと m 心 はれる。 此の 欲 は 恐らく は晚 年の ものである。 素直で やかと いふ だけで はなく、 寂び 

を？， ヴ ひて ゐて、 巾に 不動の 心 を 蔵して ゐ ると 感じられる からで ある。 平凡に は 見える が 優れた 作 

と 思 はれる。 

パ (|置」 離れた る しらら の^の 沖の 石を碎 かで 洗 ふ 月の 白浪 

「離れた る」 は、 陸から 離れて ゐ るで、 下の 「沖の 石」 の 位 S をい つた もの。 「しらら の濱」 は、 
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紀伊 にある 歌枕。 r 碎 かで 洗 ふ」 は、 下の 「白浪」 が、 「沖の 石」 を乘り 越す 欣 態で、 白浪が に 

ぶっかり、 碎 けつつ 乘り 越す のが、 月光に 耀 いて、 一見、 沖の 石が 碎 けたが やうに 見える が、 乘 

越して しま ふと、 石 は 依然として ゐ るので、 單に 洗った の だと わかる 意。 

陸から はは なれて ゐる しらら の濱の 沖に ある 岩 を、 碎き はせ やにた ヾ 洗って ゐる、 月に 照る 白 

浪ょ。 

印象の いかにも 鮮明な 歌で ある。 「離れた る」 といって、 作者と 「沖の 石」 との 距離 を 示して ゐ 

るので、 「碎 かで 洗 ふ」 とい ふ 突飛に 似た 詞が、 自然な、 妥當な ものと なって 來る。 「碎 かで 洗 ふ」 

は、 極めて 壓 搾した 詞で、 岩 を 覆 ひつく して、 白く 耀く浪 の、 さながら-お を碎 いたかと 感じられ 

る狀 態と、 浪が 去って しま ふと、 黑ぃ 岩が 依然として 殘 つて ゐ ると いふ 動的な 變化 を、 はっきり 

と 感じさせる ものである。 「月の 白浪」 もまた、 月光に 耀 いて ゐる 白浪 を 感じさせる もので、 應搾 

を插 つた ものである。 この 壓搾は 新 古今 集で 愛された 風で あるが、 一時 代 前の 西 行 は、 先んじて 

十分に 試みて ゐ たので ある。 西 行の 一 面で ある 才人と しての 面影 を 窺 はせ てゐる 作で ある。 

5  .K  二 
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trains) -设 きこと も m 心 ひと ほさ じ 押し か へ し パ の 澄みけ る 久方の {〈ェ 

rB^ ひと ほさ じ」 は、 ^：^^-切るまぃで、 程よ く 諦めて、 餘 りに は くまいの 窓。 「おしかへ し」 

は、 押；； S けて、 义は 立ち 越えて とい ふ 意で、 今 は 下の 「穴 亡 の狀態 をい つた もの。 {4! を 地に 對さ 

せて、 地 を 離れて II かに ゐる狀 態 をい つた もの。  ヽ 

ゆの- a5{ いこと も、 ^き 切る やうな こと はしまい。 地 を 立ち 越えて、 月の 澄んで ゐ たこと である 

よ、 久方の { ^は。 

何等か の^に 捉 へられて、 久しく  んでゐ た 後に、 外 を 兄る と、 秋の 夜の 穴ニ の 月が 澄んで、 靜 

かに， 何物に も かか はりの ない 様 をして ゐ るの を 见て、 我 も ああした 心で あるべ き， たと 忍った 際の 

心と 取れる。 に卽 しての もので は あるが、 氣分を 主として いった ものな ので、 おの づ から 婉曲 

の ものと なり、 9^ 然とした 感の ある ものと なって ゐる。 しかし 极が 赏感 なので、 いはう として ゐ 

ろ 心 はわ かり、 叉 その- 然として 一 Q るの も、 氣 分の 爲 であると E わへ て、 1種 の 魅力と なって るる 
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ので ある。 西 行の 心ら しく、 叉 歌ら しい 感の する ものである。 

》 ^(一 量) 月の 夜 や 友と をな りて いづく にも 人知ら ざら むす f 敎 へよ 

「月の 衣 や」 は、 「月」 を 主と した もので、 「や」 は 「よ」 と 同じく 呼 懸けた もの。 「友と をな 

りて」 の 「を」 は 感嘆。 

月よ、 我が 友と なって、 何處 でも、 人の 知らない やうな 我が" I バど敎 へて くれよ。 

月に S し て靜 かに 濃 を樂 しんで ゐ ると、 周圍に 人の ゐる のがうる さくな り、 人に 妨げられ や 

心 ゆく まで 此の 幽懷 をつ づけたい と f 心からの ずで ある。 これ を 月に 對 つて 訴 へて f の は 

揚合 柄と しても 自然で あり、 又 月の 光の 到らぬ 隈 もない 上から も 自然で ある。 調べが 龥 かに 穩ゃ 

かで、 その 際の 氣分を 具象して ゐ る ものに 思 はれる。 

賤 しかりけ ろ 家 Ll、 蔦の もみ； 面白 かり かける を 見て 

^  (i) 思 はすよよ しある 賤の すみか かな 蔦の： alw を 軒に 這 はせ て 

1 大西 
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「思 はすよ」 は、 案外で あるよ。 「よしある 賤の すみか」 の、 「よしある」 は 由緒 あろで、 #: 通 

は^ 分の あると いふ 意に 用ゐ るが、 今 は、 物の 趣 を 解 するとい ふ 意で 用る て ゐる。 物の 趣の わか 

るの は、 敎费の ある 者の ことと なって ゐ たので、 轉 じて 用 ゐてゐ るので ある。 

案外な ことよ、 物の 趣 を 解して ゐる賤 の 住家で は あるよ、 蔦の 紅^ を 軒に 這 はせ てゐ て。 

山 m, ともい ふべき 所で gil 見した 光景と 思 はれる。 慕の 紅 猿が 軒に 這って ゐ るの は 趣の ある もの 

で、 义 態とら しく もない ので、 いはば 心憎 さの ある ものである。 趣の 爲に 態と 這 はせ たもの か、 

荒れる に 任せて ゐる 成行きの もので あるか はわから ない が、 それ を 「思 はやよ」 と 驚嘆し 「よし 

ある」 と^ 心して ゐ るの は 西 行の 心で ある 。- かう した 歌で 見る と、 風雅 を 解し、 歌 を 詠む とい ふ 

ことに；：. ^ して、 两 行が 相 應に誇 を 感じて ゐ たのが 窺 はれる" 同時に さう した 心 を 持った ものが、 

骨 問に いかに 少なかった かとい ふこと も はせられ る。 ちょっとした 欧 では あるが、 西 行の 面目 

の あら はれて ゐる ものである。 

秋の 末に 法 輪 寺に 錄リ てよ める 

秋の 跃 
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タ (i) 山里 は 秋の 末に ぞ思ひ 知る 悲し かりけ り 大-祜 の 風 

「山里 は」 は、 木立の 多い こと を餘 情と した 詞。 木 枯の風 は 木の 獎を 吹き散らす 風。 

木立の 多い 山里 は、 秋の 末に は、 今更の やうに 思 ひ 知る ことで ある。 悲しい ものであるよ、 そ 

の 木の 紫 を 吹き散らす 木 枯の風 は。 

他奇 のない 歌で は あるが、 西 行と いふ 入の 人柄に 髑れ てゐる 所の 歌で ある。 秋の 末の 木 枯の風 

が 木の葉 を 吹き散らすな どと いふ こと は、 年々 に 繰 返されて ゐる 平凡 極まる ことで あるのに、 そ 

の樣を 見る と、 今 初めて 見る かの やうに 「思 ひ 知る」 とい ひ、 そして 「悲し かりけ り」 と感 ffi- を 

添へ ていって ゐ るので ある。 これ は迎 へて 解せば、 日？. の 心が 新しく、 過去に 捉 はれて ゐ ない 爲 

に、 眼前の 一切に 驚き を 持ち 得る の だと もい へる が、 事實 はさう した ことよりも、 本性が 感傷的 

であって、 悲しみに 對 して は 極めて 傷み やすい 心 を 持った 人で、 そこから 來 てるる 感傷と 思 はれ 

る。 抒情 的に 强 くいって、 木の葉の 亂れ 散る、 「悲し かりけ り」 とい ふ 狀態は 全く 餘 情に 讓 つた 

ものである。 それが 此の 歌の 味 ひとな つて ゐる。 

一 u^u^ 


一 .K 七 

四、 冬 の 歌 

時 雨 

、^(一  15  を はつ 高 根の 雪 は 暗れ にけ り 心 ありけ る 初 時 雨 か な 

「時： 阳」 は、 冬の 雨で、 一 しきり 降って 止む 雨。 「月 を 待つ 高极」 は、 月の出て 來る 所と して 待 

こちら 

つて ゐる .S い 山で、 束の 方の 山。 作者 は 山の 此方の 方に、 相應の 距離 を もつ てゐ ると 取れる。 

「心 ありけ る」 は、 下の 「初 時雨」 卽ち 冬に 入っての 初めての 時雨 を 褒めての 詞で、 物の 趣 を a:. 

して ゐ るの 意。 趣と いふの は、 月 を 待って ゐる間 を、 待つ 月に は妨 となら や、 それに 趣 を 添へ る 

役 廻. C として 降った 時雨 を、 初 時雨 その物が 趣 を 解して ゐる として、 擬人した ごとき 心で いった 

もの。 

：：：；の出をっ：^ってゐるー：：？极の上に懸って、 その 妨 になり はしない かと 危ぶませた B は、 初 時！！ を 

^ら すと 共に 晴れた ことで あるよ。 物の 趣 を 解して ゐ る 初 時雨で ある ことよ。 

冬の 欲 
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月 を 待って ゐる 山の 上に、 雲が 懸かり、 初 時雨 を 降らす と共に 晴れて 行った の を 見て、 今 は そ 

の 初 時雨の 方 をた たへ た 心の ものである。 心の 細かい、 叉複雜 した ものであるが、 それ も K 際に 

卽 して ゐ るが 故に、 自然に さうな つたので ある。 「心 ありけ る」 とい ふ 立ち入つ たこと をい つて ゐ 

るの も、 K 境で あるが 故に、 そこまで 云 はない と 心が を さまらない からの ものである。 餘 情の あ 

り、 飛躍 を 持った 言 ひ 方 をして ゐ るが、 これ も 技巧からの もので はなく、 實境 がさう いはな けれ 

ばいへ ない ので 云って ゐる。 その 自然の 成行きの ものである。 落着いた、 靜 かな、 しみじみと 物 

べして ゐる氣 分が、 一首の 調べの 上に 現 はれて ゐる。 

秋德ゃ J:^ の 里 やしぐ るら む 生 駒の 岳に 雲の かかれる 

「秋條 や」 は、 秋條 のの 意。 「外 山の 里 や」 は、 「や」 は 疑。 何れも 大和 平 群 郡の 地名で、 名所。 

「生 駒が 岳」 は、 河內 で、 同じく 名所。 

秋 篠の外 山の 里が しぐれる であらう か。 生 駒が 岳に それらし い- m がか かって ゐる こと だ。 


一 .K 允 

生 駒が Ite に 一 むら 懸 つて ゐる 時雨 雪 を 望んで、 それに 近い、 なつかしい 所と してる る 秋 篠の外 

山 の n-ii に、 時雨が 陣る の だら うかと m 心 ひやった 心で ある。 

時雨の 降りさうな こと を ひやった 心で あるが、 時雨 は 一 しきり だけ ひそかに 降る その 樣も、 

枯^な どの 上に 立てる 昔 も、 幽寂 を 極めた、 あはれ な 物と して 愛されて ゐた。 八 マ は その 時雨 は、 

生 駒が liw の や： H に 孕まれ、 降る 所 は 秋 機の 外 山の 里 だら，.^ と 思 ふので、 その 關 係して るる 地 は、 こ 

と ごとく はかし みのある 名所な ので ある。 時雨の あはれ さと、 その 地の 懐かし さと I つに なって、 

1 種の 情趣 をな して ゐる 歌で ある。 

m3 しらす 

ガ (§)  ^の國の難波の泰は夢なれゃ^の枯葉に風渡るなり 

「^^の國の難波」 は、 ^ゆの 難 波の 浦で、 今の 大阪。 平安朝 以前から、 そこの 海と、 浦に 多い 

^によって 名所と されて ゐた。 r 泰」 は、 ^の 若^す る 時として いって ゐる。 「夢 なれ や」 の 「や」 

は 感^で、 g 夕で あるよ。 r 蓝の枯 ，1」 は、 冬の 物。 

冬の 耿 


^  0 

津の國 の 難 波の 浦の、 藍の 若 蒸 をす る卷 は、 今より 思へば 夢で あるよ。 今 見れば、 その 蓝の枯 

葉に 風が 吹き 渡って ゐる ことで あるよ。 

難 波の 浦の 廢の 枯葉に 風が 吹き 渡って ゐる N^T^f^silld して、 それに 較べ て 思 へ ば、 ，1  巾 

の 若葉す，.； 5, 域の 霄 かさば 夢 「3. ると 感じた ので、 見る目の さみし さ をい つた ものである。 表現 は 

春と 冬の 今と を對 照した もので、 傳 銃の 法で は あるが 理智 的な ものである。 叉 言！ S は、 心と はち 

がって 華やかな ものである。 「春」 といって， 「蓋の 枯葉」 との 對照 によって 卷の 若葉の 様 を 暗示し 

「難 波」 をい ふに 「7 溪の國 の」 を 冠して 大きく いひ、 その 對照 として は、 「枯葉に 風 渡る」 とい ふ 細 

かいもの を もってする など、 才の 勝った ものである。 西 行の 技倆 方面 を 示して ゐる 歌と いへ る。 

水 邊寒草 

、ぶ (ISO 霜に 逢 ひて 色 あらたむ る 蘆の 穗の さみしく 見 ゆる 難 波 江の 浦 

霜に 逢って、 色の 變 つて ゆく 度の 穗の、 さみしく 見える ところの 難 波 江の 浦よ。 

これ も 前の 歌と 同じ やうに、 難 波 江の 浦と いふ 廣ぃ 所に、 そこの 名物と しての 葸 では あるが 
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その 機の 色が、 誠に 逢って 變 ると いふ 微細な もの を捉 へて 對照 させ、 その 變 つた 色が さみしく 感 

じ、，：： れる とい ふこと を 中心とした ものである。 感 として は 極めて 實 際で、 實感 以外に は 得られな 

いと m 心 はれる ものであるが、 調べ の 上に 餘裕 があって、 赏感の 記憶 を 述べ たものと いふ 趣が ある。 

题：： 冰 であった かと 思 はれる。 しかし 感 その物の 細かく、 生きて ゐる所 は、 西 行でなくて は 持てな 

いものと 思 はせ る ものである。 

枯 野草 

-卞？ 枯れても ろく 碎 くる 荻 の^を 荒く 分くなる 風の 色 かな 

「もろ く^くる 获の 亡 は、 大體获 の 葉は强 いもので、 枯れても、 散り も 裂け もしない。 傷つく 

とすると 折れる だけで ある。 その 强 くて 折れる 狀態 を、 「もろく 碎 くる」 といって ゐ るので ある。 

兑 た：： z の感 として は 適切な 詞 である。 「風の 色」 は、 眾に 風と いふと ちが はない？ y: の詞 で、 「色」 は 

强 ひていへば 趣で ある。 

枯れして、 脆く 碎 けて ゐる 荻の 一 架 を、 荒く 吹き分けて I：；： く 風で は あるよ。 

夂 H の默 
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荻の 薬 を あはれんで、 旣に 霜に いためられて 碎 けて ゐ るの を、 更に 冬の 風が 荒く 吹き分けて 行 

つて、 更に も碎 かう とする のかと 思って、 その 碎 ける のは餘 情と した ものである。 この 荻 は實、 景 

と 思 はれる が、 获は 一 方で は、 秋風の あはれ を 第一に 傳 へる ものと して、 限りなく 歌に 詠まれて 

ゐ るので、 そこから 來る あはれ み も手傳 つて ゐ る ものと 思 はれる。 卽ち 風雅の 心 も 手 傅って ゐる 

ので ある。  • 

冬 月 

、M  (一  E1! 一) 小 倉 山 ふもとの 里に 木の 薬 散れば 稍に 晴らる 月 を 見る かな 

「小 倉 山」 は、 京都 嵯蛾 野。 歌枕と なって ゐる 山。 「ふもとの 里」 は、 西 行が 一 時 そこに 住んで 

ゐ たと 見えて、 他に も そこ を捉 へた 歌が ある。 さみしい が * なハ かし さ を 持った 地と いふ 意が あ 

らう。 「梢に 晴 るる 月」 は、 冬 木の 紫の ない 楷で、 そこに 晴れた 月の 見られる の は、 冬に 限った こ 

とで ある。 

小 倉 山の 麓の 里に 木の葉が 散る と、 隱す 葉の ない 梢に、 晴れた 月 を 見る ことで あるよ。 

1 セ  一一  i 
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. 藥 のない 冬 木の^に、 晴れた 月の あら はれて ゐ るの を 發 見した 興で ある。 冬の さみしい 月で は 

あるが、 小 倉 山の の 里と 思 ふこと によって、 なつかし さの 感じられる さみし さで ある。 細かい 

味 ひ を！ g つた、 しみ/^ した 歌で ある。 調べが 主と なって ゐる といへ る。 

m 夜 冬 月 

^(1 园) I ね 冴 ゆる 庭の 木の 薬 を 踏み わけて 月 は 見る やと 訪ふ人 もがな 

rti 冴 ゆる 庭の 木の葉」 の 「木の葉」 は、 庭に 落葉した もの。 その上に 霜が 置いて、 折 柄の 月 

に. ほえて ゐる t^。 「踏み分けて」 は、 下の r 訪ふ 人」 のす る こと。 

& はく の に^えて ゐる 庭の 落恭を 踏み分けて、 今.： 竹の 月 は 見て ゐ るかと いって、 訪 つて 來る 

人の あって ほしい もの だ。 

小仃の 巾から fi の If はいて ゐる裴 夜の 月の あはれ を しみじみと 見て ゐ ての 心で、 かう した 折 柄、 同 

じく 浓 夜の =；: の あはれ を 解す 人が 訪 つて 來て、 共に あはれ を 味ったら、 いかに 心 ゆく こと だら う 

との である。 寒月の^：^をくはしくぃ つて、 感傷の 詞を 着けて るない ところが 快い。 

冬の 砍 


^  (IE き 冬枯の すさまじげ なる 山 里 に の 澄む こ そ あ はれな り けれ 

「すさまじげ なる」 は、 すさまじ 卽ち荒 凉の意 を やや 柔ら げた もので、 荒凉に 近い さま をして 

ゐ るの 意。 

冬枯 の、 荒凉に 近い さま をして ゐる山 里に、 月の 澄んで ゐ るの は、 格別に も あはれ な もので あ 

る 0 

「すさまじげ なる 山里」 と、 「澄む 月」 との 1 つに なって 讓 しいだ す 「あはれ」 を f?^ へた もので 

ある。 「冬 枯」 の 山里 はさみし さの 極みで、 すさまじと いふべき ものであるが、 それが 「あはれ」 

なので ある。 叉 冬の 「澄む 月」 も 同じく あはれ である。 その 一 つに なった 「あはれ」 が 「こそ」 

の 強めに よって 現 はさるべき あはれ なので ある。 「あはれ」 は 身に 染めて 味 ふべき 詩情で、 その 深 

くなる 程 味 ひが 深くなる ので ある。 今 は 味 ひの 深い 「あはれ」 を發 見して、 八 I" 心の ものと して 讚 

へて るるので ある。 歌 は 距離 を 持って 說明 的に いって ゐる ものであるが、 さう する より ほか 云 ひ 
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やうの ない もの かも 知れぬ。 それ はとに かく、 調べが 澄んで、 しんみり として ゐ るので、 それに 

よって 心 持の 感じられる ものと なって ゐる。 

權 木に. 被の； ^は しる を ni- て 

、^(一 H0 ただ は^ちで 枝 を 傅へ る かな 营 める 花の 散る 心地して 

一 とほり に はすめ ちゃに、 枝を俾 ふところの！ i であるよ。 見る と、 蕾んで ゐる樱 の 散る のかと い 

ふ 心^が して。 

:!: 虚 へと いふき まりもな く 降る-嵌が、 たまく 樱の 木に 降って、 枝 を 俥って 落ちた のに 興 を； S 

も、 その n で见 ると 樱の猜 の やうな 氣も するとい ふので ある。 樱の花 を 思 ふ 心が^ 景 となって ゐ 

る 歌， では あるが、 それ は 無意識の もので、 叉 その 瞬 問の 興で も あるので ある。 歌 は 眼前に 卽 して 

の ものと はいふが、 .l:;!^ からい ふと、 眼前に 卽 するとい ふこと は 困難で ある。 それ は、 さう した 

；. ぱみ 方で は の 歌と ならない とい ふ 不安が あるから である。 その 點か ら兑 ると 此の 歌な ど、 作 

，おに 際しての 行の 成 胸の 程 を W 心 はせ る ものである。 極めて いささかな 子供で でもなければ 一 囚白 

冬の^ 
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がらない やうな こと を捉 へて、 氣乘 りして 詠んで ゐる ものである。 

題 しらす 

が (la ち 霞に ぞ 物め かしく は 聞え ける 枯れた る 榴の柴 の 落葉 は 

「物め かしく」 は、 物の 數 でもない 物が、 一 つの 物ら しい 様子 をす る 意。 「橙の 柴」 は、 椴の 木 

の、 薪と する 程の 枝 叉 は 小さい ものの 意。 

霰の 降る ので、 一 つの 物ら しい 音を立てる ことで ある。 冬枯 をした 榴の柴 の、 その 落 は。 

榴の葉 は 本来が k いもので ある 上に、 枯れた 葉 は 乾いても ゐ るので、 一層 剛く なって ゐて、 |舣 

に 叩かれる と 割合に 高い 音を立てる。 この 事 は、 大きな 榴の 木の 薬で も、 榴の柴 であっても 同じ 

ことで ある。 「榴 の柴」 としてい つて ゐ るの は、 見る目の みすぼらし さに 似 や 高い 音を立て るのに 

興を覺 えて、 それ をい ふ爲に 「物め かしく」 ともい つて ゐ るので ある。 西 行の 物 を f3 白が る 本性 

から、 かう したつ まらない こと も發 見し、 發見 する ままに 興がる ので、 この 歌 も 前の 歌と 同 じく 

それで ある。 
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〉 (5<) 竹の 音の わきて 枕に 冴 ゆる かな 風に 観の 具せられ にけ り 

1竹 の 昔」 は、 竹 を 被の 打つ 音で、 下の r 骽」 と照應 させて ある。 「わきて」 は、 取 分けて、 

「具せられ」 は、 伴 はれで、 當 時の 流行語。 

竹の^る 昔の、 取り分けて 枕に 高く 聞え る ことで ある。 風に 観が 伴 はれて 來て、 それが 立てる 

ので ある。 

. ^て tQ る 所に 近く 竹が あって、 風の ある 夜、 その 竹に 鳴る 高い 音 を 開いて、 骽が 風に 伴 はれて 

來て、 その 竹に あたる の だら うと 想像した ので ある。 これ も 前の 二 首の 歌と 同じ やうに、 いさ さ 

かの であるが、 -I::; 感 としての g 〈からい つて ゐる もので、 西 行の その 時の 子の 想像され る、 m 

しみの 起る 歌で ある。 一:$ として は、 の 風に 作 はれて 來 るので あらう と、 ^て ゐて思 ひやる ので 

あるが、 それ を rns; せられに けり」 と、 見て 確め たやうな ひ 方 をして ゐ る。 誇張であって、 當 

時：；；： はれて ゐ たもので ある。 

冬の 駄  . 
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雪の^ どもよ みける Li 

ン J^P0^ 何となく  くぐる I 卞の 音まで も 雪 あはれ なる 深 草の 里 

「何となく」 は、 何とい ふ 理由 もな くで、 下の 「あはれ なる」 に繽 くもの。 西 行の 好んで 使 ふ 

詞。 「くぐる- a- の 音」 は、 雪が 下 解け をして、 零と なって、 雪の 中 をく ぐる 音。 「深 草の 里」 は、 

當時は 京都の 近郊で、 歌枕と なって ゐた 所。 

何とい ふ 理由 もな く、 雪の 中 を 潜る、 その 下 解け をした f. の 音まで も、 雪が あはれ に 感じられ. 

る 深 草の 里で あるよ。 

深 草の 里の 雪の 中に ゐて、 雪 を さみしく あはれ な ものに 感じて ゐ ると、 その 雪の 中に、 下 解け 

の 香の 雪 を 潜る 極めて 微かな 音 を 聞きと めて、 それまで も あはれ に 感じた 心で ある。 雪の あはれ 

がその 举 の 音に 高められて、 その 爲に 歌と なった ものと 思 はれる。 

西 行の 細い 神經 の、 弱い、 叉 は 微かな ものに 觸れ て、 それに 引かれて 行く の を、 ぁh^/\と感 

じさせる 歌で ある 。「何となく」 といって ゐ るの は、 一面 は理智 的で ある 西 行の、 何等かの 說 明.^ 

\ 七 八 
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欲して： Q るが、 捉へ てはいへ ない こと を 示して ゐる もので、 しかも 西 行に は 割合に 多い もので あ 

60 かう いふ (：；：： ひ 方 をせ ざる を 得なかった 所に、 西 行の 詩情が 窺へ ると いへ る。 

. ^cs 訪へ な 君 夕 ぐれになる 庭の 霉 を 跡な きょり は あはれ なら まし 

「；^ へな ；」 は、 訪 つて くれよ おで、 その 「君」 は 知合 ひの 男で ある。 「夕 ぐれになる」 は、 夕 

に 近いで、 その 時刻 は 最も さみしい 時として いって ゐる。 「跡な きょり は あはれ」 の 「跡」 は 人 

が訪 へば 足跡が つく、 その 跡で、 足跡の ない より は、 あった 方が あはれ が ある 意。 

； つて くれよ 君よ、 夕 幕になる 我が 庭の 雪 を 踏んで。 もし 訪 つて 足跡 をつ けて くれたならば、 

足跡の ない よりも その 方が あはれ が 多から う。 

にと ざされ て、 あはれ を 感じて ゐ ると、 夕^の さみしい 時に なって 人戀 しくなる と共に、 人 

がュ つて 來て、 庭の 雪に 尼 跡 をつ けたならば、 雪の あはれ を 共に 身に しめて 味った ことにな つて 

f  ひとり 

その 方が あはれ が、 深いだら うと 思った ので ある〕 あはれ は 深い^ 趑 が あると する 心から、 一人で 

冬の 欲 


後 篇 

見る 雪よりも 二人で 見た が あはれ が 深くなる として、 それ を 願って ゐる 心で ある。 「訪 へな 君」 

と、 人に 呼び 驟 けて ゐる 形に なって ゐ るが、 下の 續 きから 見る と 事 は 風雅で は あるが、 餘程會 心 

の 友に でなければ いひに くいもの である。 實 際に 卽 しての 心で あるが、 菜して 友に 贈った もので 

あるか、 或は 友 を 空想した だけの ものである かわからない。 或は 签 想の もの かも 知れぬ。 心の 細 

かい、 そして 複雜 した ものである。 

冬の 駄十首 

-^(Isn) 宿 毎に さびしから じと はげむ ベ し 煙 籠め たる 小 野の 山里 

「はげむべし」 は、 勵んで ゐ るで あらう で、 その 勵 むの は、 火 を 焚く こと。 「煙 籠め たる」 は、 

焚き火の 煙 を 象に 籠もらせて， Q るで、 家中 を 煙に してる る 意。 「小 野の 山里」 は、 比！^ 山の 山 絞き 

の 山村で、 炭燒を もって 聞え て ゐ る、 歌枕と なって ゐる 所。 

宿 毎に、 さみしく はしまい と 思って、 勵んで 火 を 焚いて ゐる ことで あらう。 家中に 煙 を！^ もら 

せて るる 小 野の 山里よ。 

一 AO 


1 A 一 

冬の さみしい 時、 さみしい 小 野の 里 を 見ての 實感と 思 はれる。 そこの 小さい 家々 が、 家中 を 煙 

にして ゐ るの を 兑て、 季節と 所と から 來る さみし さ を 紛らさう として、 意識して 鋤んで 火 を 焚 

いて ゐ るの だら うと 想像した ので ある。 それ は、 火 を 焚く の は 賑やかな 氣の する ことで、 それに 

よって さみし さが 紛らせる とする 心からで ある。 事實 はさう した 心での 焚火で はなく、 寒さ を 凌 

ぐお の ものであった らうが、 それ を 此の やうに 解した の は、 西 行 自身の さみし さと、 焚火の なつか 

しさからの 心と 取れる。 しかし 西 行 はさう は 思 はや、 自身の 想像 を 事 寅と していって ゐ るので あ 

るが、 ひ 入って さう いふと、 一； H む-おに は その 方が 事實と 感じられ、 又 尤もの ことと も 思 はれる 

ので ある。 西 行の 詩情と、 思 ひ 入っての 詞 との^ 力で ある。 優れた 歌と いへ る。 

冬の 敬よ みけろ 屮 LL 

さびし さに へたる 人の 又も あれな.. 庵 並べむ 冬の 山里  . 

「さびし さに 堪 へたる 人」 は、 さびし さ を：^ へ 得て ゐる 人で、 その 「人」 は 西 行， H 身で あ W 

る。 「さびし さ」 は、 下の、 「冬の 山里」 に 「庵」 を 結んで 修行して ゐる 間の 心。 「又も あれな」 は 

冬の ほ 
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我より 外に もあって ほしいの 意。 「庵 並べむ」 ば、 修行の 爲の庵 を 並べ 結ばう で、 それによ つて さ 

びし さ を 慰めよう が爲。 

さびし さ を 泳へ 得て ゐる 者が、 我が 外に もあって ほしい。 それ だと、 庵 を 並べて 修行 をして 慰 

め 合 はう、 此の 冬の 山里で。 

f 人で 冬の 山里に 庵 を 結んで 修行 をして ゐる 際、 さみし さに 製 はれて、 それ を 泳へ てゐ たが、 

願 はく は 同心の 友 を ほしい、 そしたら 隣り合って 住む ことによって 慰めよう の 意で、 その 境 も、 そ 

の 心 もよ く 感じられる ものである。 修行の 爲に 冬の 山里に 一人で 籙 もれば、 さみし さは 當然の も 

ので、 初めから 覺 悟して ゐ るべき ものである。 そこに 西 行の ®^ 猛 心が 見える。 r 驅 へたる 人」 と. 21 

身 をい つて ゐ るの は、 その 勇猛心 を 語って ゐる ものである。 しかし 「さびし さ」 はいって るる。 

修行の 勇猛心と 共に、 人間と しての さみし さが 並んで あつたの である。 この 「さみし さ」 は、 修 

行 心の 弛みの 爲の もので はない とわ かる。 修行に よって 心が 澄み 來 るに 伴って、 さみし さが 必然的 

に 現 はれて 來る もの かも 知れぬ。 しかし 此れ は 特殊の もので、 誰に でも わかろ とい ふ もので はな 

一八 二 き 
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い。 護に も わかる i^:? として は、 佛 道の 修行と いふ ことが、 西 行に 取って は， 目 然な、 いひ 雞く樂 し 

いものと いふで はなく、  iii ひて する 不 ，31 然な ものであって、 そこに 罅 隙が^ 來、 その 罅 隙が さみし 

さとな つたので はない かとい ふこと である。 これ を 平たく いふと、 西 行に 取って は佛道 は、 性に 

介 はない もので、 それ を 修める ことによって 氣 分が 分裂 させられる 場合が あり、 そこから 「さみ 

しさ」 が！^ さ 出した ので はない かとい ふこと である。 さう 取る と 西 行の かう した 「さみし さ」 は 

無理の ない ものに なって 來る。 西 行に は 此の 種の 歌が 可な り 多くあって、 ひとり 此の 歌ば かりで 

はない。 この 欲 は その 種 の 中で は、 秀歌と されて ゐる ものな ので、 特にい ふので ある。 

しらす 

. レ ( lis)  g;^ IH^ ふ I はのう ち は 旅立ちて す ど ほる 風 もとまら ざり けり 

「れぶ HE ふ 庵」 は、 柴を もって 周 圍を园 つて ゐる 庵で、 庵と しても 粗末な もの。 「旅立ちて」 は、 

庵のお だ， § ち 法， 帥、 修行者な どが、 そこ を： £ てて、 何 所 かへ 旅立ち をして。 「す ど ほる 風」 は、 素 

？：：^り を. マる じ、 風が 吹. さ 止まるべき 何 Tf- もない ので、 素通り 卽ち、 腐 直に 吹き 拔 けになる 意。 

冬の 耿 
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柴を もって 周 圍を圍 つて ある 庵 は、 その 主人が 旅立ち をして 庵のう ち を 素通りす る 風まで も、 

何物に も 障らない ことで ある。 

西 行が 何處ぞ で、 住む 者の ない 庵 を 見 懸けて、 感激 を もって 詠んだ 歌と 思 はれる。 出家の 身 は、 

物に 執着 をして はならない とすると ころから、 一所 不住を 旨と して ゐ る。 同じ 心から、 身邊 にも 

必耍 以外の 物 は 置くまい ともして ゐる。 今 見る 庵 は、 その 作り 樣も、 その物の ない 様 も、 まさに 

敎 旨の 通りな ので、 その 樣 によって、 そこ を 住み 捨てて 去った、 見ない 主人 を ゆかしんだ 心で あ 

る。 實感の 歌で、 實感 から 自然に 來る餘 情 も 持った ものである。 

\ys^ 身にしみし 荻の 音に は變れ ども 柴 吹く 風 も あはれ なりけ り 

「荻」 は、 軒端に 近く 植 ゑる のが 都での 風と なって ゐた。 秋風の 荻に 立てる 音 は、 なつかしい 

ものと され、 その 歌 も 多い。 これ もさう した 荻で ある。 r 柴 吹く 風」 の r 柴」 は、 野生の もので あ 

るが、 それ を 吹く 風 は、 荻との 對 照で、 家の 內で 聞く ものである こと を 暗示して ゐる。 さう した 

一- <w: 
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風の 1 おの 聞かれる の は、 野 山に 假に 結んだ 庵で なければ ならない。 その 心の ものと 取れる。 

.:^^に；£みて^ぃた昔の获の昔とは變ってゐるけれども、 柴を 吹く 風の 音 も、 やはり あはれ な も 

ので あるよ。 

山野の 庵に あって、 庵 近い 柴の 風に 立てる あはれ な 音 を 聞いて、 昔、 風雅の 心から A パ にしみ て 

問いた 荻の 音と 比較した 心の ものである。 赏感の 歌で、 これ も 實感に 伴 ふ 自然なる 餘情を 持った 

もので あろ。 II は ゆる あはれ が、 おの づ からに 寂び となって ゐる ものである。 

古 郷歳甚 

ふ (i)  思 ふ 庭に うき 木 を みおき て 見し i にも 似ぬ 年 の^かな 

「昔 思 ふ 庭に うき 木」 は、 下の 「年の？ ひ」 の 行 Is^ として、 昔からの 風習で、 庭に 年 木 を 積んだ。 

年 木 は、 神^ 關 係の ものである。 八：' は その代りに 「うき 木」 を.； S んでゐ ると いふので あるが 「う 

き 木」 は佛 法の 比まで、 法華經 にある 一」 ：：^ の 浮 木と いふ その _4 木で ある。 「見し 世に も 似ぬ」 は以 

としぎ 

前に：：： た 我が に は 似ないで、 在俗の 顷、 年 木 を 積んだ のに は 似ない の 意。 

冬 の 
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昔の こと を 思 ひ 出す 我が 庭に、 その 年 木で はない うき 木 を 積んで おいて、 在俗の 時には 似ない 

年の 暮 であるよ。  < 

題の やうに 「故 鄕」 卽ち 在俗の 頃 住んで ゐた 家へ 行って、 そこで 歳暮に あっての 感 である。 歳 

^とい ふやうな 時 は、 昔 を 思 ひ 出しが ちな もので、 西 行 も それ をした ので あるが、 在俗の に. 

庭に 積んだ 年 木の 今 はない の を 思 ひ、 しかし 今 は 代りにう き 木 卽ち佛 者と しての 救 を 得て ゐ るの 

であると 思った 心で ある。 西 行と して は感の 深い ことであった らうと 思 はれる が、 その 感が藤 か 

な、 思 ひ 入った 調べと なって るるとい へる。 

歳 苺に 人の もと へ 造し けろ 

ズ 

^  (so おの づか らい はぬ を 慕 ふ 人 や あると やすら ふ 程に 年の 慕れ ぬる 

「おの づ から」 は、 此方から いはやと も 自然にで、 「慕 ふ」 に つづく。 「いはぬ を 慕 ふ」 は、 我 

が來 よと いはぬ に、 慕って 來る 意。 「やすら ふ 程」 は、 躊躇 をして ゐる 中。 

自然に、 我が 來 よと いはぬ に、 慕って 來 るかと 人 を 思って、 if 路 して ゐる屮 に、 年が 一 れ たこ 

一 t< 六 


とで あるよ。 

人な つかしく 西 Is 木 性から、 その 訪 つて 來 るの を 待ち かねる やうに してきの を、 年の 

終りと いふ こき 8: として、 恨み をい ふ 心 持 を もって、 いった ものである。 來るを 待つ とい ふ 

ので、 fnioio 詞も 調べ も 粘り 墓って き、 0m 

^ る ものである。 


後 篇 

五、 離別の 歌 

相 知りた る 人の、 みちの くにへ s,』 リ ける 1_L、 別の 跃 よむ とて 

^  (一き 君い なば 月 待つ とても 眺め やらむ あづまの 方の 夕 暮の空 

「月 待つ とても 眺め やらむ」 は、 月 を 待つ としても 遠く 眺めよう で、 月は柬 から 出る もの、 そ 

みちの く か；！ 

の柬は 君の 行く 陸 奥の 方の 意。 「眺め」 は、 單に 見る 意と、 嘆き を もって 見る 意と ある。 今 は 後の 

もの。 「あづまの 方」 は、 東方の 國で、 陸 奥 を 主に、 月が 出る 方 を 絡ませた もの。 「夕^*の签」は、 

一日のう ち 最も さみしい 時で、 從 つて 人の 思 はれる 時で も あるので、 今 は それ を 主に、 月の出る 

時 を 絡ませ てのもの。 

君が そちらへ 往 つたならば、 月の出 を 待つ としても 遠く 眺めよう、 その 東の 方の 夕 慕の {4! を。 

詞 書に、 「別の 歌よ むと て」 と あるの は、 別の 時に 挨^> の 心 を もって 歌 をよ むの が禮 となって ゐ 

たからの 詞 である。 心 は、 君 はしげ しげと 思 はう とい ふので、 それ を 月の出に 絡ませて、 r 柬」 と 
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「夕！ #」 とに 腿け てゐる 所、 は ゆる あはれ を 持った 心細 かさの ある 歌で ある。 調べ もしみ じみ 

して ゐる。 しかし 大體 とすると、 儀禮 的な 所が あり、 此の 當時 のかう した 際に 詠む 歌の 型 を 離れ 

ない ものな ので ある。 

泣く 修行に 思 ひ 立ち 侍りけ るに、 f お 行 別と いふ、、 と を、 人々 まで 來 てよ み侍リ しに 

-,#(185 程 經れば 同じ 都の うちだに も覺 束な さは 訪は まほし きに 

rf:^ 行 別と いふ こと」 は、 歌の 题で、 遠く 行く 別れと いふ 題 をの 意。 「人々 まで 来て」 は、 懇意 

の 人々 が、 參出來 て、 卽ち 自分の 所へ 來て のず：。 「よみ 侍りし に」 は、 ；； W ん だのに つけて、 その？^ 

^としての のお かれた もの。 「程 經れ ば」 は、 問が 久しく なれば で、 「問」 は 逢 はない 間の 意で 

ある こと を、 下で 現 はして ゐる。 「同じ 都の うちだに も」 は、 同 じ 都の 屮に往 んでゐ て さへ も 。「覺 

束な さ」 は、 不安 を感 する 人 はで、 様子の わからな いの 意。 r 訪は まほし」 は、 訪 ひたい。 

^が 久しくな ると、 ！ ：！： じ 都の 中に 往ん でゐて さへ も、 不安 を 感じる 人 は、 訪 ひたく おも ふ も 

の を。 

6- 別. 0  . 


0 篇 

^を 惜しまれ るのに 對 して、 我 も 別 を 惜しむ 心で ある。 心 は 遠く 行く 別の、 一 たび 別れれば、 

いかに 思 ふと も 逢 ひ 難い 嘆きで あるが、 それ はすべ て餘 情に 讖 つてし まった ものである。 挨拨を 

題詠に より、 しかも 返歌と して 詠んで ゐ るので あるが、 飽くまで も實、 際に 卽 して、 無條 件で 詠ん 

だが やうに し、 しかも 心の すべて を餘 情と して ゐ など、 西 行の 力量の 思 はれる ものである。 それ 

と共に 西 行が、 いかに 濃 情であった かも 思 はせられ る 所が ある。 

遠き 所に 修行せ むと て 出 で 立ちけ ろに、 人々 別 を 惜しみて 詠み 侍りけ る 

^cs 頼めお かむ 君 も 心 やなぐ さむと 歸ら むこと はい つと なけれ ど 

「頼めお かむ」 は、 頼ませて、 卽ち あてに させて 置かう で、 本當は あてに ならない ことで ある 

がの 心 を 持たせた もの。 「君 も 心 やなぐ さむと」 は、 君 も 亦、 我と 同じく、 心が 慰む だら うかと 思 

つて。 

君に あてに させて おかう。 その 方が 君 も 亦 心が 慰む だら うかと 思 はれる ので。 赏は、 歸る時 は 

い つと いふ あても ない ことで ある けれども。 

一 丸 0 


一 * 1 

I 方に は 修行の 爲に 遠い 境へ 行かう とする-奥 猛 心が あるが、 同時に 一方に は、 本性と しての 心 

弱さが あって、 決心と して は 「歸 らむ時 はいつ とな けれど」 と 思 ひっつ、 本性と して は 「頼めお 

かむ 君 もや 心なぐ さむと」 と、 我 を も 人 を も 欺か. やに は ゐられ ない 心が あつたの である。 そこに 

は ％的_ ^め，^ もま じって はゐ たらう が、 大體 として は 何れも 本當 で、 明らかに 矛盾、 相 刻が あった 

ものと 思 はれる。 挨拶の 歌で は あるが、 西 行の 面目 を あら はした 歌と 思 はれる。 


後 篇 

六、 覉 旅の 歌 

旅 へ まかりけ ろに 入相 をき-きて 

い (一 §) 思へ ただ 暮れぬ と 聞きし 鐘の音 は 都に て だに 悲しき もの を 

「思へ ただ」 の 「思へ」 は 思へ よで、 人に いふ もの。 「ただ」 は 尊ら で、 强 める もの。 「都に て 

だに」 は、 都に ゐて 聞く のさへ も。 

思 へ よた だ、 今 曰 も 暮れた と 思って 聞いた 入相の鐘の 昔 は 都に ゐて 聞いて さ へ も 悲しい のに。 

夕暮は 悲しい 時で あるのに、 それ を 明らかに 意識 させて 聞え る 鐘の 昔 は、 一段と 悲しい。 都に 

ゐて でさへ 悲しい のに、 まして 旅の 签 ではと いふので ある。 その 旅 は 何 であった かわからない 

が、 同行の ものと もい ふべき、 都と 八マゐ る 所との 比較の 出来る、 そして 心 置きない 者へ、 口頭で 

いふ 代りに 歌 を もっていつ たものと 取れる。 傷み やすい 西 行の 心の 實 際であった こと は、 思 ひ 入 

つた 調べで わかる。 

1 .5 1 


一 .5\ 

攝 の やまとと 申す 所-.: て 人 を 待ちて 日数へ に けろ Li 

かた 

ガ (=a) 何となく 都の 方と 聞く 空 は むつまじくて ぞ 眺められ ぬる 

「何となく」 は、 「むつまじく」 へ^く。 「眺め」 は、 嘆き を もって 見る^の もの。 

何とい ふ譯 もな く、 そちらが 都の 方角 だと 聞く 方の {4! は、 ひたすら 睦まじくて、 眺められる こ 

とで ある。 

歌 を 詠んだ 場所 や、 その 時の 事情が 詞書 となって ゐ るが、 これ は 旅と いふ こと さへ わかれば、 

その他の こと は 何う でもよ い 歌で ある。 これ だと 紀行 を 主と した ものの やうに 見える が、 しかし 

その" ね、 13^ 感の 作で ある こと は 明らかになる。 市せ として は 誰に でも ある ことで あるが、 そのまま 

に 忘れ去られる ものである。 一首の 歌と し、 しみじみした 味 ひの ある ものと して ゐ るの は、 西 行 

に特 冇の感 悔の爲 である。 人 を m 心 はせられ る 方の 歌で ある。 

人 を U- おさて り まかりな むすろ こそ あはれ に、 い っか都 へは^！ろべさなど申しければ 

\  (一 さ 一) 柴 の^のし ばし 都へ 歸ら じと 思 はむ だに も あはれ なるべし 

ほ 旅の 欲 


後 篇 

「人 を 見お きて 歸 りなむ」 以下 「都へ は歸 るべき」 まで は、 他人が 西 行に 向って いって ゐる詞 

で、 「人」 は 西 行で ある。 貴方 を見殘 してお いて、 都へ 歸る とい ふこと は、 いかにも 悲しい ことで 

そして 貴方 はいつ 都へ 歸る でせ うの 意。 玉 葉 集に はこの 詞 書が、 西 行が 四國に 修行して ゐた 時、 

同行の 者の 先に 都へ 歸る 時の 詞 となって ゐる。 「柴の 庵の」 は、 下の 「しばし」 の 「しば」 へ 同 

音の 繰返しで 態 かる 枕詞で あるが、 その 「柴の 庵」 は 眼前の ものと 取れる。 「思 はむ だに も」 は、 西 

行が さう 思 ふ、 その 思 ふこと だけで も。 「あはれ なるべし」. の 「あはれ」 は、 今 は 悲しい 意。 「ベ 

し」 は、 推量。 

暫くの 間 は 都へ 歸 るまい と 思 ふが、 さう 思 ふだけ でも、 悲しい 氣 がする やうで ある。 

「思 はむ だに も あはれ なるべし」 は、 細かい 心の ものである。 思 ふだけ でも 旣に 悲しい のに、 

まして 事實 となったら ば、 いかに 悲しから うとい ふ 餘情を 持たせ、 さすがに それ をい ふに、 「ベ 

し」 とい ふ 推量 を もってして ゐ るので ある。 「柴の 庵の」 枕詞 も、 服 前を捉 へた もので、 同 昔の 繰 

返しと いふ 上で は單 に音樂 的の ものであるが、 眼前と いふ 上で は、 自分の 現在の 狀 態の 敍述 とな 

一 、尤 EI 


一 ^5 

つて ゐて、 ここに も 1. かい 心が ある。 これらの 細かい 心 は、 感傷と、 それ をお さへ ようとす る理 

智 との 1 つに なった 所から 來てゐ る ものと 取れる。 修行 をし つ、 もさみ しい 心から 離れられ なか 

つた-曲 I 仃と、 さみし さの 極まって 感傷的と なった 時に も、 さすがに 理智を もって これ をお さへ よ 

うとした、 複雜 したと いふよりも、 むしろ 分裂 させられた、 しかし 取亂す やうな こと はなく、 そ 

れに統 一 を附 けて 行った 西 行の 面 口の、 罐如 とした ものの ある 歌で ある。 

，を そむきて 後、 修行し 侍りけ るに、 海路に て 月 を てよ める 

^  § わたの- はるかに 波 を 隔て 來て 都に 出で し 月 を 見る かな 

「？ 5 こ：：：： でし 月」 は、 都 はおに と つて ゐる、 その 束に 出た 月 を 「都に 出で し」 と 甘 ひかへ た 

もの。 西 海で 詠んだ ものと わかる。 

わたの 一原 を、 遙 かに の 上 を 隔てて 來て、 都に 出た 月 を 見る ことで あるよ < 

四 國へ 渡って 行った 時の 歌と 取れる。 海上での 作と も、 上陸しての 作と も 取れる が、 上^して 

の ものと 取る 方が 自然で あらう。 都 を 心に 懸けつつ 遙 かに 海 を 越えて 来たと いふ ことがあ はれ 深 

B 旅の 砍 


後 篇 

く、 東の 空に 上った 月 を 直ちに 都の 月と いって、 あはれ を 深めた ものである。 全 體 としてお ほら 

かで、 事 0 あはれ に 較べて 美し さの 勝って ゐる ところ は、 若い 西 行 を 思 はせ る 歌で ある。 

讃 岐の國 へま かりて、 みの itih と 申す 津に つきて、 月の あかくて、 ひびの 手 も、 かよ 

はぬ 程 に 遠く 見え 渡りけ るに、 水鳥の ひびのて にっきて 飛び 渡り はるを 

^  なが 

^  £0^ 月に はおて さし 出 でられぬ 心 かな 詠む る 袖に 影の 宿れば 

「ひびのても かよ はぬ 程に 遠く 見え 渡. 9」 は、 「ひび」 は 枝 付の 竹 を 海中に 立てて、 の 入る の 

を 待って 捕る もので、 海苔 を附 ける 爲 にも 用ゐる 物。 その 「て」 とい ふの は、 何う いふ 物 かわか 

ら ない。 多分 は 陸に ゐて その ひび を 扱へ る やうに 取 着けた 綱の やうな もので はなから うか。 その 

「て」 が 「見えぬ 程に」 とい ふの は、 月光の 明るさに 紛れて、 その 「て」 が 見えない 程に の 意で 

明るさ を具體 的に 現 はす 爲の詞 である。 「遠く 見え 渡り」 は、 月光の 明るさで、 海上が 何處 まで も 

見える 意。 「詠む る 袖に 影の 宿れば」 は、 月 を 詠める と、 淚が こぼれて 袖が 儒れ、 その 袖に 月の 光 

が 宿る ので。 

一 -尤 太 


ー尤七 

月に 對 して 我が 心が はづ かしくて、 その 光の さす 所へ は 出られない 我が 心で あるよ。 詠める に 

こぼれる 袖の 淚に、 月の 光が 宿る ので。 

？ I 書 は 紀行の 趣 を 持った ものである。 此の 詞 書の もとに 十 首の 歌が あるが、 心の 上の 聯絡 を 持 

つて ゐる もので、 謂 は ゆる 連作と なって ゐる。 連作 は 平安朝 時代の 歌に も 或る 程度まで はあって 

必す しも 珍ら しい もので はない。 しかし 十 首と いふ 多數の 連作 は 珍ら しいので ある。 今 は その 中 

の 三 首 だけ を拔 くにと どめる。 此の 歌 は、 月に 對 つて ゐ ると 心 弱くな つて 涙が こぼれる、 さう し 

た 心で ゐ るから は、 月 は 眺めるな とい ふ 意の 歌に 續ぃ たもので、 それ を 一 歩 進めた 心の もので あ 

る。 「パに はおて」 は、 パ に對 して 我が 心 弱さが 恥づ かしくて の 意で あるが、 舉に 澄み渡った 月に 

g;;? つてる ると、 恥づ かし さ を 感じて とい ふ 意に 見ても 通る ものである。 速 作で は あるが、 一首の 

獨 立^の さして？！ いもので はない。 感激して ゐる 心の 搖ら ぎが、 さながらに 調べの 上に 現 はれて 

ゐて、 その 味で 魅力 を 持った 歌で ある。 

ro? 放の^ 


後 篇 

^^^s 心 をば 見る 人 毎に 苦しめて 何 か は 月のと. 9 どころ なる 

その 心 をば、 見る 人 毎に それぞれに 苦しませて、 何が 月の 取 柄で あらう か、 取 柄 はない。 

「心 をば 見る 人每に 苦しめて」 は、 月に 對ふ 程の 人 は、 すべ て 一 様に 物 を 思 はせられ ると きめて 

いって ゐ るので ある。 物 を 思 はせられ るの は、 月に よって 心が 鎭 めら れ、 統一 をつ けられる が爲 

で、 その 思 ふこと は必 すし も 苦しみと は 限って ゐ ない。 たと ひ 苦しみで あっても、 その 苦しみ は 

1 種の 快 さに 變じ 得る ものである。 現に 西 行 はさう した 歌の 多く を も 詠んで ゐる。 今 は SS1- に 「苦 

しめて」 とい ひ、 又 「見る 人 毎に」 と獨斷 しても ゐる。 これが、 若い 頃の 西 行で あつたと 思 はれ 

る。 「何 か は 月」 のと 月 を 篤って ゐ るの は、 若い 西 行の いかに 一 本氣 であつ たかを 語る 以外の もの 

ではない。 

：タ (一 <8 いっか われ この 世の 空 を 隔たらむ あはれ あはれ と 月 を 思 ひて 

「この 世の 空」 の 「空」 は、 下の 「月」 の照應 として 添へ たもので、 「この 世」 と 同じ。 「隔た 


一 

らむ」 は、 「この $1 を」 に續 けた もので、 他界す る卽ち 死ぬ 意。 「あはれ あはれ と」 は、 感嘆す る 

意の 「あはれ」 を、 強めの 意で 重ねた もの。 月 を、 心 を 苦しめる ものと は反對 に、 極めて 嘆美す 

べき ものと しての 意。 

いつの 時に 我 は、 この 世 を 去って 他界す る ことで あらう か。 あ、 美しい 美しい と 月 を 思って。 

他界 をす る 時には、 月が 心から 嘆美され る こと だら うと ひ、 それ を 希った 心で ある。 言 ひか 

へる と、 ：：：： に對 ふと 此の世の 事が 思 ひ 出されて、 苦しくな るまで 胸 を 刺して、 生きて ゐる 限. 0 そ 

れ から 脫 れられ さう もない 心 をい つた ものである。 激情 を そのまま にい つた ものと 見える から、 

a: 情と 取れる。 その 身の上に 何の やうな 事が あらう とも、 かう した 心 は 一時の 激情であって、 俗 

人 としても^れ にある ことで ある。 西 行 は 今 は 出 {豕 して 修行に 出て ゐる 身で ある。 その 人に して 

かう した 心 を 抱いて ゐ ると いふ は、 むしろ 珍ら しい ことで ある。 これ 程までに 世 を 厥 ふ 心が 何 所 

か f 「出た もので あるか は 疑 ii となる ことで ある。 保 元 平 治の 亂を 契機と して、 西 行の 從來 住んで 

ゐた 骨界が 1^,.?^ したが 爲 とい ふこと も、 一 つの 原因と はなら うが、 少壯の 一 北面の 武士が、 時代 

放の 耿 


後 篇 

的關 心に よって これ 程までの 心 を 起した とい ふこと は、 常識で は 想像し難い ことで ある。 深く 傷 

んで、 生涯 癒し 難い ものに 感じる とい ふやうな こと は、 私生活の 上の ことと 思 はれる。 しかし そ 

こに は、 これと いって 目に 立つ もの も 見えない。 秘 して 第三者に は 窺 はせ ない 爲 とも 取れる が、 

しかし 歌に おいて は內 心の 機微 を 云 ひつく して 餘す 所の ない 西 行で ある、 あれば 何等かの 形に お 

いて 現 はし さうな ものに 思へ るが、 それらし いもの を發 見す るに 困難で ある。 最もよ く 見せて ゐ 

るの は、 西 行の 多感な、 生一本な 性分で ある。 氣が 弱く、 感じ 易く、 我と 持て 惱ん でゐる 性分で あ 

る。 同時に 一方に は、 剛情な 理智 的な ところがあって、 何う にも 妥協の 出来ない 所が ある。 そして 

それと これと 相剠し 合って、 極めて 氣むづ かしい、 動搖の 多い 心 は、 歌の 上に ありあり と 見えて 

ゐる。 西 行の 歌 は それ を樞 軸と して ゐ るかの 觀が ある。 西 行の 4i を 厭 ふの は、 此の 性格の 爲 では 

ないかと 思 はれる。 かう した 性格の 人 は、 時代 や 一 身上の 事情の いかんに 拘ら す、 その 周圃に 

して 不滿と 愤怒を 持た すに は ゐられ ない。^ 行の 厭世の 理由の 大部分 は、 その 性格に あつ； ので 

はない かと 思 はれる。 以上 三 首の 歌 は、 出家 西 行の 如何に 我執と 執着の 多い 人で あつたか を 示し 

二  0  0 


二  o 一 

てゐる もので、 本來 悲劇の 主人公で あるべき 面目 を 無意識に 語って ゐる ものと 見られる。 

^岐 LL まう でて、 松 山と. E. す 所に、 -院 おはし ましけ む 御 跡 尊れ けれども、 かた もな 

かり けれ ば 

§(ー  六ち 松 山の 波の けしき は變ら じ を かたなく 君 はなり ましに けり 

r 院」 は、 ^{--^德院で、 讃岐の 松 山に 御 遷宰、 そこで 崩御に なった こと は、 史上に 名高い ことで 

ある。 「かたなく」 は、 殘す 形見 もな くで、 全く しくの 意。 

松 山の、 波の 様子 は 昔と 變ら なから う もの を、 跡 かた もな く、 君 はお 變 りに なられた ことで あ 

るよ。 

しみじみとした、 强さを 含んだ 調べに、 西 行の 心 は 感じられ るが、 いって ゐる所 は、 變ら ない 

.u 然と 對照 する ことによって、 變り やすい 人 問の 世界 を哎 いて ゐ ると いふ 傳統 的の もので、 何方 

かとい ふと 现智の 勝った、 偽禮の 趣 を帶び たもので ある。 

，：：：；^ と 巾す 所 に 御 の侍リ けろ に ま ゐリて 

霸 旅の 欲 


後 篇 

ゥ  ま 

^§ よしや 君 昔の 玉の 床 とても かからむ 後 は 何に か はせ む 

「よしや」 は、 是非 もな し。 「玉の 床」 は、 玉 を もって 飾った 床で、 極めて 尊い まて 殿ん の 意 U 「か 

からむ 後」 は、 かく 崩御に なられた 後。 

是ま もない ことで ある、 君よ。 昔の ままの 玉の 床が あらう とも、 かく 崩御に なられた 後 ま、 そ 

れが 何に ならう か、 何の 役に も 立たない。 

佛敎 の說く 所の、 現世の 榮耀の はかな さ をい つた ものである。 院の御 墓に 佛 f として 匕 H うで. こ 

ので、 かう した こと をい ふの は當 然と も 思へ るが、 西 行が 崇德院 に 申 上げる 詞 として は 一般性の 

勝ち 過ぎた ものに 思へ もす る。 sf- 臣の 隔たりの 遠い ものが あるに もせよ、 自身の 述懷 をす る 5^ 合 

の 熱意に 較べ ると、 平静に 過ぎる 感を 持た やに は ゐられ ない ものである。 

同じ 國に 大師のお はし ましけ ろ 御 あたりの 山に 庵 結びて 住みけ ろに、 月い と 明くて、 

海の かた 曇りな く 見え 侍リ けろ こ 

^(1 究) くもりな き 山に て 海の 月見れば 島ぞ 氷の 絶 間な りけ る 
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「大師」 は、 弘法 大師。 「氷の 絕間」 の 「氷」 は、 月光に 照って るる 海の 面の 比喻。 「絶 間」 は 

解けた 所で、 色が ちがって lui く 見える 所の 意。 

"f=1 りの ない 山に ゐて 海の 上の 月 を 見る と、 島 だけが、 氷の 絕間 になって ゐる ことで ある。 

詞^ は、 例の 紀行の 趣の ある もので、 歌 は 草に 風景に 對 しての 愛で ある。 「島ぞ 水の 絕間」 とい 

ふ 厭 f: した 詞は、 恐らく は 西 行 は、 さう した 景色 を 初めて 眼に して、 發 見の 喜びから 昂 1^ してい 

つた ものと 思 はれる。 單 なる 風景で、 「あはれ」 などと いふ 心に 捉 はれて ゐな いこと を 思 は せら 

れる。 

鬼の 前 に 松の 立てり けろ を 見て 

ガ avo) 谷の 戶に ひとり ぞ松は 立てり ける 我の み 友 はなき かと 思 へ ば 

「谷の-:^」 は、 {；1 辔の ri^ の 前」 を 言 ひかへ たもの。 「戶」 は 入口の 意で、 庵の あった 所が、 谷 

の 入 n になって ゐた爲 かと 思 はれる。 「松」 を 主としての 一 百 ひか へ である。 

ハ 介の 戶 にた だ 獨り松 は 立って ゐる ことで ある。 自分ば かりが 友がない のかと 思 ふと。 
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庵の 生活が さみしく、 話 相手の ない の を 佗び しんで ゐる 折、 松が ただ 一 本 だけ 立って ゐ るの を 見 

て、 松 も 我と 同じく 獨り であると 思って、 その 佗びし さ を 慰めた 心で ある。 松 を 擬人す るの は傳 

說 となって- ゐ たが、 人 マ はむしろ 實感 としてい つて ゐる ものと 取れる。 いは ゆる 寂び の ある 歌で は 

あるが、 冴え を 持って ゐ るとまで はいへ ない。 若い 頃の 作と いふ こと を 思 はせられ る。 

土 佐の かたへ ゃ罷 らまし と 思 ひ 立つ こと 侍りし LL 

. ^(一  VI) ここ を 叉 わが 住み S  くて うかれな ば 松 は ひとりに ならむ とすら む 

「住み 愛くて」 は、 さみし さに 住み 憂い 意と 取れる。 「うかれな ば」 は、 離れて 出たならば。 

この 庵 を、 我が 住み 爱 くして、 離れて 出たならば、 松の木 は獨 りと なること であらう。 

「松」 は 前の 歌の それで、 西 行 はさみし さから 友 だち 扱 ひ をす る やうに なり、 いっか 松 もさう 

思って ゐる やうな 氣 になって、 そこ を 出 懸けようかと 思 ふに つけ、 淺 される 松の さみし さ を 思 ひ 

やって 憐んだ 心で ある。 一見、 感傷に 感じられ さう でさう は 思 はせ ない 所の あるの は、 さみしさー：tA^Wソ 

によって 繁 がれた 合理的な 關 係の もの だからで ある。 調べが しみじみして ゐて、 西 行の 濃 情 を 思 

row" 


はせ る。 

の ふりけ ろ LL 

. ル (51) 花と 兄る 稍の 雪に 月 さえて たと へ む 方 もな き 心地す る 

「花と 見る」 は、 花の 如くに 見る。 「月 冴えて」 は、 月光が 寒く 冴えて さして。 「たと へむ 方」 

は、 へて いひ やう もなくて、 その 愛でた さ をい つた もの。 

花の 如くに 见る拊 に m はいた 雪の 上に、 月光が 惑く 冴えて さして、 おへて いひ やう もない 心 持が 

する よ- - 

「た とへ む 方 もな き」 が 西 行の 心で ある。 稍の 雪に 月光が さして 白く 輝く の を 「花」 と 見る と 

いふの は、 樱花を 聯想して である。 これ は泰を 代表す る翹な ものである。 しかし その 月光 は 、一，^ 

え」 たもので ある。 樱 と共に ある 朧 ろの 月で はなく、 冬に 見る 塞く 冴えた、 謂 は ゆる あはれ な もの 

である。 この^と あはれ との 二つが 思 ひ 懸けす も 眼前に 現 はれた ので ある。 當 時の 詩情 を 心に お 

ぃて：：^なと、 まさに 「たと へむ 方な き」 ものに 感じられた らうと 思 はれる。 この 感は、 今 も 感じ 
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られ ない もので はない。 

^ (ーぉーー) 折し も あれ 嬉しく 雪の ぎむ かな かき 籙 もりな むと 思 ふ 山路 を 

「折し も あれ」 は、 丁度 その 時に の 意。 

丁度 その 時に、 嬉しく も 雪の 降り うづめ る ことで あるよ。 ここに 籙 らうと 思 ふその 山路 を。 

この 山に 籠らう と 思って ゐる折 柄、 雪が 深く 積って、 動け なくなつ たので、 その 爲に 心の 落着 

くこと を 喜んだ 心で ある。 誰に も わかる 心で あるが、 「嬉しく」 といって 爲 蜜して ゐ るの は、 やや 

特殊に 感じられ もす る。 これ は 西 行の、 落着き 難く、 動搖 する 心からの 喜びで、 そこに 西 行の 見 

える ものである。 調べが 靜 かに 驪 つて ゐて、 西 行の その 時の 氣分を 思 はせ る。 

まう で籍き て (安藝の 1 の 宫)、 月い と くて あはれ に覺 えければ よみけ ろ 

^^-s 諸共に 旅なる 签に月 も 出で て 澄めば や 影の あはれ な るら む 

「諸共に 旅なる {4L1 の 「諸共」 は、 西 行と 月と 共に。 「旅なる {41」 は、 西 行 は 旅の 穴ニ の 身。 月 は 
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^を 旅する ものと していって るる。 「影の あはれ」 は、 月の 光の 身に しむ 意。 

我と じく 旅で ある 空に 月 も 出て、 澄んで るるので その 光が 身に 沁みる ので あらう か。 

月の 光が いたく 身に 沁む感 がした の をい つた ものであるが、 その 身に 沁む 理由 を 思って、 我 も 

と 同じく 旅の空の 身で、 さみし さに 心が 澄んで ゐ るので、 月の 澄んだ 光が この やうに 身に 沁む 

の だら うと 思 ひ、 月の 方 を 主と し、 我の 方は從 とし、 餘情 とした 形で いって ゐ るので ある。 この 

歌で ゆ 凡：^ ゆ ：,}；^ ゆれ；^,^ ほして 心が 通 ふ ものと していって あって、 一 六 四 以下 三 首の 歌に 見え 

る 歌と は 趣の 異っ たものと なって ゐる。 調べ も^く、 しみじみとして、 その 際の 氣分 を傳 へる も 

のとな つて ゐる。 西 行の 持ち味の 出て ゐる 歌と いへ る。 

たか 

世をのがれて价-^^の方へ^りけろLL、  ^路山 Li て 

. ^csw 鈴舰 山う き 世を餘 所に ふりすてて いかにな り ゆく 我が身な るら む 

「鈴 鹿 山」 は、 歌の 上で は、 三 句の 「ふり」 へ、 鈴 を 振る の 意で かかって ゐる 枕詞と なって. Q 

る。 「う；？^ を餘 所に ふ. 0 すて」 は、 Ic^ き 世 を、 關係 のない ものと して 捨てで、 出家の 意。 「いか 
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になり ゆく」 は、 末 は 何の やうに なって 行く で、 「なり」 は 「鳴り」 の 意で、 「鈴」 の 緣鼯。 「なる 

らむ」 の 「なる」 も 同樣。 

うき 世を關 係の ない ものと、 鈴 鹿 山の 鈴の ふり 拾て て、 この 末、 何の やうに なって ゆく 我が身 

であらう か。 

出家 をして、 これまでと は 生活 も 世界 も 1 變 したと ころから 來る 心細 さ をい つた ものである。 

心 は 眞赏な ものである。 詠み 方 は、 今 越えよう とする 鈴 鹿 山を捉 へて 枕詞と し、 更に 「なり」、 

「なる」 なる 緣語 をも捉 へて 組立て た、 可な りまで 技巧的の ものである。 それにして は 調べが し 

め やかな ので、 技巧の いや 味 を それ 程までに は 思 はせ ない ものにして ゐる。 

內宮 LL まう でて、 月 を 見て よみ 侍りけ ろ 

"^(一  £0 神 路山月 さやかな るち かひ ありて 天の下 をば 照らすな りけ. o 

「神 路山」 は、 內宮の ある 所の 山で、 それによ つて 內宫を 暗示した もの。 「月 さやかな るち かひ 

ありて」 の 「月」 は、 眼前に 見て ゐる それによ つて、 神の 稜威を 現 はした もの。 「ちか ひ ありて」 

二  0 八 


は があって。 锊は、 怫が 衆生 を 救 ふ 誓 を 立てて ゐる といって ゐる、 その 延長の 心と とれる もの 

である。 「天の下」 は、 天下 を譯 した 詞。 

祌路 山の：：；； が、 さやかに 耀 く替、 があって、 あまねく 天の下 を 照らして ゐ るので あるよ。 

祌路 山の 上に 照って ゐる 月の、 廣く涯 なく 照り 渡って ゐ るの を 見て、 その 月の 光に よって 稜威 

を 現 はし、 叉 その 光の 廣く涯 のない の を、 國 家の 意に 轉 じさせて、 神 を 讚へ たので ある 。「天の下 

をば 照らす」 といって ゐ るので、 國家 全體の 神と して ゐる意 は 明らかで は あるが、 神佛. 混 滑 時代 

の、 m に 小敎 的の 心 を もって 譜 へて ゐる感 の 伴って ゐ るの は、 時代の 爲 といはなくて はならない。 

來の 方へ、 あ ひ 知りた ろ 人の もと へ^りけ るに、 さやの 屮山 しことの、 昔に なり 

けろ を 思 ひいでられて 

. ^二  VV) 年た けて 又 越 ゆべ しと 思 ひき や 命な 力け りさ やの 中 山 

r ギ たけて」 は、 年老いて。 「思 ひき や」 の 「や」 は、 反語、 「命な りけ り」 は、 命が あった 爲 

なので ある。 「さやの 巾 山」 は、 駿河。 歌枕と なって ゐた 所。 

旅の K 


年老いて、 再び 越えようと 思ったら うか。 思はなかった。 命が あった 爲 なので ある。 さやの 中 

山 や。 

パ 誰に でも 直ちに 頷き 得られる 感慨で ある。 强く、 躍った 心 を もって 詠んで ゐる ことが、 その 調 

ベで わかる。 殊に 四 五 の 飛躍に それが 現 はれて ゐるノ 事と していへば 結句の 「さやの 中 山」 は 

上の.？ にあるべき であるが、 心 を 主と する 所から 結 に 置いた ので ある。 その 爲、 さやの 中 山の 

山中に あって、 感の發 する ままに 詠んだ ものと いふ ことが 暗示され る 形と なり、 感が 深まって ゐ 

る。 老いて 身 世 を大觀 した 歌と いふ 重量 を もって ゐる。 

あづまの 方に ま 行し 侍りけ るに、 富 士の山 を てよ める 

^  (一 ズ) 風に 靡く 富士の 煙の 空に 消えて 行方 も 知らぬ 我が 思 ひかな 

「風に 靡く 富 土の 煙の 空に 消えて」 は、 當 時の 歌に は 富士を 活火山と して、 煙 を 吐いて ゐる こと 

を 詠んだ ものが 多い。 事實 であった か、 歌の 傳統 からい つて ゐる のか は問题 であるが、 西 行の こ 

の 歌な ど、 目に 見て ゐる ものと していって ゐる。 吹く 風に 靡く 富士の 噴煙が、 に 雜れて 消えての 


二 一 一 

意。 此の 三 句 は、 「行方 も 知らぬ」 の 序詞と なって ゐる。 上からの 績き は、 煙が 「消えて」、 「行方 

も 知らぬ」 様になる と-紐いて ゐ るが、 その 「行方 も 知らぬ」 は、 結句への 續き は、 「我が 思 ひ」 の 

狀 態に 轄 じて ゐ るので ある。 それで、 上 三 は、 「行方 も 知らぬ」 の 同語異 11 を 生み出す 爲の舉 に 

音 I 水 的の ものであるが、 同時に それに 意味 も 持たせて、 眼前の 寫實 としてる る。 卽ち 序詞で あつ 

て 叙景 を も： g ねた ものと なって ゐ るので ある。 「行方 も 知らぬ 我が 思 ひ」 は、 行方 も 知られない、 

卽ち 無くなって しまった 我が 嘆きの 意。 

風に， E く 士の喷 煙の 签 に 消えて、 行方 も 知られ なくなった、 それで はない が、 同 じく 行方 も 

知られ なくなった 我が 魄き であるよ。 

ふ：：！丄 の喷 煙の 風に 麼 いて {4! に 消えて しま ふの を 眺めて ゐ ると、 平生の 我が 嘆き も 消えて なくな 

つてし まった とい ふので、 自然の： 35^5^ の爲 に、 忘我の 境に 入り、 恍惚と した 心 をい つた もので あ 

る。 此の-: z 然の屮 に 融け 入る 如く 感じた とい ふの は、 西 行に 特有な 心 持で、 調べの 力が その K 際 

である こと を 感じさせ るが、 序 il で 同時に 敍景 であると いふ 上 三 li- の 技巧 は、 この 時代から 新 古 
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今時 代へ かけて 盛 行した 修辭 法で、 西 行 も 時代 風に して ゐる ものと 見える。 全體 として は、 やや 

平面 的な 感 をさせる 歌で ある。 

みちの く 

陸奧 に 罷りけ る に、 野中に、 常よりも と覺 しき 嫁の 見えけ る を、 人 -レ問 ひければ、 

中 將の御 墓と 申す はこれ が 事な りと. S. しければ、 中 將とは 誰が こと ぞと又 問 ひけれ 

ば、 實 方の 御 事な リと 申しけ る、 いと 悲し かりけ リ。 さらぬだに物ぁはれ-し^：：^んけ 

る！.！、 霜 祜の薄 ほのぼの 見え 渡りて、 後 Li 語らむ も詞 なきやう に 2^ やん て 

- ^  (Iv^) 朽ち もせぬ その 名ば かり をと どめ 置きて 枯 野の 薄 形見に ぞ 見る 

「常よりも と覺 しき li」 は、 普通よりも 稍 大きく 思 はれる 塚。 r 實 方の 御 事」 は、 一條 天皇の 御 

代、 中將 藤原實 方が、 勅勘 を 蒙って 陸 奥に^ せられ、 その 地で 蔓じ たこと。 「後に 語らむ も詞な 

き」 は、 後に 至って 人に 話さう にも、 傳へ 得る 詞 がない 意で、 いひ かへ ると、 あはれ さが 胸に 餘 

つて。 

朽ちない、 卽ち 消えない その 名 だけ を 世に 殘 して、 枯 野の 薄 を、 その 人の 形見と して 見る こと 
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である。  j 

詞^1 は、 例の 紀行と なって ゐ るが、 此の 歌に 取って は 必要な もので、 餘 分な 所の ない もので あ 一 

る。 歌 は、 一に 調べに よって 生きて ゐる ものである。 細く、 靜 かに、 うる ほった もので、 西 行の： 

その 時の^ 分 を へて ゐる ものである。 「形晃 」 とい ふ もの は 當時は 今より は 重く、 その 人の 身^- 

りの"^^^^-:^ってゐたので、 枯 T 裨に對 して 感じた あはれ は、 深い もの だら うと 思 はれる。  一 

翻 (白 河) に 入りて、 信 夫と. E. すわたり、 あらぬ 世の ことに Si やん て あはれ なリ。 都  ： 

出で し：：：： お お^ひ つづ くれ ぱ、！ ^2 と共にと ；5： る ことの 跡た どるまで に 來 に ける。 心 1  一 

つ に 思 ひ 知られて よみけ る 

ノ  ^(ー<0) 都 出で て 逢坂 越えし 折まで は 心 かすめし 白 河の 關 

っ^」 は、 欲 枕と しての 白河關 で、 此の 歌 は その 關に 泊った 歌の 核き の ものである。 「信? ；<」 は、； 

！:^ じく 歌枕と しての それ。 「あらぬ^の こと に^えて」 は、 今の 撒の 一 2 ゆで はない 氣 がして で、 古へ 一 

からの 欲 枕と して 愤れ てゐた 所な ので、 眼の 前に 兑て も、 今の 物で はない やうな 氣 がする 意。 nd 

旅の^ 


後 篇 

と共にと 侍る ことの、 跡た どるまで 來に ける」 は、 昔、 能 因 法師が、 「都 をば 霞と 共に 出で しか 

ど 秋風 ぞ 吹く 白 河の 關」 とい ふ 歌の 通りに、 我 も その 跡 をた どる やうに、 多くの 曰 數を經 てこ こ 

に 来たの 意。 「逢坂」 は、 山城と 近 江の 國境 にある 山で、 京都から 東海道へ 向っての 最初の 關の、 

此の 時代 以前 はあった 所で、 此の 當時 も、 そこまで は 京都の 續 きで、 その 山 を 越す と、 旅へ た 

とい ふ感 のした 所。 「心 かすめし」 は、 心 を 掠めた で、 輕く 心に 懸かった 意。 それ は 白 河の 關ょ、 

歌枕と して 憧れさせて ゐる 所で、 同時に 極めて 遠隔な 夢の やうな 感の する 所との 意 を、 總 括して 

具象的に いった もの。  • 

都 を 出て、 逢坂 山 を 越えた 時まで は、 心 を 掠めて ゐた白 河の 關 であるよ。 

今、 白 河の 關 まで 來て、 そこの あはれ を 身に 沁 めながら、 京都に あって ここ をと © つた 遠い 日 

を しみじみと 思 ひ 出し、 そして 思 ひ 出 だけ をい ふこと によって、 現在の あはれ を餘 情と した もの 

である。 「都 出で て 逢坂 越えし 折まで は」 と 細かくい つて ゐ るの は、 この 白 河の 關が、 都に あって 

永い 憧れであった こと をい ふと： ハに、 「折まで は」 と、 「は」 によって 對立 する 他の 時を餘 情と し、 

ニー  H 
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そして その 時の^の 心 は、 「心 かすめし」 と對 立す る ものであった こと を餘 情と して 暗示 はして ゐ 

る。 その 心 は、 絶え や 面影に 立つ 程度の ものでなくて はならない。 結 の 「白 河の 關」 の 名詞 止 

が、 この 餘 に 照 應 して、 その 心 を 明らかにして ゐる といへ る。 詞書 に、 「心 1 つに 思 ひ 知られ 

て」 といって ゐ るが、 西 行と して は 深い あはれ を獨 語の 態度で いってる る もので、 心の 赏 際に 卽 

した、 そして その 自然の 成行きと して 飛躍と 餘 情の 多い 歌で ある。 心が 細く、 おの づ からなる 寂 

び を： S つた、 俊れ た 歌で ある。 

^^奥の國にて年の！^ゃしょめろ 

げ (KI)  よりも 心細く ぞ思ほ ゆる 旅の {t^ にて 年の暮れ ぬる 

しみじみした 惑が 流れて るて、 捨て 難い 歌と 思 はせ る。 後の 笆蕉の 「年 暮れぬ 笠 着て 草鞋 はき 

ながら」 を 思 ひ 出させられる。 

入 ^3.:^ 然、 大^に 住み 侍りけ るに、 髙 野より？； 3 しける 

ゾ (一八 二) 山 rai みさこ そ あらめ と 間え つ っ晋 あはれ なる 谷川の 水 

^ の 欲 


「大 原」 は、 京都の 近郊。 「入道 寂然」 は、 當時 歌人と して 高名だった 人で、 西 行の 心 八：： ひの 

友。 「高 野」 は、 高野山で、 西 行の 修行の 爲 によく 籠った 所。 「山 深み」 は、 山が 深い 故にの 意の も 

の。 「さ こそ あらめ」 は、 さう も あらう で、 山が 深いと、 水 昔 も 烈しく 聞え る 意を餘 情と した も 

の。 「昔 あはれ」 は、 昔が さみしく 身に： g みる 意。 

山が 深さに、 さう も あらう かと 聞え つづけて、 音の さみしく も 身に 沁む 谷川の 水で あるよ。 

この 詞 書の もとに 十 首の 歌が 績 けられて ゐて、 初 句 は 一様に、 「山 深み」 となって ゐる。 歌 は 皆 

特別な 意味 を もった もので、 高野山の 耿態を 知らせよう とする 意 を 一 方に 持って ゐる ものと 取れ 

る。 高野山と はいふが、 怫の 地と してで はなく、 單に 高山と して その 趣 をい はう とする もので あ 

る。 卽ち 高山の 風 趣 を 知らせよう とする ものである。 更にい へ ば、 高野山よりの 一 種の 消息で あ 

る。 特^と いふの は 此の 意で ある。 歌 は、 聞え 繽 けて ゐる 谷川の 荒い 昔に あはれ を 感じた もので 

ある。 「あはれ」 が やさしい もので はない こと を 示して ゐる と共に、 西 行の 感激の 幅 も 示して ゐる 

といへ る。 


ニー  七 

二八 《1) 山 み 横の  一 分く る 月影 ははげ しきものの すごき なりけ り 

「はげしき ものの すごき」 は、 烈しき ものにして 又 凄い の 意。 

山が 深さに、 の^を 分けて さして 來る n:- の 光 は、 烈しい もので、 又 凄い もので も あるよ。 

常^ 木の S 、の を もって 來る H 光に、 その 澄んで ゐる爲 の 烈し さと、 淺さを 感じた ので ある 。事 

として は、 月の 澄んで ゐ るので あるが、 「分く る」 とい ひ、 「はげしき ものの すごき」 と、 誇張 を 思 

はせ る ひ 方 をして ゐ るの は、 西 行の 印象の 表現 だからで ある。 これ も 「あはれ」 なので ある。 

へ LD 山、 Pi み 窓の つれづれ 訪ふ もの は 色 づき そむる， B の^^ 

「窓の つれづれ」 は、 徒然 を 感じて つて ゐる、 その 窒の 窓。 「sa」 は、 秋、 li^l に 紅 する も 

ので、 火の やうに iS 紅になる。 「立 枝」 は、 まっすぐに 立って ゐる 枝で、 細い へ你 をい つた ものと も 

取れる。 


後 篇 

山が 深さに、 紛れる ものの ない 窓の、 その 徒然 を訪 つて 慰める もの は、 紅葉し そめた 攄の立 枝 

であるよ。 

山の 秋の 印象 をい つた もので、 感激 を 持って いって ゐ るので、 印象が あざやか である。 「訪ふ も 

の」 と 「攄」 を 擬人して いって ゐ るが、 「つれづれ」 との 照 塵で、 合理的な、 自然な ものに 感じら 

れる。 

， 山 深み 苔の 筵の 上に ゐて何 ごころ なく 啼く猿 かな 

rK 口の 筵」 は、 苔の 狀 態が 筵 を 敷いた やうに 見える ところからの 成語。 「何 ごころ なく」 は、 猿 

が 人 を 見ても 怖れる こと も 知らす、 平氣 にの 意。 

山が 深さに 笞の 筵の 上に ゐて、 人 を 見ても 平 氣に啼 いて ゐ る 猿で は あるよ。 

山中の 趣と していって ゐる だけの ものである。 「何 ごころ なく」 が 歌 を 生かして ゐる。 

ニー  < 
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(一 八 六) 山 深み- S にした たる 水と めむ かつがつ 落つ る 栃拾ふ 程 

「水と めむ」 は、 水の 流れに 附 いて 行かう。 「かつがつ」 は、 僅かに。 r 栃」 は、 栃の. 焚で、 山中 

では <k 川に もす る 物。 

出が 深さに、 £: ん から いてした たる 水の 流れに 附 いて 行かう。 僅かに 落ちて ゐる栃 の實を 拾へ 

る 程まで。 

出 巾の 趣で あるが、 これ は 進んで 探す 趣で ある。 「水と めむ」 は、 谷に 向って 下って 行く ことで 

「栃拾 ふ」 は、 その 「とめ」 る 程度 をい つた もので、 すべて 赏 際に 卽 しての 心で ある。 心 は 細か 

く はたらいて ゐる が、 興 は窗； の それと 異ら ない もので、 無意識に 西 行の 面目 を 示して ゐる もので 

ある。 

ク (|<ゼ) 山 深みけ 近き ii| のおと はせ でもの 恐し き tiw の聲 

「け 近き iil」 は、 人ハ湫 近い，：：：！ で、 今は见 馴れた £；| とい ふ 程の 意。 

»| 旅の 欲 


後 篇 

山が 深さに、 見馴れた 鳥の 音はレ なくて、 する は、 恐し い 梟の 聲 であるよ。 

梟 は當時 は、 荒れた 所に 棲む、 奇怪 を 聯想させる 鳥の やうに 思 はれて ゐた。 この 歌の それ も、 

今 tn より 以上の 物だった ので ある。 狀態 をい つたの みの 歌で ある。 

.^(ー< 八) 山 深み こ 暗き 嶺の 梢より ものものし くも 渡る 嵐 か 

「こ 暗き」 は、 暗き。 「梢より」 は、 稍 を。 「嵐 か」 は、 嵐 かな。 

山が 深さに、 畫も 暗い 峰の 稍 を、 ものものしい 樣に 吹き 渡る 嵐で あるよ。 

これ も狀態 をい ふだけ の 歌で あるが、 r 嶺の 梢」 とい ふやうな 大小の 對照を 用ゐ、 「ものものし 

く」 とい ふやうな 詞を こなして 使って ゐる ところ、 手腕 を 思 はせられ る。 深み を 持った 歌で ある 

が、 その 深み は 西 行の 感性の 强 さから 來てゐ る ものである。 

- (一八 ゥ 山 深み 搰 伐るな りと 聞え つ つ 所に ぎ はふ 斧の 音力な 

ニニ  0 
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「松」 は、 薪。 粗朵に 常る。 「所に ぎ はふ」 は、 その 所が、 賑 はふで、 大勢の 人の 働いて ゐ るの 

を、 離れて、 感 としてい つた 一  1。  、 

山が F.^ さに、 あれ は 松 を 伐る の だと 聞え 聞え して、 その 所の 賑やかな 斧の 音で あるよ。 

大勢の が 斧 を 使って 松 を 伐って ゐる 昔の 、離れて 聞く と、 そこ だけ 脤ゃ かなのに 興 を えた 心 

である。 外部からの 叙述で あるが、 その 一 ところ 脤 やかな の を 喜ぶ 心が 見え、 その 喜び は、 周圔 

のさみ しさと 對 照され る爲 だとい ふこと も 分って、 餘 情が 味 ひとな つて ゐる 歌で ある。 赏 際に 卽 

す ことかん のみ 生まれる である。 

\ジ /(一九 0) 山 深み 入りて 见と兑 る もの は 皆 あはれ 催す けしきな るかな 

「見と： る」 は、 見る 程の の 意で、 成語。 「あはれ 催す」 は、 あはれ を 催させる で、 その 「あは 

れ」 は、 深山の 物の、 ら かに さみしい 所から 起る ものである。 「けしき」 は、 様子。 

山が^ さに、 步み 入って、 见る の 物 はすべ て、 あはれ を 催させる 様子で ある ことよ。 

» 旅の K 
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深山の 趣を總 括しての 心で ある。 調べに 氣分は あるが、 一 首の 歌と して 見る と、 印象の 鑣 まら 

ない、 從 つて 弱さの ある ものである。 

しかし これらの 歌の 目的で ある 消息の 歌と して 見る と、 相手に 物 ゆかし さ を 感ぜし め 得る もの 

で、 目的に は 叶った ものと いへ る。 

ゲ  ナ 

、バ (一九 一) 山 深み 馴 るる かせぎの 氣ぢ かさに 世に 遠ざかる 程ぞ 知らる る 

「かせぎ」、 鹿の 異名で、 例の 少 くない 詞。 

山が 深さに、 人に 馴れた 鹿の、 身近く も來 るので、 自分の 世の中に 遠ざかって ゐ； b 程度が 知ら 

れる ことで あるよ。 

しんざん 

深山の 鹿 を 身近く 見る ことによって、 反對 に、 自分の 世に 遠ざかって ゐる こと を、 今更に 知る 

とい ふので ある。 その 事よりも、 それに 對 しての 意識の 方が 強く 働いて ゐる 歌で、 感激 は 薄くな 

つて ゐる。 しかし 消息の 歌の 旨に は 叶って ゐ ようと 思 はれる。 

ニニ  二  , 


思 はすなる こと 思 ひ 立つ よし 聞え けろ 人の もと へ ， 野より いひ 泣し けろ 

< ダ， (一九二) しをりせ で猶山 深く 分け入らむ^ きこと 問かぬ 所 あり やと 

「思 はやなる こと 思 ひ 立つ よし 開え」 は、 思 ひ 懸けない 箏、 卽 ちその 人と して は 飛んでも ない 事 

« %v ^やま で、 多分 は 出 .：1^ を 思 ひ 立った とい ふ g:。 「しをりせ で」 は、 菜 をし なくて、 卽ち 山路で は、 行きに、 

ぶ -秀？ 

.o^ ハ itk&.K、}Jt りの：：：： じる しにと、 木の はな ど を 折って おく、 そんな is:- もしなくて。 言 ひかへ る：^、 歸ら ない 

tg りに なって。 r あ 山 深く」 は、 この 上と も 山 を 深く で、 「山」 は髙 野。 

菜 をし なくて、 此の上と も 山 を 深く 踏み分けて 入らう。 つらい jsj の閒 えて 來 ない 所が あらう か 

と 思 ふので。 

世 問の い の M えて 來 ない 深山に ゐて も、 やはり それが 聞え て來 るので、 そんな 事の 全く 聞 

えない、 もっと 深山へ 入って 行きたい の 意で、 その 人に 贈った 消息の 歌で ある。 調べが 張って る 

て、 ！S 鱧の^で はない と 思 はせ る ものである。 al 身、 世 を 服って 出家して ゐ ながら、 他人が I^i: じ 

,  やうな こと をしょう とすると、 心から 悲しみ 憐ん でゐる 心で ある。 西 行に おける 佛敎の 救 ひ を 思 

ヌ \  K 旅の K 
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ふより 先に、 西 行が いかに 世間に 執着 を 持って ゐ たかを 思 はせられ る 歌で ある。 その 意味で 注意 

させられる。 
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七、 戀の歌 ， 

月前懋 

^  \^  (一 旮) パ见れ ばい で やと 世の み 思 ほえても たりに くく もなる 心 かな 

「いで やと 世の み 思 ほえて」 は、 「いで」 は 思 ひ 立つ こと を 現 はす 詞で、 「や」 は 感嘆。 「世」 は 

男女の^ 柄。 「思 ほえて」 は 思 はれて。 「もたり にくく」 は、 持って 居に くくで、 持ち きれな くと 

いふに <:£ る。 

月 を 見る と、 いで やと、 壓 へて ゐた 男女 のことば かりが 忍 はれて 來て、 保ち きれ なくなって 

來る 我が 心で あるよ。 

人 を 忍 ふ ひの、 物に 紛らして ゐ たのが、 月に 對 つて ゐ ると 頻りに 思 はれて 来て、 何う にかし 

なくて はゐ られ ない 思 ひに 驅ら れ、 保ちに くくな つて 來る 心で あると 嘆いた ので ある。 泳へ てる 

る 竊 の 泳 へられ なくなった 意で は、 謂 拭 ゆる 戀の あはれ では あるが、 あはれ より は 意志の 勝った 

g の耿 


1/ 
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ものである。 むしろ 眞赏 味で 生きて ゐる 歌で ある。 

^ 弓 張の 月に は づれて 見し 影の やさし かりし をい つか 忘れむ 

「弓 張の 月に はづれ て」 は、 「弓 張の 月」 は 月が 缺 けて 弓 を 張った やうな 形と なった 時の 稱。 光 

そ  まとも 

が 薄い。 「は づれ て」 は、 逸れて で、 光 を 正面に 受けす、 斜めに、 掠める 形で 受ける 意。 「は づれ」 

は 「弓」 の緣 語。 「影」 は、 姿で、 女。 

弓 張の 月の 光に はづれ て、 ほのかに 見た 女の 姿の、 やさしかった の を、 いつ 忘れよう、 忘れな 

月の 細い 頃の 夜、 ほのかに 見た 女に 對 しての 憧れの 心で ある。 當時 はや や 身分 ある 女 は、 關係 

のない 男に 顔 を 見せる とい ふこと はなかった ので、 男から いふと 女 を 見る の は、 月影に その 姿 を 

ほの 見る くら ゐが 頂上だった ので ある。 この 歌 は 事と して は赏 際を捉 へた ものと 取れる。 心と し 

て は、 細い 月に 僅かに 見た やさしい 姿と いふので、 そこに 一 脈の 4 まがあって、 それが 憧れと なら 

ニニ， K 
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せて ゐ るので ある。 技巧が 過ぎる 感は あるが、 根本 は眞實 で、 そして 率直 を 失 はない ところ、 西 

行の 歌ら しく 思 はせ る。 

^i) 面影の 忘らる まじき 別 かな 名錢を 人の 月に とどめて 

r^」 は、 i 腐の 別と 取れる。 「名 殘」 は、 今 は 別れ 難く する 心。 「人」 は、 女。 「冈 にと どめ 

て」 は、 女が その 額 を 月光に 照らさせて、 見送って ゐ るの をい つた もの。 上の 「面影」 の說 明で 

ある。 

而 形の 忘れられ まいと m わ はれる 別で あるよ。 惜しむ 名殘 を、 人 は、 月の 光に とどめて ゐて。 

相^9っての夜明け、 の ある 巾に 男の^れ て歸 るの を、 女 は名殘 を^ しんで、 月光の 中に 出て 

兑 送って ゐる、 それ を sir か报 返って 见 ての 印象で ある。 「名？ s」 は 事で あるが、 男から いふと、 女の 

影」 の 巾に 捉 へて ゐる ^s; 情で ある。 別れて、 振 返って 見た 男の 眼に 映った、 その 一 膝 間の 女 

の 額 だけ をい つて、 他 は 一切 餘情 として るると ころ、 ：^^ 巧の 冴えた、 そして 細かい ものである。 

懋の 


後 篇 

「名 殘を 人の 月に とどめて」 は、 極めて 細かい 表情と、 夜空の 月と が 一 つに 融け 合った もので、 

感覺 では あるが、 深さ を 持った ものである。 

だ 嘆け とて 月 や はもの を 思 はする かこち 顔なる わが 淚 かな 

「月 や はもの を 思 はする」 は、 「や は」 は 反語。 「もの を 思 ふ」 は 嘆き。 「かこち 顔なる」 は、 か 

こつけ る樣子 をす るで、 その かこつけ は、 月の せゐ とする 意。 

嘆け といって、 月が もの 思 ひ をさせる ので あらう か、 させ はしない。 それ を、 月の せゐの やう 

な 様子 をして、 涙 を こぼして ゐる ことで あるよ。 

月に 對 つて、 苦しい 戀を思 出して 淚を こぼして ゐ たが、 自己 批評の 心 を 起して、 月の あはれ さ 

からこ ぼして ゐる やう だと 思 ひ、 そして その 心に カ點を 置いて、 戀の 方は餘 情と して 詠んで ゐる 

ものである。 謂 は ゆる 戀の あはれ であるが、 その あはれ は、 月と 緊密に 絡ませる ことによって 生 

かされて ゐる ものである。 歌と して は あはれ と餘 情と が 巧妙に 扱 はれて ゐる ものであるが、 西 行 

ニニ 八  . 


の 歌と して は、 澄んだ、 又は 鋭い 所の ない もので、 特色の 少ぃ 方の ものである。 技巧に よって 生 

かされて ゐる 歌と いふべき である。 

ジ 

^  ( §  もな き 折し も 人 を ひ 出で て 心と 月 を やつし つるかな 

「^もな き 折し も」 は、 もな く、 卽ち 晴れき つた 折し もで、 「しも」 は强 め。 「心と 月 を やつ 

し」 は、 《でか 心で、 を やつす、 卽ち 見すぼらしい ものにす るで、 人 を 思 ふ 涙で、 月 をよ く 見え 

ない ものにする s;^ 

^もな くパの ゆれた 折し も、 人 を 忍 ひ 出して 淚を こぼし、 我が 心から 月 を 見すぼらし いものに 

した ことで あるよ。 

前の 欲と：^ じ 心 を、 純に 詠んだ ものである。 「隈 もな き 折し も 人 を 思 ひ 出で て」 は、 偶然の こ 

との やうに いって ゐ るが、 月光が むと、 それに 誘 はれて 心 も 一途にな つての t) で、 そこに 必然 

性が ある。 そして これ は餘 情と なって ゐ る。 「心と ガを やつし」 も、 詞 として は 飛躍の ある、 從っ 

ほの 欲 


後篇 

て 餘情を 要求して ゐる ものである。 前の 歌よりも 手腕 は 冴えて、 それと 共に 率直と なって ゐる。 

戀 

ノ (一れ 八) 數 な. らぬ 心のと がに なし はて じ 知らせて こそ は 身 を も 恨みめ 

r 數 ならぬ 心のと が」 は、 r 數 ならぬ」 は、 人の 數 にも 入らない、 卽ち 卑しい 身分。 「心のと が」 

は 心の 過ちで、 人 を 思 ふこと を咎、 卽ち 過ちと した 意。 「知らせて こそ は 身 を も 恨みめ」 は、 相手 

に 思 ひ 切って 打明けて、 いづれ は 卑しい 故に 厭 はれよう が、 その上で 自分の 身分の 坪し さ を 恨み 

よう。 

人の 數に 入らない 身の、 心 過ちと はしき るまい。 おも ひきって 打明けた 上で、 身の 卑し さ を 恨 

ま-つ 0 

宮廷 を 中心としての 身分の 上下 を 極めて 問題と した 時代で ある。 これ は戀 にも 影響して ゐ た。 

糠の 上で は 利害 關係 となって ゐ たので ある。 この 歌 は、 身分の 卑ぃ 男が 高い 女 を 思 ひ、 問題に はな 

らな いと 承知し、 さう した 事 を 思 ひ 立った の を 心の 咎 として ゐ たので あるが、 それ は 理智の 命じ 

ニョ 0 


二-一 一 

る ことで、 感情と して は 諦め きれす、 愧 悩の 菜て に、 同じく 諦める にしても、 ー應 打明けた 上で 

のこと にしよう。 その上で 身の 卑し さ を 恨まう と 思 立った 心で ある。 大體當 時の 生 、舌 は、 と 

理^との 調和す る こと を 目標と し、 感情の みを恣 にす る こと を 厭った。 「戀の あはれ」 とい ふの も 

感 と 现智の 調和して、 それの 深まって いった 狀態 をい ふ もので、 感情の みに 溺れる ことで はな 

い。 r 戀の あはれ」 が 悲哀 を帶 びた ものに なって ゐ るの は、 かう した 態度です る 趣 は、 悲哀に 向 ふ 

より ほか 行く 所がない、 自然の 成行きな ので ある。 此の 歌 も、 今い ふ 理智を 主として ゐる もので 

ある。 感情 は その上に 燃え立って ゐる もので、 その物と して は强 いもので あるが、 結局 は、 理智 

に從 はう として 燃えさせて ゐ るので ある。 しかし 此の 範阅 での 感情と すると、 極めて 強い もので 

あり、 又 鋭い もので もあって、 言 ひかへ ると 世の 執着の 強い ものである。 一首の 心 は题詠 として 

{ や： 想した もので も あらう が、 それ を 扱って 行く 上に は 西 行の 心が 現 はれて ゐ ると 思れ る。 西 行の 

人枘を 忍 はせ る 歌で ある。 


後 篇 

、#  (一^) 何となく さすがに 惜しき 命 かな 在. 0 經ば人 や 思 ひ 知る とて 

「さすがに 惜しき」 は、 さう は 思 ふ ものの、 しかし 惜しいで、 死 を 背後に I はいての 一詞。 「在り 

經ば」 は、 生きな がらへ てゐ たなら ば。 「人 や」 の 「人」 は、 相手の 人。 「や」 は 疑。 

何となく、 さう は 思 ふ ものの しかし 惜しい 命で あるよ。 生きながら へて ゐ たなら ば、 或は 相手 

力、 ，5^ 力 心 を 田 A ひ 知る こと も あらう かと 田 ひばれ て。 

片戀の 苦し さに 堪 へられなくて 死 を 思 ひ、 未練から 又 思 ひ 返す 心で、 心と して は、 戀の 歌の 常 

識 ともい ふべき ものである。 しかし 調べ は、 細く、 うる ほひ を 持って ゐて、 氣 分から 出た もの だ 

と 思 はせ る ものである。 初 句 「何となく」 は 慣用して ゐる ものであるが、 よく 利いて ゐる。 

v^os 身の S さの 思 ひ 知らる る ことわりに おさ へ られ ぬは淚 なりけ り 

「身の 褒さ」 は、 戀の 上で、 人に 厭 はれる つら さで、 卽ち 片鍾の つら さ。 「E わ ひ.^ ら るる こと 

わり」 は、 尤もな ことと 思 ひ 知られる 道理。 「おさ へられぬ は」 の 「は」 は、 對立を 示す 意の 詞で 

二-一二 
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一方、 おさ へられる ものに 對 させ、 そちら は餘 情と して ある。 おさ へられる もの は 心で ある。 「误 

なりけ り」 は、 ； 奴な ので あるで、 淚を近 现に隨 はない としてい つて ゐる。 

我が， 仆の、 人に. M はれる つら さも、 人から 見れば 尤もな こと だと 思 ひ 知らされる その 道理に、 

心の 方 はお さへ もす るが、 おさ へられな いのは、 IS なので ある。 

片戀に 終った つら さに ゐて、 先方の 身に なって 見れば、 それ も 道理で あると 思 ひ 知らせられて 

心の 方 は 締めさせ たが、 淚の方 は それに 作 はすに こぼれる の 意で ある。 片戀に 嘆きながら、 さう 

させた 先方の 身に なって 见て、 それ を 尤もと 思 ふの は、 感情で はなく 理智 である。 理智を 重んじ 

て、 かう したや：' へ 方 をす るの が、 卽ち あはれ を 知る ことだった ので ある。 あはれ を 知れば、 涙 を 

流しながら も il めなければ ならない、 それが 义 あはれ なので ある。 常時の 心 を 詠んだ ものである 

が、 なに 附 いたぬ 率な 表現と なって ゐ、 又 身に 附く ところから、 詞も 自然に 餘情を 持った ものと 

なって ゐ るので ある。 

め 欲 


後 篇 

夕 (1101) かき 亂る心 やすめの 言 ぐ さ は あ はれ あはれ と 嘆く ばか. 0 ぞ 

「かき 亂る」 は、 亂れ る。 「心 やすめの 言ぐ さ」 は、 心 を 休めさせる 爲の言 ひ 草で、 我と 我 を 慰 - 

める 獨語。 「あはれ あはれ と 嘆く」 は、 あ、、 あ と 溜 息をする。 

思 ひ 亂れる 心 を 休める 爲の言 ひぐ さは、 あ、 あ と 溜息 をつ く、 それだけ である。 

戀の 嘆き をい ふに、 嘆き をす る狀態 だけ をい つて、 內容に は 出来るだけ 觸れ まいとし たもので 

あるが、 その 爲に餘 情の ある ものと なり、 あはれ を 誘 ふ ものと なって ゐる。 大體餘 情と いふ もの 

は、 詞に屬 した もので はなく、 かう した 表現 態度 を 執る ところから 生まれ 來っ たもので ある。 餘 

情と して は發生 的な、 同時に 最も 效果 的な ものである。 

产 (一一 0  二) 今ぞ 知る 思 ひ 出で よと 契りし は 忘れむ とての 情なり け. 9 

「今 ぞ 知る」 は、 今にな つて 初めて その 心が 知られる で、 戀 仲が 忘れられて 絶えた 後の 思 ひ 出 

をい つた もの。 「思 ひ 出で よと 契りし は」 は、 相手が、 我 を 思 ひ 出せよ とい ひ、 自分 も 思 ひ 出す か 

一 1  一 i 
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らと 約^した の はで、 「思 ひ 出で よ」 は、 忘れるな を 積極的に いった もの。 

今にな つて 初めて わかる。 我 を 思 ひ 出せ、 我 も 思 ひ 出さう と 約束した の は、 今の やうに 忘れて 

しま はう とする 上で. の だった ので ある。 

女に 忘れられ、 關 係を絕 たれた 後の 男の 53:6 痴 である。 女が 「思 ひ 出で よと 契」 つたの は、 その 

時 は 偽ではなかった が、 後に 何等かの 事情で、 忘れる、 卽ち 絡え る ことと なった ので ある。 男 は 

その C=H 時の 女の 詞を思 ひ 出し、 m わ ひ 出す といった の は、 豫め 今の やうに なること を 承知して ゐて 

の n だった と 取り、 八/になって 初めて それと わかった と、 愚痴 をい つて ゐ るので ある。 いは ゆる 

痴 の！！ であるが、 あり iS べき ものである。 技巧的と 見える 表現に はなって ゐ るが、 資は ilM 率な 

ものと い へ る。 

タ aicBj など かわれ 殊の外なる 嘆きせ で みさをなる 身に 生まれ ざり けむ 

「殊の外」 は、 北，： しいで、 今 も： n 語に いふ。 「みさを」 は、 變ら ない 意で、 今 は、 平生と 變ら す 


後 篇 

卽ち 平氣の 意。  • 

何 だって 自分 は、 この やうな 甚 しい 嘆き をせ やに、 平 氣でゐ られる 身に 生まれなかった ので あ 

らう a 

戀の 上で、 相手に 忘れられた 後、 甚 しい 嘆き をしつつ、 さう した 狀 熊で ゐる 自分 を 性分 ゆ ゑの 

ことと して、 その 性分 を 憎んだ 心で ある。 理智の 心 を 働かせて、 かひの ない 嘆き はしまい と 思 ひ 

更に、 して ゐる 自分 を 憎んだ ので、 當 時に 重んじられた 態度で ある。 意識して 自分の 性格 を 憎む 

とい ふ點 に、 作者 西 行 を 思 はせられ る ものが ある。 

.^0§ あはれ とて 訪ふ 人の などな かるらむ もの 思 ふ 宿の 荻の 上 風 

「あはれ とて」 は、 氣の毒 だとい つて。 「もの 思 ふ 宿」 は、 嘆き をして 籠もって ゐる 家で、 その 

嘆きの 種類 は餘 情と なって ゐる。 人に 慰められる こと を 喜ぶ 嘆き は、 忘れられた 戀の それより な 

いと 思 はせ る。 「荻の 上 風」 は、 荻の 上 葉 を 吹く 風で、 秋の 夕暮の もので、 さみし さに 更に さみし 

一 1 US 
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さ を 添へ る ものと されて ゐた。 

叙の ポ といって、 何 だって 訪 つて 來る 人がない の だら うか。 嘆き をして 籠もって ゐる 家の， 

しかも 荻の 上 i& 、を 吹く 風の 昔の する 時 を。 

この 物 思 ひ は 人に は 知られな いもので、 從 つて、 憐む 意味で 訪ふ 人の な いのは 當然な もので あ 

る。 しかし、 物 m み ひに 加 ふるに、 秋の 夕暮 のさみ しさが あり、 更に 获の 上薬 を 吹く 風の さみし さ 

も あると、 さみし さに 堪 へられ なくなって、 人の 慰めに 來な いの を 咎める 心と なった ので ある。 

I？ は ゆる 痴 からのせ え 心で ある。 無理が 無理で なく 通らう とすると ころの ある 歌で、 いは ゆる 

あはれ の 深い ものである。 

戀 の^の 中に 

7 

、w(lloa)  -f^ き 身 知る こころに も 似ぬ 涙 かな 恨みむ とし も 思 はぬ もの を 

「® さ 身 知る こころ」 は、 「^き 身」 は 人に 忘れられた つらい 身。 「知る こころ」 は、 それと 觀念 

して るん 心で、 卽ム" t めて ゐる心 U 「恨みむ とし も」 は、 相 の 心變り を 恨みよう ともで、 「しも」 

想の 默 


後 篇 

は强 め。 

人に 忘れられた つらい 身 を、 それと 觀 念して ゐる 心に も 似合 はやに、 こぼれる 淚 であるよ。 そ 

の 人 を 恨まうな どと は 思って ゐな いのに。 

二 〇 一 の 歌と 同じ 心の ものである。 忘れられた 者が、 忘れた の 心 を 理解して、 諦めて、 恨み 

も 持た すに ゐ るのに、 不思議に も 涙が こぼれる といって 怪しんで ゐる 心で ある。 理智を 働かせた 

心で、 その 究極と して こぼれる 淚は、 恐らく 相手 を對 象と しての もので はなく、 人生に 對 しての 

涙で あらう。 これが 當 時に いふ 「あはれ」 の 高度な ものな ので ある。 理智 とはい ふが、 それが 生 

活の 中に 融け 込んで ゐて、 いは ゆる 身に 附ぃ たものと なりきって ゐる こと を 思 はせられ る。 平坦 

な 物い ひ をしながら、 或る 深さが あって、 平凡と はいへ ない ものである。 

(llso 棘くなる 人 を 何とて 恨 むらむ 知られす 知らぬ 折 も ありし に 

「疎くなる」 は、 戀の 上で、 心が 離れて 行く。 

二-一八  - 
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我に 棘くな つて 行く 人 を、 何 だって 恨まう とする ので あらう か。 その 人に 我の 知られす、 我 も 

その 人 を 知らなかった 折 もあった のに。 

辣 くなる 相手に 恨み を 抱きながら、 それ を 理智の 力 を 借りて 思 ひ 返さう とすな 心で ある。 现， 5= 

と は、 知られ 卞 知らぬ 折 もあった、 それ を 思 ふと、 M うならう とも 諫めるべき だとい ふので あ 

る。 この 现 は、 ^問 通の 功利的な 心 に似てめ ると もい へよう が、 人 問 世界 を 廣く摑 まう とする 

^ の 心からの ものと はれる。 

.^(llov) はるかなる 5: わの はざまに ひとり 1^ て 人口つ つまで 物 思 はば や 

rs の はざま」 は、 おの で、 の 意で いって ゐる。 「人：：：： つつまで」 は、 人の 见 る：：； も 悼ら 

やに。 「物 忍 はば や」 は、 きをし ようで、 嘆き は、 懸の 上の もの。 

？ f 坫か なる 所の-: の 內に獨 りで ゐて、 人 HE を 憚ら やに 1- きをしたい。 

IS の^き， ビ して： Q る^の、 人：：：： につく こと を 服って、 その きさへ も 十分に 出來 ない ところ か 

の繳 


俊 篇 

ら、 せめて 人目の ない 所に ゐて、 心に 足る 程 きをした いとい ふので ある。 調べが 强く、 感激の 程度 

を 思 はせ る 歌で ある。 戀の 上の 嘆き を 人に 見られる こと を 極度に 厭って ゐる、 此の 種の 歌 は； IT/ に 

多い。 何故に これ 程までに 厭った のかと 怪しませ るまでで ある。 これ は當 時の 社會生 ニ對 する 

意識から 來 たものと 思 はれる。 二 〇 一 について 云った やうに、 $ 田 時、 敎 養が あると.？^. 0 を 持 

つ た 人 は、！ @ 情と， 理¥ と 調和 さ せ た 狀 廐に おいて 生い あし ようと して ゐぉ。 これ は 第三者から 見る 

と、 落着いた、 取亂 した 所の ない 樣 である。 當 時の 人 は それ を r 樣 よき」 と稱 して、 心に くい も 

のとして ゐた。 その上から いふと、 片戀の 爲に取 乱し、 又 忘れられた 戀の爲 に 取 乱した 狀態 は、 

最も 恥づ べき ものと して、 極度に 避けよう とした ものと 思 はれる。 更にい へば 當 時の 生活様式 は 

それが 一 つの 藝 術であって、 そして 藝術を 酷 愛する 心から、 取亂 した 狀態 を、 非藝 術な ものと し 

て 厭った と 取れる。 社會 人と しての 男子の 面目から、 戀 に取亂 した 樣子を 見せまい としたの は、 

それ は 上代の ことであって、 當 時の 生活に あって は、 たと ひその 心 もあった としても、 聊かの も 

のであった らうと 思 はれる。 この 背景が、 此の 強い 調べ を 生んで るるので ある。 

一 5  0 


一 5 一 

(一  10<) 有 明 は 思 ひ 出 あれ ゃ橫 S のた だよ はれつる しののめの 空 

「有 明 は m 心 ひ 出 あれ や」 は、 有 明の 月 を 見る と 思 ひ 出が あるで、 「有 明」 は あ g の 別 を 思 ひ 出さ 

せろ ものと していって ゐる。 「横雲の ただよ はれつる」 は、 橫 雲の 如く 漂 はされ たで、 「横雲」 は、 

よる 

構に 離いて ゐる 雲で、 夜山に沈んだ$^ー-^の狀態とされてゐた。 それが 朝になる と 動き 出す の を 漂 ふ 

といって、 後 朝の 別に 心の 動搖 した ことの 比喩と した もの。 「しののめの {41」 は、 相 逢った 男女の 

別れる 時-刻。 

有 明の パを 見る と、 思 ひ 出が ある。 その 折の 橫雲の 如くに も、 名殘 惜し さに 心の 動搖 した、 し 

のの めの {ゃ； よ。 

しかった 後 朝 の^を、 後から 思 ひ 出した 心で ある。 「有 明」、 「横 「しののめの 空」 

と、 その 時の，： z 然に 深く 絡ませて、 心の 方 は 漠然と 「E 心 ひ 出」 とい ひ、 「ただよ はれつる」 とい ふ 

だけに 止 どめて、 極めて 1" 示 的に した ものである。 名殘を 惜しむ とい ふ氣 分が、 自然 ュ 象 化され 

懋の默 
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て、 生きた、 深みの ある ものと なって ゐる。 西 行の 表現の 手腕 を 一ば いに 出した 作で ある。 題詠 

としても 詠み 得られる ものであるが、 昧 ひが 如何にも 深刻で ある。 普通の 後 朝と して は、 たと ひ 

濃 情な 西 行と しても、 心の 深 過ぎる 感の ある ものである。 何等かの 事 實を货 後に， 寺っての 歌で は 

ないかとの 想像 を、 おの づ からに 起させられる ものである。 

i^os 人 は來で 風の けしきの ふけぬ るに あはれ に 雁のお とづれ て 行く 

「人 は 来で」 は、 侍つ 人 は 来す してで、 その 「人」 は 男で あるの が 普通 だが、 女で ある 5； 々合 も 

ある。 「風の けしきの ふけぬ るに」 は、 風の 音の 様子が、 夜更けと なって 來 たにで、 家の 內にゐ て 

の感。 「あはれ に 雁のお とづれ て 行く」 は、 身にしみる 聲を 立てて、 雁が いへの あたり を 過ぎて 

行く。 

待つ 人 は 来なくて、 風 音の 樣子も 夜更けと なって 来たのに、 加へ て 雁が、 身にしみる 聲を 立て 

て、 家の あた. 9 を 過ぎて 行く。 


二  g: 三 

いは ゆる 待 難の 心で ある。 いって ゐる所 は、 秋の 夜、 待つ 人の 来ない こと を、 周圍の 自然の 方 

を丄 としてい つて ゐる ものである。 いって ゐる は、 待つ 人の 來な いわび しさで あるが、 心と し 

て は § 叫なる わびし さで はなく、. 謂 は ゆる あはれ さで ある。 待つ 人が 來 なくて 萎れて ゐ ると、 秋風 

の 昔が 夜更け を 感じさせる ものと なって、 全く 待つ 見込 はなくな つて 來 たのに 加へ て、 雁が あは 

れに， き" いて、 お とづれ 顔に 過ぎて 行く とい ふので、 あはれ の 重なって ゆく 狀態 をい つて ゐ るので 

ある。 これ は <：3 時の、 戀を單 なる 享樂と 見す、 あはれ を 通しての 享樂と 見、 さう した 戀 だけが^ 

値の ある ものと 见た、 常時の 心を餘 情と した ものである。 八：' の 場合 も、 待つ 人が 来なくて、 一 人 

あはれ に りて るるとい ふこと は、 わびし さど ころで はなく 價 値の ある ことで、 やや 誇張して い 

へば、 「：^ つ 人の 來 ない 爲に眛 ひ 得た あはれ さとい ふ 趣の ある ものである。 これ は 更にい ふと、 41 

は 生活の^ 術 化の 53 點を なして ゐる もので、 その^ 術 は あはれ を m んじ たもので ある 所から、 戀 

の あはれ は、 やがて 戀の 一 半であった とい ふこと を^ 後に しての 心なので ある。 

理の改 
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2 

だ (1=0) 頼めぬ に君來 やと 待つ. I 世の 間 は 更け ゆかで ただ 明けな まし かば 

「頼めぬ に」 は、 頼ませ やにで、 卽ち思 ひ 懸け やに。 「君 來 やと」 は、 君が 通って 來 はしない か 

と。 「宵の 間」 は， 男が 女の 許へ 通って 来る 時間。 

思 ひ 懸け やに 君が 來 はしない かと 待つ その 宵の 間が、 夜更けと なら やに、 そのままに 夜明けと 

なつたならば。 

女が、 男の 通って 來 るの を 空想して、 待つ 身の 樂 しい 時間 を 味 ひ、 この 時間が これ だけで 終つ 

て、 直ぐに 朝に なって くれれば 好い と 空想した ので ある。 卽ち 飽くことを知らない 戀の 上で、 都 

合の 好い ことば かり を 想した 心で ある。 更にい へば これ は、 戀 の享樂 とい ふこと ではなくて、 

戀を 情趣と して 樂 しむ 心で、 謂 は ゆる 戀の あはれ の 一 面で ある。 一 首 を 言 ひさしに して、 嬉し か 

らまし とい ふ 心を餘 情に して ゐる所 も、 心に 適當 した、 心に くいもの である。 赏 際に 卽 した 歌で 

ある。 


レ  二  35 

^Js- (一一 一一) 逯 ふまでの 命 もがな と 思 ひし はくやし かりけ る わが 心 かな 

「逯 ふまでの 命 もがな」 は、 單に 懸想であった 頃、 その 惱 みの 爲に命 も 絶えさう に 感じ、 すめ 

て^ふまでの 間の 命 を ほしいと 思った 意。 「くやし かりけ る わが 心」 は、 淺 はかな わが 心で、 逢 ふ 

と 愛 めの 爲に 新たな 惱みを 持って、 八， 度 は その 爲に 死に さう に 感じる こと を餘 情と しての，。 

せめて 逢 ふまでの あ ひだの 命 を ほしい もの だとお もって ゐ たの は、 淺 はかであった 我が 心で あ 

るよ。 

逢 ひ 難く 兑 えた 戀が 叶って、 相逯 ふやう になった 後の 男の 心で ある。 戀の惱 み を 中心として、 

總打 的に、 時の 推移 をい つた もので、 從 つて 餘 情の 多い ものである。 說明 的に 感じさせ やすい、.：" 

を、 その 感を 起させない ものにして ゐ るの は、 調べが うる ほひ を 持って、 氣 分の 具象と なって ゐ 

るからで ある。 その 點に 手腕 を 思 はせられ る。 

0  な 3 ナ 

. ^(一  ml) あはれ とて 人の 心の 情 あれな 數 ならぬ に は よらぬ 思 ひ を 

S の 》 
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「あはれ とて」 は、 あはれ と 思って で、 「あはれ」 は 今 は、 懸想して ゐる 男の 心に、 女が 感じて 

の 心。 好惡の 問題で はなく、 同感すべき ものと しての 心。 「人」 は、 男より 見ての 相手の 心。 「情」 

は、 「あはれ」 の 現 はれ。 「數 ならぬ によらぬ」 は、 人の 數 ではない、 卽ち 身分の 卑しい とい ふこ 

とに は、 拘 はりの ない。 

なさけ 

あはれ たと 思って、 その 人の 心に 情が あって くれよ。 身分の 卑しい とい ふこと には拘 はりの な 

い 思 ひで ある もの を。 

身分の 卑しい 男が、 その 高い 女に 懸想しての 嘆きで ある。 單 純に、 率直に、 强ぃ 調べ を もって 

いって ゐ るので、 背後の 感激 を 思 はせられ る ものである。 階級意識の 强 かった 時代 を 示して ゐる 

歌で、 例の 少 くない ものである。 身分の 卑しい 男が、 「あはれ」 を栀に 取って、 自分 を 主張して ゐ 

る 所が 注意され る。 

^  0115 ことと へ ば もて 離れた るけ しき かな うらら かなれ や 人の 心の 

一 一 0 六 


二 四 七 

「ことと へ ば」 は、 物 をい へ ば。 「もて 離れた るけ しき」 は、 かけ 離れた で、 此方. のい ふ 事 を、 

京識 的に 逸らして、 の附 けられない 様子 をす る 意。 「うらら かなれ や」 は、 爽やかに あれよ。 

「人」 は、 ^\ ^にして ゐる 人で、 女 を さして ゐる。 

物 をい ふと、 かけ 離れた、 手も附 けられない 様子 をす る ことで あるよ。 爽やかで あれよ、 人の 

心が。 

屮リの 伐 千に、 is 戒を耍 する やうに する 女 を、 か 苦々 しく 思った 心で ある。 若い 顷に、 親しい 

仲^から 打明け J^i の  一：^ を閱 かされた やうな 感の する 歌で ある。 歌と して は それ 程の もので はな 

いが、 .€1 行の 作歌の 動機 を 示して ゐる  一 ^として 與 味が ある。 

、 ゾ (一一 5)  ふ 心のう ち はち 兒 めきて 一 奴 脆に もなる わが 身 かな 

「す，： は、 5^ 飲：： 儿。 「淚 脆」 は、 淚を こぼし やすいで、 直ぐ 泣きたがる 意。 

； I：； を i:^ ふこ ころの 巾 は、 何う やら 乳 飮兒の やうで、 直ぐ 泣きた くなる やうに なった 我が身で あ 

0  0. 欲 
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るよ。 

男の 戀の 歌と して は 珍ら しく 純粹な ものである。 理智 的な、 叉 複雜な こと を 好んで 詠む 西 行で 

あるが、 一方に はかう した 所が あるので ある。 複雜 から は 此の 單純は 生まれな いが、 その 反對は 

あり 得る。 西 行の 本性 はかう した ものではなかった かと、 此の 種の 歌が 他に も あるので、 合せて 

思 はせられ る。 

^  、s '(一 =丑) 人知れぬ 淚に 咽ぶ 夕 ぐれ は 張 被き てぞ打 臥されけ る 

「人知れぬ 涙」 は、 人に 知. れ ない 淚、 卽ち隱 しての 涙で、 戀の 上の もの。 「引 被き」 は、 夜の 

物 を 被って で、 人目 を 避ける 爲と、 「夕 暮」 のさみ しさに 堪 へない 爲 のしぐ さ。 

人に 知られない、 忍んでの 涙に 咽ぶ 夕暮 は、 夜の 物 を 被って 臥させられる ことで ある。 

前の 歌 ほど 單純 ではない が、 根本 は 近い ものである。 何れも、 實 感の銜 迫がない と 詠めない 種 

類の ものである。 西 行の 本性 を 思 はせられ ると ころが ある。 

一 mv<  , 


ダ 

^  (一一  一  <0 さも こそ は 人口 思 は、 ず なりはてめ あな 様に くの 袖の けしき や 

「さも」 は、 然もで、 現在 口語で いふ 「さぞ」 に當 る。 「こそ」 は强 め。 「人目 思 はやなり はて」 

は、 人の 見る目 を 憚らない やうに、 變 つて 行って しま ふ。 「様に くの 袖の けしき」 は、 態の 惡ぃ袖 

の 稼 子で、 淚で ひどく 濡れて ゐる こと を 評した 詞。 

さぞ かし、 人の 見る目 も俾ら ないやう に變 つて 行く ことで あらう。 今でも、 態の 惡ぃ 袖の 様子 

では あるよ。 

戀の愧 ^から、 Si しく 淚を 流して、 袖を滔 らして ゐ るのに 心附 いて、 今 はま だ 人目 を 憚って、 

人の 兑る ところでは 淚 など こぼさ やに ゐ るが、 これ だと、 人目 も 隙らない やうに な .0 'さう 1>  と、 

不安 を 感じた 心で ある。 その 不安 は、 この 歌の r 樣 にく」 を 人に 見られる こと を 厥 ふところから 

の ものである。 今ョ から 兑 ると 此の 歌の心 は、 或る 誇張 を 持った ものに M える が、 常時の 生活に 

あって は Ib; 感 であった らうと 思 はれる。 調べに. g 惱の氣 分が ある。 

慰のお 
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wall ち かつ 濯ぐ 澤の小 斧の 根 を 白み 淸げに 物 を 思 はや もがな 

「かつ 濯ぐ」 は、 摘みながら 灌 ぐと いふ 意。 「小 芹」 は、 芹。 「根 を 白み」 は、 根が 白くて。 初 

句から 三 まで は、 「淸 げ」 に 懸かる 序詞。 それ は、 「白み」 も 「淸 げ」 も、 ここで は 意味が 同じ 

なので、 繰返しの 關 係で 驟 かるので ある。 r 淸げ」 は r 淸く」 とい ふと 同じ 意味で 川； Q て ゐる。 本 

來は淸 さう にで あるが、 それでも 通る として 用 ゐてゐ ると 取れる。 「淸 げ」 は、 さつば りと して 

で、 戀の惱 みに 捉 へられて ゐる 心と 對鑣 的な 意味で いった もの。 「物 を 思 はす もがな」 は • 嘆き を 

したくない ものである。 

摘む と共に 濯ぐ 澤の ^It: の、 根が 白くて、 淸ぃ、 その 淸げな 心に なって、 嘆き をし すに ゐた いも 

ので ある。 

序詞に よって 生きて ゐる 歌で ある。 この 序詞 は、 實 際を捉 へた 形の ものである。 卽 ち野澤 に^ 

を 摘んで ゐる 時の 心で、 澤の芹 は 摘む と共に 根の 泥を澤 水で 濯ぐ、 すると 忽ち 白くなる、 その 白 

二 五 0  - 


二 五 一 

さ を ほぼ：！： 意義の 淸げ に延. おした ものと 取れる。 心理的に いふと、 戀の惱 み を 持って ゐる折 柄、 

根 芹 を 摘んで ゐ ると 心が 明るくな つて、 かう した 心で ゐ たいと 思った ので、 眼前の 狀態を 一予 詞に 

させた の だとい へ る。 尤も これ は餘 情と してで ある。 本來 この 序詞 は、 序詞と いふより 比喩に 近 

いもので、 理詰めの 趣の ある ものである。 序詞の 形と したの は、 その 方が 餘情 的になる として 

んだ ものと E 心 へ る。 

J  (ニー  <) いかさまに 思 ひつ づけて 恨み まし ひと へ につら き 君なら なくに 

「恨み まし」 は、 恨む とするならば 恨まう の 意で、 上に 假定を 持った ものである。 

：!： の やうに 思 ひ 校け て、 恨む とならば 恨まう。 ひたすらに つらい 君で はない ことで あるに。 

初：^ から 三.^ まで は、 大 la として は 恨まう と は 忍 はない が、 しかし 恨んでも 見たい 氣 がしない 

でもない とい ふ、 極めて 微細な 程度 をい つて ゐる ものである。 これ は戀 その物が、 或 もどかし さ 

3^ れ たさ を 感じさせる ものである 所から、 それにつ いていって ゐ るので ある。 四 五 句で 條件 を附. 

の默 
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けて ゐ るの も その 爲 である。 實感 がなくて はいへ ない ものである。 生きて みると 、_ へ る _ 


二 五 s 

八 、維の 歌 

® しらす 

、ズ i) い：： 畑の そばの 立つ 木に ゐる 鳩の 友 呼ぶ 聲の すごき 夕暮 

「十：： 畑」 は、 荒れた 畑で、 今 は 何も 作って はない、 卽ち牧 獲 後の 畑と 取れる。 「そばの 立つ 木」 

そば 

は、 側に 立って ゐる 木。 「夕！^^;」 は、 「古畑」 との 關 係で、 秋と 取れる。 

そば たちき 

荒れ 畑の 側の 立 木に ゐる 山鳩の、 友 を 呼ぶ 聲の 凄く 聞え る夕暮 であるよ。 

秋の 夕^、 収狼 後の 畑 の^いて ゐる あたりで 見 懸けた 光景で ある。 中心 は 「夕 慕」 で、 本來さ 

みしい 時と されて ゐる、 それが 今 は、 膽の によって 凄く 感じさせられ るので ある。 山鴻 の聲 

は、 その物と して i^.- いとい ふ S£ の もので はない。 今 は 「夕 慕」 のさみ しさに よって さう した 感を 

起させる ものと なって ゐ るので あるが、 何よりも 西 行 自身の 主觀 がさう 感じる の， たと 取る ベ きで 

ある。 その 點か らい ふと 、「古畑の そばの 立つ 木」 とい ふ荒凉 たる 境に、 群！^^ど習ひとする^の 

雜の欲  ， 
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一羽 だけ ゐて、 友 を 呼んで 啼 いて るるとして、 それ を さみしい 秋の 夕暮の 中に 捉へ 直して 「凄き」 

といって ゐ るので ある。 その上から いふと、 都戀 しく 人な つかしい 西 行が、 田舍の 秋の 夕 慕の 中 

に 立って、 鳩に 自身の 心 を 感じ、 その 爲 にさみ しい 夕暮 を、 さみしい 以上の 「凄き」 ものに 感じ 

たものと 解され る。 これ は 一首の 中心が 「夕 暮」 であると ころから 思 はれる ことで ある。 素材 は 

眾純 であるが、 さみしく 涯 しのない 山里の 秋の 夕暮 に、 鳩の 聲の凄 さを帶 びて 啼 いて ゐる感 が、 

無理な く 通る ものと なって ゐる。 不思議な 深さ を 持った 歌で ある。 


^ § 山里 は 谷の 覚の絕 えぐに 水 こ ひ 鳥の 聲聞 ゆな 


「絶え. <\」 は、 水の 細い 意。 「水 こ ひ 鳥」 は、 斑鴻の 類で、 群居して、 溪 流に 下りて 好んで 

水 を飮む 鳥。  . 

山里 は、 谷に 引いて ある 筧の水 も 絶え-^ で、 その水を飮みに來た水こひ^^の鳴く音の閉ぇる 

ことで あるよ。 

二 五 H 


二 5  i 

山 m- に 庵 を 結んで ゐた 時の 印象と 取れる。 落着いた、 靜 かな 氣 分が、 事と 調べと 一 つに なって 

I 種の 魅力 を 持った ものと なって ゐる。 

、ialll 一) 並びる て 友 を 離れぬ 小雀め の塒 にたの む 椎の下 枝 

「友 を 離れぬ」 は、 小赞 は、 夜 眠る にも、 雌雄 翅を 交して ゐ ると いふ 習性 を 持って ゐる。 それ 

や. 《 がら 

をい つた もの。 「小 權め」 は、 今 は 小^と いって ゐる。 小鳥で、 山银 に似て ゐる。 

いつも 並んで ゐて、 友と 離れ やに ゐ る， か 雀の、 と賴ん でる る 椎の下 枝よ。 

1^1^ が、 椎の下 枝 を^と して、 その 習性で 雌雄 翅を 交して、 とまって ゐ るの を 見ての 歌と 取れ 

る。 小さい， U の 友な つかしく して 離れ やに ゐる樣 と、 稚の下 枝と いふ、 それに ふ さはし い^と 

に、 小さい 物に 對 する 憐 みと. g しさと を 感じての 歌で ある。 西 行と して は、 やや 感激の^ 蒲な 歌 

であるが、 その 心 持 は 感じられて、 拾て 難い 作で ある。 

n しらす 

雜の耿 


後 篇 

(一！  二  II) 身にしみて もの 荒らげなる けしき さ へ あはれ を せむ る 風の 音 かな 

「もの 荒らげなる けしき」 は、 荒い 様子で、 秋から 冬へ 一旦っての 風。 「あはれ をせ むる」 は、 あ 

はれ を 感ぜよ と 迫って 来る。 

身に 沁みる 上に、 荒い 様子に 聞え るのまで も、 あはれ を 感ぜよ と 迫る 風の 音で は あるよ。 

秋風 を 聞いて ゐ ての 感と 取れる。 秋風が 身に 沁む ものであるのに、 加へ て 荒い 音まで も 持って 

ゐて、 聞いて ゐ ると、 あはれ を 感ぜよ と 迫って ゐる やう だとい ふので、 秋風に よって あはれ を 催 

される ので はなく、 本來 あはれ を 感じよう として、 秋風 を その 刺戟の 一 つと 見、 そして 刺戟の 强 

ぃ戕 態を呈 して ゐ るの を 喜んで ゐる 心の ものである。 當 時の 敎養 ある 階級の 心の、 西 行に 持 たれ 

てるる もの を 語って ゐる 歌で ある。 

\^  (一  I  一一  II 一) 訪ふ人 も 思ひ絕 えたる 山里の さびし さなく ば 住み |#- からまし  ；；？ 

r 訪ふ人 も 思ひ絕 えたる」 は、 尋ねて 來る 人まで も、 思 ひきって ゐる、 卽ち つまらな さに 諦め 

二  5.*; 


一 一 五 七 

てゐ るで、 「絶え」 は 「人」 の緣 一？ i。 「さびし さなく ば」 は、 多分 は 冬の 山里で、 慰めと なるべき 

何物 もな く、 ある もの はさび しさ だけ だとし、 もし 此の さびし さもなかったならば。 

尋ねて 來る 人まで も、 今 は ひきって ゐる 冬の 山 m 一の、 もし 此の さびし さがなかったならば、 

かう して 我が 住んで ゐ るに、 住み： いこと であらう。 

冬の 山 m- に、 ひとり、 さびし さ を ffl 乎と して 住んで ゐ ての 心で、 もし 此の さびし さがなかった 

ら 化み からう と 忍 ひやった 心で ある。 「さみし さなく ば 住み 愛から まし」 とい ふこと は、^;^ 

からい ふと 一見 矛 した、 わかり かねる やうに 感じられ るが、 西 行から いふと 問題と はならない 

自 明な ことであった、 リフ。 それ は本來 は！ S: 行 もさび しさ を 好む 人で あつたと は 思 はれない が、 怫 

ャ3 を 修めようと 志し、 それに は， がーに、 周 函の刺 戦に よって 散乱 させられる 心 を 狼 中させる 必要 

を 感じ、 その 時には 身 を 刺 のない 境に 澄 かう としたので、 さびし さと は その 必要 を充す 境な の 

である。 時には さびし さが 反って 刺 战の强 過ざる ものと なり、 负^ にも 感じた ので あるが、 大體 

はさび しさに よって 心 を. 扱 させて ゐ、 その 喜び を 味って ゐ たこと ゝ思 はれる。 卽ち さびし さ を 

雜 のお 


後 篇 

重ん やる の は、 さびし さその 物が 好ましい ので はなく、 さびし さに よって 與 へられる もの を無ヒ 

の ものと したから である。 今 は それ を 表面的に いった ものと 取れる。 落着いた、 安らかな 調べ を 

持った 歌で ある。 この 心が 自然な ものに 感じられた 時の 歌と 思 はれる。 

^(一一 一一  S) 曉の 嵐に たぐ ふ 鐘の音 を 心の底に こた へ てぞ 5?  く 

「嵐に たぐ ふ」 は、 嵐に 伴って 來 るで、 嵐に 運ばれて くる 意。 

嘵の 嵐に 伴って 來る 寺の 鐘の音 を、 心の底に、 沁みさせて 聞く ことで ある。 

r 曉の 嵐」 は、 曉に 吹く 嵐で、 下の 「鐘の音」 の關 係で、 山から 吹きお ろして 來る ものと 取れ 

る。 いは ゆる 秋の. K 草 を 枯らす 嵐で、 嵐 は あはれ の 深い ものである。 それに 運ばれて 來 るの は 山 

寺の 曉の 鐘の音で、 その あはれ はいふまで もない。 この 二つの あはれ の 一 つに なった 音 を、 「ひ 

の 底に こたへ てぞ 聞く」 とい ふの は、 あはれ を 身に； g めて 聞く 意で ある。 餘情 によって 生きよう 

とする 歌で ある。 


え、 


、b(i) 待た れつる 入相の鐘の 音すな り 明 曰 もや あらば 聞かむ とすら む 

「待た れつる 入相の鐘」 は、 「入相の鐘」 に、 佛者 としての 往生の 心 を も 持たせ、 その 時が 待 

たれて 來 たとの ず： を 持たせた もの。 「明日 もや あらば」 は、 若し 明 曰と いふ ョが 我が 上に あった 

ならばで、 大法に 身 を 任せた 心の もの。 

待 たれて 來た 入相 卽ち 往生 を 示す 鐘の音が 開え る ことで あるよ。 もし 明日と いふ 日が 我が 上に 

あったならば、 M かう とする ことで あらう。 

佻^と して 死生 を 超えた 心 を 持ち、 安心して 往生の tn を 待た されて 來た、 その 往生 を 意味す る 

入相の鐘 を ra いて ゐる感 である。 四 五 句 は、 往生が 明日に 延びたならば、 明日に しょうと いふの 

で 、「や」 の^を 入れて いって ゐ るの は、 一に 大法に ゆ. たねて 私意 を 挟まない 意 を 示して ゐるも 

ので ある。 1:5- 如と したと ころと 共に 緊張 を； S つた、 かう した 心に ふさ はしい 調べの 歌で ある。 

s-g- に： みける に、 たはぶ れ跌 とて 人々 よみけ ろ を 

麵 の 


後 篇 

#(ー 一  iHO  '竹た めて 雀 弓 はる 男の 童 ひた ひ 烏帽子の ほしげ なる かな 

「たは ぶれ 歌」 は、 誹諧 歌の 意で ある。 「人々 よみけ る を」 は、 大勢が 詠んで ゐ るの を 見て で、 

自分 も 詠んだ の 意。 「小 竹た めて」 の 「しの」 は、 r 德」 で、 篠の 性質と して 群生して ゐる 所で、 

そこに 雀が とまって ゐる ことが、 「雀 弓」 で わかる。 「ためて」 は、 今 も 口語で いって ゐる、 ^ふ 

意。 「雀 弓 はる」 の、 「雀 弓」 は、 雀 を 射る 弓。 「はる」 は、 張る で、 弓 を 張る 意。 「ひた ひ烏帽 

子」 は、 賤民、 又は 童の した もので、 額の 所に 着ける 小さい 烏帽子。 

篠を硯 つて、 雀 弓 を 張って ゐる 男の 童の、 額 烏 情 子の ほし さうな 樣子 である ことよ。 

男の 童の 勇ましげ な 恰好 をして ゐ るの を 見て、 可愛らし さ を 感じ、 額 烏帽子 をして ゐ ない、 さ 

せて、 もっと 引き立た せて やりたい と 思った 心で ある。 西 行 は 小さな もの、 愛らしい ものが 好， さ 

で、 さう した もの を 詠んだ 歌が 可な り ある。 これ も その 類の ものである。 - 

(11) 入相の 音の みならす 山寺 は 文 讀む聲 も あはれ なりけ. 9 

二. K  0 


二. K 一 

「文 讚む g^o あはれ」 の 「文」 は、 「山寺」 のこと であな がち 經 文と 取れる。 「經」 とい はない 

の は、 「あはれ」 が 暗示して ゐる やうに、 意の 稽古の 物で、 怫 前の それで はない からと 取れる。 

「あはれ」 は、 身に： S むと いふ 意で、 幼い 聲で讀 むの が、 殊勝に 問える ところから いって ゐるも 

のと 取れる。 

人相の i§ の 昔ば かりで はなく、 山寺 は、 童の 稽古の 爲に讀 む 經の磬 まで も 身に しむ もので あ 

ろよ a 

前の 欲と 同じく、 小さい お を あはれ む 心からの ものである。 軍 純な 材で、 說明 的に いった もの 

であるが、 その 揚の 光景が 眼に 浮ぶ 歌で ある。 調べの 力と E 心 はれる。 

百^の 耿 の屮、 ^十： 

：:^  (一  115 穴に なりて； じ 港 を 出づる 船の 行方 も 知らす IT さ 分れぬ る 

「4^ になり て」 は、 一 しょに なって。 「行方 も 知ら. ず」 は、 何 所へ 行く のか も 分らす。 

I しょに なって、 w じ 、を 消ぎ 出した 船が、 沖へ 來 ると、 それらの 船が：！： 虚へ 行く かも 分らす 

雜の £^ 
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に IT き 別れる ことよ。 

港 を 出た 船の、 沖で 感じる あはれ である。 旅の 宿での この あはれ は、 誰も 感じさせられる もの 

であるが、 それが 海の 上の 船で あれば、 一層 深い ことが 思 はれる。 まして 當 時の 航海で は、 心細 

さ を 通して あはれ が 深かった ことと 思 はれる。 

グ 

ノ 力 (11 一 一 お) さまざまの あはれ ありつる 山里 を 人に 傳へ て 秋の 暮れけ る 

「さまざまの あはれ」 は、 いろ./ \ の 身に、 沁 むこと で、 下の 「山里」 における 生 >is の 上での 感 

銘。 「山里 を」 は、 修行の 爲に 籠った 山里の、 そこでの 庵で、 庵は餘 情と なって ゐる。 「人に へ 

て」 は、 その 庵 を 人に 讓 つてで、 「人」 は、 同じく 修行者で、 r 傳 へて」 は、 庵 を 道場と 見る 上 か 

ら の詞。 「秋の 暮れけ る」 は、 最も あはれ の 深い 時として いって ゐる。 

いろくの 身に、 沁 むことの あった 山里の 庵 を、 同じ 志 を もって 籠らう とする 人に へて、 秋 も 

暮れた ことで あるよ。 

二 


二. v;-\ 

庵な ど は、 今 も 11: じ 心の 人が、 繼ぎ/ \ に往む ものにして ゐる。 此の 歌 も、 西 行の 一時 籠もつ 

て ゐた山 ai の 庵 を、 他の 人に 傳 へたが、 折 柄 秋の 暮れで、 西 行と して は、 その 庵での 來し方 を 今 

更に P いひ 出させられ、 折 柄の 秋の 終. 9 の あはれ を 目に して、 あはれ が 取 集めて 感じられ たと 見え 

る。 靜 かに、 心 を 抑へ ていって ゐる、 それが 調べと なって ゐて、 際立った 所 はない が、 心 を捉へ 

ろ 力の ある 歌で ある。 

*^io) 波萵き 菠屋の 沖 を歸る 舟の 事なくて 世 を 過ぎむ と ぞ思ふ 

rknsLJ は、 大阪； t の 一 部で、 歌枕と なって ゐた。 「歸る 船の」 は、 沖から へ歸る 船の 如く。 

「がなくて」 は、 無難に。 

波の. S い St 屋の 沖から、 ^へ 51 つて 來る 船の やうに、 我 も 無難に 此の世 を 過ぎたい もの だと 思 

ふこと， た。 

isg の m での § ゆ： と 5^ はれる。 I" 通の 人情に 過ぎない もの だが、 率直に、 思 入って いって ゐる 


後 篇 

ので、 感の ある ものと なって ゐる。 怫道 修行 も、 要するに 「事なくて 世 を 過ぎむ」 願 ひからの こ 

とで ある。 危ぃ海 を 渡る 船 を 見て、 身 世 を 思 はせられ たの は、 たと ひ佛 者と はいへ 當然 のこと で 

ある。  - 

讃岐へ おはしまして 後、 歌と いふ： との 世に いと 閗ぇ ざり ければ、 寂然が もとにい 

ひ 遣し ける 

、|  011111) 言 の 葉の 情絕 えぬ る 折 ふしに あり 逢 ふ 身 こそ 悲し かり けれ 

r 讃岐 にお はしまして 後」 は、 崇德院 が 讃岐に 御 遷幸に なって 後 は。 「歌と いふ ことの 世に いと 

聞え ざり」 は、 歌の 励 撰と いふ ことが、 世間の 離に 全く 上らない。 「言の葉の 情」 は、 歌 を 言 ひ 

かへ たもの。 「情」 は、 趣の 意で、 今 は、 歌の 事の 意で、 勅撰と いふ こと を 暗示した もの。 「絕ぇ 

ぬる 折 ふし」 は、 連綿と 續ぃ たことの、 世情の 爲 に屮絕 して ゐる折 柄で、 歌の 觔撰 は、 ，|. ぎ 一 代 

の 盛事と して 行 はれた ことで、 泰平の 御代 を も 語る ことであった。 「あり 逢 ふ 身」 は、 生まれ 合 

せた 身。 

二， K 四 


二. V； 五 

歌の 趣の あら はれる 刺 携の御 の 中絶した 折 柄に、 生まれ 合せた この 身 は、 それが 何よりも 悲 

しい _ ^けで あるよ。 

勒撰 和歌 狼と いふ ものが、 常時 何の やうに 思 はれて ゐ たか、 叉 歌人 を もって 任じて： Q る 西 行 や 

寂然な どが、 ^撰の作^^とぃはれることをぃかに重大なことに思ってゐたかが窺はれる0-出家の 

でも、 歌に はこれ だけの 關心を 持ち、 义 それ を矜り ともして ゐ たと 見える〕 西 行と して は、 そ 

の 欲 人と いふ こと は、 法師と いふ ことに は 較べられない 一： sfK な ことだった と 見える。 

十：； さとの 心 を 

ひ (11) 野邊になりてしげき淺茅をゎけ入れば^；^か估みけむ石ゃゑの跡 

「心 を」 は、 あはれ をに 近く、 それ を 詠む で、 題詠の 意。 「石 中 ゑの 跡」 は、 礎石の 意で、 礎 

の ある、 { おの 跡と いふまで、 5g いての 感嘆が 略されて ゐる。 

古さと は 肝と 變 つて、 そこの 懿く 生えて ゐて淺 茅 を 分けて 入る と、 君が 住んで ゐた 跡の 礎が あ 

る ことよ。 

ti の K 


後 0 

古里の あはれ として は、 自分自身の ことよりも、 自分より 貴い 人の 方が、 その 荒 廢に對 しての 

あはれ が 深い。 叉、 そこに 何もない よりも、 聊の 物の ある 方が 却って あはれ が 感じられる。 この 

歌 はさう した あはれ を 集めた ものである。 題詠で は あるが、 實感 味の 感じられ るの は、 當時 かう 

した こと は 眼前に 幾ら もあった からで あらう。 

行 基 菩薩の 何處 にか < ^を隱 さむと 書き 給 ひたろ 事 思 ひ 出されて 

ぐ 霊) いかにせ む 世に あらば や は 世 を も 捨てて あな 憂の 世 やと 更に 思 はむ 

「， いかにせ む」 は、 何う しょうで、 思 ひ 迷っての 心。 「世に あらば や は」 ^、 「や は」 は 疑で、 

っ^」 と 同じで、 もし 普通の 世間に ゐる 身であった ならばに、 「や は」 の 添った もので、 この 「や 

は」 は、 意味と して は、 初 句へ 繽く。 「更に 思 はむ」 は、 改めて 思 はう。 

可う しょうか。 もし 世間に ゐる 身であった ならば、 かう した 時には 世間 を 拾て て、 ああ S い 世 

の 中 だと、 改めて 思 ふだら う。 

出家 をして、 世間の 憂さから は 離れた はやの 身に なった 後、 さう した 身分に も拘ら す甚 しく 变 

二， K-V; 
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いことの あった 時の 心で、 こんな 時には、 もし 以前の やうに 世間に ある 身なら ば、 これ を 機會に 

を 拾て て、 ああ 変い 世 たと 改めて m わ はう とい ふので、 世の い 時には、 厥って 拾 てること 

によって それから 脫 れられ るが、 旣に 出家の 身の 今に は、 それ も 出来ない と當 惑した 心で ある。 

浪 迷した 心 を 披瀝した ものである ことが、 一首の 調べで 感じられる。 出 〔欲 後、 時として 排 つた 西 

行の 心境 を 窺 はせ る 歌で ある。 

山收述 法師、 人々 す、 めて }c 竹^よ まぜ 侍りけ るに、 いなび て 熊 野へ 詣で ける？；^ にて 

^に、 何^も 衰へ ゆけ ど、 この？； 51 こそ 世の 末 LLil らぬ もの はもれ、 なほ 此の 欲よ む 

ベ さよし、 別 (SJi 海、 三位 伎 成に 巾す と：；^ りて、 iia きながら この 欲 を 急； V 、詠み 出 

して しけろ 

, ガ (一 5) 末の^ もこの 情の み變ら すと 兄し 夢な くば 餘 所に 間 かまし 

「いなび て、 熊 野へ 詣で」 は、 斷 つて、 紀 伊の 熊 野へ 參詣に 行く。 百^：：歌は、 力 ありと！？ i め 

られ てゐた 入の する ことにな つて ゐた。 それ を勸 めた 寂 蓮 は、 常時. S 名な 歌人の 1 人で ある。 そ 

纖 の 欲 


後 0 

の 事から 見ても、 その 人から いっても、 斷る 方が 不自然に 見える ものである。 西 行 は それ を斷っ 

て、 熊 野へ 詣で たとい ふの は、 本意 は 歌に はない、 佛道 であるとの 心からの ことと 思 はれる。 し 

かしこれ は、 西 行の 歌 を通讀 すると、 當 つて ゐ ない ことで ある。 逆て さう した 所に、 西 行の 氣 

むづ かし さの 見える ことで ある。 「世の 末に 變らぬ もの は あれ」 の、 「世の 末」 は 末世の 意。 佛典 

に、 世が 移って 末世 卽ち惡 い 時代が 來 ると いひ、 大體 その 時 を 指して ゐる。 この 時代 は、 その 時 

に當 つて ゐた。 一方、 京都に 未曾有の 戰亂 もあった ので、 一層 それ を 信じて 、絶望的に なって ゐ 

たので ある。 末世に も變ら ない、 卽ち惡 くなら ない もの は、 歌 だけで あるの 意。 「別 當堪 海、 三 

位 俊 成に. S. す」 は、 熊 野の 別當 の僧湛 海が、 三位の 籐原俊 成に いふで、 俊 成 は 常時の 歌 界の權 威 

となって ゐた。 「驚きながら」 は、 目が 覺 めながら で、 覺 める か覺 めない に。 「この 情」 は、 S 

の 情で、 歌の 意。 

末世で も、 この 言の葉の 情 卽ち歌 だけ は變ら ない と 見た、 その 夢が もしなかったならば、 百 首 

歌の こと は、 無關 係の ことに 開いた であらう。 

二 六 八  • 


二， K.^ 

行と いふ 人の、 いかにも^ むづ かしく、 祌經 質で、 そして 人の 良かった こと を 語って ゐる詞 

は：： である。 氣むづ かし さは 上に-: ム つた。 神經 質な の は、 見た 夢で あるが、 さう した 夢 は、 斷 つた 

ほ 首 歌の ことが 餘程氣 になって ゐた爲 の ものと 取れる。 「別當 港 海」 が 見えた の は、 歌 は 神佛の 

1:^ みした まふ ものと なって、 i!;;? 心に 關 係の ある ものと なって ゐた爲 で、 义 「俊 成」 は、 歌人の 代 

おとして であらう。 夢で は あるが 合理性 を 持った もので あな。 「驚きながら、 急ぎよ み」 は、 西 

行の 3$!-：2{ さ を 思 はせ る ものである。 歌 は挨救 代りの もので、 一と 通りの ものであるが、 一一； 四 の 句 

は、 斷.^ を 取消す につけても、 现 |g をつ け、 廿く はない 意 を 見せた もので、 西 行の ねけ じ 魂 を 示 

して ゐる ものである。 

紫效が もとに、 佼？ „w と：.， おり 八" ひて. 述 し 侍りし- 11 

(-§) 柯 がに とまる 心の ありければ 更にし もまた^ の^はし き 

「柯^ にと まる 心」 は、 何う いふ^に 執着す る 心で、 その r^^」 は、 佌 ii の 喜。 「更にし もま 

> は、 <HS- に 义で、 「しも」 は强 め。 

雜 の ii^ 


後 篇 

,牝 間の 何う いふ 事に 執着す る 心の あるので、 今更に 又 世間が 厥 はしく 思 はれる ので あらう か。 

素覺も 俊惠も 僧で、 それに 西 行 も 加 はって、 世間話 もした ことと 思 はれる。 第三者の 立 揚に立 

つて、 かう した 人達が 世間話 をしたら、 不平が 起る にき まって ゐる。 西 行 は その 不平 を隆 しんで、 

世 を 拾て た 身に は、 何の 執着 もない はやで、 執着がなければ 不平 も 起らない はやで ある。 何事に 

執着が あって、 この 不平で あらう と、 我と 我 を 怪しんだ ので ある。 理智 的な 心 を 働かせて 4111 已批 

^をした ので ある。 西 行の 心境の 程度 を、 我と 語って ゐる ものである。 

0 しら す 

-タ (lEO いづく にも 住まれす ばた だ 住まで あらむ 柴の 庵の 暫 しなる i に 

r 柴の 庵の」 は、 r 柴」 を 「暫 し」 の 「暫」 と 同音の 繰返しで 懸けた 序。 

何處 にも 住まれないならば、 いっそ 住まぬ ことにしよう。 断 3 らくの 間の 世 だのに。 

「いづく にも 住まれ やば」 は、 修行者と して 諸 所 を 移住した の を 背後に 置いての 詞 であらう。 

それ だと 「住まれす ば」 は、 假定 としてい つて はゐ るが、 住んで ゐられ ない とい ふので はなく、 

二 七 0 


二 七 一 

住み：？^ い、 卽 ち主觀 的に 感じての ことと 取れる。 その 意味の 仗み Its いのは、 西 行の 孤 獨に堪 へな 

い 意 を 多分に 持 つた ものである。 「i:I しなる 世」 は、 消極的の 意味で いふので はなく、 生命 を 限 

りない ものと 觀、 現世 は その 一部に 過ぎない ものと して ゐる、 ^敎の 意で いって ゐる もので あ 

る。 ；：^ み： おくて、 或る 所の r 柴の 庵」 を 拾て ようとす る 際の 心と 取れる が、 大體は 思想 味の 勝つ 

たもので ある。  .  , 

老人 述 2^ 

グ  £ 

： な II) ふけに ける 我が身の 影 を 思 ふ 間に はるかに 月の^き にけ る 

「ふけ」 は、 老い。 「形」 は、 パに 映し出される 影法師。 

老ぃた我が，：^-の影法師を：：^て物を思ってゐる^1に、 映し出した：：：： は、 遙 かに 西へ 倾 いた ことで 

あ 一。 よ。 

ただ 一入、 の、^ つて さし 入る 室に 坐って、 ものに映し出される影法師の老ぃたのを相\.^に、 

； g を 5^ はせられ てゐ ると、 いつの^に かその 月 は、 遠く 西へ 倾 いたと いふので ある。 庵 {jPi にあつ 

職の R 


後 篇 

ての ことと 取れる。 思った こと は 多分 過去の さまざまな 事であった らうが、 月の 傾く も 知らな か 

つたと いふので、 靜 かな 心 を もって 眺め 返され、 味 ひ 返された ものであった らう。 ただ 時の 久し 

さ だけ をい つて、 內容 をい つて ゐ ない 爲に、 自然 かう した ことが 聯想され て、 それが 餘情 となつ 

てるる。 

題 しらす  • 

〈- (一一 一一 I 八) はら はらと 落つ る淚ぞ あはれ なる たまらす 物の 悲し かるべ し 

「たまらす」 は、 堪 へられす で、 今 も 口語で いふ。 「淚」 の緣 語。 「べし」 は、 想像。 

はら はらと 落ちる 淚は、 何う にも あはれ な こと だ。 こら へられす に 悲しい ので あらう。 

知る 人の 泣いて ゐ るの を 見る と、 自分の 泣く 時よりも つら いのは、 共通の 人 である。 何う い 

ふ 人と もい は 中、 唯 はげしく 淚を こぼす とい ふ I 點を捉 へて ゐ るの は、 一 に 聯想に 訴 へる もので、 

1 種の 技巧と もい へ る。 誰の 心に も觸れ うる 歌で ある。 

二 七 二 


一 一 七 ーュ 

ふ (爵) 山人よ 吉 野の 奥に しるべ せよ 花 も 尋ねむ 叉 思 ひ あり 

「.E 人」 は、 山に 化んで ゐる 人で、 普通の 人。 「花 も」 の 「も」 は、 感嘆。 「又 思 ひ あり」 は、 

思 ひが 义 もす るで、 久しくなかった こと を餘 情と した もの。 

山人よ、 士：： の 奥の 方に 粱內 をして くれ。 花 を 尋ねて 眺めよう とする 思 ひが、 叉 出て 來た。 

^老いて、 あれ 程好き であった 花 も 忘れた やうに なって ゐた 春の 或る時、 ゆく. 0 なく、 又 花で 

も见 ようかと いふ 氣の 起った、 その 心境 を、 無雜 作に 具象した ものである。 枯れき つた 歌で、 そ 

の 人、 その 時に 至らなければ：. M めない 性質の ものである。 老境と いふ ことが 餘情 となって ゐて、 

それが 味 ひ をな して ゐる。 

故鄉 の述懷 とい ふこと を、 常 I：； の 家に てた めな リ -,1 みける LL 罷り 八" ひて 

W(IEO) 衆き W を 幾 ひと 群に 分けな して 更に 昔 をし のび かへ さむ 

「ためなり；. 冰 みける に 罷り 八：： ひて」 は、 藤原爲 業が その 家で、 故鄉述^^とぃふ題で歌を；：冰み合 

つて； んる 所へ：：；： ク ふせて、 ，：：： 分 も.. ばんだ 意。 「繁き 好 を 幾 ひと 群に」 の、 「繁き 野」 は、 草の 繁っ 

雑の K 


後 篇 

た 野で、 題の 「故 鄕」 の樣。 「幾 ひと 群」 は、 「幾」 は 多くで、 下の 續 きで、 「lig を」 の 意と k 

れる。 「ひと 群」 は、 一 むらがり。 「分けな して」 の 「なし」 は、 變 へる 意で、 强 ひて 分けての 意： 

に 近い。 「更に」 は、 改めて。 「しのび かへ さむ」 は、 ^んだ 上に も^ばう で、 滿足 する 程に &ば 

，つ 0 

いく むら  むら 

草の 繁 つて ゐる 野の、 その 草の 幾 群 を 一 群の 如くに 强 ひて 分け入って、 改めて 昔 を、 滿足 する 

まで^ば う。 

題の 「故鄕 述懐」 卽ち故 鄕に對 しての 述懐の 心で ある。 故鄕は 荒れ 菜て て、 草繁き 野と なって 

しまって、 分け入らう にも 入り 難いまで になって ゐる。 離れて 見て ゐ て も あはれ であるが、 近寄 

つて 見やに は ゐられ ない ので、 强 ひても 分け入って、 滿 足す るまでに^ び 返して 悲しまう とい ふ 

ので ある。 故鄕 を^ぶ の は 悲しみで、 その 悲しみ は卽ち あはれ である。 この 歌 は その あはれ をむ 

さ ぼり 盡さ うとい ふので、 當 時の 詩情の 上に 立った ものであるが、 その 荒く、 烈しい もので あ 

る。 「繋き 野 を 幾 ひとむら」 とい ふ詞 は、 その r 繁き」 は 草で ある こと は餘 情で わかる が、 これ 

一 一 七 四 


一 一 七 五 

は 木 歌 を 取った 詞 であると 「古今 餘材」 (釋契 沖) は 注意して、 本 歌 は 古今 集、 哀傷 歌 「君が 植. 

ゑし 1 むら^ 虫の 昔の しげき 野邊 ともなりに ける かな」 であると いって ゐる。 それ， たと 妥 當な詞 

づ かひと なる。 ^ほ 此の 歌 は 新 古今 槃 十六 卷に 「題 しらす」 として 載って ゐる。 拙著 「新 古今 和 

歌^ itiJ の 此の 歌の 解 は 訂正す る。 

述懐の 心 を 

，ガ (131 ) 山 mi にう き^ 厭 はむ 人 もがな くやしく 過ぎし 昔 語らむ 

「^瓜に」 は、 庵の ある 山里に で、 修行 をす る爲の 所。 

山 m, に、 き 世 を 服 ふ 人の ゐて ほしい ことで ある。 その S き 世に立ち まじって、 念な さまで 

過ぎた 我が 昔 を 語らう。 

修行の 爲に もった 山 m にゐ て、 その 甲斐が あって、 うき 世 を 離れた 身の 歡びを 味 ふと 共に、 

ti: てあつた うき^の 生活 を 顧みて、 淺 念な ものに 感じて、 もし R 心の 人が ゐ て、 II 悔の 心で それ 

を ^3 したなら ば、 八，' のこの 心 持が 一 暦 強く 味 はれようと、 無意識の 屮に 思っての 心で ある。 落^ 


後 篇 

いた 調べ を 持った 所から、 西 行の 晚 年の 心境ではなかった かと 思 はせられ る 歌で ある * 


，v*" さま. 


^  (ー藝|) 昆れ ばげ に 心 も それにな りぞ 行く 枯 野の すすき 在 明の 月 

「見れ ばげ に」 の 「げ に」 は、 如何にも、 云 はれる やうに。 「なり ぞ 行く」 は、 變 つて 行く。 

見て ゐ ると、 いかにも 云 はれる やうに、 心が その物に 變 つて 行く。 枯 野の 薄に、 叉 在 明の 月に。 

己れ を签 しくして 物に 對 して ゐ ると、 心が その物と 一 つに なって、 差別の ない 物になる とい ふ 

こと は、 詩文の 上に も、 經 文の 上に も ある ことで ある。 今 は それ を、 枯 野の 蒲と、 在 明の 月と で 

體驗 して、 實 にもとう なづ いた 心で ある。 擇んだ 物が、 幽寂な、 いは ゆる あはれ な 物ば かりで あ 

る 所に、 西 行の 面目が 見える。 


^  (ー輕 一) 山 深く さ こそ 心 は 通 ふと も 住まで あはれ は 知らむ もの か は 

「山 深く」 は、 山の 深い 所で、 出家して 籠もる 所と していって ゐる。 「さ こそ」 は、 问の やう 


二 七 七 

にの 意。 「か は」 は、 反語。 

山 深い、 卽ち 出家して 籠もる 所 を 慕って、 何の やうに 心 は！^ はせ ようと も、 そこに 住む のでな 

ければ、 その あはれ は 知られよ うか、 知られない。 

山 I 化い 所に 饞 もって、 その あはれ さ を 身に 沁 ませて、 顧みて 世の 人の、 山 を ゆかしむ 心 を 思つ 

てのもの である。 誰に も 額け る 心で ある。 しかし 山 深く 籠もる の は、 怫逬 修業の 爲 である。 そこ 

ザ r  , での 所^ を、 「あはれ」 とい ふ 詞で現 はして ゐ るの は、 常時の 修行の 何う いふ ものであった かと 

出 八に、 西 行 の 心境 を も 窺 はせ る ものと して； ぼ 意され る。 

%IIB;、 数なら ぬ 身 を も 心の あり 額に うかれて は 叉歸. 9 來 にけ り 

r 數 ならぬ 身 を も 心の あり； i に」 の、 r 數 ならぬ 身 を も」 は、 物の 數 にも 入らない、 卽ち つま 

むない 身 を もで あるが、 その 比較 は、 下の 「心」 を！^ 準と した もので、 い 人 は 心 ある もの、 .si- 

しい 人 は それの ない ものと して 一. ム つて： Q 乙と 取れる。 「心の あり 額に」 は、 「心」 は あはれ を 知る 

親の^ 


後 篇 

とい ふ 詩情の 上の それで、 「あり 顔に」 は、 ない のに ある 様子 をしての 意。 「うかれて 义も歸 り 來 

にけ り」 の 「うかれて」 は、 與に乘 つて 心の 浮き立つ の を、 今 もい つて ゐる詞 で、 ここ も あはれ 

に 俘 かれて。 「叉 も」 は、 以前あった のに 重ねて。 r 歸り來 にけ り」 は、 田舍 から 都へ 歸 つて 来た 

とい ふのに、 感嘆 を 添へ たもの。 その 田舍 は、 修行の 爲に 行って ゐた ところ。 

西 行が 修行の 爲に 田舍に 行って ゐて、 たまく 都へ 歸 つて 來た 時、 久しぶりで 見る 都へ 對 して 

獨 語した ものと も-または 都の 人の 誰かに 對 して 挨 移の 心で いった 歌と も 取れる。 後の もので はな 

いかと 思 はれる。 一首 は 二 物の 數 にも 入らない 此の 身 を も、 あはれ を 知る 者の やうな 様子に、 あ 

はれに 浮かれて、 又も 都に 歸 つて 來 たこと であるよ の 意と 取れる。』 卑下しての 詞の やうに 兑 える 

が、 それ は 外見で、 r 數 ならぬ 身 を も」 は、 「心」 卽ち あはれ を 知る の は、 都の 貴い 人の ことと し 

ていって ゐ るので あるが、 それ は 人 を 階級 的に 見ての 上の ことで、 いはば 儀禮 的な 言 ひ 方で あ 

る。 あはれ その物から いへば、 西 行 は 身分 は 低い が、 あはれ に 責められて 惱ん でゐる 人で ある。 

しかし 階級 的に いへば、 今 は 出家した 世 外の 者で、 今 は あはれ などと いふ ことに は拘 はりの ない 

二 七 八 =, 


二 七.^ 

はすの 身で ある。 その 世 外の 身と いふ こと は、 西行に取っては衿りでぁらぅが、今は^2禮として、 

ぁはれに遠ぃ，：^^とぃふことを、 r, 故なら ぬ 身」 と； In ひかへ たものと 思 はれる。 大體 此の 歌 は 解し 

にくい ものであるが、 それ は 西 行の 心に 矛盾が あるのに、 それ を 無い が 如くい はう として ゐ るが 

^である。 is: 行の 都へ 歸 つて 來 るの は、 あはれ に 浮かれる ので はなく、 山里の 寂し さに 椹へ きれ 

す、 人 戀 しさに 驅り 立てられ るが 爲 である。 しかし 今 は それと は 云へ ぬので、 あはれ の 無い 身が 

あり 颜 にと 取りつ くろ ひ、 その あはれ のない 身と いふ こと を 「數 ならぬ 身」 と 言 ひかへ てゐ る、 

この 無理が ー赏を 解し 難い ものと して ゐ るので ある。 西 行の 心境 を 語った 歌と して は、 矛盾の 複 

雑と、 ねけ じ 魂 を 示して ゐる、 味 ひの ある 歌で ある。 

高な- 院の御 時、 傳 へお 〈ぜ さすろ^ リけ ろに、 ^$1き5^へて侍りける 

#^  0.S 跡と めて きを i:^ ふ 世なら なむ 今 も あり 經ば i::" なるべし  . 

1 

「^ならな む」 は、 時代であって ほしい。 「今 も あり 經ば」 は、 現在 も 亦、 過ぎ去つ てれけば。 

^を^け て、 十：： い ゆ. 《 代の こと を jii- ふ 時代であって ほしい。 現在 も、 過ぎ」 ぶったならば、 同じく 

雜の砍 


後 篇 

昔と なること であらう。 

事に つけて 上聞に 達した、 西 行の 述懐で ある。 御代 は 平家 全盛の 高 倉院の 時代で、 現在の みが 

珍ら しく 貴く、 昔 は 顧みられなかった ことと 思 はれる。 身 は 武臣で あつたが、 王朝の 生活 氣 分に 

浸って 過した 西 行 は、 現代の 様が 苦々 しく、 過去の みの 戀 しかった こと は 察し やすい。 上 開に 達 

しょうと する の は、 西 行の 身分と して は 思 ひきっての ことであった らう。 西 行の 全體 としての 心 

持の よく 窺 はれる 歌で ある。 

題 し ら す 

l-cg ひ 曇りな き 鏡の 上に ゐる塵 を 目に 立てて 見る 世と 思 はば や 

「目に 立てて 見る」 は、 目に 立つ は、 今 も 口語で 使って ゐる。 態と 目に 立た せて 見る。 

曇りない 鏡の 上に 置いて ゐる塵 を、 態と 目に 立た せて 見る 世 問と n 心 はうよ。 

自身の 上 か、 又は 信じて ゐる 人の 上 かで、 世間が 聊かの、 いふに も 足りない こと を 首 ひ 立てて 

非難した 時の 述懐と 思 はれる。 第三者の 冷酷 は、 むしろ 人間の 本能と もい ふべき もので、 个はそ 

r  AO  , 
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二八 一 

の對 象と された 側の 心で ある。 激して ゐな いのは、 さすがに と 思 はせ る。 

OS よしあし を 思 ひ 分く こそ 苦し けれ 唯 あら るれば あられけ る 身 を  リ 

「唯 あら るれば」 は、 「唯」 は 上 を 承け て、 何も 思 はすに の 意。 「あら るれば」 は、 させて 見 

れば。 「身 を」 は、 ，！^ である もの を。 

lug, プゲ -辨^ する こと は ijg めて 卞！： しい ことで ある。 何も 思 はやに 生きて 居させて 見れば、 居させ 

、t ，れる 身で ある もの を。 

「よしあし を 思 ひ 分く」 は、 いは ゆる 文字 を 知る は 爱忠の 初めで、 常識に なって ゐる もので あ 

る。 行の 此の は その S:i 度の もので はなく、 善惡 に惱 まされて ゐた 身が、 老來 それ を 離れて 安 

ら かに ゐられ る 時が 來て、 板 返って、 以前 その 爲に惱 まされた 時 を 思って、 現在の ことの 如くに 

憐んだ 心で あろ。 この 含 iK- は 四 五 句に ある。 理！？ の ものであるが、 感激と していって ゐ るので、 

ゆの ムる、 又餘^ の ある 歌と なって ゐる。 

雜 C  R 


後 篇 

^  (Ija 八) 世の中 を 夢と 見る見る はかなく も猶 おどろか ぬわが 心 かな 

「夢と 見る見る」 の 「夢」 は、 彿 典に 人生の 譬 としてい つて ゐる 語。 「見る見る」 は、 見なが 

らで、 靴に 見て ゐる 心の もの。 「おどろかぬ」 は、 目覺 めぬ で、 「夢」 卽ち 眠より 覺ぬ 意。 

の の 中 を、 さながら 夢 だと 見い 見い しながら、 はかなく も、 やはり 夢から 目覺 めすに ゐる 

わが 心で あるよ。 

と 我 を 嘆いて ゐる 歌で ある。 いふ 所 は 常識と なって ゐ たもので あるが、 强ぃ 感激 を もってい 

つてる る もので、 實感の 伴って ゐる ものである。 出家 以前の 詞と いふ 形 を 持って ゐ るが、 それと 

は 限らない もので、 多分 は 出家 後、 我と 鞭打った 心で はない かと 思 はれる。 

、 ^  (i)  5. 犬 竹の 今い く 夜 か は 起き 臥して 庵の 窓 を あげお ろすべき 

r 吳 竹の」 は、 「いく 夜」 の 「夜」 に、 「ib」 と繽 き、 それ を 「夜」 に轉 じる 意での 枕詞。 

       ；     -—AislLI  k 


二八 一- 

个 いく 幾夜 を、 ， お起き をして、 この 庵の 窓 を 上げたり 下した. 9 する ことで あらう か。 

^<f§ も 八， は 幾夜もな いと 觀 じて、 離 かに 庵に 籠もって ゐる 心で ある。 幾何 もない とい ふこと を 

「幾夜」 とし、 それ を 「起き 臥し」 にし、 更に 鹿る とて 「下ろし」、 明けた とて 「上げる」 窓の 

戶 によって：：^ 象 させて ゐる ことが、 心靜 かさ を 現 はす ものと なって ゐる。 境涯の 現 はれて ゐる歌 

である。 

\ VS その 筋に 入りな ば 心なに しかも 人目 思 ひて 世に つ つむらむ 

「その^に 人 りなば」 の 「筋」 は、 今 も 口語に、 筋の 立って ゐる 人、 筋のと ほった 食べ ものな 

どい ひ、 に 叶った とい ふ^に 川 ゐてゐ る。 その^に 入り 得たならば。 「人 nE 心 ひて」 は、 人の 

批.れを^^にしてとぃふ2|1の.^-のもの。 「^につつ む」 は、 ^問 に る 意。 

その f;3 に 人. ^得た なにば、 心が、 何 だって、 人の 批評 を氣 にし、 ^問に ^：り などす るので あら 

.っ0 

載の^ 


後 篇 

他人に 對 しても 云 ひ 得る ことで あるが、 多分 我と 我に 向って いった もので あらう。 「人 EE 思 ひ 

て 世につつ む」 とい ふ感を 自分自身に 持って ゐ るのに 對し、 心が まだ その 筋に 入って ゐ ない 爲と 

思って、 我と 我を勵 ました ものと 取れる。 「筋」 とい ふの は怫 道の 上の ことで あらう。 修行 中の 

或 時の 實感と 思 はれる。 

友に 逢 ひて 昔を戀 ふるとい ふこと を 

^  (一一  ml) 今より は 昔 語 は 心せむ あやしき までに 袖し をれ けり 

「心せむ」 は、 注意し ようで、 止めよう の 意。 「袖し をれ」 は、 涙に 袖の しめった 意。 

これから は、 昔の 思 ひ 出 話 は 止めよう。 したので、 いぶかし いまでに、 袖が 湯った ことで ある 

よ 0 

昔戀 しい 思 ひ 出 話に 滿 足した 後の 心で ある。 しみ.，^ とした、 心 足りた 氣 分が 調に 現 はれて： Q 

る。 人 一 倍 昔を戀 しがる 西 行であった ので、 實感 として 持って ゐ たもので あらう。 

二  v<wl  . 
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な r> け 

$  il) 情 ありし 昔の み猶 しのばれて ながらへ ま 憂き 世に も あるかな 

「情 ありし」 は、 趣の あつたと いふ 程の 意。 「ながらへ ま 憂き」 は、 生きて ゐる ことの ぢぃ。 

趣のぁった=^;"の^3^はかりが、 やはり 思 はれて、 生きて ゐる ことの 辛い^で は ある ことよ。 

「^ありし 昔」 とい ふの は、 保 元、 平 治の 亂を 境界と しての 以前の 世で、 「^」 とい ふの は、 

武 {冰 時代と 取れる。 その 双方の^ 界に S つて ゐた西 行に は、 「昔」 はいかに もな つかしく、 八/が 

淺 ましい 世に见 えた ことで あらう。 注意され る こと は、 政治 を 直接に 問题 にす るので はなく、 文 

化と いふより はむしろ 風雅の 方 を 問題と して ゐる ことで ある。 これ は官 ひか へ ると 生活の 驟 E1 氣 

の相述 である。 尤も 在俗の 時 も 身分 は 低く、 後に は 出家して ゐる西 行で あるから、 焚感 として は 

さう した 點に あったら うと はれる。 

^  (ー靈 ) 何^も^ を^けば なさけ ありて 故 ある さまに しのばる るかな 

「#3 を 開けば」 は、 i-" の 「さま」 を M けば" 「故 ある さま」 は、 巾 絡卽ち 尊い 傅統の ある 様。 

» の 欲 


後 篇 

何事 も、 昔の 樣を 聞く と、 趣の ある、 由緒の ある 樣に 思へ て、 なつかしく 思 はれる ことで あ. 

るよ。 

前の 歌と 同じ 心の ものであるが、 この 「昔」 は、 西 行が 眼で 見た それで はなく、 耳に is いて 知 

る 昔で ある。 前の 歌の 昔 を 遡らせて、 古い 程な つかしい とい ふので ある。 時代の 轉換に 遭遇した 

當 時の 人 は、 王朝の 最 盛時と された 延喜、 天 暦の 御代 を ひたすらに 戀 つて ゐた。 これ は懇 はざる 

を 得なかった ので ある。 今 は 文化の 上に ついていって ゐ るので あるが、 その 根本 は 政治の 上に あ 

る ものである。 

その かみ 志し 仕う まつ リ けろ 習 ひ に、 低 をの がれて 後 も、 賀茂 LL まゐ りけ る-.:、 ¥ 

高くな りて 四 國の方 修行し ける Li、 又 歸りま ゐらぬ こと もやと て、 仁 安三 年 十月 七 

日の 夜まゐ りて 幣を まゐら せけ リ。 內へ もま ゐらぬ ことなれば、 たな をの 社に とり 

つ ざて 參らぜ 給へ とて.； しけろ に、 木の 問の 月 ほのぼのと 常よりも 神 さび、 あはれ 

に 登え てよ みける 

3HIS) かしこまる しでに 涙の かかる かな 叉い つか はと 思 ふ あはれ に 


二八 七 

rg:!: の 方へ 修行し ける に」 は、 下の きから 见 ると、 修行に 出ようと しての 意で いって ゐる 

と 取れる。 「.M: へ もま ゐらぬ ことなれば」 は、 出家して 法 II となって ゐ るので、 社の 内へ は參れ 

ない ことなので。 「たな をの 社に とりつぎて」 は、 末社の たな をの 社の 宮人に、 取 f^e きての 意。 

「ほのぼのと 神 さび」 は、 ほのぼのとして ゐて、 神々 しくの 意。 「かしこまる しで」 は、 「かしこ 

まる」 は まるで、 まり 持つ 意で いって ゐる もの。 「しで」 は、 玉串に 若け る 木綿 又は 紙。 

^ズま.^持っ四\^^に、 一が の こぼれて かかる ことで あるよ。 义 いつの 曰か 參り る だら うと E わ ふ あ 

はれさの 故に。 

1 二 句の-おきに は 無理が あると E 心 はれる が、 調べ が^んで、 身に； S みる ものが ある。 皇窒を 初 

めと して、 一 般に 敬して ゐた ni^ の 社で は あるが、 -gn& の 信心の 程の 思 はれる 歌 ある。 


後 篇 

九、 哀傷 歌 . 

？かリ ありけ る 人、 はかなく なりに ける、 とかくの 業に 鳥 部 山へ 罷りて 歸 るに 

^(重) 限りなく 悲し かりけ り 鳥 部 山な きを 送りて 歸る心 は 

「とかくの 業に 鳥 部 山へ」 は、 「鳥 部 山」 は 火葬場で、 京都の 東 山の 中。 「とかくの 業」 は、 い 

ろい ろと 葬送の 事 をす る 意。 

限り もな く 悲しい ことで ある。 鳥 部 山へ、 亡き人 を 送って、 歸 つて 来る 心 は。 

この 上 もな く單 純に 悲しみ をい つた 歌で ある。 佛者西 行が、 少しも 敎の 旨に 觸れ す、 一 俗人と 

同じ やうに 悲しんで ゐる のが 注意され る。 その 悲しみ は、 單 純な 調べと なって 現 はされ てゐ る。 

ゆかりに つけて 物 思 ひけろ 人の 許より、 など か訪は ざら むと、 恨み 遣したり け 

る返リ ごと Li 

p(io あはれ とも 心に 思 ふ 程ば か- -ぃ はれぬべく は訪 ひも こそせ め 

二八 八 
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「ゆかりに つけて 物 思 ひける 人」 は、 緣の ある 人の 死んだ 爲に、 悲しんで ゐる ところの 人。 「な 

どか 訪は ざり ける と、 恨み 遣し」 は、 何 だって 今まで、 尋ねて は くれないの だと、 恨み をい つて 

来た。 「あはれ とも」 の 「も」 は、 感嘆。 

あはれ だと 心の 巾で m わって ゐる だけ 口 へ 出して い へ る ものであるなら、 直ぐに も訪 つたこと で 

あらう。 

C れ^な、 悲しみの 味 を 十分に 知って ゐる詞 で、 西行の人柄を思はせるに足..^る歌でぁる。 心 を 

1^ せない くら ゐ ならば、 むしろ、 默 つて ゐ ようとい ふの は、 普通に 似て #： 通の ことで はない。 

に 砲リて 

か §  ひ 出 で し X」 の 上 の の 道 絶 え て 松 風 高 し 秋 の 夕 簡 

「m わ ひ 出で し」 は、 下の 「塚」 で、 忘れて ゐ たもの。 「道 絶えて」 は、 わる 人がない ので、 

ゆ m が なくなって。 

思 ひ m した 山-: ヒ の^に^で ると、 そこへの^ はなくな つて、 松風が" く^って める、 秋の 夕 


後 篇 

闇に。 

「思 ひ 出で し」 とい ふので、 いささかの ゆかり は あるが、 平生は 忘れて ゐる 人と いふ こと を^ 

はして ゐる。 又 「秋の 夕闇」 で、 さう した 人 を 思 ひ 出した の は、 さみしい 秋の 夕， g であった こと 

も 現 はして ゐる。 一 首の 心 は、 墓が 寂しい とか 悲しい とかい ふ 感傷的の もので はなく、 管で 行 

く 途中の、 奥行の 深い、 限りなく 荒凉 とした 味で ある。 緊張した 心の もので、 或る時の 西 行の 死 

に對 しての 心 を 暗示して ゐる ものと 見られる。 單 なる 哀傷で はない。 誰の 墓と もい はない のま、 

今 は その 必要の ない 心 だからで ある。 

11 じさ まの 歎し けろ 人と ぶら ひナる こ 

パ (一 R) なきあとの 面影 をのみ 身に 添へ て さ こそ は 人の 戀 しかるら め 

「同じさ まの 歎」 は、 ここに は 引かない 此の 前の 歌が、 女に 死別した 男に 對 しての 歌で、 それ 

と 同じ 歎の 意。 「身に 添へ て」 は、 文字通りに、 夫婦の 共に るる 様子。 「さ こそ」 は、 さぞ。 「人」 

は、 死んだ 女。 

.  二. 5 


死んだ 筏の、 思 ひ 出の 面影 だけ を 身に 添へ て、 さぞ その 人が 戀し いこと であらう。 

死んだ 人よりも、 後に つた 人の さみし さ をいた はった 心で ある。 「身に 添へ て」 とい ふ II は、 

i ^神 的に も、 肉 的に もい へる 1 である。 今 は 肉？^ 的の 心の 强 いもので、 それが 「さ こそ 戀 しか 

るら め」 とい ふこの ^£；：^ になって ゐる。 「戀 し」 も、 從 つて 同様で ある。 しみじみと、 〈i{ ひ 入つ 

た 心で、 調べ も それに ふさ はしい ものである。 

無常の 欧め ま-;^ よみけ ろ 巾 に 

OS) いづく にか 眠り 眠りて 倒れ伏さ むと 思 ふ 悲しき^ 芝の 露 

「いづく にか」 は、 何^に かで、 下の 「倒れ伏さむ」 場所で ある。 ー所不住の修行^<?の、 何處 

で；^ や： すると も わからない 心 をい つた もの。 「ねぶ. 0 ねぶりて」 は、 眠 を m ねて で、 「倒れ伏す」 

は、 死、 .3 も 往丄。 「^芝の^」 は、 の 上に 生えて ゐる 芝の、 その 雜に a く、 〔^ じ、 「近 芝」 は 「倒 

れ 伏す」 ところ 「^」 は 命の 51^ 敢 なさ を-は；； 小した もの。 

何^^^に、 この やうに 夜々 の 眠 を ts! ねた 上で、 例れ 伏す ことで あらう か。 それ を ふと、 何れ は 

袞 m 耿 
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道 芝の 上で あらう が、 さう 思 ふと 悲しく 見える 道 芝の 露の 敢 なげな さまで あるよ。 

謂 は ゆるの たれ 死に をす る こと を覺悟 をして、 その 時 を 思 ひやっての 心で ある。 主として ゐ る 

所 は、 の たれ 死にの 覺 悟ではなくて、 それ をす る 時を签 想して 悲しんで ゐる ことで ある。 思 ふに 

西 行の 心境が 高まって ゐ たなら ば、 かう いふ こと を 穴ニ 想して 悲しむ とい ふこと はしなかった であ 

らう。 これ は 修行な どし ない 俗人の 心で ある。 大悟 を 求めて 修行 はして ゐ るが、 その 域に はかな 

の 距離の ある もので、 その 姿と その 心との 間に 不自然 さの 感じられる ものである。 歌と して は 

感の强 いもので ある。 

. ^  (一  §) なき 跡 を 誰と 知らね ど 鳥 部 山お のおの すごき 嫁の 夕暮 

「なき 跡」 は、 なき 人の 意 を、 塚に 絡ませて いった もの。 「鳥 部 山」 は、 火葬場で、 墓地。 

なき 人 を、 誰と は 知らない けれども、 鳥 部 山に 見る と それぞれ 皆、 すぐに 感じられる 塚の 夕暮 

であるよ。 

二 さ 一 


二 さ- 

域に 對 して、 すごさ を 感じた 心で ある。 その 感を强 くい はう が爲 に、 夕暮に 見る 塚 を、 「塚の 

夕 i„^」 と、 「夕 竹な」 の 方 を 主として いってる るので ある。 怫 に 取って は、 慕 は 人間 最後の 場所 

ではない。 すべて をす V ごく 感じる とい ふこと は、 一 俗人と しても 感傷に 過ぎる ものである。 この 

感^の #3 通 以上のと ころに、 西 行の 人柄が 見える。 

百酋 の耿の 中に、 無常 十 首 

s-  (I き ) うら うらと 死なむ. f- るな ど 思 ひ 解けば 心の やがて さぞと 答 ふる 

「うら うらと」 は、 心の どかに。 「など」 は、 にや はらげ る爲に 添へ た詞。 「思 ひ 解けば」 は、 

問題 卽 も^の 「無常」 とい ふこと を、 心に 解す る ことで、 ると いふに 近い 意。 「やがて」 は、 

^ちに。 「さぞ」 は、 然な...^。 

心の どかに 死なう と、 無常と いふ 問题を 我が として £ すると、 心 は 直ちに、 さう だと 答へ る。 

無 C=9 とい ふ^ 文の 上の 大問题 を 間 題と して つへ、 我が：^ として， や：' へる と、 「うら うらと 死なむ 

个， 0」 とい ふ 解 E をれ た。 これ は.： H3 の 理法に 安んじて 顺は うとい ふ^で ある。 すると 心 は、 

哀 ffi 欧 


後 篇 

返し 確め る 意 を もって、 然 なりと 應 じたと いふので ある。 謂 は ゆる 工夫 をして ゐる 中の 消 S を 語 

つた ものである。 「うら うらに 死なむ 中る」 とい ふ詞 は、 當 時として は、 可な りまで 日常 語に 近 

いもの： U つたら うと 思 はれる。 


二.^  0 


二. 五 

一 〇、 神祇の 歌 

太祌 か；： 御祭 日に よめる 

^  何琪 のお はします か は 知らね ども かたじけな さに 淚 こぼる る 

「太 神 {:s」 は、 勢の 神 {«1。 「何事のお はします か は 知らね」 は、 何う いふ 車が あらせられる 

か は 知らないで、 祭禮 によって 示される ことの 內容 の捉へ 難い こと をい つた ものと 取れる。 神佛 

1^ 八：： の：；；； E 仰 は K に 久しい もので、 天 照 大御祌 も佛の 示現と 但 じられ てゐた 常時で ある。 佛 には敎 

があって、 t ぐの 敎 it も 明らかな ものと なって ゐた。 今、 太 神宮の 御祭 日に、 この やうな 感を抱 

ぃ广- とい ふの は、 佛 の-; 小 現と しての 大御 神よりも、 むしろ 大御祌 の 方 を 主と した 心 持と 取れる。 

何 小が 大御 神の ヒ にあら せられる か は 知らないが、 御前に 立てば、 唯 忝な さに おが こぼれる。 

西 行の 感は、 四 五^の、 「かたじけな さに：：^ こぼる る」 とい ふ. たけで、 初：？ から 三 句まで は、 

そのこと にこれ とい ふ现. S のない^ をい つて ゐる ものであるが、 その 理. E のな さ をい ふの は、 ei 

力： 人ハ j?5 


後 篇 

ち 理由 を 求める 心なので ある。 佛に 較べる と 神 は、 ただ 崇敬 を 受けた まふ だけで、 神より 物 をい 

ひか けられる こと は、 必要が ある 場合の 神託 だけで、 それ も 上代に はあった だけで、 中世になる 

と 殆ど なくなって ゐ たので ある。 敎 旨の 複雜 な、 叉大 組織 を 持って ゐる 佛敎を 信じ、 佛者 ともな 

つて ゐる西 行が、 佛と 並ぶ 神に、 その 敎旨 のない 事 を 注意す るの は、 當然 のこと といへ る。 加へ 

て 此の 當時 は、 祭禮が 何う いふ ものである かとい ふ 意識 も、 可な りまで 瞹昧 になって ゐ たらう と 

思 はれる から、 祭日に かう いふ 感を 起す の は、 一層 當然 であった らうと 思 はれる。 信心深い 純 i:, 

^氣 持が 調べ の上1115^^^^."|^が.^,§心を辦^,^^.^^^^^^2^=^0 

^  ,(|§) 世の中 を 天の 御影の うちにな せ 荒 潮 あみて 八 百 會の神 

「夫 木 集」 には詞 書が 添って ゐ る。 それ は 、「公卿 勅使に 土 御門 右府、 宰相に て 立ちけ る を、 五 

十 鈴 川の ほとりに て 見て よめる」 とい ふので ある。 卽ち土 御門 右大臣が 宰相 時代に、 公卿 励 使と 

して 伊勢 太 神宮へ 參 向され たの を、 西 行 は、 五十鈴川の ほとりで 見て よんだ とい ふので ある。 據 


二.^ 七 

ると ころの あっての 詞喾と はれる。 「天つ 御影の うちにな せ」 は、 天の 御 光、 卽ち天 照 大御神 

の 御 心の やうに：！ らせ よで、 世の中 を 御 光の 反對、 卽ち 闇で あると いふ こと を餘 情と しての 詞。 

「荒 潮 あみて 八 百. の 神」 の、 「荒 潮」 は、 海の 荒い 潮。 「あみて」 は 浴み てで、 潮 を 浴み るの は • 

身を浪 めて、 力 を 得る 爲 にす る顿の 意で、 普通の 廣は川 水です るので あるから、 これ は 特別な、 荒 

くカ强 いそれ と 取れる。 「八 百會」 は 「八 百」 卽ち 限りなく も 潮の 會ふ 所の 意で、 潮の はげしい 

所に 一 Q たま ふ 神よ で、 その ゐられ るの は P 、の爲 である。 「荒 潮の 潮の 八 百會」 は、 大， 威の 巾に あ 

る； 1 で、 それ を 取った もの。 

世の 屮を 天の 御 光、 卽ち 天照大神の 御 心のと ほりに ら せよ。 職の 爲に、 荒 潮 を 浴み て 八百會 

にめ たま ふ 神よ。 

ゆの 巾の^?! 1 を 光明に 役ら せた まへ と、 神に 祈る 心で ある。 その 祈る 祌は、 荒 潮 を 浴み て 八 百 

^にる、，：' れる祌 で、 この 神 は： 人 gH<: 御 神に 仕へ る祌 で、 又强ぃカを^：-ってゐる祌でぁる。 接大 

卯祌に .：^,1  「な いのは、 恐れ^!^しとしての齐4と取れる。 この 「神」 とい ふの は、 神代の 武祌 である 


後 篇 

健 嚴槌の 神 を 心に 置いた もの かと も 思 はれる。 武家に 反抗しょう とする 强ぃ 精祌の あら はれと い 

へる。 

ふけ 行く まま に みたらしの 音 神 さびて 聞え ければ 

ヽタ Is) みたらしの 流 はい つも 變らぬ を 末にし なれば あさましの 世 や 

「みたらし」 は、 ここに は拔 かない 前の 歌に、 賀茂 のこと があって、 その 社の みたらし であ 

る。 賀茂 神社 は 皇室の 守護神と して、 特^に 祟 敬され た 社で ある。 「末にし なれば あさまし やの 

世 や」 の、 「末」 は、 下の 「世」 のこと で、 佛說 にい ふところの 末世で ある。 「あさまし」 は、 そ 

の 末世 は惡 いものと 說 かれて ゐる、 その 惡ぃ 意で、 そして 今 は、 世が 武家の ものと ならう として 

ゐる、 その 事 を さして ゐ るので ある。 「や」 は 感嘆。 

みたらしの 流の 音 は、 昔に 變ら ない もの を、 末にな つて 來 たので、 淺 ましく も變 つた 世の あ. 9 

さまよ， 

皇室の 守護神で ある 賀 茂の 社の みたらしの 音 は變ら ぬと いふの は、 神の 稜威 は變ら ない 意 を 

二 九 八 


示し、 然るに、 その 守護 せられる^ 窒の梭 威 は 衰へを 見せて、 武家の 專横 する 世と なった といつ 

て、 それと これと を對 照して 嘆いた 心で ある。 しかし それ も、 末 $1 の 故で あると して、 世の 推移 

を 不可抗力の やうに 感じて、 きを 深めた ので ある。 怫敎の 盛んな 世に、 怫者 となって ゐて、 心 

は、 良 窒を 離れなかった 西 行 を m わ はせ る 歌で ある。 
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歌人の 數 にして 二十 八、 歌 数に して 赏に 三千 三百 餘首。 名歌 秀作 

の 悉く を 網 S して 一 卷 よく 數拾 部の 評 釋 本に 匹敵す る。 各 一 首 毎に 

大 ず：、 ffi 解、 名家の 批評 を附 した。 文 橡受驗 に 作歌に 最適の 良 害。 

嚮 藤茂吉 氏の 序よ リ この 廣ぃ 範鬧の 歌人の 作 を 一 卷に 鎮められ たので さへ 

であるのに、 頭註 も 単に 字句の 解釋 にと どまら す、 諸 名 〔\ ぶの 批評 をも附 

加 へられて ゐる點 は、 畢^^としての文獻記载に對する良心の明かなることを 

^明す る ものと li ふべき である。 或は これ は 新 m 氏 は に 加 ふるに 梵 作者 

であるた めで も あらう が、 これ も に 過して はならぬ ことで あろ。 
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第一 卷原 理 篇 illi 


現代 文章 槪論 . 現代 文章論 槪觀 • 現代 文-お 鼓 

建史 • 文章 心理 學 • 文章 構成 學 . 文薛復 M ハと 

文章 • リア リズ ム と文窣 11 その他 数十？^— 


第一 ー卷方 法 篇 Ms 


第三 卷 且 


お： P 基礎的 根 

本 的 知識 


文章 制作の 精祌と 方法 * 文 車 赏 の竊； ^と. 1^ 

法 • 文學と 文章 方法論 ， 構想 力の 把握と 仲 f> 

表題の 意義と 方法 • 發 表の 怠義と 方法 — 等 

蘐術的 文章 構成の ^神. 技 翻から、 t 證 法的， 

文章 構成の 竊祌 * 技銜 ■ 各 思潮と 文 車 •、 散- ^ 

と 詩 • 著作と 編 i: . 文章 衷現 11 等 内容 整然 


第四卷 搆 成 


0 細密な 制 

M  の赏際 


感覺的 表現 • 寫赏的 表現 • 自然の 表現い 人物 

の 表現 • 會 話の 峩现 . 心理の 表現 • 題材の 把 

握， プロ ッ ト (筋) の 研究 11 その他 数十 現 


短篇 . S 篇 • プロ レタ リア 小說 • 大衆 * おお 小 

說 • 實 1 . 隨筆 • 童話 • 劇 • 學術 論文 ： 兒凌 

綴 方 • 文藝 批評 • 新聞記事. I 等の K 際 指導. 
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第六卷 指導 篇 giii 


第七卷 硏究篇 


文窜硏 i や 法 • 上達 法 . 現代 造語 法 • 人物 論の 

構成から 日記 文 • 感想文 •  ii 說文 •  ^告文 

解說文 . 報告 文 • 形式 文 • 近 惊文 11 0 


現代 文學の 本質 . 現代 各 國文學 . スタン 

ルと 文學的 方法. ドスト ェ ー フ スキ ー と夂學 

的 方法 * 新 感璺淤 と 文章 革新 11 等網雜 1M> 


第八卷 鑑賞 篇 11 ほ 観 


現代 作家 . 批 家 •  tim 家.； ，人，： ^ ^-^  ^ 

の 文章から、 芥川 . 菊 池 • 横 光 •  ？^^-の各^ま 

プ" ウス ト • ジョイ スに至 ろ 11 廣汎 な^ 赏 


S 會 581 


<卷 八な》 本 讀赏鑑 文名 

本 讒擊文 合 綜な全 完本 讃文 名代 現の 一 唯 


H 餘百 四々' ぶ: 卷各 入 函裝布 洋判六 四 一一 裁 

鬮 二十 册八拂 時 一 •  SH"SE3] —拂 月每- ——- 费 

«^四十五册八^^はぉ;時一 • 錢 四十 册ー —— 料 


☆Jsl 卷 古代 中世 


古 iSj. 記、 B 本 紀、 祝詞な ど は 勿論、 B 本文 

駭の 金 時代 平安朝 文犖の 佥體的 Si 合^ 赏。 


$s 江戶 前期 


元 綠 中心の 代表的な 文學、 ^>.hs. 近 松 か 

ら其 fl、 秋 成、 に 至ろ 絢爛たる 内容。 


^r^^:.J  r  3  ^  ffl^ 文化 文政 時代 文學 から、 幕末の 作品に 至ろ _ 

☆a 二 i あ wn 戶 S  HSK 京 傅、 一九から 3M 淵、 宜 -4r 等。 


$s 明治 前期 


文學 史上 f ん 前の 文 se- の 革命^ 代、 新 文 ゆの 誕 

生。 杠！^ ポ、 ^外、 、ぁ 伴、 ： 沿^、  二 紫 等々。 


$s 明治 後期 


C 然" 1^ 義文 ゆの 盛期から 叨治 末期に 至る" 

藤 村、 花お、 ^步 から 漱石^ 文 學の佥 半 塔 _ 


大正時代 


C 棟 派 以後、 新 技巧 汲、 新 感^ 派 なぞぶ バ^、 

之 介、 利 一 ゆ、 文 ゆの 黄金時代。 


SS 昭和 時— 代 


史上 特纸 さるべき プ 文 SJ;- の 徕^、 近く は 行 

派から 新 浪^: 议^ * 现 繁ろ 生きた 文お。 


富 S 漢詩 漢文 


以上-し 中 I せざる 漢 iJt 漢文の 精粹 をい.！ つて、 我 

！ W 統の 一 面ん く來洋 3^ 神の 本 KLl^ る U 


體會送 


I 


页餘百 六々 堂册各 入 函本華 豪 判 六 四 —— i 
oa 六十 册 八 仝拂時 一 • 図 二 册ー拂 月银- —— f 

錢 /\ 十 六册八 は拂 B な一 • 'ク i£ 錢 四十 朋  3{:-； 


13 


JVV 1 、5 し V  0J  C 人間の、 赤裸々 な 心の 空 高く  ら 力な 

一  か 仏 1^  In 淨土は ある。 人生 觀 照の 極地 を あら はす。 


體會送 


☆ 第ニ卷 の.^ く 


空 を 仰き 地に 臥し、 鳥と 共 LL うた はん 心 

こ. -L1 あり。 自然：. 1 生きろ 土の 文 -。 


-t- 第三 卷 ./<  ^ 


人の 世の 汚れ を、 かれ 葉の 如く、 地 にれ 

して また 語らす。 人生 行路の 指標。 A 


<2^ra 卷 ：8>レき^<々 


その 見、 その 問き * その 語る 所、 く 数 

奇なる 人間 記錄。 小說を 凌ぐ 此の 1% 實。 


第五 卷 i と 死と 


父 Li 死なれ 火災に 遇 ひな ど、 逝け る愛兒 

を 描き、 その 亡夫 人 LL 至リ 哀切々。 


☆ 第六卷 S  .4  心 


北 越の 野に 孤 坐して、 々その 詰ろ と、 

ろ、 旅 をお も ひ 人 をお も ひて、 靜寂 無二 


☆ 第七卷 #  ^ 


^いて は 消し、 消して は 描く。 あはれ 砂 

上の 樓閣、 然も これ 如 K なろ 實 人生。 


亡 第八卷 ，fi  ¥ 


0 


自然 LL 生き、 詩情 滾々。 本卷 には隨 筆と 

併せて 特に 傑れた る 短， & 欣を附 載す。 


磨應大 

h キヮ! t 塞 店 
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